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昭和 21 年、在仙文化人有志により、宮城県医師会館内に「仙台公民館」が設立された後、昭和 24

年の社会教育法施行に合わせた「仙台市公民館条例」の制定により、仙台市公会堂(現市民会館)内

に仙台市公民館が誕生した。 

以後、館数を増やしながら、社会教育施設として、市民の学習意欲に応える種々の事業を実施する

とともに、市民が自主的に学習活動を行う場の提供を行っている。 

平成元年には、教育委員会所管の公民館と市民局所管の地区市民センターを相互に併設して名

称を「市民センター・公民館」とし、政令指定都市移行に伴って各区に拠点館を置いた。さらに、翌平

成 2年度に、「仙台市市民センター条例」を新たに制定し、施設名称を「市民センター」に統一した。 

平成 3 年度、財団法人仙台市地域振興公社に施設管理を委託し、平成 13 年度には、市民センタ

ーの業務再編により市職員を各区拠点館に集中配置して、地区館の生涯学習事業を財団法人仙台

ひと・まち交流財団（平成 13年度に地域振興公社から名称変更）に委託した。平成 16年度からは、指

定管理者制度導入に伴い、同財団（平成 23 年 4 月に公益財団法人化）を指定管理者とし、以降、指

定を更新・継続して現在に至っている。 

平成 23年 5月 1日時点で、市民センターは、概ね中学校区毎に５９館設置されている。 

 

年 月 摘       要 館数 

昭和 21年 10月 在仙文化人有志により、宮城県医師会館内に「仙台公民館」設立  

昭和 24年 6月 「社会教育法」制定  

昭和 24年 8月 「仙台市公民館条例」の制定により、仙台市公会堂（現市民会館）内に

「仙台市公民館」誕生 

1館 

昭和 25年 12月 仙台市教育委員会発足 

仙台市公民館運営審議会設置 

 

昭和 27年 6月 「仙台市社会教育委員の設置に関する条例」制定  

昭和 31年 4月 生出村が仙台市に合併したことに伴い、「生出村公民館」を「生出分館」

に改称 

1館 

1分館 

昭和 42年 4月 「生出分館」が移転し、「生出公民館」に名称を変更 2館 

昭和 42年 10月 「仙台市公民館条例」を新たに制定（旧条例は廃止）、貸室の有料化 

「長町公民館」開館 

3館 

昭和 43年 11月 「高砂公民館」開館 4館 

昭和 44年 10月 「中田公民館」開館 5館 

昭和 46年 8月 公会堂解体・市民会館建設に伴い、「仙台市公民館」が東二番丁の「市

民教養センター」に移転 

 

昭和 48年 3月 「仙台市公民館」を「中央公民館」に改称  

昭和 56年 12月 「岩切公民館」開館 6館 

１１  仙仙台台市市市市民民セセンンタターー（（公公民民館館））のの歴歴史史  
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年 月 摘       要 館数 

昭和 58年 3月 「中央公民館」を現在地（仙台駅東口「パルシティ仙台」内）に新築移転

し、宮城野通図書館（現・榴岡図書館）と共に開館 

 

昭和 58年 4月 「七郷公民館」開館 7館 

昭和 61年 3月 東二番丁小学校改築に伴う「市民教養センター」の廃止  

昭和 61年 7月 「中央公民館柏木分館」開館 7館 

1分館 

昭和 62年 11月 宮城町合併に伴い、公民館 9館、分館 1館となる 

（※）宮城・宮城西 

9館 

1分館 

昭和 63年 1月 「中央公民館一番町分館」開館 9館 

2分館 

昭和 63年 3月 秋保町、泉市の合併に伴い、公民館 18館、分館 2館となる 

（※）泉・南光台・加茂・将監・根白石・秋保・馬場・湯元・八乙女 

18館 

2分館 

平成元年 4月 教育委員会所管の「公民館（18 館 2 分館）」と市民局所管の「地区市民セ

ンター（15 館）」が相互に併設され、新たに開館した 3 館を含めて施設の

名称を「○○市民センター・公民館」の二枚看板とする 

 

政令指定都市移行に伴い 5 区 38館制をとり、各区に拠点館を設置 

青 葉 区： 「一番町公民館」    宮城野区： 「中央公民館」 

若 林 区： 「七郷公民館」      太 白 区： 「中田公民館」 

泉 区： 「泉公民館」 

 

・名称変更： 柏木・一番町（分館から公民館へ名称変更） 

・新   設： 片平・東中田・高森 

・市民会館の一部として開館していたものに併設： 榴ヶ岡 

・市民センターに併設： 鶴ヶ谷・東部・北山・福沢・旭ヶ丘・三本松・荒町・ 

南小泉・六郷・西多賀・八本松・八木山・山田・茂庭台 

38館 

平成 2年 3月 「仙台市市民センター条例」を新たに制定。  

平成 2年 4月 名称を「市民センター」に統一し、施設を教育委員会が所管する公民館と

して位置づけ、施設の使用許可を区長に委任、施設管理の総括を市民

局、維持管理を区長に補助執行させる 

「松陵市民センター」開館 

39館 

平成 2年 5月 「大沢市民センター」開館 40館 

平成 2年 9月 「水の森市民センター」開館 41館 

平成 3年 4月 「若林市民センター」「沖野市民センター」「寺岡市民センター」開館 44館 

平成 3年 6月 「宮城市民センター」の名称を変更し、広瀬文化センター内に「広瀬市民

センター」が開館 

 

平成 5年 4月 「幸町市民センター」「貝ヶ森市民センター」「長命ヶ丘市民センター」開館 47館 

平成 5年 9月 「南小泉市民センター」の名称を変更し、若林区文化センター内に若林区

の拠点館「若林区中央市民センター」として開館 
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年 月 摘       要 館数 

平成 6年 4月 「落合市民センター」開館 48館 

平成 6年 11月 「せんだいＬＬプラン 21 仙台市生涯学習基本構想」策定  

平成 7年 4月 「中山市民センター」開館 49館 

平成 7年 5月 「折立市民センター」開館 50館 

平成 8年 4月 「吉成市民センター」開館 51館 

平成 9年 4月 「柳生市民センター」開館 52館 

平成 11年 6月 「長町市民センター」の名称を変更し、太白区文化センター内に太白区の

拠点館「太白区中央市民センター」として開館 

52館 

平成 11年 8月 「田子市民センター」開館 53館 

平成 12年 1月 「松森市民センター」開館 54館 

平成 13年 1月 「仙台まなびの杜（仙台市教育ビジョン）」策定（平成 13年～22年）  

平成 13年 4月 市民センターの業務再編により、職員を拠点館に集中配置、市民センタ

ー地区館事業を「仙台ひと・まち交流財団」に委託 

 

平成 13年 9月 「市民センター運営方針」を定める  

平成 13年 11月 「富沢市民センター」開館 55館 

平成 13年 12月 「桂市民センター」開館 56館 

平成 15年 3月 「福室市民センター」開館 57館 

平成 15年１1月 仙台市市民利用施設予約システムの導入 

「南中山市民センター」開館 

58館 

 

平成 16年 4月 指定管理者制度導入に伴い、財団法人仙台ひと・まち交流財団を指定管

理者に指定（平成 16年 4月から 3年間） 

「木町通市民センター」開館 

59館 

平成 19年 4月 非公募により引き続き、財団法人仙台ひと・まち交流財団を指定管理者

に指定 

 

平成 19年 10月 仙台市公民館運営審議会より「市民センターの施設理念と運営方針の見

直しについて」（答申）を受ける。 

 

平成 20年 12月 「仙台市市民センターの施設理念と運営方針」策定  

平成 21年 4月 非公募により引き続き、財団法人仙台ひと・まち交流財団を指定管理者

に指定 

 

平成 23年 5月 各区中央市民センターを教育局から各区役所区民部の公所として組織

変更し、業務を各区長の補助執行とする。 

宮城野区の拠点館機能を教育局中央市民センターから分離し、(仮)宮城

野区中央市民センターが新設されるまでの間、宮城野区区民部に「市民

センター事業推進室」を設置。 
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（平成 23年 3月 31日現在） 

館名 住所 
電話番号 
ＦＡＸ番号 

竣工 
敷地面積 
建物延床 
面積(㎡) 

主要施設 併設施設 

青葉区 
中央 

青葉区一番
町二丁目 1番
4号 

223-2516 
261-3251 

昭和 62年 
12月 15日 

7,148.85 
2,311.55 

ホール，小ホール(2)，会議
室(5),和室，調理実習室，音
楽室，市民活動室 

幼稚園・小学校 

柏木 
青葉区柏木
三丁目 3番 1
号 

233-8066 
233-8484 

平成 10年 
4月 1日 

2,822.73 
1,315.20 

会議室，和室(2)，ホール，
市民活動室，資料室 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ 

広瀬 
青葉区下愛
子字観音堂 5
番地 

392-8405 
392-8410 

平成 3年 
3月 31日 

6,746.77 
786.54 

会議室，セミナー室(2)，和
室(2)，創作室，サークル連
絡室 

広瀬文化ｾﾝﾀ
ｰ・広瀬図書館 

宮城西 
青葉区熊ヶ根
字石積 47番
地 

393-2829 
393-2491 

昭和 51年 
12月 20日 

2,299.72 
677.92 

会議室（2），和室（2），調理
実習室，体育館 

  

北山 
青葉区新坂
町 8番 4号 

272-1020 
272-1036 

昭和 49年 
7月 3日 

2,071.54 
1,406.43 

会議室（3），和室（4），調理
実習室，娯楽室，トレーニン
グ室，親子室，資料室，図
書室 

 

福沢 
青葉区福沢
町 9番 9号 

223-9095 
213-1647 

昭和 59年 
6月 9日 

3,205.75 
1,998.46 

会議室(3)，和室(3)，視聴覚
室，調理実習室，遊戯室，
図書室，娯楽室，体育館 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ 

旭ケ丘 
青葉区旭ケ
丘三丁目 25
番 15号 

271-4729 
271-7984 

昭和 60年 
6月 15日 

3,128.66 
2,044.91 

展示ホール（2），ホール
（2），会議室（3） 

旭ケ丘ﾊﾞｽ乗継
ﾀｰﾐﾅﾙ 

三本松 
青葉区堤町
三丁目23番1
号 

274-3955 
234-5355 

昭和 62年 
3月 31日 

4,861.02 
1,499.07 

会議室兼調理室，和室（3），
体育館，遊戯室，図書室 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ 

片平 
青葉区米ヶ袋
一丁目1番35
号 

227-5333 
268-0234 

平成元年 
3月 15日 

2,500.03 
2,027.60 

会議室（2），会議室兼調理
実習室，和室（3），体育館，
娯楽室，広瀬川自然展示コ
ーナー 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ 

大沢 
青葉区芋沢
字要害 65番
地 

394-6891 
394-6439 

平成 2年 
5月 24日 

6,318.73 
1,245,60 

会議室兼調理実習室，和室
(2)，体育館 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ・証明
発行ｾﾝﾀｰ 

水の森 
青葉区水の
森四丁目 1番
1号 

277-2711 
277-8863 

平成 2年 
8月 30日 

(水の森温水
プール内) 
11,317.60 
1,847.57 

会議室，会議室兼調理実習
室，和室(3)，体育館，親子
室 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ・温水
ﾌﾟｰﾙ 

貝ケ森 
青葉区貝ケ
森一丁目 4番
6号 

279-6320 
279-6704 

平成 5年 
4月 26日 

3,690.11 
1,578.64 

会議室，会議室兼調理実習
室，和室(2)，資料室，親子
室，ホール 

児童館(図書
室） 

２２  市市民民セセンンタターー施施設設概概要要  
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館名 住所 
電話番号 
ＦＡＸ番号 

竣工 
敷地面積 
建物延床 
面積(㎡) 

主要施設 併設施設 

落合 
青葉区落合
二丁目 15番
15号 

392-7301 
392-6737 

平成 6年 
3月 31日 

4,078.96 
1,248.45 

会議室兼調理実習室，和室
（2），娯楽室，図書室，親子
室，ホール 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ 

中山 
青葉区中山
三丁目13番1
号 

279-9216 
719-2150 

平成 7年 
3月 31日 

4,047.48 
1,719.78 

会議室，会議室兼調理実習
室，和室(2)，資料室，親子
室，ホール 

児童館(図書
室）・老人憩い
の家・ｺﾐｭﾆﾃｨ
防災ｾﾝﾀｰ 

折立 
青葉区折立
三丁目20番1
号 

226-1226 
226-2660 

平成 7年 
5月 30日 

2,843.36 
1,790.71 

会議室，会議室兼調理実習
室，和室(2)，ホール，親子
室，資料室 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ 

吉成 
青葉区国見ヶ
丘二丁目 2番
地の 1 

279-2033 
279-9431 

平成 8年 
4月 26日 

3,300.76 
1,606.03 

会議室，会議室兼調理実習
室，和室，親子室，ホール，
資料室 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ 

木町通 
青葉区木町
通一丁目 7番
36号 

711-2561 
212-4330 

平成 16年 
2月 27日 

(木町通小 
学校内) 

10,480.00 
2,892.34 

会議室(2)，和室(2)，調理実
習室，娯楽室，親子室，市
民活動室，ホール 

小学校・児童館
(図書室）・ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ 

中央 
宮城野区榴
岡四丁目 1番
8号 

295-0403 
295-0810 

昭和 58年 
2月 28日 

3,367.52 
4,064.32 

会議室，セミナー室(4)，和
室，音楽室(2)，創作室(2)，
体育館，トレーニング室，ミ
ーティング室、情報コーナー 

榴岡図書館 

高砂 
宮城野区高
砂一丁目 24
番地の 9号 

258-1010 
259-7577 

平成 6年 
3月 30日 

10,000.02 
1,908.06 

会議室(2)，和室(2)，調理実
習室，親子室，ホール，資
料室 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ・老人
福祉ｾﾝﾀｰ・ﾃﾞｲ
ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ・保
健ｾﾝﾀｰ 

岩切 
宮城野区岩
切字三所南
88番地の 2 

255-7728 
255-2075 

昭和 56年 
12月 15日 

4,789.09 
2,060.91 

講義室，研修室(2)，和室
(2)，調理実習室，視聴覚
室，創作室，体育館，図書
室，交流室、親子室、資料
室 

保健ｾﾝﾀｰ・老
人憩いの家・ｺﾐ
ｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀ
ｰ・証明発行ｾﾝ
ﾀｰ 

鶴ケ谷 
宮城野区鶴
ケ谷八丁目
19番地の 1 

251-1562 
251-1564 

昭和 47年 
5月 

7,377.65 
2,003.21 

会議室(3)，和室，調理実習
室，遊技室，ホール 

児童館(図書
室）・温水ﾌﾟｰﾙ 

榴ケ岡 
宮城野区五
輪一丁目 4番
22号 

293-6742 
293-6761 

昭和 48年 
6月 1日 

2,266.05 
1,020.17 

会議室(5)，和室，調理実習
室，談話コーナー 

  

榴岡公園 
軽体育館 

宮城野区五
輪一丁目 3番
1号 

299-5666 
299-5690 

平成元年 
4月 26日 

963.40 
1,005.33 

和室(2)，ミーティングルーム
(2)，休憩室，体育館 

  

東部 
宮城野区平
成一丁目 3番
27号 

237-0092 
235-7634 

昭和 58年 
4月 8日 

1,795.57 
1,435.36 

会議室，和室(3)，調理実習
室，娯楽室，体育館 

児童館(図書
室） 

幸町 
宮城野区幸
町三丁目 13
番 13号 

291-8651 
291-8561 

平成 5年 
3月 31日 

3,838.08 
1,756.90 

会議室，会議室兼調理実習
室，和室(2)，親子室，資料
室，ホール 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ 
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館名 住所 
電話番号 
ＦＡＸ番号 

竣工 
敷地面積 
建物延床 
面積(㎡) 

主要施設 併設施設 

田子 
宮城野区田
子二丁目 4番
25号 

254-2721 
254-2722 

平成 11年 
8月 5日 

2,877.76 
1,951.49 

会議室(2)，和室(2)，調理実
習室，ホール，娯楽室，親
子室，市民活動室 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ 

福室 
宮城野区福
室五丁目 9番
36号 

786-3540 
388-6320 

平成 15年 
1月 10日 

4,747.25 
1,956.70 

ホール，会議室（2），和室
（2），調理実習室，市民活動
室，娯楽室，親子室 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ 

若林区 
中央 

若林区南小
泉一丁目 1番
1号 

282-1173 
282-1180 

平成 5年 
3月 

(若林区文化
センター内) 

11,842.43 
515.21 

会議室(2)，和室(3)，セミナ
ー室(2)，創作室，サークル
連絡室，プレイルーム 

文化ｾﾝﾀｰ・図
書館・情報ｾﾝﾀ
ｰ 

（若林区 
中央 
別棟） 

若林区保春
院前丁 3番地
の 4 

  
昭和 53年 
5月 17日 

3,369.21 
2,120.57 

会議室，和室(2)，調理実習
室，ホール，娯楽室 

児童館・社会福
祉協議会 

七郷 
若林区荒井
字堀添 65番
地の 5 

288-8700 
288-2340 

昭和 58年 
3月 7日 

5,674.00 
1,986.39 

会議室，研修室(2)，和室
(3)，調理実習室，視聴覚
室，創作室，体育館，市民
活動室 

児童館(図書
室）・保健ｾﾝﾀ
ｰ・ｺﾐｭﾆﾃｨ防災
ｾﾝﾀｰ・証明発
行ｾﾝﾀｰ 

荒町 
若林区荒町
86番地の 2 

266-3790 
266-5436 

平成 21年 
11月 27日 

1,430.29 
2,234.78 

会議室（3），和室（2），調理
実習室，ホール，親子室，
市民活動室 

児童館（図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ 

六郷 
若林区今泉
一丁目3番19
号 

289-5127 
289-6359 

昭和 56年 
12月 15日 

4,354.80 
1,843.28 

会議室(3)，和室(3)，調理実
習室，娯楽室，体育館 

児童館(図書
室）・保健ｾﾝﾀ
ｰ・証明発行ｾﾝ
ﾀｰ 

若林 
若林三丁目
15番 20号 

282-4541 
282-2637 

平成 3年 
4月 29日 

3,048.00 
1,624.03 

会議室，会議室兼調理実習
室，和室（2），資料室，親子
室，ホール 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ 

沖野 
若林区沖野
七丁目 34番
43号 

282-4571 
285-4681 

平成 3年 
3月 30日 

6,151.42 
1,637.42 

会議室，会議室兼調理実習
室，和室(2)，親子室，資料
室，ホール 

児童館(図書
室）・老人福祉
ｾﾝﾀｰ・デイサ
ービスｾﾝﾀｰ 

太白区 
中央 

太白区長町
五丁目 3番 2
号 

304-2741 
304-2526 

平成 11年 
3月 31日 

(太白区文化
センター内) 

9,684.57 
2,311.68 

会議室（5），和室（2），調理
実習室，音楽室，創作室，
体育館 

文化ｾﾝﾀｰ・図
書館・児童館・
情報ｾﾝﾀｰ 

中田 
太白区中田
四丁目 1番 5
号 

241-1459 
242-2535 

昭和 56年 
3月 20日 

3,217.97 
1,801.97 

講義室，研修室（2），和室
（2），調理実習室，視聴覚
室，図書室，体育館 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ・証明発行ｾ
ﾝﾀｰ 

生出 
太白区茂庭
字新熊野 64
番地 

281-2040 
281-4319 

昭和 55年 
3月 31日 

3,635.87 
955.78 

講義室（2），和室，図書室，
調理実習室，体育館 

診療所・保健ｾ
ﾝﾀｰ・証明発行
ｾﾝﾀｰ 

秋保 

太白区秋保
町長袋字大
原 160番地の
2 

399-2316 
399-2394 

昭和 46年 
9月 1日 

4,111.77 
1,545.94 

研修室，視聴覚室，茶室，
図書室，和室，会議室，体
育館，調理実習室，談話室 
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館名 住所 
電話番号 
ＦＡＸ番号 

竣工 
敷地面積 
建物延床 
面積(㎡) 

主要施設 併設施設 

馬場 
太白区秋保
町馬場字竹
林45番地の1 

399-2745 
- 

昭和 52年 
3月 31日 

3,185.42 
734.20 

会議室，講義室，調理実習
室，体育館，図書室兼談話
室 

  

湯元 
太白区秋保
町湯向 2番地
の 20 

398-2720 
398-2789 

昭和 54年 
3月 31日 

1,846.47 
844.98 

集会室，会議室，講義室，
視聴覚室，調理実習室，和
室 

  

西多賀 
太白区西多
賀三丁目 6番
8号 

244-6721 
244-0524 

昭和 53年 
5月 10日 

2,526.17 
1,462.35 

会議室（2），和室（3），調理
実習室，ホール，娯楽室 

児童館(図書
室） 

八本松 
太白区八本
松二丁目 4番
20号 

246-2426 
246-9023 

昭和 60年 
5月 12日 

3,606.73 
1,495.44 

会議室兼調理実習室，会議
室，和室（2），体育館，娯楽
室 

児童館・太白図
書館分室・ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ 

八木山 
太白区八木
山本町一丁
目 43番地 

228-1190 
228-1689 

昭和 62年 
2月 10日 

（八木山動物
公園内） 

21,569.00 
1,832.02 

会議室兼調理実習室，会議
室，和室（2），体育館，図書
室，遊戯室，娯楽室 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ 

山田 
太白区山田
北前町13番1
号 

244-0213 
244-1843 

昭和 62年 
4月 17日 

4,434.93 
1,496.88 

会議室，会議室兼調理実習
室，和室（2），体育館，遊戯
室，娯楽室，図書室 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ 

茂庭台 
太白区茂庭
台四丁目 1番
10号 

281-3293 
281-4349 

昭和 63年 
3月 31日 

9,803.90 
1,495.55 

会議室，和室（2），会議室兼
調理実習室，娯楽室，体育
館 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ 

東中田 
太白区四郎
丸字吹上 51
番地 

242-1185 
242-7053 

平成元年 
3月 5日 

5,516.21 
1,619.96 

会議室，和室(2)，娯楽室，
体育館，会議室兼調理実習
室 

児童館(図書
室）・保健ｾﾝﾀ
ｰ・ｺﾐｭﾆﾃｨ防災
ｾﾝﾀｰ 

柳生 
太白区柳生
七丁目20番7
号 

306-6750 
306-7081 

平成 9年 
3月 31日 

2,879.16 
1,633.01 

会議室，和室(2)，ホール，
資料室，親子室，会議室兼
調理実習室 

児童館(図書
室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ防
災ｾﾝﾀｰ 

富沢 
太白区富沢
南一丁目 18
番地の 10 

244-3977 
307-5101 

平成 13年 
11月 22日 

4,068.46 
1,839.30 

会議室（2）,和室（2），ホー
ル，調理実習室，娯楽室，
親子室，図書室，市民活動
室 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ 

泉区 
中央 

泉区市名坂
字東裏 53番
地の 1   

372-8101 
372-2447 

平成 15年 
11月 14日 

3,035.78 
2,138.54 

会議室(3)，和室(2)，調理実
習室，研修室，音楽室，創
作室，親子室，娯楽室，市
民活動室，ホール 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ・泉ふるさと
生活ｷﾞｬﾗﾘｰ 

根白石 
泉区根白石
字杉下前 24
番地 

379-2108 
376-5769 

昭和 63年 
3月 31日 

5,839.66 
1,911.53 

会議室（2），ホール，工作
室，和室，調理実習室 

泉図書館分
室，証明発行ｾ
ﾝﾀｰ  

南光台 
泉区南光台
七丁目1番30
号 

251-5850 
252-8172 

昭和 52年 
3月 31日 

3,295.50 
1,218.49 

集会室，和室，研修室（5），
会議室，調理実習室 

泉図書館分室 
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館名 住所 
電話番号 
ＦＡＸ番号 

竣工 
敷地面積 
建物延床 
面積(㎡) 

主要施設 併設施設 

黒松 
泉区黒松一
丁目 33番 40
号 

234-5346 
219-2038 

平成 4年 10
月 20日 

5,264.63 
1,491.48 

ホール，研修室（2），多目的
室，和室，調理実習室 

泉図書館分室 

将監 
泉区将監八
丁目 2番 1号 

372-0923 
374-8704 

平成 4年 3
月 19日 

1,821.00 
1,497.95 

和室(2)，研修室(3)，調理実
習室，ホール，娯楽室，託
児室 

泉図書館分室 

加茂 
泉区加茂四
丁目 2番地 

378-2970 
377-4565 

昭和 58年 4
月 1日 

3,147.00 
1,469.84 

和室，研修室，調理実習
室，ホール，体育館，談話
室 

泉図書館分室 

高森 
泉区高森六
丁目 1番 2号 

378-9950 
378-9969 

平成元年 3
月 20日 

3,000.12 
1,499.93 

研修室（3），和室，調理実習
室，音楽室，工作室，ホー
ル 

泉図書館分室 

松陵 
泉区松陵五
丁目 20番地
の 2 

375-8101 
375-6101 

平成 2年 3
月 10日 

2,806.93 
1,498.49 

研修室（3），工作室，調理実
習室，和室，託児室，ホー
ル 

泉図書館分室・
訪問看護ステ
ーション 

寺岡 
泉区寺岡二
丁目 14番地
の 4 

378-4490 
378-4534 

平成 3年 3
月 10日 

2,665.42 
1,481.22 

研修室(3)，和室，調理実習
室，トレーニング室，ホール 

泉図書館分室 

長命ケ丘 
泉区長命ケ
丘二丁目 14
番 15号  

377-3504  
377-3508 

平成 5年 4
月 27日 

2,885.07 
1,496.35 

会議室，会議室兼調理実習
室，和室(2)，娯楽室，親子
室，ホール 

泉図書館分室 

松森 
泉区松森字
城前 9番地の
2 

776-9510 
776-9512 

平成 11年
12月 10日 

4,000.50 
1,870.33 

会議室，和室(2)，調理実習
室，工作室，ホール，娯楽
室，図書室，親子室，市民
活動室 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ 

桂 
泉区桂三丁
目 19番 1号 

375-0550 
771-5931 

平成 13年
12月 4日 

7,759.48 
2,268.05 

会議室(2)，和室(2)，創作
室，調理実習室，娯楽室，
親子室，市民活動室，ホー
ル 

児童ｾﾝﾀｰ（図
書室）・ｺﾐｭﾆﾃｨ
防災ｾﾝﾀｰ 

南中山 
泉区南中山
二丁目 24番
12号 

379-4780 
348-4340 

平成 15年
11月 13日 

5,718.56 
1,579.66 

会議室(2)，和室(3)，調理実
習室，研修室，親子室，娯
楽室，市民活動室，図書コ
ーナー，体育館 

ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝ
ﾀｰ 
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      拠点館 

中央市民センター （管理係・事業係）※宮城野区拠点館を兼ねる 

                  青葉区中央市民センター （事業企画係） 

                  若林区中央市民センター （事業企画係） 

                  太白区中央市民センター （事業企画係） 

                  泉 区中央市民センター （事業企画係） 

 

        地区館 

            〔５９館一括指定管理〕指定管理者 財団法人仙台ひと・まち交流財団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央市民センター(宮城野区拠点館と榴ヶ岡地区の地区館を兼ねている) 

市 直 営 業 務  

市職員による 
市中央館としての業務 
・市全体を対象にした 
生涯学習支援事業の総括 

市 直 営 業 務  

市職員による 
区拠点館としての業務 
・区内地区館支援 
・区全体を対象にした 
生涯学習支援事業 

教育委員会 

中央市民ｾﾝﾀｰ 

高砂市民ｾﾝﾀｰ 

岩切市民ｾﾝﾀｰ 

鶴ケ谷市民ｾﾝﾀｰ 

榴ケ岡市民ｾﾝﾀｰ 

東部市民ｾﾝﾀｰ 

幸町市民ｾﾝﾀｰ 

田子市民ｾﾝﾀｰ 

福室市民ｾﾝﾀｰ 

若林区中央市民ｾﾝﾀー  

七郷市民ｾﾝﾀｰ 

荒町市民ｾﾝﾀｰ 

六郷市民ｾﾝﾀｰ 

若林市民ｾﾝﾀｰ 

沖野市民ｾﾝﾀｰ 

太白区中央市民ｾﾝﾀー  

中田市民ｾﾝﾀｰ 

生出市民ｾﾝﾀｰ 

秋保市民ｾﾝﾀｰ 

馬場市民ｾﾝﾀｰ 

湯元市民ｾﾝﾀｰ 

西多賀市民ｾﾝﾀｰ 

八本松市民ｾﾝﾀｰ 

八木山市民ｾﾝﾀｰ 

山田市民ｾﾝﾀｰ 

茂庭台市民ｾﾝﾀｰ 

東中田市民ｾﾝﾀｰ 

柳生市民ｾﾝﾀｰ 

富沢市民ｾﾝﾀｰ 

泉区中央市民ｾﾝﾀｰ 

根白石市民ｾﾝﾀｰ 

南光台市民ｾﾝﾀｰ 

黒松市民ｾﾝﾀｰ 

将監市民ｾﾝﾀｰ 

加茂市民ｾﾝﾀｰ 

高森市民ｾﾝﾀｰ 

松陵市民ｾﾝﾀｰ 

寺岡市民ｾﾝﾀｰ 

長命ケ丘市民ｾﾝﾀｰ 

松森市民ｾﾝﾀｰ 

桂市民ｾﾝﾀｰ 

南中山市民ｾﾝﾀｰ 

6館 13館 14館 9館 17館 

青葉区中央市民ｾﾝﾀー  

柏木市民ｾﾝﾀｰ 

広瀬市民ｾﾝﾀｰ 

宮城西市民ｾﾝﾀｰ 

北山市民ｾﾝﾀｰ 

福沢市民ｾﾝﾀｰ 

旭ケ丘市民ｾﾝﾀｰ 

三本松市民ｾﾝﾀｰ 

片平市民ｾﾝﾀｰ 

大沢市民ｾﾝﾀｰ 

水の森市民ｾﾝﾀｰ 

貝ケ森市民ｾﾝﾀｰ 

落合市民ｾﾝﾀｰ 

中山市民ｾﾝﾀｰ 

折立市民ｾﾝﾀｰ 

吉成市民ｾﾝﾀｰ 

木町通市民ｾﾝﾀｰ 

３３  平平成成 2222 年年度度  仙仙台台市市市市民民セセンンタターーのの組組織織  

青葉区内 宮城野区内 若林区内 太白区内 泉区内 

指定管理業務 

指定管理者による 
地区館としての業務 
・立地する地域向けの 
生涯学習支援事業 

指定管理業務 

指定管理者による 
地区館としての業務 
・館の会議室等の 
貸室管理 

各区中央市民センター(所在地区の地区館を兼ねている) 

 
地区館 

 

＜拠点館の特殊な構造＞ 
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(平成２０年１２月策定）    

 

              

仙仙台台市市市市民民セセンンタターーのの施施設設理理念念  
 

市民センターとは、次の３つの機能が一体となって運営される社会教育施設である。 

 

１  市民の学びのプロセスに沿った学習支援のための諸機能を有し、あらゆるライフステー

ジに応じた市民一人ひとりの学びを総合的に支援する、市民との協働による市民本位の

生涯学習の支援拠点としての機能 

２ 子どもから高齢者までのあらゆる市民が集い交流し、多様な市民による様々な活動が主

体的に行えるよう支援する場や機能を持った市民のための市民が主役の交流拠点とし

ての機能 

３ 学びを通して地域の人と人とをつなぎ、住みよいまちづくりにつながる人づくりを行う

地域づくりの拠点としての機能 

 

  

仙仙台台市市市市民民セセンンタターー事事業業のの運運営営方方針針  

 

１ 市民センター事業の目的  

 

(1) 市民センター全体の事業目的                       

市民センターは、それぞれの地域での市民ニーズに応じた多様な事業を実施することに

より、市民一人一人の主体的な生涯学習活動が充実し、その活動をきっかけとして仲間が

集い交流が生まれ、その相互の交流を通して住みよい地域づくりにつながる自治活動が活

発になるなど、それぞれの地域社会のより良い形成に寄与する“人づくり”を目指す。 

重点方針 

・全ての市民センター事業は、この目的に向かって計画性を持って実施する。 

・実際の事業の企画・実施にあたり、職員は「きっかけ」「仕掛け」「働きかけ」といっ

た社会教育的関わりを常に意識し、市民の主体的な「学び」を支え、市民と協働して

事業に取り組む。 

・職員はこのような目的が達成されているかどうかを自己点検・評価するとともに、市

民・地域住民による評価を受け、事業の改善に絶えず努める。 

(2) 拠点館事業の主要な目的                       

拠点館事業の主要な目的は、本市における、あらゆる市民のライフステージごとの学習

ニーズに対応した、多様な生涯学習事業の計画的かつ体系的な推進である。さらには、指

定管理者制度の下で事業を受注している地区館に対して、その果たすべき業務の目的・目

標を設定し、定期的に事業を評価し必要な助言・指導を行うなど、発注者としての地区館

事業へのマネジメントを行い社会教育施設としての質の確保を図ることである。 

重点方針 

・拠点館は、体系化された事業計画と社会教育の専門性を持って、市民センター事業全

体の質を維持し高めるものとする。 

・拠点館職員は常に専門性の維持・向上に努め、地域課題を踏まえた調査研究事業の充

実と地区館支援のための環境整備に重点的に取り組むものとする。 

 (3) 地区館事業の主要な目的                       

地区館事業の主要な目的は、地域を基盤とし、地域づくりにつながる人づくりを行うこ

４４  市市民民セセンンタターーのの施施設設理理念念とと運運営営方方針針  
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とであり、市民一人ひとりが「出会い・ふれあい・学びあう」ことでつながり、さらには

市民自ら地域課題に向き合い住み良いまちづくりに協働して取り組むことができるよう

支援することである。 

   重点方針 

・地区館は“地域づくりの拠点”としての機能を果たすことを重点目標とし、館長は地

域のコーディネーターの役割を担うものとする。 

・地域の連帯感を高め豊かな地域社会を創るために、地域における市民の主体的で多様

な生涯学習活動を支援し、質・量ともに充実するものとする。 

 

２ 市民センターの役割 

    (1) 市拠点館（中央市民センター）の基本的な役割  

① 市民センターにおける生涯学習事業体系の策定と行動計画の立案、および全市にわた

る生涯学習事業の推進 

本市における生涯学習に関わる機関・団体との役割分担を踏まえ、学校教育や市

長部局・区の事業担当課とも連携しながら、市民センターが担うべき生涯学習事業

体系を策定し、事業目標を定めた行動計画にしたがって本市の生涯学習事業を着実

に推進する。 

② 生涯学習推進のための専門性の向上 

     少子高齢化・国際化・情報化、男女共同参画などの現代的な課題や、本市が抱え

る諸課題への先進的な取組み、及び市民のライフステージごとの多様な学習ニーズ

の把握と効果的なプログラムづくり等の調査・研究を推進するとともに、その成果

を地区館等へ還元する。 

③ 市民一人ひとりのニーズに対応した生涯学習支援体制の充実 

〔学習活動のネットワーク化とリーダーの養成〕 

市民相互の学習活動やそのネットワーク化を支援するとともに、学習リーダーの

養成や学習ボランティア活動を推進する。 

〔生涯学習情報の計画的体系的な収集と提供〕 

計画的で体系的な生涯学習情報の収集と提供を行い、生涯学習相談事業の充実を

図る。 

④ 指定管理者制度下での指定管理業務のマネジメントの推進 

地区館事業の発注者として、指定管理業務の目的とそのための事業の目標及びその

要求水準の考え方を明確にし、地区館ごとに事業を評価できる体制を構築する。 

⑤ 職員の人材育成 

      〔職員研修の体系化と専門研修の充実〕 

初任者・中堅者・館長などに対する経験や役割に応じた体系的な研修や、社会教

育を担当する職員としての専門性を高める研修の充実を図る。 

〔職員への助言・指導及び支援体制づくり〕 

事業が具体的な目標のもとに計画的に推進できるよう、事業を担当する職員への

専門的な助言・指導や支援のための体制づくりに努める。 

    (2) 区拠点館（区中央市民センター）の基本的な役割                     

① 区内の生涯学習事業の推進 

      〔区内の生涯学習事業の推進と地域リーダーの育成〕 

区内諸団体及び区役所などとの連携を図り地域課題に取り組むことで、区内の生

涯学習事業を推進するとともに、区内の地域リーダーの育成に努める。 

〔区内の市民の学習・グループ活動への支援〕 

区内の生涯学習活動を幅広く支援するため、生涯学習情報の収集と提供、及び相

談事業を充実させるとともに、活動する市民・団体等のグループ化やネットワーク

化への支援に努める。 
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② 区内地区館事業への支援 

      〔関係諸団体との連携の推進〕 

地域団体・ＮＰＯ・ボランティア団体などの民間諸団体や、区役所、学校などの

公共機関等との連携によって地区館事業が活発に展開されるよう、地区館を積極的

に支援する。 

〔家庭及び地域での教育力向上、ジュニアリーダーの育成支援〕 

地域での子育て支援や子どもが育つ環境づくりのために、区内の民間諸団体や行

政の担当課、嘱託社会教育主事研究協議会支部とも十分連携し、地区館での家庭及

び地域社会の教育力の向上とジュニアリーダーの育成が図られるよう、その支援に

努める。 

〔地区館職員の人材育成〕 

定期的な連絡会の開催や、区内の地区館が連携して進める事業の支援など、区内

の地区館職員の人材育成が図られ、かつ効果的な事業が推進されるよう働きかけを

行う。 

③ 指定管理者制度下での区内地区館業務のマネジメントの推進 

地区館業務の目的、各事業の目標及び要求水準をもとに、それぞれの地域ニーズを

地区館職員とともに把握し、より効果的な事業の実施に向けた指導・助言を行うとと

もに、事業の結果について的確な評価を行うことで、地区館事業の向上が図られるよ

う支援に努める。 

(3) 地区館（各市民センター）の基本的な役割                      

取組指針 

社会教育施設としての地区館に求められる下記の機能は、相互に関連を持ちながら

総合的に発揮されなければならない。それにより、これまで市民センターに関心のな

かった人々が、地区館事業に様々な形で関わることができ、地区館が多くの市民の参

画を得ながら地域づくりの拠点として活発に機能することになる。 

また、地区館の職員は、区拠点館の支援を受けつつ、これらの機能が総合的に発揮

されるよう「きっかけ」をつくり、「仕掛け」「働きかけ」を行い、地域住民や地域の

諸団体等と協働して事業を展開していくものとする。 

① 地域住民本位の生涯学習拠点機能 

〔学習ニーズ・地域課題を踏まえた特徴ある事業の実施〕 

地域住民を対象にしたアンケート調査や懇談会、日々の地域情報の収集などを通

して地域住民の学習ニーズと地域課題を把握し、目的を明確にした上で特徴ある事

業を実施する。 

〔事業の魅力づくりと参加しやすい条件づくり〕 

事業の企画にあたっては「学びを通じての人と人とのつながり」を基本方針とし、

地域住民が楽しく参加したくなるような工夫（魅力づくり）や参加しやすい条件を

整えるよう努める。 

〔市民参画の推進と市民の活動の育成・支援〕 

市民自らが学ぶことで主体的な活動が地域で多様に展開できるよう、市民参画に

よる事業を積極的に推進するとともに、地域を基盤としたサークル活動や市民活動

の育成・支援に努める。 

② 地域の交流・拠点機能 

〔地域住民の交流の場、及び子どもたちの育成・交流の場の確保〕 

多様な地域住民が気軽に集い、楽しく交流のできる場と機会を設ける。特に、地

域の中で見守られ育まれるべき次代を担う子どもたちのための子育て支援と青少年

の育成・交流の場の確保に配慮する。 

〔様々な地域ネットワークの拠点機能＝プラットフォームの確保〕 

地域にあるさまざまな団体、ＮＰＯ、ボランティア組織等が共通の地域課題のも
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とに集まれるネットワークの拠点としての機能（プラットフォーム）が持てるよう

努める。 

③ 地域のコミュニティづくり機能 

〔コミュニティ意識の醸成〕 

地域住民と協働し、地域の歴史・自然・行事などの地域資源を活かした地域文化

の継承と創造の事業に継続的に取り組むとともに、地域の魅力と課題の発見を通し

て、多くの地域住民が地域と関わることができるよう積極的に働きかけ、地域住民

のコミュニティ意識の醸成を図る。 

〔地域活動を担う人材の育成〕 

地域課題を踏まえ、地域の関係団体やＮＰＯ等と連携しながら、地域での多様な

活動を担う人材の育成に努める。 

〔地区館事業に市民が主体的に関わる仕組みづくり〕 

地域に根差した地区館事業を市民と協働で推進するために、地域住民が地区館事

業に主体的に関わる仕組み（地域住民による地区館ごとの運営協議会等）を創り活

かす。 

     ④ 地域のコーディネート機能 

〔地域にある機関・団体等のネットワーク化〕 

ＰＴＡ・町内会・商店街等の各種地域団体、ＮＰＯなど地域に関わる機関や団体、

学校や区役所等の公共機関と連携し、地域住民とともに地域課題に取り組むための

ネットワークを構築する。 

〔行政機関と地域との仲介・調整の窓口機能の分担〕 

“地域の声”を施策や事業につなげるために、行政・専門機関等と地域の諸団体等

との交流拠点施設としての仲介および調整の窓口機能を担う。 

⑤ 地域の情報ステーション機能 

〔地域の資源・財産の保管と公開〕 

地域にあるさまざまな資源（歴史、文化、自然等）や財産（祭礼行事、施設、人

材等）などに関する情報を多様な媒体に整理・保管し、地域住民が必要に応じて閲

覧し活用できる仕組みを整える。 

〔地域情報の収集と提供〕 

地域内の学校や区役所などの公共機関からのお知らせや催し情報のほか、地域団

体や各種サークル、ＮＰＯなどからの活動情報や募集情報などを随時収集・整理し、

適時、地域住民に提供する。 

   

 

仙仙台台市市市市民民セセンンタターーのの施施設設管管理理のの運運営営方方針針  

 

(1) 市民サービスの向上                            

① 利用者の立場に立ったサービスを行う 

② 利用者のプライバシーを保護するよう十分配慮する 

 (2) 市民交流スペースの確保とオープンスペースの活用                 

市民の誰もが気軽に立ち寄り、交流のできる場と機能を確保する。 

地区館のオープンスペース等に関しては、地域住民にとって魅力ある場となるよう、

地域住民の意向を十分に踏まえた各館独自のルール及び運営体制を設けるなど、その利

用を促進する。 

 (3) 地域優先への配慮                             

地区館は、地域づくりの拠点施設であることから、地域住民の利用が優先されるよう

努め、そのための仕組みづくりを行う。 
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＜教育局直轄事業体系＞ 
 

大分類 中分類 小分類 

01生涯学習事業に係る企画・

調査・研究 

 

 市民センターによる調査研究

を通し、本市の課題を明らかに

することにより、市民が様々な

課題に応じて学べるようになる｡ 

01基礎調査の実施 

01地域別基礎調査 

02生涯学習事業に係る学習情報の収集･発信に係る基礎調査 

03その他関連調査 

02生涯学習事例研究事

業の実施 

01地域連携事業に係る事例研究 

02学習成果社会還元に係る事例研究 

03市民企画事業に係る事例研究 

04その他当該事業に係る事例研究 

03全市重点事業等の分

析・評価 

01区内地域連携事業に係る分析・評価 

02区内学習成果社会還元事業に係る分析・評価 

03生涯学習委託事業に係る分析・評価 

04調査・研究成果の活用 

01報告書作成及び報告会の開催 

02生涯学習事業委託先への情報提供及び実施指導 

03研究機関・教育機関への調査研究事業の提供 

04生涯学習事業要求水準書作成 

02生涯学習の質的向上を図る 

 

 市民が質の高い市民センター

事業を受けられるようになる。 

01広域規模の学習プログ

ラムの実施 

01生涯学習ボランティア養成・育成事業の実施 

02ジュニアリーダーの養成・育成事業 

03 インリーダー研修会 

04家庭教育講座 

05学びのコミュニティ推進事業 

06学社連携・融合事業 

07市民団体・ＮＰＯ・企業連携 

08市民参画事業 

09その他 

02市民センター事業運営

への市民の意見反映 

01パートナーグループ事業の開催 

02公民館運営審議会の運営 

03職員の資質向上・企画

力向上 

01職員研修 

02テーマ別検討会 

03職員会議 

04地区館事業に係る指導・支援事業 

03情報提供 

  市民が学習に必要な情報を

いつでも得られることで、主体

的に学べるようになる。 

01学習情報収集提供 

01学習情報の提供･相談 

02学習情報の収集 

03生涯学習情報誌の発行 

04ホームページによる学習情報の発信 

04委託事業 

 

 市民が様々な課題に応じて主

体的に学習活動や社会参加で

きるようになる。 

01指定管理者への委託

事業 

01 ライフステージに応じた課題学習 

02時代に応じた新しい課題の学習 

03学習情報の提供・相談 

04学習成果の社会還元事業 

05学びの活動の広がる事業の実施 

06パートナーグループ事業の開催 

09その他の業務   

予算管理 

業務マネジメント 

事業概要作成 

社会教育実習生等の受入 

宮城県公民館連絡協議会運営 

全国公民館大会 

庶務等 

５５  市市民民セセンンタターー事事業業体体系系  
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＜地区館事業体系＞ 
 

大分類 中分類 小分類 

01市民が様々な課題に

応じて学べるようになる 

01市民がライフステージに応じた課題につ

いて学べるようになる 

01子育て支援に関する講座の開催 

02家庭教育に関する講座 

03家庭教育相談の開催 

04 インリーダー研修会の開催 

05世代間の交流を進める事業の開催 

06老壮大学の開催 

07高齢化社会に対応した講座の開催 

08自然・教養・文化に関する講座の開催 

09健康づくりに関する講座の開催 

10地域の素材を学習する講座の開催 

02市民が、時代に応じた新しい課題につい

て学べるようになる。 

01国際化時代に対応した講座の開催 

02情報化時代に対応した講座の開催 

03防災に関する講座の開催 

04環境保全に関する講座の開催 

05男女共同参画に関する講座の開催 

06福祉に関する講座の開催 

07ボランティア・奉仕活動に関する講座の開催 

08社会力を高める講座 

02市民が、学習に必要な

情報を得ることで、主体的

に学べるようになる 

01市民が、市民センターで学習相談・情報

提供を受けられるようになる 

01学習情報の提供・相談 

02学習情報の収集 

03サークル活動支援 

02市民が、市民センターの講座情報をいつ

でも得られるようになる 

01市民センターだよりの発行 

02生涯学習情報誌の発行 

03ホームページによる学習情報の発信 

04報道機関による情報の提供 

03市民が学んだ成果を地

域に生かせるようになる 

01市民が、生涯学習ボランティアとして活動

できるようになる 

01ジュニアリーダーの育成支援 

02ボランティア養成講座の開催 

03ボランティア活動の支援 

02市民が、自らの知識や経験を生涯学習事

業に生かせるようになる 

01市民による地域情報の発信 

02市民が企画・運営する講座の実施 

03生涯学習事業の企画の公募 

04市民が、地域で学びの

活動を広げるようになる 

01学校、地域、市民活動団体が、地域活動

を通して、連携できるようになる 

01学校と連携した事業の実施 

02地域の学習団体と連携した事業の実施 

03学びのコミュニティ事業の実施 

02市民が、自らの学習活動を生かして、地

域づくり・人づくりに参加できるようになる 

01まちづくりに参加する事業の実施 

02地域間交流事業の開催 

03市民が、地域の人やほかの学習団体と

交流できるようになる 

01市民センターまつりの開催 

02市民の学習発表会の開催 

03市民交流事業の開催 

05市民が、質の高い市民

センター事業を受けられ

るようにする 

01市民の意見が市民センターの運営に反

映できるようにする 

01パートナーグループ事業の開催 

02アンケート・調査研究による市民ニーズの把握 

06その他の業務 01社会教育実習等の受入業務 01職場体験学習の受入 
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＜事業区分＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 定       義 

家庭教育推進事業 

子育て世代が育児や家庭生活について学ぶことができたり、親子のふれあいを深める

ことをねらいとする事業 

（例）子育て支援講座／親子ふれあい教室／食育講座／思春期親学／ 

プレパパママ講座／絵本よみきかせ講座 

青尐年健全育成事業                     

青尐年が様々な体験を通じて学ぶ力を身につけることによって心身の健やかな成長を

培ったり、仲間づくりや親子・異世代の交流を図ることをねらいとする事業 

（例）インリーダー研修／子どもの広場／キッズクッキング／ 

夏休みチャレンジ講座／子ども体験塾 

成人学習振興事業                     

幅広い教養を身につけたり、さまざまな課題を学習する機会を提供するとともに、共通

の課題や関心を持つ市民（受講者）相互の仲間づくりや交流を図ることをねらいとする

事業 

（例）自然体験教室／エコライフ講座／裁判員制度講座／ 

男の料理教室／パソコン・デジカメ教室／社会教育実習生の受入 

高齢者学習振興事業                     

長寿社会の中で、高齢者が学習を通した仲間づくりや交流によって、生きがいを持って

社会生活を送ることができるようになることをねらいとする事業 

（例）明治青年大学／老壮大学／健康づくり教室／介護予防教室／ 

シニアパソコン教室 

地域社会教育推進事業 

市民や地域の団体等がイベントや体験活動などを通して、地域住民との交流や地域活

動の推進を図ることをねらいとする事業 

（例）市民センターまつり／地域懇談会／学びのコミュニティ関連事業／ 

地域防災教室／社会学級連携事業／地域(自然・伝統)を知る講座 

民間指導者育成事業 

自らの学習成果や経験を生涯学習ボランティアとして社会に生かす意欲のある人材を

養成したり、そのような活動を支援することをねらいとする事業 

（例）各種ボランティア育成講座／各種ボランティア活動支援／ 

ジュニアリーダー育成支援／子ども広場サポーター養成講座 

学習情報提供・ 

学習相談事業 

生涯学習の推進に必要な人材や施設、学習機会、サークルなどの情報を収集し市民

に提供するとともに、学習相談に応じる事業 

（例）学習情報提供・相談／サークル活動支援／サークル体験／ 

市民センターだより発行／地域学習・人材情報収集 
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中央市民センター 

各区中央市民センター 

中央市民センター（宮城野区拠点館） 

 

 

 

 

 

財団法人 
仙台ひと・まち交流財団 

地 区 館（59 館） 

 

≪基本的な役割≫ 
①生涯学習事業体系の策定と行動計画の

立案、および全市にわたる生涯学習事業
の推進 

②生涯学習推進のための専門性の向上 
③市民一人ひとりのニーズに対応した生

涯学習支援体制の充実 
④指定管理者制度下での指定管理業務の

マネジメントの推進 
⑤職員の人材育成 

≪基本的な役割≫ 
①区内の生涯学習事業の推進 
②区内地区館事業への支援 
③指定管理者制度下での区内地区館業務の 

マネジメントの推進 
 

≪主な事業≫ 
 
 

 
 
「学び直しに関する事業」 
「託児ボランティア養成・育成講座」 
「図書ボランティア育成事業」 
「ジュニアリーダー育成事業」 
「我が子と向き合う講座」 
「仙台明治青年大学」 
「学習情報提供・相談事業・ホームページ

による情報発信」 
「市民センター職員研修」 
「公民館運営審議会の運営」 
「要求水準書の作成」等 
 

 

≪主な事業≫ 
 
 
 

 
 
「学びのコミュニティづくり関連事業」 
「生涯学習事例研究事業」 
「区内を対象とした特色ある事業」 
「区役所との連携事業」 
「インリーダー研修会」 
「ジュニアリーダー育成事業」 
「嘱託社会教育主事連携事業」 
「大学社会教育実習生の受け入れ」 
「児童・生徒の職場体験受け入れ」 
「地区館支援」等 

 

      「若者によるまちづくり実践塾」 

若い世代を対象とした、地域づくりへの参加を促す事業 

≪基本的な役割≫ 
①地域住民本位の生涯学習拠点機能 
②地域の交流・拠点機能 
③地域のコミュニティづくり機能 
④地域のコーディネート機能 
⑤地域の情報ステーション機能 

≪事業例≫ 

「市民センター懇話会・事業運営懇談会」 

「市民参画事業」 

「市民センターまつり」 

「ロビーコンサート」 

「地域について学ぶ講座」 

「ボランティア育成講座」 

「学校や地域と連携を図る講座」 

「老壮大学」等 

（一括指定管理協定） 
 

仙台市市民センターの施設理念と運営方針 

「市民本位の生涯学習の支援拠点」 「市民が主役の交流の拠点」 「地域づくりの拠点」 

【重点事業】 

＜市民センターの 3つの機能＞ 

連絡調整・支援等 
 

６６  平平成成 2222 年年度度  市市民民セセンンタターー事事業業のの実実施施体体制制  



 

 

 

 

 

 拠 点 館 事 業 

平成 22 年度 市直営事業実績 

 

 

Ⅱ 
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生涯学習事業の現代的課題について、具体の先進的事業の事例研究として「調査」・「研究」・

「分析評価」・「成果の活用」等を実施する。 

 

（１） 若者によるまちづくり実践塾 

地域や社会との接点が尐なく、活動範囲も学校や職場が中心となり、地域の関心や人間

関係の希薄になりがちといわれている若者の「自分づくり」を支援すると同時に、今後の

まちづくりを担う若者にも、地域づくり等への関心を持ってもらい、参加を促すことによ

り、地域活動が活性化されることを目的として、20 代・30 代の若者を対象とした講座を

各区中央市民センターでそれぞれ実施した。  

①「情報屋台村―はじめの一歩」 

＜青葉区中央市民センター＞（受講生 9名 大学生、社会人他） 

意欲はあっても情報の取得方法や手立てを見つけることができない若者に、自ら活動を

行うことができるための情報提供・取得を目的とした『情報カフェ』の設置を企画。今年

度は将来的に常設の『情報カフェ』設置を目的として、プレイベントとなる「情報屋台村」

を実施し、地域で活動している団体と若者達をつなぐ場を設定した。 

②「EAST プロジェクト―若者によるまち育て実践塾」 

＜中央市民センター（宮城野区対象）＞ 

（受講生 21 名 東口で就労、就学している社会人、専門学校生他） 

「東口界隈の仲間を作る⇒東口界隈の良さを知る⇒東口界隈の良さを提案する」という

連続講座を「まち育て実践塾サポーター」と連携協働しながら展開し、「まち育て活動の

ロールモデル」となるようなプログラミングのプランニングとプレゼンテーションを試み

る活動を行った。 

③「ヤングエンパワーメント講座」 

＜若林区中央市民センター＞（受講生 17名 大学生他） 

若林区の中でも歴史の古い荒町商店街を住民と若者が一緒になって活性化していくこ

とを目的として、若者が荒町商店街の地域の活動に参加、また商店街の利用者にアンケー

トをとり、それをまとめて商店街の人たちに提言するなどの活動を行った。 

④「若者情報発信プロジェクト」 

＜太白区中央市民センター＞（受講生 32名 大学生他） 

太白区で活動する大学生企画員 IMAYO!!を中心に事業を通したネットワーク作りをす

ることで、仙台の若者の情報が集まり発信し、双方向に交流できる場を作ることを目的と

して、1 年を通して受講生が企画したさまざまな事業(講座)を実施した。 

⑤「若者によるまちづくり実践塾【泉区版】」 

＜泉区中央市民センター＞（受講生 22名 大学生） 

若者と地域で活動している団体等をつなぐことを目的として、受講生が泉区内をより活

性化するための事業を企画し、地域団体に対してプレゼンテーションを行った。 

１１  生生涯涯学学習習事事業業研研究究  
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⑥「若者によるまちづくり実践塾」報告会（フォーラム） 

＜中央市民センター＞ 

「若者の地域活動参加の推進」の一環として、各区中央市民センターの「若者によるま

ちづくり実践塾」の報告会を開催した。  

報告会では、各区中央市民センターの受講生が中心となって事業の成果や課題などにつ

いて発表したほか、支援委員によるアドバイス等も行った。  

 

開催日 内容 会場 参加人数 

10月 17日(日) 趣旨説明 
各区事業内容の説明 
質疑応答、講評ほか 

中央市民センター 23人 

12月 19日(日) 趣旨説明 
「若者によるまちづくり実践塾」各区講
座参加者とフォーラム委員との意見交
換会 

中央市民センター 46人 

2月 11日(金) 受講者を中心とした事業報告会及び
フォーラム委員との意見交換会 

仙台市市民活動サポ
ートセンター  
市民活動シアター 

75人 

 

＜支援委員＞  

阿部 清人氏（FM いずみ 取締役事業部長）  

小松 州子氏（仙台市市民活動サポートセンター センター長）  

澤村 隆太氏（東北福祉大学 総合福祉学部 4 年） 

中山 聖子氏（特定非営利活動法人ハーベスト 代表理事）  

八巻 寿文氏（せんだい演劇工房 10-BOX 工房長） 

 

（２） 学び直しに係る高等教育機関との連携調査 

職に係るスキルアップの支援事業の有効的な実施を目的として、高等教育機関と連携し

ながら、成人の現状を把握していくもの。把握した内容により次年度に向けて支援事業の

企画を行う。 

◎ 事業例 子育て中の皆さんへ～就労チャレンジ講座 

＜中央市民センター＞（全４回開催、延べ 45 人参加） 

平成 22 年度は、概ね 1 から 3 年後くらいに就労を考えている子育て世代を対象に、

「キャリアサポート仙台」の協力を得て、自分や社会の現状を知ることを通じた就労準

備の支援を実施した。 

 

開催日 テーマ 

11月 26日(金) 自分を知ろう！ 

12月 3日(金) 社会を知ろう！ 

12月 9日(木) コミュニケーション力を身につけよう！ 

12月 17日(金) 個人相談・交流会 
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（３） 地域連携事業事例研究 

◎ 事業例 商店街活性化のための学習支援事業 

＜青葉区中央市民センター＞（年間 36 回実施、延べ 570 人参加） 

商店街住民の地域活性化に向けた学び（ワークショップ等）への支援。 

中心市街地エリアを対象地域とした学習支援活動の一環として、中央市場商業協同組

合と連携し、平成 22 年度は、「壱弐参（いろは）横丁」の住民が自ら活性化に向けて活

動を進めるための会議やワークショップ等への支援を行った。今後は地区館による日常

的支援に移行していく。 

 

（４） 学習成果社会還元事例研究 

◎ 事業例 まなびごっこ 

＜若林区中央市民センター＞（年間 124 回実施、延べ 3,180 人参加） 

区民を対象に、区内在住の高齢者が豊かな経験や知識・技術を生かした学習機会を提

供するために、「リーダー養成講座」で養成したリーダーによる各種講座「まなびごっ

こ」を実施した。 

小物作り、茶道教室、囲碁教室、読書の集い、パソコン教室、俳句教室、音楽鑑賞、

映画上映、活花教室、シニア教室（すずめ踊り）など 

 

◎ 事業例 宮城大学食産業学部連携共催事業 

＜太白区中央市民センター＞（全３回開催、延べ 130 人参加） 

宮城大学食産業学部の協力を得て、市民がそれぞれのライフステージやライフスタイ

ルに応じて、食に関する知識や実践行動を獲得できる講座を開催した。 

 

開催日 内容 講師 

10月 31日(日) 食育講演会 卵と健康 
 －卵が秘める「なぞ」を解く－ 

宮城大学食産業学部 
 准教授 石川伸一 氏 

11月 20日(土) 楽しく学ぶ食育講座 
（パウンドケーキ） 

宮城大学食産業学部 
教授 石田光晴 氏 

11月 27日(土) 楽しく学ぶ食育講座 
（笹かまぼこ，さつま揚げ） 

宮城大学食産業学部 
教授 西川正純 氏 

 

（５） 市民企画事業事例研究 

◎ 事業例 ＩＭＡＹＯ！！ 

＜太白区中央市民センター＞（年間 33 回実施、延べ 1、150 人参加） 

長町地区の活性化を目指し、大学生の企画により、若者参加型、地域交流型、異世代

交流型講座を開催した。 

＜主な活動内容＞ 

・職場体験の中学生の事業企画体験支援 

・財団事業「ながまちっこ倶楽部 プチかがくじっけん」支援 

・「ガチオニ!!2010」（長町まちあるき、あすと長町での鬼ごっこ、交流） 

・交流フェスタ参加（スタンプラリーの実施） 

・コンサート「ほしふる夜の音楽祭」開催 
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・太白綱とり物語(スタッフとして参加) 

・かしわＣＩＴＹ(スタッフとして参加) 

・スポーツ大会開催（卓球・バドミントンなど） 

 

◎ 事業例 たいはく子育て支援ネットワーク事業 

＜太白区中央市民センター＞（年間 12 回実施、延べ 629 人参加） 

太白区内の子育て支援団体、グループの協働により地域の子育て力を高め、親の育児

力をアップするため、地域に子育て支援ネットワークができる環境づくりを推進する。 

ネットワーク参加者同士の情報交換や交流ができる機会を提供し、子育て支援事業の

活発化を図る。 

企画会開催、親子ひろば支援、家庭教育講演会等を開催。 

 

 

 

 

 

（１） 広域規模の学習プログラムの実施 

 全市・区規模の学習支援、場合によっては複数の区の連携による取り組みを推進する。

市政各般の領域に係る施策、市民の課題ニーズを考慮するとともに、地域に濃淡なく生涯

学習が行われるよう学習プログラムをつくり、実施する。 

 

① 我が子と向き合う講座 ＜中央市民センター＞ 

社会情勢の不安から大人にもゆとりがなく、自信のないまま子育てに関わる保護者が増

えている。特に尐子高齢化社会の中では、急激な社会情勢の変化に伴い、我が子といえど

も子育ての関わり方が難しいと感じる大人も尐なくない。そこで子どもたちの特徴をいろ

いろな視点から学び、子育ての一助とするための講座を実施している。 

＜講座内容＞ 

開催日 テーマ 講    師 
参加 
者数 

第１回 
11月 13日 

(土) 

「個育ちと子育ち」 
疲れている お父さん、お
母さん方へ 

HEALホリテック教育実践研究所 
所長  金 香百合 氏 

 
共催： (特活冒険あそび場-せんだい・み
やぎネットワーク、宮城野区社会福祉協
議会 

24人 

第２回 
11月 20日 

(土) 

「転ばぬ先の家庭教育！」 
～中 1 ギャップや不登校
を防ぐために 

NPO法人ミヤギユースセンター 
代表 土佐 昭一郎 氏 

28人 

第３回 
11月 27日 

(土) 

「いざ、ハローワーク！？」 
夢の実現と進路のための
家庭内サポート術 

キャリアプランニング(株) 
代表取締役  桑名 暢 氏 

26人 

合   計 78人 

２２  広広域域規規模模のの学学習習支支援援  
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   ② 仙台明治青年大学 ＜中央市民センター＞ 

地区市民センターの老壮大学やシルバーセンターのせんだい豊齢学園を修了した高齢

者（61歳以上の仙台市在住者）が学習をさらに深め、豊かな社会生活を営めるよう、自主

的学習意欲の向上が図れるような学習会や大学祭などを開催する。本科生として 6 年間、

その後研究生として引き続き籍を置くことができる。平成 22年度は新入生 70人が入学し、

在籍者数 804人となった。 

＜主な活動＞ 

活 動 活動内容 
年間 
回数 

参 加 
延人数 

学習会 

○定期講座 

太白区文化センター楽
ら

楽楽
ら ら

ホールを会場に、年間 16回

開催。1 回あたりの平均出席者数は 523 人であった。政治

経済、文化芸能、環境、健康などをテーマに、外部講師を

依頼し実施した。 

○野外活動 （1回 73人） 

山形県上山・寒河江方面 

○対話集会  （2回 630人） 

「今検討すべき大学全体の最重要課題は？」をテーマ

に、学生間で意見交換を行った。 

○大学祭 （3回 1,238人） 

楽楽楽ホール、仙台市中央市民センターを会場に実

施。サークル団体の活動発表の場となっている。 

○式典  （3回） 

 ・入学式、開講式  ・新年の集い   

（「修了・閉講式」は、東日本大震災の影響により未実施） 

25 10,477 

広報活動 

・学生間の情報共有を促進するため、学内広報誌「団欒」

を発刊。 

・文芸誌「老学文苑」の発刊 

― ― 

ボランティア 

活動 

・近隣小学校、児童館で昔遊びや囲碁・将棋、七夕飾り作

り等を指導。 

・市民センター事業への協力や外部からの要請にも対応し

てきた。 

・学習会の度にワンコイン募金活動を行っている。 

― ― 

 

③ 秋の子どもの日事業 

   秋休み期間中のこどもの居場所作りとして、各区拠点館で子供向け事業を実施した。 

   

開催日 主催館名 内容 
参加者 
人数 

10月9日(土) 
 

青葉区中央市
民センター 

子ども広場 
～サイエンスフェスティバル’１０ 
楽しみながら科学に親しむ見本市（いろいろな科
学の実験など）を開催 

326  

10月 9日(土)      中央市民セン
ター(宮城野区
対象) 

わくわくどきどき Japan体験 
日本の文化と歴史を 見て、ふれて、つくって、遊
ぶ 体験コーナーを設置。（昔の遊び・土人形づ
くり、和太鼓、日本の踊り等） 
 

200 



- 23 - 

10月10日（日） 
 

若林区中央市
民センター 

ワカチュウ 子どもランド 
クラフトコーナー、茶道体験、バリアフリースポー
ツ「ボッチャ」体験、子ども映画会、らくがきパラダ
イス、炎のやきやきコーナーでの炭火焼体験、試
食コーナーを設置 

300 

10月13日(水) 
 

太白区中央市
民センター 

“秋休み太白こどもチャレンジタウン 2010” 
体育館を会場に、昔遊び、人間双六、89ers の選
手とのふれあいコーナー等を設置 

281 

10月11日(月) 
 

泉区中央市民
センター 
 

飛び出そう！   宇宙へ 
JAXA 職員による宇宙をテーマにした講演とサイ
エンスレンジャーによる面白科学工作 

50 

 

④ その他の主な事業 

 

館名 事業名 内容 開催日 
参加 

延人数 

青葉区中

央市民セ

ンター 

子どものための日

本語講座 

在仙の外国籍子女及び帰国子女対

象の日本語習得のための事業を実

施した。 

年間 34回

開催 

691  

せんだい日本語

講座 

在仙の外国籍生活者対象の日本語

習得のための事業を実施した。 

年間 143

回開催 

6,788  

若林区中

央市民セ

ンター 

家庭教育講座講

演会 

医師・産業医を講師に迎えて、親子

関係について、家庭でのコミュニケー

ションの取り方の大切さや傾聴の方

法、家庭でのストレスなどについて学

ぶ機会を提供した。 

1月 22日 11 

区内市民センター

連携モデル事業

（ザリガニ釣り） 

地区市民センター単独では困難であ

ったネットワークの構築や地域資源

の掘り起こしを行い今後の社会教育

プログラムづくりの参考に資するた

め、区内の住民等を対象に、区中央

市民センターと地区市民センターの

連携（共催）によるモデル事業として

「ザリガニ釣り」を実施した。 

7月 25日 58 

区内市民センター

連携モデル事業

（若林区民文化セ

ミナー） 

若林区内には、様々な文化・歴史・

自然などの地域資源が豊かに存在し

ている。これらの地域の隠れた魅力

を再発見し、これらの資源を活用した

地域づくりを行うため、地区市民セン

ターとの連携による「若林区民文化

セミナー」を実施した。 

2月 27日 141 

太白区中

央市民セ

ンター 

コミュニティＦＭ連

携まちづくり人材

育成事業 

生涯学習の事業や、地域情報等の

情報収集方法や番組作りを市民が

学ぶ機会をつくる。 

3月 1日 25 

高校生企画講座

「専門高校っ

て！」 

高校生が、学習成果を発表できる講

座を企画し、市民センターを会場に

地域に紹介する。 

9月 25日 

12月18日 

1月 8日 

118 
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泉区中央

市民センタ

ー 

泉環境まつり 「泉環境フォーラム」と連携し、泉区

役所前市民広場を会場に、楽しく身

近に環境問題を考えるイベント（まつ

り）を開催した。 

5月 29日 3,483 

泉環境フォーラム

運営支援 

環境問題に取組む市民団体・企業・

学校・行政機関で組織する「泉環境

フォーラム」の運営を支援し力量を高

めながら、地域に「エコなまちづくり」

を定着させ、市民協働推進と賑わい

創出を図った。 

4月 15日 

5月 12日 

6月 4日 

9月 15日 

11月16日 

1月 20日 

3月 9日 

176 

 

 

（２） ボランティア養成等人材育成 
 

① 託児ボランティア養成  

＜中央市民センター＞ 

「いつでも」「どこでも」「誰でも」学習できる「学びのバリアフリー事業」の一環とし

て、子育て中の保護者が安心して学習できるように講座に託児を付設している。 

託児付き事業の託児室は、市民参画による市民のためのものとしてボランティアの主体

的な運営を前提としており、その中で活躍する託児ボランティアの養成と育成及び支援の

ための事業を市民センターで実施している。 

＜研修内容＞  
 

事業名 内容 開催日 
受講者 
延人数 

託児ボランティア 
養成講座 

市民センター託児ボランティアとしての活動に必要
な知識や技術を学ぶ。 
・オリエンテーション 
「託児ボランティアとは」 

・講話、実技「子どもを取り巻く環境①」 
講師：支倉保育所 

・移動研修「子どもを取り巻く環境②」 
仙台市支倉保育所見学 

・講話「子どもの病気と怪我」 
講師：宮城野区保健福祉センター家庭健康課 

・話し合い、実技 
「これからの活動に向けて」 

8月 31日 
9月 7日 
9月 16日 
9月 28日 
10月 5日 

66 

託児ボランティア 
養成講座 in泉 

より地域に密着したボランティアを育成するため、区
中央市民センターを会場として開催。 
・オリエンテーション 
「託児ボランティアとは」 

・講話、実技「子どもを取り巻く環境①」 
講師：長命ヶ丘保育所 

・移動研修「子どもを取り巻く環境②」 
仙台市長命ヶ丘保育所見学 

・講話「子どもの病気と怪我」 
講師：泉区保健福祉センター家庭健康課 

・話し合い、実技 
「これからの活動に向けて」 

2月 2日 
2月 9日 
2月 16日 
2月 23日 
3月 2日 

116 
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託児ボランティア 
フォローアップ研
修 

より質の高い託児室運営のため、託児ボランティア
の資質や技術向上に役立つ研修を実施。 
・年齢に合わせた実践的な手遊び等と保育所の現
状  

   講師：蒲町保育所 地域子育て支援室 職員 
・発達障害を疑われる子どもの基礎的知識と対処方
法 
・2歳前後の子どもの保育についての現状と問題点 
   講師：仙台市立町たんぽぽホーム園長 

仙台市上飯田たんぽぽホーム園長 
  

6月 15日 
11月30日 

98 

託児ボランティア 
活動支援 
(連絡会・調整会
の開催) 

市民センターで養成された託児ボランティアに対
し、連絡会、託児調整会等の開催により、日常の活
動を支援する。 

4月 13日 
10月19日 
3月 16日 

107 

 

＜託児ボランティアグループ一覧＞（平成 23 年 3 月現在） 
 

グループ名 設立年月日 最寄の市民センター 会員数 

さくらんぼ H14.5.8 青葉区中央市民センター 3 

ひまわり H9.8.1 水の森市民センター 10 

プーさん H3.1.1 水の森市民センター 5 

てっての会 Ｈ6.4 水の森市民センター 13 

ポッケの会 H2.3.25 広瀬市民センター 12 

アリスの会 Ｈ5.7 中央市民センター 7 

ぐるんぱ Ｈ18.12 中央市民センター 9 

くれよん Ｈ20.3 中央市民センター 6 

にんじん S59.7.9 東部市民センター 8 

ハイジ Ｈ22.4 若林区中央市民センター 6 

クリップ H9.4.1 六郷市民センター 9 

でんでんむし H12.3.22 太白区中央市民センター 9 

こんぺいとう H7.10.1 茂庭台市民センター 3 

たんぽぽ H4 富沢市民センター 8 

ちゅうりっぷ H13.3.14 寺岡市民センター 16 

キャンディ Ｈ22.4 南光台市民センター 11 

合計 １６グループ   /  会員数１３５人 

 

 

② 図書ボランティア養成 

＜中央市民センター＞ 

全市民センターのうち 29 館の図書室で、市民ボランティアの協力により図書の貸し出

し等の運営を行っている。 

中央市民センターでは、より身近で利用しやすい図書室環境の整備のため、図書ボラン

ティアのスキルアップの機会として研修会を開催している。「子ども読書活動推進計画」

の趣旨を汲み、市民センターや児童館などの各図書室で活動する方を対象に実施しており、

意見交換などを通してボランティア同士の連携構築の機会ともなっている。 
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＜研修内容＞  

開催日 内     容 講   師 受講者数 

2月 1日 

(火) 

「図書ボランティアとしての心構えと役割」 

「人がどんどん集まる図書室を目指して」 

図書室の環境づくり、来館者への声がけ など 

仙台市民図書館 

中川美佳氏 

鴨原明子氏 

27人 

2月 8日 

(火) 

「人を引き付けるための読み聞かせセルフチェック

術！」 

自分の読み聞かせのセルフチェック、お勧めの

本の紹介 など 

仙台市民図書館 

中川美佳氏 

武澤奈津子氏 

 61人 

2月 15日 

(火) 

「ワクワクする読み聞かせの場づくり」 

ものがたりの世界を広げる舞台演出の工夫 

せんだい演劇工房

10-BOX工房長 

 八巻寿文氏ほか 

 61人 

合        計 149人 

 

＜図書ボランティア一覧＞（平成 22 年 3 月末現在） 

グループ名 活動館 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
人数 

カンナの会 福沢市民センター 14 

図書ボランティアぽけっと 三本松市民センター 7 

栞の会 落合市民センター 19 

（グループ名なし） 片平市民センター 7 

（グループ名なし） 水の森市民センター 24 

ひまわり 貝ケ森市民センター 10 

中山児童館図書ボランティア 中山市民センター 9 

コスモス文庫 大沢市民センター 14 

図書ボランティアサークル「たんぽぽ」 吉成市民センター 12 

（グループ名なし） 木町通市民センター 10 

しおりの会 岩切市民センター 13 

田子図書ボランティア 田子市民センター 6 

芽ぐみ 他 東部市民センター 7 

かすみそう 高砂市民センター 13 

図書ボランティアみちくさ 荒町市民センター 10 

図書ボランティア 七郷市民センター 12 

図書ボランティア 沖野市民センター 8 

若林子育て支援クラブふぁみーゆ 若林市民センター 20 

ブックスフレンド中田 中田市民センター 18 

（グループ名なし） 八木山市民センター 45 

（グループ名なし） 山田市民センター 14 

富沢市民センター図書ボランティアの会 富沢市民センター 40 

東中田図書ボランティア 東中田市民センター 7 

（グループ名なし） 茂庭台市民センター 13 

（グループ名なし） 西多賀市民センター 16 

図書ボランティアコスモス 八本松市民センター 12 

ブックポケット 柳生市民センター 10 

（グループ名なし） 松森市民センター 12 

そよかぜ 桂市民センター 8 

合計 ２９グループ   /  ボランティア数４１０人 
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③ ジュニアリーダー育成・支援 

ジュニアリーダーとは、青尐年ボランティア活動の一環として、仙台市教育委員会の支

援を受け各市民センターを拠点として活動している中学生・高校生のこと。 

ジュニアリーダーの主な活動内容は、地域の子ども会活動を活性化するための支援であ

り、このような活動を通して、地域全体の活性化に貢献している。また、子供を対象とし

たイベントの企画・実施やその他のボランティア活動にも積極的に取り組んでおり、こう

した活動が、ジュニアリーダー自身の人格形成にも役立っている。 

市民センターでは、ジュニアリーダーを育成するために、各区中央市民センターにおい

て初心者を対象とした初級研修会、中央市民センターにおいてステップアップ研修となる

中級研修会・上級研修会を実施している。さらに、ジュニアリーダーの活動の拠点となっ

ている市民センターにおいては、活動の支援や、ジュニアリーダーを指導者とした事業を

行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民センター全体を通して、ジュニアリーダー一人ひとりが段階的に認定を受けながら、

子ども会活動全般についての専門的な知識や技能を身に付け、自覚と責任を持って活動で

きるように支援し、さらに地域とのつながりの中で活動するジュニアリーダーを支援する

ことによって、子ども会をはじめとする地域の活動を活性化している。 

 

＜ジュニアリーダーサークルの主な活動＞ 

自主企画（ジュニアと遊ぼう、交流会など）、定例会及び連絡会、各種研修会 

子ども会、市民センター、その他の機関からの要請による活動 

・子ども会行事の実施及び企画の補助 

・区民まつりへの参加 

・市民センター事業への補助 

・児童館行事のスタッフ  など 

 

○ジュニアリーダー初級研修会 

新たにジュニアリーダーを志す中学生・高校生に対し、青尐年のボランティア活動をと

おして、地域の子ども会活動の活性化を図るために必要な、基本的な知識と技術を習得す

る機会を提供する。 

 
 

 
 
区中央市民センター 

初級研修会 

中央市民センター 

中級研修会 

ステップ 

アップ 

中央市民センター 

上級研修会 
ステップ 

アップ 

受講後 1年経過 

受講後 1年経過 

活動拠点館の館長の推薦 

（高校生） 

各市民センター（活動拠点館）  

   ジュニアリーダー(サークル)活動支援 
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また、区内のジュニアリーダー相互と、新たにジュニアリーダーに加わる受講生との親

睦を図り、今後の活動への意欲を高める。 

 

主催館名 開催日 参加人数 

青葉区中央市民センター 7月 11日(日) 48 

中央市民センター（宮城野区内対象） 8月 8日(日) 27 

若林区中央市民センター 12月 19日(日) 25 

太白区中央市民センター 6月 26日(土) 46 

泉区中央市民センター 12月 12日(日) 20 

 

○ジュニアリーダー中級研修会 

地域の子ども会の活性化と青尐年のボランティア活動を積極的に推進するため、初級研

修会を修了し、引き続きジュニアリーダーとして活動を行なっている中学生および高校生

で、市民センターの推薦を受けた者を対象に、より高度な知識と技術を習得するための研

修を行なう。 

＜仙台市中央市民センター＞（共催：仙台市嘱託社会教育主事研究協議会） 

     7月 10日(土)～11日(日) 参加者数 80人 

      ・ジュニアリーダーの活動について 

      ・効果的な話し合いの仕方 

      ・広報紙の作り方 

      ・集団活動の進め方 

      ・安全に活動するために 

      ・子ども会とレクリエーション活動 

 

○ジュニアリーダー上級研修会 

    青尐年のボランティア活動と地域の子ども会活動の一層の振興を図るために、仙台市ジ

ュニアリーダー全体をまとめ、リードする立場に立つべき高校生ジュニアリーダーの資質

向上と技能の研鑚のための研修を行なう。 

中級研修会を修了し、引き続きジュニアリーダーとして活動を行なっている高校生又は

高校生の年齢に相当する者で、かつ活動実績・資質ともに上級リーダーとして適格であり、

市民センターの推薦を受けられる者を対象とする。 

＜仙台市中央市民センター＞（共催：仙台市嘱託社会教育主事研究協議会） 

  10月 2日(土)～3日(日) 参加者数 72人 

・ ジュニアリーダーの活動について 

・ サークル活動(集団)運営のあり方 

・ 安全に活動するために 

・ 子ども会と野外活動について（実習：県民の森） 
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＜ジュニアリーダーサークル及び活動拠点館一覧＞（平成 22 年 9 月末現在） 
 

区内連絡会 No サークル名 
登録 
人数 

活動拠点館名 

青葉区（70人） 

 

連絡会 『星のすなどけい』 

（青葉区中央市民センター） 

1 ＭＲＶＣくまっこ 22 広瀬市民センター 

2 かめ吉 7 福沢市民センター 

3 朝実巣あかよばく 11 柏木市民センター 

4 ＳＫＹ 13 中山市民センター 

5 みずの森ーダー’Ｓ 8 水の森市民センター 

6 Blue Leaf Spirits 9 青葉区中央市民センター 

宮城野区（53人） 

 

連絡会 『Ｌｏｖｅｒｓ』 

（中央市民センター） 

1 高砂フレンズクラブ 9 高砂市民センター 

2 岩切ガンキリーズ 4 岩切市民センター 

3 鶴ケ谷ＹＯＵＲＳＥＬＦ 22 鶴ケ谷市民センター 

4 幸町Ｆｏｒｔｕｎｅ 18 幸町市民センター 

若林区（40人） 

 

連絡会 『田んぼっ区』 

（若林区中央市民センター） 

1 郷郷七郷 5 七郷市民センター 

2 六郷村 0 六郷市民センター 

3 ピ野沖ヲ 2 沖野市民センター 

4 ＪＡＲＯ 21 若林区中央市民センター 

5 ワンマイル荒町 7 荒町市民センター 

6 若林にゃくりん 5 若林市民センター 

太白区（72人） 

 

連絡会 『ＡＮＯＮ』 

（太白区中央市民センター） 

1 なかだかな 18 中田市民センター 

2 おいでください 6 生出市民センター 

3 にしたがっつまん 21 西多賀市民センター 

4 ながまっくる 27 太白区中央市民センター 

泉区（71人） 

 

連絡会 『ざわざわ森』 

（泉区中央市民センター） 

1 黒松ファミリー 9 黒松市民センター 

2 南光台アドバルーン 10 南光台市民センター 

3 根白石いなかもん 2 根白石市民センター 

4 将監くれよん 6 桂市民センター 

5 向陽台ぱぴぷペパレット 2 松陵市民センター 

6 長命ケ丘巣子ッぷ 4 南中山市民センター 

7 高森流星サークル 14 
 
高森市民センター 

8 寺岡流星サークル 4 寺岡市民センター 

9 七北田ＪＬありす 8 泉区中央市民センター 

10 みちのく松陵 11 松森市民センター 

11 加茂プレゼント 1 加茂市民センター 

市全体 （ 306人 / 31サークル ）   連絡会 『ずんだ』  (中央市民センター) 

   

④ インリーダー研修会 

子ども会活動の充実を図るため、子ども会のリーダーとして活躍する児童及び世話人を

対象に、子ども会活動についての知識やレクリエーションなどの実技を学習するための研

修会を実施した。 

区 開催回数 
参加 
延人数 

青葉区 10 628 

宮城野区 8 429 

若林区 6 393 

太白区 10 641 

泉区 18 508 

合計 52 2,599 
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⑤ 実習受入 

○社会教育実習生 

各区中央市民センターにおいて、社会教育主事資格取得を目指す宮城教育大学、東北

学院大学、東北福祉大学の学生を対象に、市民センターでの実習を通して生涯学習事業

を学習させるため、実習生として受入れ、講座の企画立案や実践について指導した。 

○児童・生徒の職場体験実習 

小学生、中学生の職場体験実習を受け入れ、市民センター業務に関する学ぶ機会を提

供した。 

 

 

 

 

 

学校や地域団体等とネットワークをつくり、様々な人たちが連携して課題に取り組めるよ

う必要に応じて、つなぎ手、支え手の役割を果たす。 

 

（１） 学びのコミュニティ推進事業支援 

学校や市民センターが事務局となり、地域の様々な団体が連携し、中学校区または小学校

区の児童、保護者、住民等を対象として、子どものすこやかな育ちを支援する地域のネット

ワークをつくり、様々な事業の実施をとおして子どもを育む地域づくりを行っている。 

３年間、市から事業委託を受け、委託終了後は自主実施となるが、市民センターでは、永

く組織に関わり、活動支援を行っている。 

 

＜平成 22年度に市民センターが関わった主な事業＞ 

館名 事業名 概要 
年間 
実施 
回数 

参加 
延人数 

青葉区中央
市民センター 

旭ケ丘わんぱ
く森 2がっこ 

学コミ事業。旭丘小学区の学校関係団体・地
域団体等との連携により、子どもの健やかな育
ちに資する事業を実施した。 
・7月 10日 コピー機になってみよう 
・8月 21日 森２がっこキャンプ-4つのわ-(食
育をテーマにした学校キャンプ) 
・11月 22日 わんぱく森 2がっこ遠足 
 

14 529 

若林区中央
市民センター 

通学合宿！ 
連坊！ 

連坊小路小学校 4年生から 6年生を対象に、
親元を離れて地域のお寺に 2泊 3日で宿泊さ
せて自炊しながら学校に通学する講座を実施
した。 
・10月 6日(水)～8日(金) 
 

1 
(3日

間) 

90 

太白区中央
市民センター 

とみざ和がっ
こ 

富沢中学校区の各団体と協力して事業を実
施することで地域全体で子どもを育てていくき
っかけをつくる。 
・9月 19日 親子デイキャンプ体験 
・2月 12日 こどものまち in富中「かしわＣＩＴ
Ｙ」 ほか 

12 2,071 

３３  学学校校・・地地域域連連携携推推進進  
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館名 事業名 概要 
年間 
実施 
回数 

参加 
延人数 

太白区中央 
市民センター 

東なかだ学び
のコミュニティ
推進事業 

袋原中学校区内の児童・生徒や保護者，地
域住民と共に、子どもたちの健全育成を目的
とした参加体験型の活動を行い、地域コミュニ
ティを深めていく。 
・4月 17日 お花見の会 
・4月 24日 お花見の会② 
・7月 24日 学校に泊まろう 
・8月 7日 学校で花火を見る会 
・11月 6日 すずめ踊り＆中学生スキルアップ

体験会（職場体験事前研修会） 
 

5 692 

湯元地区学び
のコミュニティ
推進事業 

湯元小学校区の各団体と協力して事業を実
施することで地域全体で子どもを育てていくき
っかけをつくる。 
・10月 17日 がんばれ秋保っ子 
・1月 15日 秋保カルタ大会 
 

9 400 

南中山市民
センター（泉
区中央市民
センター支
援） 

学びのコミュニ
ティ支援事業
（南中山編） 

まなびねっと「いずみ中山」推進委員会を組
織し、南中山地域、北中山地域の住民の交流
を促すことにより、子どもたちの健やかな育ち
を支援するとともに地域の活性化を図った。 
・9月 4日 長谷倉川で友だち交流会 
・12月 26日 門松づくり 
・1月 15日 南中山・北中山小学生交流会 
 

13 
 

539 
 

 

 

＜委託終了後の事業に対する継続的支援＞ 

館名 事業名 概要 
年間 
実施 
回数 

参加 
延人数 

青葉区中
央市民セ
ンター 

かみすぎねっと
支援 

学コミ事業。上杉山通小学区の学校関係団体・
地域団体等との連携により、子どもの健やかな育
ちに資する事業を実施した。 
・7月 17日 おもしろ子ども会 

1  300  

まちがっこ 東二小・幼稚園をはじめ、センター周辺の関係
団体等との連携により、子どもの健やかな育ちに
資する事業を実施した。 
・5月 27日/10月 27日 花あるまちづくり 
・6月 2日 わくわくワイワイ囲碁体験！ 
・6月 16日 どろんこ遊びをしよう！ 
・8月 22日 東二夏祭り 
・2月 2日 泉が岳クラフト体験 

6  890  

ひろせ山がっこ 学コミ事業。広瀬小、愛子小学区の学校関係団
体・地域団体等との連携により、子どもの健やか
な育ちに資する事業を実施した。 
・7月 24日 学校に泊まろう！ 
・10月 31日 宮城地区まつり参加 
・1月 15日 だんごさし 

3  319  
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館名 事業名 概要 
年間 
実施 
回数 

参加 
延人数 

中央市民
センター
(宮城野
区対象) 

榴岡かいわい
学びのコミュニ
ティづくり推進
事業 

仙台駅東口かいわいの幼児、小学生を対象とし
て遊びの広場を提供する。また、地域の住民や
中学生、ボランティア等の参加も促し、異世代間
の交流も図る。 
・8月 28日 第９回つつじがおかワイワイ夏まつり 
・1月 29日 第４回つつじがおかワイワイ冬まつり 
 

10 857 

若林区中
央市民セ
ンター 

南小泉子ども
のふるさとづくり
推進事業 

南小泉小学校の子どもたちや保護者を対象に子
どもとその保護者が親子一緒の体験活動ができ
る講座を 2回実施した 

4 500 

区内小学校区
合宿支援 

蒲町・大和小学校 4年生から 6年生を対象に、
小学校に自炊しながら 1泊 2日の共同宿泊体験
をさせ、地域を知るための体験活動をする事業
の支援を行った。 

2 259 

ひがろく子ど
も・ふるさと再発
見推進事業 

東六郷小学校の子どもたち等を対象に、地域コ
ミュニティづくりと学びの場を提供するため、「東
六郷フェスティバル参加」や「仙台市ＰＴＡフェス
ティバル」に参加した。 

2 120 

太白区中
央市民セ
ンター 

学びのコミュニ
ティながまち 

長町中学区（長町小、長町南小、鹿野小学区）
内児童･生徒や保護者、地域住民と共に、子ども
たちの健全育成を目的とした参加体験型の活動
を行い、地域コミュニティを深めていく。 

3 428 

泉区中央
市民セン
ター 

学びのコミュニ
ティ支援事業
（松森編） 

松森市民センターが核となった「まなこみネット鶴
が森推進委員会」を支援した。 
・7月 19日 どんどこ！巨大紙相撲 

 鶴が森場所 2010 
・1月 8日 冬のお楽しみ会 

「もちつきとだんごさし」 

2 585 

区内学コミ連絡
会 

区内で活動している各学コミ委員会と情報を共
有し、学コミの活動の促進ならびに拡大を図っ
た。 

2 46 

ふれあい学び
ネットい・ず・み 
「あそびの天
国」 

市民センター全館を会場に、遊びによる交流を
図る、子どもの居場所づくりの事業を行った。 
2月 20日 

1 387 

ふれあい学び
ネットい・ず・み 
「キャンプだホ
イ！」 

市名坂小学校を会場に、七北田中学校区の小
学生（高学年）を対象としたキャンプを開催した。 
8月 18日～19日 

1 
(2日間) 

80 

ふれあい学び
ネットい・ず・み
推進委員会 

地域の諸団体が連携し、青尐年健全育成事業
の展開を図ると共に、子どもの居場所づくり事業
について検討協議した。 

12 244 
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区内地区館が収集している地域情報を含め、広く情報を集積し、多様な媒体に整理・保管し、

広く市民が活用できるよう公開する。 

 

（１） 学習情報提供システム 

市民の学習意欲に応え、的確な情報提供サービスを展開することで、効果的に市民の学習活

動を支援するため、中央市民センターと各地区 56 館の市民センターとがコンピューターでネ

ットワークを結び、生涯学習に関する、より新しい情報を提供するとともに、市民の学習相談

に応じることを目的として、平成 12年 3月より現行システムを運営している。 

 ＜ 仙台市生涯学習情報提供システムの特色＞ 

・ 各市民センターで同じ情報を提供することによって、市民は身近な市民センターで学習

情報を取得できる。 

・ インターネットにより、家庭や職場のパソコンから情報を取り出すことができる。（個人

情報についての制限有り） 

 

＜仙台市生涯学習情報提供システム登録情報数＞ 

情報種類 20年度末現在 21年度末現在 22年度末現在 

団体・サークル情報 1,281 1,162 1,126 

人材・講師 701 637 615 

事業  65 64 

合計 1,982  1,799 1,741 

 

＜平成 22年度 学習情報提供・相談件数＞ 

相談内容 窓口・電話受付 インターネット経由 合  計 

施  設 17 0 17 

団体・サークル 725 76 801 

事業・イベント 16 2 18 

人材・講師 75 11 86 

その他 90 ０ 90 

合  計 923 89 1,012 

 

、＜平成 22年度 インターネット関連アクセス等件数＞ 

市民センター全般 41,672,073件 学習情報検索 205,073件 

年間概算閲覧者数 754,355人 1日あたりの閲覧者数 2,066人 

年間閲覧頁数 3,692,120頁 1日あたりの閲覧頁数 10,115頁 

 

 

４４  学学習習情情報報収収集集・・提提供供事事業業  
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（２） 市民センターホームページ(ブログ)の運営 

ＵＲＬ： http://www.stks.city.sendai.jp/sgks/WebPages/ 

 

仙台市市民センターのウェブページを開設し、市民センターに係る各種のデータを公開す

るとともに、学習情報提供システムの情報を検索できるページを設け、広く学習情報を提供

している。 

また、ホームページ内では、全市民センターがそれぞれブログを公開している。 

 

＜地区館のブログの例＞ 
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（３） 市民センター事業ガイド 

講座等参加者の募集中、募集予定がある事業について、57 館分を 1 冊の冊子にまとめて、

２ヶ月に１回発行して、市民への情報提供を行っている。 

 

（４） その他の学習情報提供事業 

 

館名 事業名 概要 実施日等 

若林区中

央市民セ

ンター 

若林区地域情報発

信事業 

「若林区歳時記情

報発信事業」 

写真ボランティアに依頼して区内の歳時記情報を蓄

積するため、定例会を 3回開催し情報を収集した。

また、蓄積した情報を窓口等に掲示するなど情報発

信を行った。 

4月 16日 

7月 30日 

11月 19日 

生涯学習情報発信

事業 

「いぐスペ！わかば

やし！」 

当市民センターとして、隔週水曜日に「エフエムた

いはく」のラジオ放送で、若林区内の生涯学習事業

の情報を発信する「いぐスペ！わかばやし！」の放

送を実施した。 

年間 24回実

施 

太白区中

央市民セ

ンター 

コミュニティＦＭ連

携学習情報提供事

業 

「エフエムたいはく」と連携して、太白区内市民セン

ターの生涯学習事業や地域情をの紹介。番組サポ

ーターと共に事業をすすめながら、学習情報の提供

を行う。 

年間 71回実

施 

 

 

 

 

市民センター職員の役割に対応した能力を備え、事業運営に係る技術や能力の向上を目指して、市

民センターの事業に携わる職員を対象とした各種研修を実施している。 

 

＜研修内容＞ 

研修名 実施日 受講対象 概要 
参加 
人数 

新任研修会 5月 12日 
(水) 

新任の市職員 4 月に新しく配属された職員を対象に市民セン
ターの基本を学ぶ研修会を実施する。 

10 

事例発表研究
研修会 

2月 24日 
(木) 

(財)ひと・まち交
流財団職員 

区拠点館で実施している先進モデル事業、各
地区館で実施している重要課題解決のための
事業など、時代の流れに対応した事業の分析・
検証を行う。 
また、その結果により職員を対象とした研修を実
施し、職員の意識、及び事業企画運営に関する
技術の向上を図る。 

97 

学習相談研修 年間 29回 
実施 

(財)ひと・まち交
流財団職員 

指定管理者職員を対象に、学習相談や情報レ
ファレンスシステム操作の研修を行う。 

185 

 

 

５５  職職員員研研修修  
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社会教育法第29条、仙台市市民センター条例第13条に基づき、市民センターにおける各種の事

業の企画実施につき調査審議を行う、本市が設置するすべての市民センターに共通の公民館運営

審議会として設置している。 

現委員は、17人で、任期は、平成21年11月1日から平成23年10月31日までの2年間とな

っている。 

 

＜委員名簿＞  〔平成23年３月31日現在〕   
 

氏  名 勤務先・所属団体（役職名） 

阿 部  重 樹 東北学院大学経済学部 教授 

石 井 山  竜 平 東北大学大学院教育学研究科 准教授 

伊 藤  芳 郎 仙台市立三条中学校 校長（仙台市中学校長会） 

笠 井  文 子 ふれあいサロン ゆうゆう(結遊) 代表 

吉 良  智 人権擁護委員（子ども人権委員） 

小 岩  孝 子 特定非営利活動法人 FOR YOU にこにこの家 理事長 

佐 藤  憲 子 仙台市社会学級研究会 顧問 

佐 藤  美 佳 子 仙台市ＰＴＡ協議会 副会長 

島 田  福 男 仙台市連合町内会長会 庶務理事 

鈴 木  有 希 子 仙台市子育てふれあいプラザのびすく泉中央 副館長 

千 枝  倫 子 財団法人仙台市スポーツ振興事業団 

梨 本  雄 太 郎 宮城教育大学教育学部 准教授 

○ 新 田  新 一 郎 (有)プランニング開 代表取締役 

橋 本  啓 一 仙台市議会 議員 

増 田  学 身 東北文化学園専門学校 インテリア科長 

◎ 水 谷  修 東北学院大学教養学部 教授 

森  忠 治 演劇プロデューサー・ワークショップデザイナー 

◎：会長 ○：副会長 敬称略・50音順 

 

＜近年の審議内容（平成 12年度～平成 22年度）＞ 

提出日 種別 テーマ(題名) 主な内容 

平成 12年 
1月 16日 

提言 
市民センター業務再
編に関する見解 

1 市民センターのあるべき姿 
2 業務再編をめぐる課題 
3 今後の課題 

平成 15年 
10月 7日 

提言 
市民センターにおけ
る子どもの事業のあり
方について 

1 子どもの事業に取り組む課題と視点 
2 ジュニアリーダーの育成と活動支援 
3 学社連携・融合事業について 
4 学校週５日制に対応した事業について 

平成 17年 
9月 12日 

提言 
市民センターにおけ
る市民参加と市民協
働の推進について 

1 市民企画委員のプログラムづくりについて 
2 市民センター運営における市民の参加について 
3 市民参加を広げる事業活動を目指して 

６６  仙仙台台市市公公民民館館運運営営審審議議会会  
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提出日 種別 テーマ(題名) 主な内容 

平成 19年 
10月 30日 

答申 
市民センターの施設
理念と運営方針の見
直しについて 

1 見直しの背景 
2 見直しにあたっての考え方 
3 市民センターの施設理念と運営方針 

平成 21年 
10月 13日 

報告 審議の経過報告 

1 今期審議会のテーマ設定と議論の経緯について 
2 経過報告のまとめについて 
＜これまでの審議内容(各委員の意見)の概要＞ 
1 市民センターの区への移管について 
2 連携事業の調査から見えてきたもの 
＜市民センターが大切にしてきた社会教育の価値とは＞ 
（梨本雄太郎委員） 

＜区行政との「融合」をめぐって＞ 
（石井山竜平委員） 

平成 22年 
3月 16日 

意見 
「次期行財政改革計
画(素案)」に対する意
見書 

区役所への移管については課題や懸念があることから、
それらを解決・解消した上で判断するべきと考える。 

平成 22年 
8月 31日 

提案 

市民センターを拠点
とした新しいまちづく
りの提案  －仙台プ
ラン－ 

＜市民センターを拠点とした新しいまちづくり＞ 
1 意識を変える 
2 人材発掘・育成とネットワーク化 
3 市民の活動の場を生み出し支援する 
＜新しいまちづくりに向けた市民センターの新たな一歩 
/今後の取り組み[提案] / 仙台プラン対応事業案＞ 
1 住民参画・問題解決型学習事業 
2 子ども参画型社会創造事業 
3 学社連携・既存の事業範囲枠を超えた公共施設の連
携事業 

平成 23年 
1月 25日 

意見 
「市民センターを活か
した地域づくりの推
進」に関する意見書 

1 検討の進め方について 
2 組織見直しをめぐる課題について 

 

＜平成22年度の審議経過＞  
開催日 会議種別 協議議題 

5月 18日(火) 定例会 
報告： ①平成 22年度生涯学習要求水準書  

②平成 22年度市民センター事業計画概要 
ワークショップ： 地域づくりの中で市民センターが担う役割について 

7月 6日(火) 定例会 
報告： 平成 21年度市民センター事業実施状況について 
審議： 地域づくりの中で市民センターが担う役割について 

8月 17日(火) 臨時会 
審議： 市民センターを中心とした新しい地域づくりの提案－仙台プラン

－〔素案〕」の検討 

8月 31日(火) 定例会 審議： 地域づくりの中で市民センターが担う役割について 

11月 9日(火) 定例会 審議： 市民センターを活かした地域づくりの推進に向けて 

12月 14日(火) 臨時会 審議： 市民センターを活かした地域づくりの推進に向けて 

1月 18日(火) 定例会 審議： 市民センターを活かした地域づくりの推進に向けて 

1月 25日(火) 臨時会 意見交換： 市民センターを活かした地域づくりの推進に向けて 

(3月 15日(火)) (定例会) （審議： 今後の公民館運営審議会の進め方について） 

＊ 平成２３年３月１５日の定例会は、上記の内容で開催を予定していたが、東日本大震災の 
影響により中止した。 

 



 

 

 

 

 

 地 区 館 事 業 

平成 22 年度 指定管理事業実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 



 

市市民民セセンンタターー地地区区館館ホホーームムペペーージジアアドドレレスス一一覧覧  

 

 

 

 

市民センター名 ○○○○に入る文字 市民センター名 ○○○○に入る文字 

青葉区 六郷市民センター rokugo 

青葉区中央市民センター aochu 沖野市民センター okino 

柏木市民センター kasiwagi 若林市民センター wakabayasi 

北山市民センター kitayama 太白区 

福沢市民センター fukuzawa 太白区中央市民センター futochu 

旭ヶ丘市民センター asahigaoka 生出市民センター oide 

三本松市民センター sanbonmatsu 中田市民センター nakada 

片平市民センター katahira 西多賀市民センター nisitaga 

水の森市民センター mizunomori 八本松市民センター hachihonmatsu 

貝ヶ森市民センター kaigamori 八木山市民センター yagiyama 

中山市民センター nakayama 山田市民センター yamada 

折立市民センター oritate 茂庭台市民センター moniwadai 

広瀬市民センター hirose 東中田市民センター higashinakada 

宮城西市民センター miyaginisi 柳生市民センター yanagiu 

大沢市民センター osawa 秋保市民センター 

akiu 落合市民センター ochiai 馬場市民センター 

吉成市民センター yosinari 湯本市民センター 

木町通市民センター kimachi 富沢市民センター tomizawa 

宮城野区 泉区 

中央市民センター chuo 泉区中央市民センター izuchu 

高砂市民センター takasago 根白石市民センター nenosiroisi 

岩切市民センター iwakiri 南光台市民センター nankodai 

鶴ケ谷市民センター tsurugaya 黒松市民センター kuromatsu 

榴ヶ岡市民センター tsutsujigaoka 将監市民センター syogen 

東部市民センター tobu 加茂市民センター kamo 

幸町市民センター saiwaichou 高森市民センター takamori 

田子市民センター tago 松陵市民センター syoryo 

福室市民センター fukumuro 寺岡市民センター teraoka 

若林区 長命ヶ丘市民センター chomeigaoka 

若林中央市民センター wakachu 松森市民センター matsumori 

七郷市民センター sichigo 桂市民センター katsura 

荒町市民センター aramachi 南中山市民センター minaminakayama 

 

http://www.stks.city.sendai.jp/citizen/WebPages/○○○○/index.html 
 
※館によって入る文字が異なる 



≪青葉区≫ 
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〔沿 革〕 
昭和 61 年の市立東二番丁小学校の全面改築に伴い「仙台市市民教養センター」が廃止され、昭和 63 年 1

月に「仙台市中央公民館一番町分館」が開館。平成 13年 4月、隣接の「アスピア一番町（勤労青尐年ホーム）」

を統合し、新しく「青葉区中央市民センター」としてスタートした。  

市の中心地域で交通の便が良いため、若い世代から高齢者まで昼夜を問わず利用率が高く、外国人も集ま

りやすいため、日本語講座を開催するなど国際交流の場としても一役を担っている。 

 
〔特色ある(地区館)事業〕 
 

事業名 ボランティア養成講座「仙台七夕応援隊」 

参加者 大学生、一般 参加延人数 ５０人 

開催日 

全７回   

6月 19日(土)、7月 3日(土)、7月 17日(土)、7月 24日(土)、7月 31日(土)、8月 6日(金)、

8月 21日(土) 

ねらい 子ども広場「仙台七夕に参加しよう」の事業を地域の方々と共に運営し、仙台の伝統行事で

ある「仙台七夕」に関わりながら、地域活性化に繋がるような活動をすることを目的にボランテ

ィアを養成する。 

概要・成果 「子ども広場・仙台七夕に参加しよう」の講座運営のボランティアとして大学生や折り紙の得意

な方などが参加し、子ども達や地域の方とふれあいながら、七夕作りや飾り付けの手伝いな

ど、講座運営のサポートとして活躍した。受講者の感想や反省会での「今後もボランティア活

動を継続したい」との声からも、概ね目的は達成できた。 

 
〔平成 22年度 (地区館)事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育てステップバイス
テップ～聞いてほっと
話してほっと～ 

子育て中の保護者を対象に、子育てや家族との関わり方、か

けがえのない子どもの命について話し合いと情報交換の場を

設けた。 

 

6月3日・10日・ 

17日・24日 

4 17 

パンダくらぶであそぼ
う 

親子で運動、人形劇、読み聞かせ、豆まき等で触れ合う時間

を共有することで、コミュニケーションを深め、風通しの良い親

子関係へと繋がる場を設けた。 

 

11月2日・12

日・30日・12月

14日・1月18日 

5 66 

仙台市子ども会インリ
ーダー研修会 

子ども会活動の充実を図るため、子ども会のリーダーとして活

動する児童及び世話人を対象に、子ども会についての知識や

レクリエーション・ゲーム等を学習する場を設けた。 

1月29日 1 40 

子ども広場 
「仙台七夕に参加しよ
う」 

日本と外国の子ども達が、地域の団体と協力して商店街に飾

る吹流しを作成し、仙台の伝統行事である「仙台七夕まつり」

に参加することで、参加者及び地域との交流を図った。 

7月17日・24

日・31日・8月6

日 

4 50 

子ども広場 
「サイエンス・フェスティ
バル’10」 

小・中学生を対象に、管内中・高・大・大学院・企業などの科学

関連団体が行う実験や工作のブースを設け、五感を使って楽

しく体験できる場とし、科学の不思議と面白さを学んだ。 

10月9日 1 326 

青葉区中央市民センター 
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あおばカレッジ 市民の主体的な学びと仲間作りを目的に、今年度のテーマを

｢環境｣にし、年間を通して学習の場を設けた。内容は、基調

講演｢地球温暖化のこと、教えてマサくん｣、｢生活ごみの分け

方、出し方｣、運営委員自主企画講座等 

5月21日～2月

18日 

10 328 

一番町で会いましょう 
－未来を切り開く自己
表現 

ビジネス街という立地から勤労者を対象に、夜間に自己表現

やコミュニケーション等について学ぶ場を設けた。 

9月15日・22

日・29日 

3 57 

一番町で会いましょう 
－フォークソングをうた
わｎｉｇｈｔ 

グループでフォークソングの練習を行い、仕事以外での有効

的で充実した時間の活用方法を探る場、ひとつのものを創り

上げる喜びを共有する場を提供した。最終回にはクリスマスラ

イブを実施。自主グループができ、活動を始めた。 

11月11日・18

日・25日・12月

2日・9日・23日 

6 101 

ふれあいいきいき講座 聴覚障害者を対象に、「ガス局ショールームの施設見学と調

理実習」「青葉消防署の施設見学とぐらら体験」を実施し、日

常生活を安心して過ごせるように学習の場を設けた。 

7月6日・9月7

日 

2 22 

国際理解講座 「シミュレーションゲームで交流しよう」「文化の違いを学ぼう」

「調理実習-食文化で交流しよう」を開催し、参加者が体験や

交流を通して、異文化間のコミュニケーションを学び、国際理

解を深める場を設けた。 

8月28日・9月4

日・11日 

3 53 

あおばブックカフェ 様々なスタイルの読書会を行い、読書の新たな楽しみ方を知

り、本を媒体とし参加者間のコミュニケーションを図った。 

11月17日・12

月15日・1月19

日 

3 12 

紙芝居で地域発信 尚絅学院大学市民講座、泉区中央市民センター主催講座「作

ってみよう！七夕かざり」において、平成１９年度講座で作成

した紙芝居「一番町物語」を上演した。そのことで、紙芝居を

広く発信し、昭和の一番町を知ってもらった。 

7月8日・28日 2 90 

綱引きinサンモール サンモール一番町商店街アーケードで、野中神社の縄にちな

んで綱引き大会を実施し、地域の新たな賑わいを創出するき

っかけを作った。 

10月23日 1 234 

第7回ふれあい祭 
「和気藹々☆一番町」 

センター利用団体の舞台発表、展示発表、体験コーナー、出

店コーナー、ダンスパーティー等を実施。各サークル間や来場

者との交流の場を設けた。 

3月5日・6日 2 2120 

まちなかミニライブ 当市民センターを拠点に活動している団体や地域で活動して

いる団体に発表の機会を設けた。館内で１回とサンモール一

番町商店街アーケードにおいて３回実施。住民が気軽に参加

できる環境を作った。 

9月20日・23

日・10月23日・

12月23日 

4 757 

青中懇話会 市民の学習ニーズや地域の課題等について市民の意見を聞

く場を設け、市民センターが地域に密着した事業を展開できる

ようにした。 

6月10日・10月

6日 

2 19 

ボランティア養成講座 
「仙台七夕応援隊」 

七夕の由来や七つ飾り等を学び、子ども広場「仙台七夕に参

加しよう」の講座運営に携わり、講座を通して「仙台七夕まつ

り」に関わりながら、地域活性化に繋がる活動をすることを目

的にボランティアを養成した。 

6月19日・7月3

日・17日・24

日・31日・8月6

日・21日 

7 50 

ジュニアリーダーと遊
ぼう 

ジュニアリーダーが、独自のプログラムを立てながら小学生親

子が楽しめる講座を企画・運営することで、自分達の活動の

スキルアップに繋げた。 

7月29日・3月6

日 

2 73 

市民企画会議 
「読書会を企画しよう」 

｢読書会」をテーマに市民と協働で企画会議を持ち、講座「あ

おばブックカフェ」を企画し、実施した。 

5月19日～2月

9日 

11 46 

サークル体験～きっと
見つかるあなたのやり
たいこと！ 

当市民センターで活動している様々なサークルを広く市民に

紹介することで、生涯を通して学べる場の提供と、共に学ぶ仲

間作りの支援を行った。 

11月5日～28

日 

17 93 
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〔沿 革〕 
当市民センターは昭和 61 年 7 月に旧仙台女子高等学校の校舎を改修し、中央公民館柏木分館として開館

した。平成元年の政令指定都市移行とともに、「柏木公民館・市民センター」として独立、そして平成２年には名

称を「柏木市民センター」とした。その後、施設の老朽化のため平成 7年 4月から一時休館して改修工事を行い、

平成 10年 4月にコミュニティ防災センターを併設した複合施設として新たに開館した。施設の特徴としては収納

式のステージをもつ多目的ホール、会議室、和室等に加え、広いロビーがあり、地域住民の学習・スポーツ・交

流の場として活用されている。 

 
 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 お仕事たんけん隊 

参加者 小学生 参加延人数 ８６人 

開催日 全４回  7月 23日(金)、8月 21日(土)、10月 30日(土)、1月 6日(木) 

協力者・ 

協力団体 
仙台放送、青葉消防署、仙台市地下鉄、日本銀行仙台支店 

ねらい 小学生を対象にしたキャリア教育として、様々な仕事の現場を見学し、職業に対する理解を

広めることで、教科書にない生きた社会科を学ぶ機会として役立てる。 

概要・成果 前年度の職人系の個人商店訪問が好評だったことを受けて、今年度は会社訪問とし、地元

のテレビ放送局、消防署、地下鉄工事現場や日銀仙台支店など、様々な仕事の現場を見学

した。職業に対する理解を広める良い機会を提供できた。 

 
 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

親子de国際交流サロ
ン 

外国人親子と日本人親子を対象に親子遊びや日常生活に直

結した食や文化、健康など、体験を交えた学習と情報交換で交

流を図った。 

5月26日・6月23

日・7月28日・9

月22日・10月27

日 

5 105 

子育てほっとサロン 子育て中の母親を対象に、子育てに関する悩みなどを共有し

ながら、生活の工夫についての情報交換や、ティータイムを取

り入れての心の交流を図った。 

 

5月27日・6月3

日・10日 

3 17 

インリーダー研修会 子ども会についての講話や子ども会行事プログラムの作り方

の実習。ジュニアリーダーからゲームなどの遊びを楽しみなが

ら学習した。 

 

2月5日 1 45 

子ども環境講座 
「エコ・ぴぃーす」 

单極観測隊員の体験談や電気エネギー、ゴミのリサイクルなど

について、体験も交えながら環境について学んだ。 

7月17日・30日・

31日 

8月19日・ 20日 

5 64 

お仕事たんけん隊 小学生を対象に職業への理解を広げるためのキャリア教育を

目的にした講座。地元のテレビ放送局、消防署、地下鉄工事現

場や日銀仙台支店など、仕事の現場を見学した。 

7月23日・8月21

日・10月30日・1

月6日 

4 86 

柏木市民センター 
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柏梁学院 心身共に健康で充実した生活に寄与するため、企画員と職員

で検討しながら、文学館、博物館の館外学習、落語や歴史講

話を鑑賞した。 

 

4月14日～3月2

日 

12 775 

ようこそ仙台へ 
～ございん仙台～ 

仙台への転入者をサポートし、市街地の彫刻を鑑賞したり、ゴ

ミの分別法の実習などを行い、転入者同士の交流を図った。 

9月3日･17日 

10月1日･15日･

29日 

5 57 

歴史にみる通町・堤
町・北山界隈 

この界隈が城下町の町並をかろうじて留めていることから、そ

の歴史的な意味や役割について考える機会とし、歴史や風土

が地域の負産であることを再確認する場とした。 

 

6月15日・24日 

7月9日 

3 160 

博学さんぽ 
～柏木界隈のツボ～ 

寺社・仏閣に囲まれた地域の環境を生かし、実際にまち歩きを

しながらの体験を通して、地元の歴史的・文化的魅力について

学んだ。 

5月13日・7月15

日・9月9日・10

月21日・28日・

11月11日 

6 100 

大人のわっくわっく生
活塾 

市民企画講座から提案された内容をもとに、団塊の世代を対

象にした講座。裁判所への見学や暮らしに役立つロープワーク

など、社会生活に役立てる体験を通して、参加者の交流を図っ

た。５回目は雤のため中止。 

 

10月8日･29日 

11月5日･19日 

4 34 

くつろぎタイム2010 多くの方が気軽に参加できる夜間開催のコンサート、小学校や

地域を巻き込んだ朗読会を開催。 

7月24日・10月

16日・12月18日 

3 107 

私たちにもできる地
震対策 

阪神大震災をもとにした朗読劇を鑑賞。他にコミュニティ防災資

機材倉庫を見学し、地震への備えについて学んだ。 

6月12日･19日･

26日 

3 48 

第７回柏木ふれあい
祭り 

地域団体や市民センター利用サークルによる展示・舞台発表

の他、ジュニアリーダーによる体験コーナーを設け開催。 

10月3日 1 400 

柏木市民センター懇
談会 

本年度は地域のコミュニティーセンターに出向き、市民センター

への理解を深めてもらう機会を設定した。２回目は震災のため

中止。 

2月16日 1 70 

初めて学ぶ読み聞か
せボランティア養成
講座 

地域で活動する読み聞かせボランティア養成のため、講話と実

技、実践を交えながら読み聞かせボランティアの心構えや基本

などを学んだ。 

11月18日・25

日・12月2日・9

日・16日・22日・

1月27日・2月17

日・3月10 

9 203 

市民企画講座 
「わっく2」 

生涯学習の場に呼び込みにくい団塊の世代を対象に、気軽に

参加しやすい講座の企画について話し合った。 

5月21日・6月4

日・12月17日 

3 8 
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〔沿 革〕 
社会福祉活動の場がほしいという地域住民の願いが叶い、北山福祉会館が設置されたのが昭和49年7月で

ある。（所管は仙台社会福祉協議会）。平成元年の政令指定都市移行に伴い「北山市民センター・公民館」に、

平成 2年には「北山市民センター」と名称を改め、地域の生涯学習の拠点としての機能を果たしている。 

施設の老朽化に伴う改築工事のため平成 21年 6月から約 2年間閉館したのち、平成 23年 1月 18日に新

館としてオープンした。 

地域内には、青葉神社や大崎八幡神社、北山五山などの神社仏閣があり、歴史的・文化的資源や緑に恵ま

れている。また、東北福祉大学や東北大学国際交流会館があるため若者や外国人が多く福祉や国際理解への

関心が高い。 

 
 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 北山シルバースクール 

参加者 地域に住む高齢者 参加延人数 １７４人 

開催日 

全７回   

4月23日(金)、5月28日(金)、7月23日(金)、10月22日(金)、11月26日(金)、1月28日(金)、

3月 4日(金) 

ねらい 高齢者が健康で生きがいのある社会生活を送れる様、学習の機会を提供し、また自主的な

社会参加と活動が出来るよう支援を進める。 

概要・成果 ミニコンサート、ラジオ体操、遊書、地域散策、「被災した時あなたは」をテーマにした座談

会、昭和２０～５０年頃の仙台の映像鑑賞会。 

新しい試みとして防災意識を喚起するための座談会を開いたところ、次年度の企画に繋がる

提案が出たことが収穫だった。講座の開始前に、心と体のリラックスを兼ねてラジオ体操を行

ったのが好評であった。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子ども会インリーダー
研修会 

講話（子ども会活動と世話人の役割、インリーダーの役割と心

構え）、演習（行事プログラムの立て方）、実技（レクリエーション

ゲームの進め方） 

2月5日 1 33 

北山シルバースクー
ル 

ミニコンサート、ラジオ体操、遊書、地域散策、「被災した時あな

たは」をテーマにした座談会、昭和20～50年頃の仙台の映像鑑

賞会。 

4月23日・5月28

日・7月23日・10

月22日・11月26

日・1月28日・3

月4日 

7 174 

懇談会 
「館長と語ろう」 

開館予定と今後の利用についての説明。地域ニーズの情報収

集と意見交換。 

12月7日 1 15 

ジュニアリーダーと遊
ぼう 

小学生を対象に傘袋ロケット、新聞フリスビー作りを指導し一緒

に遊んだ。 

10月3日 1 40 

 

※ 改築工事のため、平成 21年 6月 1日から平成 23年 1月 17日まで休館 

北山市民センター 
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〔沿 革〕 
昭和 59 年 6 月 9 日、コミュニティ防災センターを併設し「福沢公民館」として開館、平成 2 年 4 月に「仙台市

福沢市民センター」と名称を改めた。平成 20 年 6 月より大規模改修工事を行い平成 21 年 1 月 14 日にリニュ

ーアルオープンした。 

当市民センターの地域内は、東照宮の門前町として栄えた宮町を中心として昔の雰囲気を今にとどめており、

下町情緒に溢れた古い歴史の地域になっている。反面、仙台市中心部からも近く、マンションも建ち並び新旧

住民が混在した地域でもある。このような中で、地域の交流の場として多くの人々に利用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 市民企画講座 「宮町春夏秋冬今昔物語」マップ作り 

参加者 地域住民 参加延人数 ３６人 

開催日 

全８回   

9月 7日(火)、10月 19日(火)、11月 26日(金)、12月 10日(金)、12月 15日(水)、 

12月 25日(土)、1月 10日(月)、2月 22日(火) 

協力者・ 

協力団体 
宮町商店街 

ねらい 伝統ある宮町の文化・魅力を伝承し、地域の住民に再認識してもらう。 

21 年度は宮町商店街のカレンダー付今昔マップを作成して多くの反響を得、この地域の魅

力を発信できた。22 年度は切り口を変え、前年度発信できなかった部分を取り上げ発信する

ことで、地域活性化を図る。 

 

概要・成果 「宮町今昔物語カレンダー」を製作し、地域内外に宮町の魅力を発信した。ホームページから

ハガキ版のものをダウンロードできるようにした。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

ママの寺子屋 親子ビクス、乳幼児の救命講習、読み聞かせ、コンサート等、

親子で一緒に体験できる講座を行なった。 

6月24日・7月8

日・9月9日・10

月14日・11月11

日・12月5日 

6 173 

囲碁を学ぼう！ 囲碁同好会メンバーが講師になり小学生の初心者に囲碁の基

礎を教え、対局までを指導した。 

11月20日・27

日・12月4日 

3 42 

仙台市子ども会イン
リーダー研修会 

児童研修「行事プログラムの立て方」と世話人研修「子供会の

活動について」を行なった後に、ゲーム・レクリエーション研修を

合同で行なった。 

 

2月19日 1 98 

キャリア教育講座 
～ゲームやるぞ！全
員集合～ 

身近なゲームキャラクターを用いて、ゲーム制作のプログラミン

グに必要な関数について学んだ。 

7月31日 1 15 

僕らはチャレンジャー 
「捨てる紙あれば拾う
神あり～段ボールで
作る絵馬」 

エコ活動の一環として段ボールを再利用し絵馬を制作した。ま

た地域の東照宮へ持参した。 

10月23日・30

日・11月6日・13

日 

4 18 

福沢市民センター 
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声に出して伝えたい
物語の世界 

発声の基礎を学び、「読み聞かせ」や「朗読」を体験した。また、

図書まつりにおいて実際に「読み聞かせ」を行なった。 

5月27日・6月3

日・10日 

3 59 

思い出の音楽室 
～懐かしい歌とともに
～ 

懐かしい唱歌を中心に歌う楽しさや合唱の難しさ等を学んだ。 9月1日・8日・15

日 

3 55 

「宮町からの歴史」講
座 

東照宮や宮町界隈の歴史と、博物館企画展「仙台人物誌」を見

学し、仙台ゆかりの人物についても学んだ。 

11月12日･26日 2 54 

福沢シニア大学 「地元学」「健康体操」「川柳」「幕末の歴史」「折り紙制作」「コン

サート」等、多方面においての学習を行なった。 

4月22日～3月3

日 

12 680 

ライブラリー福沢 「本のリサイクルコーナー」や「読み聞かせ」「ハワイアンコンサ

ートとフラ」等のイベントを行ない、図書室利用の活性化を図っ

た。 

8月25日・26日・

27日・28日 

4 232 

緑のカーテンの輪・
わ・ワッ！ 

昨年取れた朝顔やゴーヤの種をセンターのみならず地域にも

配り「緑のカーテン」作りを行なった。 

5月15日・29日・

6月12日・7月10

日・24日・9月4

日 

6 60 

来てしまった！さぁど
うする？～女性の目
線で減災を～ 

「女性達の防災宣言をつくって」の講話や防災資機材倉庫の見

学とアルファ米試食などを行なった。 

10月27日 1 30 

社会学級共催事業企
画会 

社会学級と共催で地域に発信する講座の実施に向けて企画会

を行なった。 

7月8日・9月2

日・29日・10月

27日・11月25日 

5 57 

ひなまつりの会 昭和初期の雛人形を飾り、地域の子供達に伝統行事を伝えな

がら昔あそびやぬりえ等を行なった。 

3月2日 1 40 

福沢市民センターま
つり 

福沢市民センターで活動するサークルや地域団体、住民が参

加して「展示」や「舞台」等で学習成果を発表し、屋外で「模擬

店」等を行なった。 

 

10月3日 1 816 

福沢懇談会 事業企画・運営に反映させるため、地域の学校や団体との懇

談会を行なった。 

7月15日･1月26

日 

2 22 

ジュニアリーダー「か
め吉」とあそぼう！ 

小学生を対象にゲームやバルーンアートを行なった。 7月28日･12月

18日 

2 20 

市民企画講座 
「宮町盛り上げ隊」 

宮町の魅力を地区内外に発信することを目的に市民企画会議

を行なった。 

5月18日・6月8

日・22日・7月27

日 

4 21 

市民企画講座 
｢宮町春夏秋冬今昔
物語｣マップ作り 

「今昔物語」というカレンダーを作成。また、ホームページからハ

ガキ版のものをダウンロードできるようにした。 

9月7日・10月19

日・11月26日・

12月10日・15

日・25日・1月10

日・2月22日 

8 36 

ぐるっとサークル探
険！？体験！ 

福沢市民センターを拠点に活動しているサークルの「見学・体

験会」を行なった。 

5月8日～7月30

日 

15 53 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、地下鉄单北線建設事業の一環として昭和 60年6月に開館されました。地下鉄・バスの利

便性が非常に良い立地にあり、また近隣は青年文化センター等の学術文化ゾーンとなっています。さらに西側

には市民から親しまれている台原森林公園が広がり自然環境にも恵まれています。年間利用者が１０万人を越

えていることを踏まえ市内全域を視野に入れ、現代社会における課題に取り組み、地域資源・人材を活用した

事業展開を推進し多様なニーズに対応する生涯学習の場を提供すると共に新たな地域コミュニティの基盤とし

ての役割を担っていきたい。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 旭ヶ丘アート講座 「台原森林公園写生会」 

参加者 小学生以上 参加延人数 ９９人 

開催日 全３回  6月 26日(土)、6月 27日（日）、7月 3日（土） 

協力者・ 

協力団体 
東北生活文化大学 

ねらい 旭ヶ丘地域の資源である台原森林公園。公園の風景を描くことによって、緑化資源の素晴ら

しさ大切さを認識、理解する機会とする。また、協力者の大学生との交流による地域コミュニ

ティの新たな活性化も促進される。 

概要・成果 資源の素晴らしさの気付きとなり、自然を描くことにより情操的感情の育成につながった。 

展示交流会により、受講生、大学生の交流が図られた。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子ども企画講座 
「お兄さんお姉さんと
一緒！エンジョイクッ
キング」 
 

大切な食育、子どもたちが自分たちで献立を考えることで食に

関する知識を深めてもらう 

8月21日・22日・

25日 

3 168 

インリーダー研修会 こども会についての知識や活動に必要な技能を研修することで

インリーダーを養成、また、子ども会の充実と活性化を図る 

2月5日 1 81 

集まれ！元気な旭ヶ
丘キッズ 

子どもの学ぶ力、考える力の育成を図ることを目的に公共・公

益機関などを見学・体験することで子どもの健全育成を図る。 

8月4日・10月10

日 

2 87 

アスリートたちの熱い
生き方 

中学生が興味・関心の高いスポーツの中から車椅子バスケット

ボールを取り上げ厳しい状況での生き方について触れる 

11月16日 1 663 

仙台フィルハーモニ
ー管絃楽団共催事業 

クラシック音楽に触れる機会を広げることをねらいとする講話と

CD鑑賞 

8月25日・2月17

日 

2 81 

旭ヶ丘歴史散歩 
「東照宮・宮町・小田
原の歴史を学ぶ」 
 

近隣で身近な東照宮･宮町・小田原の歴史を学び、纏わる史実

を学ぶことで地域に対する関心を高め、再発見する機会とする 

7月7日・14日・

21日・28日 

4 96 

旭ケ丘市民センター 
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軽体操でリフレッシュ 地域住民から要望があった健康のための軽体操講座を実施

し、地域コミュニティを活性化する 

9月8日・15日 2 46 

台原森林公園をウォ
ーキングで健康に 

地域資源である台原森林公園において、地域住民の健康維持

のために正しい歩き方を学ぶ 

5月18日・25日・

11月2日・9日 

4 85 

旭ヶ丘老壮大学 高齢者が豊かで充実した生活を送るための情報や幅広い知識

を自主的に学習する機会を作る 

4月23日～3月4

日 

12 1348 

旭ヶ丘アート講座 
「台原森林公園写生
会」 

市民の憩いの場である台原森林公園を描くことによって、資源

の素晴らしさ、大切さを理解する 

6月26日・6月27

日・7月3日・ 

3 99 

市民センターがやっ
てくる！ 

地域内にある集会所やコミユニティーセンターを会場として講

座を開催し、地域活性化を図る 

9月9日・11月17

日・12月18日 

3 85 

行ってみよう！聴い
て視よう！ステキな
雅楽器「笙」の世界へ 

旭ヶ丘の演奏家による笙の演奏会で、日本古来の雅楽にふ

れ、また子育ての講演により、地域の世代間交流、地域活性化

を図る 

11月3日 1 130 

台原森林公園 自然
観察しよう！体験しよ
う！ 

台原森林公園を地域の高齢者の案内で散策し植物の名前や

特徴を学び、「えごのき」がシャンプーになる等の実体験をする 

9月11日・9月18

日 

2 29 

子育て応援講座 
「ママのほっと・タイ
ム」 

児童館遊戯室で親子で安心して参加出来る講座を開催し、受

講者同士の情報交換をもつ。地域団体と共催し地域ネットワー

ク活性化を図る 

11月26日・1月

27日 

2 28 

安全で安心な暮らし
ができる地域づくり事
業 

宮城県避難所運営運営について学んでもらい、地域で災害に

強いまちづくりを目指す 

6月19日・9月4

日 

2 47 

社会学級共催事業企
画会議 

地域の学習団体と共催し、事業を企画運営し、地域コミュニティ

の活性化を図る 

6月2日・7月15

日・8月31日・9

月29日・10月28

日・12月8日 

6 54 

台原中学校PTA共催
事業会議 

学校、PTA、旭ヶ丘、三本松市民センター四者で青尐年が育つ

環境づくりに向けて、よりよい事業を展開する 

5月27日・6月4

日・7月5日・8月

2日・12月1日 

5 109 

「地域に知恵袋をひ
ろげよう！」 

地域の高齢者の知恵を若い世代に伝えることによって、知恵を

継承して地域に広げ交流・活性化を図る 

5月28日・6月19

日・8月5日・21

日・9月3日・18

日 

6 24 

旭ヶ丘児童館共催事
業企画会議 

旭ヶ丘児童館と共催事業を企画することで、地域情報を共有

し、より充実した地域支援をする 

6月30日・ 

9月15日・11月

17日・2月16日 

4 21 

旭ヶ丘市民センター
まつり 

地域住民や利用団体のふれあいと交流を目的に学習成果の

発表や展示を行い、地域活性化を図る 

10月16日・17日 2 2630 

旭ヶ丘地域懇話会 市民センター事業への提案、地域の課題、ニーズなどについて

の意見と情報交換、情報収集 

6月5日・11月20

日 

2 31 

読み聞かせスキルア
ップ講座 

昨年立ち上った、自主グループ活動の広がりを踏まえ、スキル

向上に繋がる講座を開催し、増員につなげ、子ども達が本に親

しむ機会とする 

8月19日・9月2

日・9日・16日・

30日 

5 87 

市民企画講座 
「おもしろいね！お父
さんの企画講座」 

市民センターに足を運んでもらえないお父さん世代に、自分達

の目線で事業を企画してもらうことにより、家庭教育の一助と

し、市民センターの協力者となってもらい、地域活性化につなげ

る 

12月19日・1月

23日 

2 8 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、北仙台駅から近く、閑静な住宅街である堤町の中に位置し、西側には雑木林が残されて

いるなど環境に恵まれている。堤町は、現在は窯の火は消えたが、古くから「堤焼き」と「堤人形」の町として知ら

れた歴史のある地域である。 

 当市民センターは、昭和 62 年 4 月 14 日、泉ヶ岳を眺望できる高台に建設された。駐車場(45 台)、舞台付で

約 50畳の和室と広い体育館(バスケットボールコート 1面、バレーボールコート 2面、卓球台 12台)があり、地域

住民の生涯学習の場として広く利用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 剪定ボランティア養成講座 

参加者 地域住民 参加延人数 ４４人 

開催日 
全６回   

4月 22日(木)、5月 13日(木)、5月 20日(木)、6月 3日(木)、6月 10日(木)、6月 17日(木) 

協力者・ 

協力団体 
剪定ボランティア｢ガーデニング三本松｣ 

ねらい 当該地域は一人暮らしの高齢者が多く在住している。これらの方々の住環境整備と防犯をお

手伝いすることを目的として、植栽の手入れ・庭木剪定の学習と技術を取得して地域活動す

るボランテイアを養成する。 

概要・成果 当センターを会場にして基礎講座の座学講座を 1 回開催後、台原中学校の校庭にある樹木

を実際に剪定しながらの実技講習を 4回開催した。 

21 年度に同講座から立ち上がったボランティア団体(ガーデニング三本松)との交流会（6 月

17 日開催）を経て、新たに４人のボランティアメンバーの加入があった。２１年度の秋季剪定

に続き、22年度は春季剪定であったので、季節に応じた剪定方法等技術向上が図られた。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育て支援講座 
～楽しもう!わたしらし
い子育て 
 

子供の心身の発達、離乳食とおやつの作り方、親子ビクス等を

学び、保護者同士の交流・情報交換をする。 

2月4日・11日・

25日 

3 48 

インリーダー研修会 子ども会活動に必要な知識・技能を学ぶ。レクリエーション、ゲ

ームの進め方、行事プログラムの立て方など。 

2月5日 1 81 

荒巻塾 仙台城下・荒巻村の歴史・伝統・地域特性を学ぶ。 7月28日・29日 2 6 

三本松寺子屋 昭和の遊び、館外学習、異文化、伝統工芸などの体験学習。 9月11日・18日・

10月16日・23日 

4 41 

アスリートたちの熱い
生き方 

台原中学校PTA共催事業企画会議で企画開催の事業。車椅

子バスケットボールの監督、選手からアスリートとしての生き方

や情熱等について聞く。講話と実技。 

11月16日 1 663 

くらし悠遊塾 地域での仲間作り、健康作り、伝統工芸、郷土について学ぶ。 10月8日・15日・

11月5日・12日 

4 80 

三本松市民センター 
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北仙台セミナー 北仙台地域の歴史・伝統を再確認する。奥州街道、堤焼き、堤

人形、神社仏閣、梅田川について。 

5月15日・22日・

12月14日・2月

19日・3月5日 

5 81 

シニアパソコン講座 パソコンの基本操作、色々な機能の使い方、文書作成、カレン

ダー作り。地域住民と専門学校生・中学生との世代間交流。 

8月17日・18日・

19日・10月27

日・28日・29日 

6 86 

三本松老壮大学 講話(歴史・健康・生活）・実技（歌・軽体操）工場見学、自主企

画講座（学びあい）。 

5月12日～3月9

日 

10 406 

七夕を作ろう 七夕の由来を学び、仙台伝統七夕づくり、地域商店街へ飾りつ

け。 

7月3日・10日・

17日・24日・27

日 

5 71 

3on3バスケットボー
ル大会 ｉ ｎ三本松 

代表者会議組合せ抽選会、体育館個人利用同士によるバスケ

ットボール大会。世代間交流の促進。 

2月19日・3月6

日 

2 116 

七夕コンサートin三本
松 

地元ユニットによるアカペラ、高校生による演奏など。 7月31日 1 80 

台原中学校PTA共催
事業企画会議 

四者共催事業で、青尐年の健全に育つ環境づくりに向けての

企画会議。 

5月27日・7月29

日・9月7日・11

月9日・16日・12

月7日 

6 121 

三本松市民センター
まつり 

利用サ－クルの学習成果の発表と地域住民同士の交流。舞台

発表、作品展示、駄菓子や、食事などの各種コーナー。 

10月17日 1 1500 

利用者懇談会 センター利用サ－クル（スポーツ・文化・育児・音楽団体）との意

見交換、情報の共有。 

6月12日・1月12

日 

2 71 

もっと知ろうよ!台原 市民企画講座。地域の歴史や課題を調べ、資料を作成し、地

域を歩く。 

10月19日・26日 2 31 

剪定ボランティア養
成講座 

地域の住環境と防犯を支援するため、剪定ボランティアを養

成。剪定の基礎知識学習、剪定技術の取得。 

4月22日・5月13

日・20日・6月3

日・10日・17日 

6 44 

市民企画会議 企画員と一緒に実施に向けた手法・課題について検討。テーマ

設定、企画書作成、反省会。 

7月1日・29日・8

月26日・9月10

日・16日・10月

19日・26日・11

月17日 

 

8 19 

図書まつり 本離れの進む今日、図書に関わる様々なイベントを行ない、本

に親しむ機会の提供と図書室の利用者数の増加を図る。音楽

会、絵本の料理、仙台弁による昔話、人形劇、川柳など。 

 

5月25日・26日・

27日・28日・29

日・30日 

6 515 
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〔沿 革〕 
片平市民センターは平成元年、児童館とコミュニティ防災センターを併設して、東北大学農学研究所跡地に

開館した。市内中心部に位置し、交通が便利なことから町内会など地域の団体ばかりでなく、全市的な市民活

動の場として盛んに利用されている。 

 また市民センターが立地する地区は、市街地にありながら広瀬川がつくりだす独特な地形や、仙台城や経ヶ

峯の豊かな自然に囲まれたところである。さらには歴史的な資源に恵まれ、大学の研究機関などが隣接する。 

 こういった地域の資源を活かした生涯学習プログラムの提供や、市民の自主的な活動の支援、併設する児童

館との共催事業の提供を通して、地域に貢献している。  

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 市民企画会 片平平成風土記を活用した「まち歩き」マップ作成 

参加者 地域住民 参加延人数 １１３名 

開催日 

全１１回   

4月 27日(火)、6月 3日(木)、6月 5日(土)、6月 17日(木)、7月 15日(木)、9月 3日(金)、 

9月 4日(土)、9月 25日(土)、10月 1日(土)、10月 31日(日)、11月 27日(土) 

協力者・ 

協力団体 
片平地区連合町内会、青葉区家庭健康課 

ねらい 21 年度に引き続き、片平地域の地域資源を活かしながら、「片平地区平成風土記」を活用し

たマップを作成する。マップを活用した講座を開催し、地域を再発見するきっかけ作りを促し

ながら、まち歩きを通して健康づくりの気運を高める一助とする。 

 

概要・成果 21 年度作成の「花壇・大手町―霊屋下地区」に引き続き、2 年間の事業の集大成として、22

年度は「大広会―柳町―北目町地区」「米ヶ袋地区」のマップを作成した。名所ポイントの抽

出や校正などの編集会議を経て、3 地区それぞれの「マップ検証のためのまち歩き」を行うな

ど、各企画員の地域への愛着と熱意に支えられた講座となった。「まちづくり会」始動の気運

の中で、今後の活動へのつながりが期待される。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

新米ママ・プレママ応
援講座 
「ハッピーママの気晴
らしカフェ」 
 

参加者同士の情報交換や子育てへの不安やストレスの軽減の

ため、「ベビーサイン」「親子ビクス」等の講座を開催した。 

5月28日・6月11

日・18日・7月23

日・10月20日・

27日 

6 102 

ようこそ本の世界へ 
～もうすぐ来るね！ 
クリスマス～ 
 

幼児から高齢者まで、世代を超えて｢本」に触れる機会を提供し

た。「絵本の読み聞かせ」「折り紙ワークショップ」「絵本展示」等 

12月4日 1 40 

キッズ・サイエンス 小学生を対象に、科学のお話や工作を通して科学の面白さに

触れ、異年齢交流と科学への興味の発掘につながった。 

5月8日・6月12

日・7月10日・8

月21日・11月6

日・12月18日 

6 154 

～せんだいアート～ 
ぼくたちカメラマン！ 

子どもの視線で街の風景を撮り、想像力や創造力を育んだ。

「かたひらwaiwai広場」で作品を展示・発表 

9月25日・10月2

日・16日 

3 10 

片平市民センター 
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学社連携事業 
「社会参加へはじめ
の一歩」 

社会人としてのコミュニケーション能力をつけ、多様な体験の場

を提供した。「就活に向けてのセミナー」「ビジネスマナー」「クッ

キング」等 

 

7月16日・23日・

2月8日・15日 

4 214 

インリーダー研修会 子供会のリーダー養成のための研修会 児童：「行事プログラ

ムの作成」 世話人：講話「子供会育成について」情報交換等 

「みんなで楽しめるゲーム」を体験 

 

1月29日 1 40 

杜々かんきょうレスキ
ュー隊 みどりなライ
フ 

 「ウォーキングマップでまち探検」「環境カルタで遊ぼう」等を

体験し、子どもの環境学習と地域住民との異年齢交流につな

がった。 

 

2月26日・3月5

日 

2 14 

どんどこ！巨大紙相
撲大会片平夏場所 

「かたひら夏祭り」実行委員会との共催により、「かたひら夏祭

り」に参加し、「紙相撲大会」「お化け屋敶」の企画を通して地域

内コミュニティ活性化に財献した。  

 

7月29日・8月6

日・22日・29日 

4 79 

片平は歴史の杜 歴史的素材として片平界隈の樹木をテーマに、まち歩きやワー

クショップを通して地域の魅力を発見した。 

10月22日・29

日・11月5日・12

日・19日 

5 160 

「対物宮城の最」を読
む 

「対物宮城の最」を題材として、明治時代の仙台の時代背景

や、資料の探し方や読み方を学習した。 

1月22日・29日・

2月5日・6日・9

日 

5 62 

手話要約筆記付き
「見る見るわかる」講
座 

聴覚障害者向けに社会教育施設である博物館を紹介し、常設

展の解説を通して仙台の歴史に触れる機会を提供した。 

9月16日 1 16 

片平丁小学校社会学
級連携事業 

片平丁小学校社会学級や子育て支援サークルと共に、子育て

世代のニーズを探り、「フィンランドの教育」「児童虐待防止講

座」を開催した。 

 

5月18日・12月

15日 

2 48 

新たな“学び”－自分
誌作りからみえてくる
もの 

自分誌を書く作業を通して、参加者同士のコミュニケーションを

図り、傾聴のスキルを学んだ。  

10月15日～2月

3日 

13 128 

シニア麟経堂 社会福祉協議会と共催で、地域の高齢者サロンへの出前講座

を開催した。「フィルム上映会」「漫談」「健康体操」等 

6月20日・7月2

日・8月6日・9月

10日・2月8日・3

月11日 

6 109 

かたひら四季暦 地域住民が気軽に市民センターに集い、「花火講座」「仙台藩

作法」「コンサート」等に参加し、片平地区の魅力に触れ、交流

を深めた。 

 

8月5日・10月22

日・12月3日・3

月9日 

4 138 

「片平地区平成風土
記」を活用したまち歩
き 

「かたひらウォーキングマップ」を活用して、片平地区を３コース

に分かれてのまち歩きを開催し、片平界隈の魅力の発掘した。 

10月31日 1 44 

かたひらwaiwai広場 住民の交流と親睦を深める場を提供し、生涯学習を通して、活

力ある地域づくりを推進した。 

10月16日 1 400 

片平市民センター懇
話会 

地域内の町内会、学校、諸団体との情報交換、課題抽出 4月27日・10月

26日 

2 40 

市民企画会 平成風
土記を活用した「まち
歩き」マップ作成 

マップ作成・まち歩きを目的とした市民企画講座 4月22日～11月

27日 

11 113 

読書推進のための市
民企画会 

子どもから大人までを対象とした読書推進を目的とした市民企

画講座 

4月22日・29日・

5月14日・6月4

日・18日・25日・

7月9日・9月17

日・12月16日 

9 58 
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〔沿 革〕 
当センターは、広く市民の憩いの場として親しまれている水の森公園の单口に立地し、自然休養林を背にし

た高台にあり自然環境に恵まれている。管内は水の森、東勝山、桜ケ丘、川平等の閑静な住宅地を擁している

が、初期に開発された住宅団地のため、高齢化率の高い地域である。当センターは、児童館・温水プール・防

災コミュニティセンターを併設する複合施設として平成 2 年 9 月にオープンした。斬新な外観は地域のランドマ

ークとして親しまれ、一年を通して多くの利用者が訪れる地域の生涯学習の拠点的存在である。2 階の広いメイ

ンホールは、地域住民の情報交換や憩いの場として高齢者から幼児までいつでも賑わいをみせている。 
 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 中学生・高校生企画講座「子どもの広場」 

参加者 中高生、地域の親子 参加延人数 ２２５人 

開催日 全４回  7月 18日(日)、9月 19日(日)、10月 17日(日)、10月 23日(土) 

協力者・ 

協力団体 
北仙台中学校、北仙台中学校ＰＴＡ、プロジェクトＭ 

ねらい 北仙台中学校の中学生ボランティアが中心になって企画実施する事業を展開する。様々な

人々との繋がりの中から、児童生徒の健やかな育ちを支援する学びの機会とする。高齢化や

尐子化が進んでいる地域で、住民が協力し合うことで地域活性化や世代間交流を促進する。 

 

概要・成果 市民センター地域まつり「子どものひろば」を実施。中学生・ジュニアリーダー・市民企画グル

ープによるゲームコーナー運営、収穫体験を行った。中学生ボランティアとジュニアリーダー

が活躍し、企画から実施までをやり遂げ、確かな手ごたえを感じていた。 

中学生、ジュニアリーダーとプロジェクトＭのコラボレーションが成功し、異世代間交流が深ま

り、活気あふれるまつりを展開することができた。また、地域の人々の出会いの場として、住民

同士のコミュニケーションが図られた。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
    

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

ドロップス読み聞か
せの会 

月２回第2・第4水曜日に読み聞かせの会を実施。幼児親子を

対象に10:30～11:00(和室）、小学生を対象に15:00～15:30(図書

室）、てあそび・絵本･紙芝居など。 

 

4月14日～3月9

日 

23 858 

笑顔のママって大好
き！ 

①講話「子育てママに伝えたいこと」②制作「ペーパークラフト-

カード作り」③実技「いっしょに遊ぼう！」④調理実習「甘くない

パウンドケーキ作り」 

 

9月3日･17日･

10月1日･8日 

4 71 

おやこで山学校 
「水の森公園をまるご
と楽しもう！」 

①館外学習「水の森公園自然観察会」②館外学習「昆虫採集」

③昆虫の標本作り④館外学習「キャンプ場でいも煮作りにチャ

レンジ」 

 

5月3日･6月4

日・7月31日･10

月8日 

4 85 

水の森キッズクラブ ①花と野菜の種まき･植付け②緑のカーテン用苗の植付け③

緑のカーテン・夏野菜の観察と除草作業④白菜・大根の種まき

⑤調理実習「仙台の郷土食」⑥調理実習「秋の野菜収穫といも

煮会」 

 

5月8日･6月5

日・7月3日・8月

21日・28日・10

月16日 

6 85 

水の森市民センター 
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インリーダー研修会 子ども会の児童に向けて講話「インリーダーとは」・演習「○○

会をやってみよう」・レクレーションゲーム。子ども会の世話人に

向けて講話「子ども会活動について」・情報交換・レクレーション

ゲーム。 

 

1月29日 1 72 

水の森のセカンドライ
フを楽しむ 

講話｢ボランティアについて」、水の森キッズクラブサポート、梅

ジュースづくり、子どものひろば用野菜作り、畑の手入、梅の木

の剪定、講話・実習「野菜作りの年間計画」 

 

4月17日～2月

26日 

20 125 

家族の笑顔が見たい
から｢年越しぞば」に
挑戦！ 

①②③单会津伝承の裁ちそばのデモンストレーション・試食・実

習 

11月11日・25

日・12月2日 

3 15 

自分磨きサロン 講話「おしゃれと魅力学」 12月8日 1 33 

水の森老壮学園 ①開講式・健康講話とシャンソン②講話「月と星」③講話「福祉

用具の使い方」④リフレッシュ体操⑤地域まつり演芸発表⑥講

話「藤原氏と東北の武士」⑦コンサート⑧市民の中の映像記録

⑨文集作り⑩閉講式・講話「おしゃれ学」 

 

4月15～3月3日 10 763 

中学生・高校生企画
講座「子どものひろ
ば」 

①②③企画会議・準備④市民センター地域まつり「子どものひ

ろば」実施（中学生・ジュニアリーダー・市民企画グループによ

るゲームコーナー運営・収穫体験） 

 

7月18日･9月19

日･10月17日･

23日 

4 225 

星のおはなしと天体
観望会 

①講話・天体観望会「いっしょに見よう！土星の輪」②講話「見

えるかな？木星のしまもよう」 

5月21日・10月

15日 

2 83 

水の森防災学校 ①講話・情報交換「すぐに役立つ！情報交換会」②避難所運営

ゲームHUG 

6月26日・9月30

日 

2 72 

社会学級との企画検
討会 

①②③④企画会議⑤自分磨きサロン実施⑥反省会 4月20日･5月13

日･10月15日･

11月30日･12月

8日 

6 24 

水の森市民センター
地域まつり 

①開会・公開演技・老壮学園演芸発表②舞台発表・チャリティ

バザー・住まいのメンテナンス実演・物産販売・閉会①②作品

展示・軽食喫茶・お茶席 

 

10月23日・24日 2 2280 

水の森音楽隊「ミュー
ジックベルで楽しも
う！」 

①自己紹介･選曲②③④⑤ミュージックベル練習⑥地域まつり

オープニングで演奏 

9月18日･25日･

10月2日･9日･

16日･23日 

6 77 

水の森懇話会 ①水の森市民センター地域まつりに参加している利用団体代

表と施設利用について懇談②北仙台・桜丘中学校区内の団体

代表や地域連携担当者と情報を交換し、市民センター事業に

ついて懇談。 

 

11月12日･2月

26日 

2 48 

ジュニアリーダーと遊
ぼう 

①夏休みだよ！みずあそび（ゲームとシャボン玉遊び）②おい

でよ！児童館まつり（ストラックアウトコーナー）③冬を楽しもう

（ゲームとバルーン作り） 

 

7月29日･10月

23日･12月19日 

3 156 

市民企画委員会 ①②③⑥企画会議④⑤「星のおはなしと天体観望会」講座実

施⑦⑧⑨「年越しそばに挑戦」講座実施⑩反省会 

 

4月2日～12月2

日 

10 16 
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〔沿 革〕 
“貝“をモチーフにしたデザインが館内随所に配された当市民センターは、平成 5年 4月に児童館を併設して

開館した。閑静な住宅街の中にあって、その瀟洒な建物は隣接する貝ヶ森中央公園とともに地域のシンボルと

して親しまれている。 

また、風光明媚な貝ヶ森地区は自然の風物に富み、さらに高等教育機関や文化施設などにも恵まれており、

国際交流の盛んな場所でもある。 

当市民センターは、可動式の舞台を持つ多目的ホール、会議室、調理台付き小会議室、水屋付き和室等が

あり、地域住民の学習・スポーツの場として、また、憩いの場として活用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
    

事業名 ガーデンサポーター フォローアップ講座 

参加者 子ども、一般成人 参加延人数 １１５人 

開催日 

全９回   

4月 22日(木)、5月 27日(木)、6月 17日(木)、7月 15日(木)、8月 19日(木)、9月 16日(木) 、

10月 21日(木)、11月 18日(木)、12月 16日(木) 

協力者・ 

協力団体 
共催：貝ヶ森児童館、貝ヶ森子育て支援クラブ「花時計」 

ねらい もともと緑の多い当館の敷地内であるが、これまでは雑然となっていた建物の周辺をきちんと

緑化・美化することで市民センター・児童館のイメージアップにつながりより多くの市民が来館

するようにする。地元の受講生が地域の小学生等と共に作業することにより、子ども達に土に

触れさせ、世代間交流が図られ、地域の緑化による憩いの場、潤いの場が形成される。 

 

概要・成果 市民センター・児童館の中庭が整備でき、児童クラブの子ども達が活用できる庭となり、季節

ごとの花々で利用者の目を楽しませることができた。さらに、話し合いながら作業をすること

で、受講生同士の交流が図られ、地域の繋がりが生まれた。また、幼児、小学生、中学生との

異世代間交流も行われた。来年度も自主ボランティアグループとして活動を継続することとな

った。 

 

 

〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

食育講座 お父さんの参加を促すとともに、親子がふれあい食生活を見直

すきっかけとすることを目的に、食育をテーマとした講話と調理

実習、野外での火おこし体験を行う。 

 

5月29日 1 58 

幼児をもつ親のため
の防災・安全講座 

幼児を持つ親が安心して子育てできる環境づくりを図るため、

災害への備えや緊急の際に必要な知識を講話で学ぶ。 

 

9月3日・10日 2 13 

子ども木工講座 子ども対象の木工工作体験を、地域の成人と保護者の協力を

得て実施することで、世代間交流を図るとともに、青尐年の健

全な成長を促す。 

 

10月30日・11月

20日 

4 127 

子ども会インリーダー
研修会 

子ども会の活性化を目的に、次年度世話人とインリーダーを対

象にした講話と実技（レクゲームなどの講習）を行う。 

2月26日 1 99 

貝ケ森市民センター 



≪青葉区≫ 

- 54 - 

青尐年のための減災
講座 

小・中学生が防災への意識を高めることを目的に、減災を学べ

るように作られたすごろくやカルタで災害への備えについて学

んだり、とっさの時に対応できるように応急手当の実技を行う。 

10月 19日・ 23

日・2月16日 

3 114 

水の実験教室 夏休みを利用して小学生が水の大切さを認識し環境への意識

を高めることを目的に、暮らしの中で使われている水について

講話と簡卖な実験を通して学ぶ。 

7月22日・29日・

8月5日 

3 51 

星空映画祭スタッフ
会議 

星空映画祭に小・中学生や地域住民の意見を反映させるととも

に、参加意識を持ってもらうことを目的に、ポスター作成や当日

の運営などについて話し合う。 

7月24日・30日・

31日・8月7日・

24日・28日・9月

4日 

7 51 

仙山線途中下車の旅 近隣の仙山線駅で下車して訪れることのできる貝ヶ森、北山、

国見、落合、愛子付近の名所、旧跡について、講話を聞きなが

ら現地学習することで、地域の魅力を再発見する。 

9月4日･11日・

25日・10月2日 

4 99 

ノルディックウォーキ
ング講座 

ノルディックウォーキングを実技で学ぶことで、住民の健康づく

りと参加者同士の交流を図る。 

9月30日・10月7

日・14日 

3 37 

身近な野草・樹木 
～観察と活用～ 

地域内の植物、自然環境への関心を高めることを目的に、「青

陵の森」の植生の観察、薬草に関する講義、薬膳料理の調理

実習を行う。 

9月8日・11月10

日・12月8日 

3 86 

免疫力アップで乗りき
るこの冬～風邪を寄
せつけない“まち”に
しよう～ 

まちぐるみで健康管理への意識を高めることを目的に、地域講

師を活用した講話と実技で、冬の健康管理について学ぶ。 

 

10月8日・15日 2 43 

貝ヶ森シニア学園 地域の高齢者の健康と生きがいづくりを目的に、現代生活に必

要な様々な内容（医療・文化・歴史・介護予防運動など）を講話

と実技で学ぶ。また、企画委員による講座の企画・運営への参

画を促進する。 

5月26日～3月2

日 

10 576 

シニアのための軽体
操 

地域の高齢者の健康づくりと健康寿命の延伸を目的に、介護

予防の知識・技術を講話と実技で学ぶ。 

5月13日～9月

16日 

10 260 

星を見る会 学校と地域住民がお互いの理解を深め交流することを目的

に、仙台高等学校を会場に、天文地学部の協力のもと星の観

察会を行う。 

12月11日 1 13 

豆まき会 地域住民の世代間交流を目的に、住民の協力のもと、アトラク

ションやゲ―ム、豆まき会などを行い、節分という伝統行事を体

験する。 

1月29日 1 143 

星空映画祭 親子のふれあいや地域住民の世代間交流を目的に、夜間に屋

外での映画会を行う。 

8月28日 1 606 

貝ヶ森サロンコンサ
ート 

気軽に市民センターを訪れてもらうことを目的に、センター利用

団体によるコンサート、及び仙台国際音楽コンクール関連イベ

ントの「街かどコンサート」を開催する。 

6月20日・8月28

日・12月17日・3

月4日 

4 931 

社会学級生による講
座企画会 

貝森・国見・八幡社会学級生が一堂に会して、地域の特性・問

題点を探り、地域活性化を目指す事業を企画・実施するための

会議を行う。 

5月20日・6月3

日・7月1日・10

月8日・15日 

5 18 

貝ヶ森地区文化祭 地域の連帯と親睦・交流を目的に、貝ヶ森地区の住民、及び当

市民センター利用者による作品展示・演芸発表、お茶席、テン

ト村等の催しを実施する。 

11月6日・7日 2 2,000 

地域懇話会 地域の現状や課題・ニーズを把握し今後の事業運営に役立て

ることを目的に、地域諸団体の方やセンター利用のサークルと

の情報交換や意見交換のための会議を行う。 

11月27日・3月1

日 

2 27 

ガーデンサポーター
フォローアップ講座 

平成２１年度に養成したサポーターの力量向上と地域の美化

に協力するサークルとしての自立をめざして、花壇の手入れや

植物に関する知識を講話と実技で学ぶ。 

4月22日～12月

16日 

9 115 

「貝ヶ森・国見」講座
企画会 

地域住民が仲間づくりをしながら、市民センターと協働して地域

課題を解決するための糸口をつかみ、地域ニーズに合った事

業を企画・実施するための会議を行う。 

5月12日・6月9

日・7月14日・9

月8日・10月13

日･11月10日・

12月8日 

7 49 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、旧中山コミュニティセンターを増改築し、平成 7 年 4 月に児童館を併設して開館した。中

山地区でも国見ヶ丘地区に近い閑静な住宅地に位置し、月急山公園に隣接していて自然環境に恵まれてい

る。 

中山・川平地区は、戸建て・集合住宅のほか、近年は大型マンションが増え、新しい町並みを形成している。

旧中山街道の長い坂道には、商店が建ち並び、月に一度「街道市」を開催するなど、活気がある。また、近くに

福祉施設「せんだんの杜」「せんだんの里」等福祉関係の施設があり、福祉に関する住民意識と学習意欲の高

い地域である。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 市民企画講座 なにか体験し隊 

参加者 中学生・高校生 参加延人数 ８４人 

開催日 

全８回   

5月 9日(日)、6月 20日(日)、7月 18日(日)、8月 8日(日)、9月 11日(土)、10月 24日(日)、

11月 7日(日) 、11月 14日(日) 

ねらい 中学生・高校生に集まってもらい、今一番興味があることや必要としている情報を企画会で話

し合い、地域や地域以外の中高生が今やってみたいことを軸にしてコミュニケーションを深め

自己成長の一環とする。 

概要・成果 企画会を重ね、11月 7日に小学生を対象にした講座「ジュニアのそばでそばを打とう」を開催

した。講座内容の企画から広報（ちらし・ポスター）、試作、当日の運営など全て中高生が手

作りで行った。企画会では活発な意見交換も行われ、受講生同士の交流が深まり、コミュニケ

ーション能力も高まった。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

楽しいお父さん講座 父親が子育てに関わるヒントや情報を提供しながら交流、親子

で参加できる工作や料理教室も取り入れる。 

7月3日・25日・8

月22日・9月25

日 

4 50 

はじめての子育てプ
レパパママ講座 

はじめての出産を迎える夫婦を対象に沐浴実習や妊婦体験、

アロマテラピーや音楽鑑賞などを行い、交流を図り、子育てへ

の不安を解消する。 

6月19日・7月3

日・１７日 

3 32 

かわだいらお楽しみ
劇場 

センターから遠い川平地区への出前講座。未就園児親子のた

めの人形劇と手遊び。 

6月25日 1 51 

わんぱくたいけんin
かわだいら 

川平小学校を会場にスポーツやゲーム、工作等を行う。ジュニ

アリーダーも参加し、活動の場をひろげる。 

7月17日・11月

20日・2月5日 

3 120 

ジュニアのそばでそ
ばを打とう 

小学生がそばを打つことで「食」に関心を持ち、その大切さを学

ぶ。企画者の中高生や地域講師との異世代間交流も図る。 

11月7日 1 8 

インリーダー研修会 子ども会活動の活性化を図るために中山・川平・貝ヶ森地区の

５年生と世話人を対象に運営方法や行事の持ち方などについ

て研修する。 

2月26日 1 99 

それゆけ！たいけ
ん！ドキドキッズ 

長期休暇や土日に小学生のための居場所作りとしての事業を

展開、紫外線ビーズや楽器作りなどの工作や調理、スポーツな

ど。 

7月28日・8月25

日・9月29日・11

月25日・12月21

日・2月19日 

6 110 

中山市民センター 
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北欧フィンランドに学
ぶ 

福祉の先進国といわれるフィンランドの歴史や教育、高齢者の

暮らしなどについて学ぶ。 

11月10日・17日

12月1日 

3 82 

仙台七夕をつくろう 仙台の年中行事伝統七夕について学び、実際に作成する。 7月9日 1 23 

ノルディックウォーキ
ング講座 

ノルディックウォーキングをテーマに健康作りへの意識を高め、

継続できるようサークル結成につなげる。 

10月13日・20

日・27日 

3 46 

うまいすぺ！？みや
ぎの料理 

郷土料理を学ぶことで宮城の食材の豊かさを知り、地産地消を

促す。はらこ飯、しそ巻き、仙台白菜を使ったキムチを作る。 

7月21日・10月6

日・12月11日 

3 44 

パソコンで思い出を
編集しよう 

初心者を対象にデジカメ写真を編集し、アルバム作りをするこ

とでパソコンに親しむ。地域の高校を会場に開催し、生徒と受

講生との交流もはかる。 

 

8月4日・5日 4 74 

楽しく元気にフラダン
ス講座 

腰痛予防になるフラダンスを体験することで継続して運動を行

うことの楽しさを知り、交流を図る。サークル化につなげ、センタ

ー祭にも参加。 

 

7月6日・13日・

27日・8月3日 

4 61 

緑のカーテンをつくろ
う 

地球温暖化が進むいま、身近な生活の中でできることを考え、

実践してもらう。センターに緑のカーテンを作り、植えつけや効

果について学ぶ。 

 

5月29日・8月21

日 

2 35 

昼食を作ってみよう 高齢者世帯の食の自立改善と地域活動への参加を促すため

に調理の初歩を学び、交流する。 

10月19日・26

日・11月16日 

3 34 

中山銀鈴倶楽部 地域の高齢者を対象に音楽会、歴史・健康・映画など様々な講

座を開催し、生涯学習の充実を図り、受講生同士の交流を深

める。 

 

5月7日～3月4

日 

10 322 

「おかのまち中山Dハ
ーモニー」音楽会 

地域の音楽団体や学校、センター利用サークルの発表の場で

あり、地域住民との交流の場としての音楽会。コーラス、ギタ

ー、吹奏楽など。 

 

11月27日 1 310 

地域で防災 緊急時の共助活動や防災意識を高めてもらうためにトイレの組

立訓練や講話、地震体験などを行う。 

9月12日・18日・

10月16日 

3 545 

地域で防犯 高齢者をねらう詐欺犯罪防止対策についての寸劇と講話。管

内の犯罪の傾向と対策を知り、防犯活動について考える。 

3月5日 1 44 

中山市民センターま
つり 

センター利用団体・地域住民・地域諸団体の発表の場及び交

流の機会を提供。児童館と共催し、防災をテーマにイベントを

企画。 

 

9月18日 1 1,500 

中山市民センター懇
話会 

地域の課題やニーズを探る。①センター利用サークル②町内

会や老人クラブ・福祉団体等③教育関係 

11月18日・12月

4日・16日 

3 38 

手作り布おもちゃ 子育て中の母親でも参加できるボランティア養成講座。汽車や

ボールなどの布おもちゃを作る。 

2月17日・24日・

3月3日 

3 18 

市民企画会 
「なにか体験し隊」 

中学生・高校生に集まってもらい、興味があることや必要として

いる情報について考え、同世代のための講座を企画する。 

5月9日・6月20

日・7月18日・8

月8日・9月11

日・10月24日・

11月7日・14日 

8 84 

サークル一日体験講
座 

地域の方々を対象に中山市民センター利用サークルの活動を

紹介し、一日体験・見学の機会を設ける。 

6月15日・16日・

17日・18日・19

日・20日 

6 65 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、仙台市中心部から西方約 5 ㎞の地点に位置している。東側には青葉山丘陵、单側には

里山蕃山、北側には広瀬川が流れ、西側にはその広瀬川によって形成された河岸段丘が開け、遠くには奥羽

山系を眺望できるという自然環境に恵まれた場所に立地している。平成 7年 5月 30日に市内 50番目の市民セ

ンターとして、折立児童館・コミュニティ防災センターを併設して開館した。 

 施設の特色としては、可動式のステージが備わった多目的ホール、照明付の舞台を備えた 49 畳の和室、調

理用機器を完備した会議室兼調理室等があり、地域住民の生涯学習・スポーツ・コミュニティづくりの場として、

広く利用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 防災教室 ～僕たち私たちの力～ 

参加者 折立中学校 2年生 参加延人数 １５０人 

開催日 全１回  5月 14日(金) 

協力者・ 

協力団体 

仙台市立折立中学校、仙台市立折立中学校 PTA、 

折立地区町内会連合会、折立地区社会福祉協議会、 

仙台市民生委員児童委員協議会、青葉区消防署片平出張所     

ねらい 災害時を想定し、消防署職員の指導のもと、普通救命救急や AED 等々の講習を受け、災害

時におけるボランティア活動に対する意識の向上に努める。又、地域の諸団体と連携するこ

とにより地域の防災力を高める。 

概要・成果 折立中学校との連携事業。普通救急救命、AED 体験のほか、諸団体の協力により炊き出し

訓練を実施できた。地域と学校と市民センターが協力して防災の意識を高める良い機会とな

った。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

小学生の生活習慣を
学ぼう 

子どもの生活習慣の乱れがどれほど子どもの成長に悪い影響

を及ぼしているか、どうすれば正しい生活習慣を身につけるこ

とができるのかを学び、子どもの健全な成長につなげる。 

6月19日 1 17 

布の絵本を手づくりし
よう－託児付－ 

子どもの情操教育に好ましい布絵本をつくり、また集まること

で、母親同士のコミュニケーションが培われ、しいては健全な子

どもの成長の一助となることが期待できる。 

8月25日・9月22

日・10月27日・

11月17日・12月

15日 

5 39 

親子たいけん隊 地域の自然に触れたり、地域の伝統文化を学ぶ体験を通して、

子ども達の心身の健やかな成長を培う。また親子、異世代間の

交流を図る。 

7月18日・10月9

日・11月13日・1

月8日 

4 76 

インリーダー研修会 子ども会活動の充実を図るため、子ども会のリーダーとなる児

童および世話人を対象に、子ども会についての知識やレクリエ

ーションゲームの研修を行い、地域おこしを目指す。 

2月26日 1 112 

防災教室～僕たち私
たちの力～ 

災害時を想定し、消防署職員の指導のもと、普通救命救急や

AED等々の講習を受け、災害時におけるボランティア活動に対

する意識の向上に努める。又、地域の防災力を高める。 

 

5月14日 1 150 

折立市民センター 



≪青葉区≫ 

- 58 - 

おりたてメンズクラブ 団塊世代を対象に定年後の生きがいづくりや活力ある生活を

目指し、社会参加を促す機会を設ける。また、自主企画を取り

入れながら積極的な活動の展開を図る。 

6月25日・7月30

日・9月17日・10

月8日・11月26

日・1月28日・2

月18日 

7 60 

パソコン講座－エク
セルで出来るいろい
ろ－ 

講師は地域人材を活用し、相互に学びあい、住民の交流を推

進するとともに、習得したことを生かし、町内会活動やふれあい

まつりに役立てていくことをめざす。 

 

5月13日・27日・

6月10日・24日・

7月8日・22日 

6 69 

折立老壮大学 高齢者が様々な情報や学習を通し、月に一度仲間と学び合う

事で、生きがいのある生活を送る機会を提供する。 

5月20日 ～3

月3日 

12 410 

おりたて歌声ひろば 地域住民が気軽に集い交流できるような、コミュニティーづくり

を目指し、童謡、唱歌等の音楽を通しての地域住民の交流の

場を提供する。 

9月14日・10月5

日・19日・23日・

11月9日 

5 101 

折立風のメロディーコ
ンサート 

市民センターを拠点に活動している音楽愛好家たちの発表の

場、住民が気軽に音楽を楽しみ交流できる場を提供する。また

地域の夏祭りとして位置づけ、地域の活性化を目指す。 

 

7月24日 1 150 

秋の料理教室と地域
交流会 

老人クラブ会員の指導で郷土料理の教室を開催し、郷土料理

の伝達と、地域の高齢者と若い世代の交流を図り、地域の活

性化を目指す。 

 

9月29日 1 75 

お笑い元気塾 笑うことでストレス社会や新型インフルエンザに貟けない元気

な心と体をつくり、地域をより一層元気にする。 

12月9日・1月13

日・2月10日 

3 84 

折立マップを作る 地域の自然や史跡等の魅力を広く発信するためにマップ作りを

行う。 

7月9日～1月14

日 

11 85 

折立救命救急講座 災害時における安否確認、AEDの使い方、心肺蘇生などを行

い、災害時に備える。 

1月26日 1 16 

災害に強いまち 宮城県沖地震の災害に対し、万が一避難所での生活が余儀な

くされた場合を想定し、“避難所での生活について”学習し、防

災意識や共助意識を再確認し、災害に強いまちを目指す。 

 

10月2日 1 40 

折立ふれあいまつり 地域で活動している団体やグループ、市民センターなどが中心

となり、日頃の練習の成果や作品の発表を行う。また、地域と

の協働で、融和と活性化を図る。 

 

10月23日 1 985 

懇話会意見交換会 地域住民と課題や資源の情報を交換し合い、より良い地域づく

りの方向性を探る。また、要望や意見を市民センター事業に反

映させ、パートナーシップづくりに役立てる。 

 

5月29日・9月11

日・2月19日 

3 34 

市民企画会議 
「地域のマップを作ろ
う」 

折立地域の豊かな自然や史跡等の魅力を、地域の大切な資源

として保護活用していくためマップを作成する方法を、地域住民

が主体となり企画検討する。 

 

4月23日・5月7

日・6月18日  

3 28 

地域発信「ボランティ
ア情報紙わ・和・輪」
作成講座 

折立地域を中心に活動するボランティアグループやボランティ

ア活動者の情報提供の場として情報紙を作り、ボランティア活

動を支援する。また、地域住民が活動するきっかけづくりを促

す。 

6月9日・7月23

日・11月10日 

3 18 

サークル体験会 市民センターや地域で活動しているサークル団体を見学・体験

できる機会を設け、生涯学習への関心を高める。また、活動の

紹介と新規会員獲得への一助とする。 

 

5月26日・8月24

日・25日・26日・

27日・28日 

6 38 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、広瀬川の中流域に位置し、周辺にはサイカチ沼や月山池、蕃山などの豊かな自然と、子

愛観音を初めとする数多くの旧跡が残る。また、近年は住宅の造成や商業地域の開発が進み、人口が著しく増

加している地域である。 

当市民センターの歴史は古く、昭和２４年大沢・広瀬両村に村立公民館が建設されたことに始まる。昭和６２

年仙台市との合併により仙台市宮城公民館となり、条例改正により仙台宮城市民センターと改称、平成３年６月

に名称を広瀬市民センターと改めて現在の庁舎に移転した。 

施設は広瀬文化センター・広瀬図書館との複合施設で、地域住民の交流と生涯学習活動の拠点として広く

親しまれ利用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 「愛子の田植踊」を踊ろう！～次世代につなぐ広瀬の伝統 

参加者 地域の小学生の親子 参加延人数 ５８９人 

開催日 

全２４回   

6月 19日(土)、6月 26日(土)、7月 3日(土)、7月 17日(土)、7月 27日(火)、7月 28日(水)、

7月 29日(木)、8月 21日(土)、8月 28日(土)、9月 3日(金)、9月 4日(土)、9月 19日(日)、

10月 9日(土)、10月 23日(土)、10月 31日(日)、11月 13日(土)、11月 14日(日)、 

11月 27日(土)、1月 8日(土)、1月 29日(土)、2月 6日(日)、2月 12日(土)、2月 19日(土)、

2月 20日(日) 

協力者・ 

協力団体 
広瀬小りんどう社会学級、愛子小社会学級、愛子の田植踊保存会 

ねらい 後継者不足に悩む貴重な地元の伝統芸能を途絶えさせないために、市民センターと社会学

級が連携して伝承の機会を提供し、２校に跨る小学生が学校の枠を越えて集い、踊りやお囃

子などを共に学ぶ事により、地域の中に伝承の仕組みが復活することを目指す。 

概要・成果 本来小学生が踊る踊りを、長年に渡る後継者不足により７０代の方々が踊っていることから、

まずは小学生世代に田植踊を知ってもらう場として昨年度より開催した。今年度は６つある踊

りの後半を学んだ。参加を親子でとした事により、自宅へ帰ってからも一緒に練習するなど受

講生の意識が高まり確実な習得へと結びついた。 

地域の関係各所にも認められ発表の要請を受け、５回の大きな舞台発表の機会を得て自信

にもつながった。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
  

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

みんなで子育て子愛
ネット 

親子で３B体操やリズム遊び。ミニコンサート。託ボ「ポッケの

会」と親子遊び。愛子児童館を見学し簡卖な工作を体験。愛子

保育所では子育てについての話。読み聞かせボランティアによ

る人形劇の後茶話会で交流した。 

5月14日・6月18

日・7月9日・9月

17日・11月12

日・12月10日・1

月14日 

7 213 

仙台市子ども会イン
リーダー研修会 

子ども会の意義などについて学習し、リーダーとなる子ども達

には行事のプログラムの立て方やゲームを、世話人には子ど

も会の活動状況やジュニアリーダーの要請の仕方などについ

ての話をした。 

2月26日 1 123 

子ども体験講座☆夏
の思い出 

地域の大人から子どもに昔の遊び伝える体験講座。サイカチ

川で川遊びを通して世代間交流し、愛子の自然の素晴らしさを

体感した。 

8月19日 1 27 

広瀬市民センター 



≪青葉区≫ 

- 60 - 

ひろせ山がっこ 企画員立案提供による、小学校へ泊まっての夜のプール体験

やダンボールハウス作り、地区まつりへの出店、だんごさしなど

を、小学生が体験し世代間交流した。 

7月24日・10月

31日・１月15日 

3 351 

ひろせを学ぶ地元学 
「愛子考」 

地域住民が愛子の歴史・民俗・暮しなどを講話と現地散策を組

み合わせて学んだ。学んだ成果を昨年立ち上がった自主サー

クルと共にセンターまつりで発表した。 

5月26日～11月

30日 

17 200 

サイカチウォーキン
グ 
～ひろせの魅力発
見！～ 

広瀬に残る豊かな自然を地域住民や仙台市内の住民に広く知

ってもらうため、サイカチ沼周辺を地域で活躍している「広瀬ウ

ォーキングクラブ」がコースの策定から当日のガイドまで主体と

なって散策した。 

5月21日・7月2

日・10月1日・11

月26日 

4 53 

学びの百科 
「ひろせ生活倶楽部」 

地域や生活に密着した事柄から受講生自らがテーマを選び出

し多目的に学習した。愛子小・広瀬小ワンコインプロジェクトの

話、米粉料理、受講生を講師としたフラ、サプリメント、介護保

険、仙山宝さがし、愛子小学校の児童と昔遊び交流。 

5月１３日～2月

3日 

7 257 

老壮大学「若返り教
室」 

地域の高齢者が健康で生きがいのある豊かな生活を送るた

め、低栄養予防、脳トレ、ストレッチ体操、童謡コンサート、地域

の歴史など多目的に学んだ。 

5月27日・6月24

日・7月22日・8

月27日・9月30

日・12月10日・3

月10日 

7 404 

ひろせ芝居塾 住民が地域に残る史実「天明の雤乞い」を芝居に作り上げ、愛

子小学校と広瀬小学校の児童・地域住民を観客に広瀬文化セ

ンターのホールで発表した。その後サークルとして自立した。 

6月9日～ 

9月15日 

20 688 

「愛子の田植踊」を踊
ろう ～次世代へつ
なぐ広瀬の伝統 

小学生の親子が地域の伝統芸能「愛子の田植踊」の踊りやお

囃子を学び、豊齢まつり・上町芸能まつり・地区まつり・市民文

化祭・天文台まつり・ひろせ学習フェアで発表した。 

6月19日～2月

20日 

24 589 

冬のあったかおはな
しコンサートinひろせ 

ミニステージにて地域で活動している読み聞かせボランティア

グループ「ひなたぼっこ」と東北大生サークル「ドルチェ」による

お話とカントリー音楽のコンサートを開催した。 

12月23日 1 105 

ひろせ地域連携企画
会 

「愛子の田植踊」を題材とした講座の実施運営。「朝食アンケー

ト」を取り、地域の主婦と小学生の母親達が漬物などの伝統料

理を通して交流した。 

4月22日～12月

1日 

10 105 

ひろせ山がっこ企画
会 

小学校や地域などで活躍する人々が企画員となり、小学校へ

泊まりダンボールハウスを作ったり、地域の伝統行事であるだ

んごさしの体験の機会を作り子ども達に提供した。 

5月15日～3月

10日 

10 123 

第２２回広瀬市民セ
ンターまつり 

広瀬市民センターで活動しているサークル・団体が一年間の学

習の成果を、展示・ステージ・体験等を通して発表した。 

10月30日・31日 2 1,750 

生涯学習活動発表会 
「ひろせ学習フェア」 

宮城地区のサークル・団体や主催事業で学んだ受講生が一年

の活動成果を大舞台で発表・披露した。また実行委員会が主

体となって地域の伝統芸能「愛子あいや」を会場全体で踊っ

た。 

2月19日・20日 2 1,667 

ひろせｻﾏｰﾅｲﾄｺﾝｻｰ
ﾄ２０１０ 

野外ステージエリアを会場にキャンドルを並べ夏の夜のイベン

トを開催し、地域で活動している団体の音楽や踊りの発表の

場・出店の場を提供して、賑わいのある空間を作り出した。司

会はジュニアリーダーが務めた。 

7月31日 1 300 

ひびけ！大合唱 
「ひろせの歌声」 

地域の歌が好きな人や合唱サークルが学習フェアの出演を目

標に交流を図りながら合唱の練習をし、ひろせ学習フェアで発

表した。 

1月15日・29日・

2月12日・19日・

20日 

5 279 

ひろせ懇談会 サークルや地域団体の代表、主催講座受講生と市民センター

事業について意見交換をした。 

7月3日・ 

11月18日 

2 15 

ジュニアリーダー「く
まっこ」まつり 

市民センター全館を会場にジュニアリーダーが小学生向けのま

つりを企画・運営した。お化け屋敶・ミニステージ・工作・もぐら

たたき・スタンプラリーなどで小学生と交流した。 

7月23日・24日 2 153 

市民企画会 再発
見！ひろせの底力２
０１０ 

地域内の都市開発により昨年まで調査に取り組んでいた川が

暗渠化される事を受け、開発計画の中に川の重要性や歴史を

地域に発信できる何かを盛り込むための提案作成し開発者や

設計会社に提案した。 

4月24日～1月

19日 

14 86 

サークル１日体験 広瀬市民センターで活動しているサークル活動を地域の方々

に周知し、体験を通してサークル参加を促した。 

4月28日～7月

30日 

17 84 
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〔沿 革〕 
昭和 52 年 4 月に宮城町西部地区公民館として開館した。その後、昭和 62 年 11 月 1 日宮城町が仙台市と

合併して仙台市宮城西公民館となり、平成 2年 4月 1日から仙台市宮城西市民センターと改称した。当市民セ

ンターは、宮城地区西部の自然環境に恵まれた緑豊かな山間地に位置している。近年過疎化が進み、尐子・

高齢化の現状にあるが、地域の活性化を図るため町内会・老人クラブ等の各種団体と連携を密にして社会情勢

の変化に伴う学習要望に応え、地域住民と共に歩む生涯学習を推進している。また、地域住民の自主活動の

場、交流の場として広く利用されている。 

 
 
〔特色ある事業〕 
    

事業名 出前講座 

参加者 地域住民 参加延人数 ２６１人 

開催日 

全１０回   

7月 31日(土)、9月 12日(日)、10月 26日(火)、12月 9日(木)、12月 14日(火)、 

12月 17日(金)、1月 27日(木)、2月 3日(木)、2月 8日(火)、2月 10日(木) 

協力者・ 

協力団体 
宮城西地区管内１０町内会 

ねらい 交通事情が不便な地域住民にも公平な生涯学習提供の場とし、社会生活及び文化の向上

を図りながら、市民センター事業の理解を深める。 

概要・成果 講座日程・内容について、出前希望団体と協議のうえ決まる。講座開催場所・講座参加者に

ついては、町内会運営下にある集会所を会場とし、各開催地域が参加者を募集し、とりまとめ

る。講師相談及び講師謝礼は市民センターとする。 

講座内容（地域づくりに関すること・教養学習・健康管理関係・社会生活家庭生活に関するこ

と他希望するもの） 

 

 
 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 
延人数 

託児ボランティアさん
と遊ぼう 
 

幼児の豊かな情操を培うために託児ボランティアと一緒に遊ぶ 7月1日 1 12 

インリーダー研修会 子ども会リーダーの児童及び世話人を対象に子ども会活動を

活性化するための研修 

 

2月19日 1 24 

親子ふれあい教室 学校休業日に、異なった地域の親子が共に自然体験をし、より

よい親子関係を築く 

6月5日・ 7月 8

日・9月17日・1

月8日 

4 162 

女性教養講座 女性同士で体験を共有することで仲間作り、地域作りに役立て

る。 

7月9日・8月24

日・10月14日・

12月10日 

4 51 

炭焼き体験教室 西部地区の生活を支えた伝統産業である炭焼きの作業工程と

技術を体験 

9月14日・21日 2 17 

宮城西市民センター 
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出前講座 交通事情が不便な地域住民に、公平な生涯学習を提供する場

とし、生活文化の向上をはかり市民センター事業の理解を深め

る。 

 

7月31日～2月

28日 

10 261 

山の幸講座 西部地区の特性を活かした自然素材を、地域住民の指導によ

り採取、調理、保存などの情報交換し、地域交流に役立てる。 

5月14日・9月24

日 

2 41 

自然体験教室 宮城西部地域の豊かな自然の魅力を再発見し、地域負産とし

ての認識を深める。 

6月19日・7月16

日・9月18日 

3 39 

おらほ自慢 地域それぞれの郷土料理を出し合い、交流する。地域素材を

使った料理を作りだし、地域還元する。生きがいづくりと地域活

性化。 

 

12月 15日・ 24

日・1月7日・2月

9日・16日 

5 102 

老壮学級 高齢化が進むこの地域で高齢者が心豊かでいきいきと暮らせ

るよう様々な内容の学習機会を設け生き甲斐づくりとする。 

6月17日・24日・

7月8日・22日・

29日・8月26日・

9月9日・1月20

日 

 

8 367 

地域交流研修会 地域づくりの中心的・指導的立場にある関係者を対象に研修を

とおして団体の活動の充実を図る。 

 

3月5日 1 87 

宮城西市民まつり 西部地域住民が一同に会し手作りのまつりを展開することで地

域交流、コミュニティーづくりに役立て、地域活性化を図る。 

11月23日 1 1,791 

地域懇談会 １５町内会、各種団体の情報交換の場とし、様々な会場で懇談

会を設け地域ニーズ把握と市民センター事業運営に役立てる。 

7月29日・8月20

日・9月30日・12

月5日 

 

4 145 

 

 

※ 改築工事のため、平成 22年 8月 1日から休館中 
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〔沿 革〕 
当センターは、青葉区の西北部に位置し、田園地帯や緑多い丘陵地帯など閑静な自然環境の中、平成 2年

5月、児童館・コミュニティ防災センターを併設し大沢市民センターとして開館した。 

当地域は、古い史跡が点在する歴史ある地域でもあり、古くからの村落と、成熟化が進行する団地、開発が

進む新興団地が混在する中、若い世帯の増加が著しく更に発展が見込まれる。このような地域の状況を背景に

その特性を活かし、地域住民の活動・交流の拠点として社会変化に伴う市民のニーズに対応する生涯学習事

業を展開している。 

 
 
〔特色ある事業〕 
 

 事業名 地域資源活用講座「芋沢川の住民票をつくろう」 

参加者 小学生（低学年は保護者同伴） 参加延人数 ４２人 

開催日 全３回  7月 22日(木)、7月 29日(木)、8月 5日(木) 

協力者・ 

協力団体 
地域在住の自然観察指導員、地域の見守りサポーター、NPO法人水魚方式研究会 

ねらい 地域資源である芋沢川を題材とし、水辺の生き物の生態・川の環境を学習し身近な自然への

理解と関心を深める。子どもなりに水循環全体の仕組みや環境保全の意味を考える契機とす

る。 

概要・成果 芋沢川で定点観察をし川の生き物の種類と生態を調べたり、川の上流から中流に移動観察

し自然条件による生き物の分布を比較してみるなど、地域の自然を体験学習した。 

外遊びの経験が尐ない小学生が、芋沢川に入って自分たちの手で川の魚や昆虫を捕まえ、

その特徴や生態を知ることができた。また、川に沿って歩きながら川とその周辺の自然に親し

み、動植物の観察を通して自然環境と生き物の関係について考えるきっかけとなった。 

 

 
 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 
延人数 

大沢子育てひろば 
「おやこDEきらりん」 

ラフターヨガ、親子でお散歩、コーチング、ふれあいコンサート

など、親子のふれあいと参加者同士の情報交換の機会をつく

り、地域ぐるみによる子育て支援を図る。 

7月2日・ 8月 6

日・9月9日・10

月8日・11月5日 

5 140 

大沢地域畑で会いま
しょう～親子編～ 

幼稚園児や小学生の親子が夏野菜の種まきや苗の定植から

生長の観察、収穫、調理実習までを、地域講師のほか老人クラ

ブと畑のサークルの支援を受けながら体験し学ぶ。 

5月21日～9月4

日 

10 104 

市民企画 
「ママの食卓安心講
座」 

「食育」をテーマに食品添加物の危険性や自然食品の基礎知

識、旬の野菜の活用方法などについてお話を聴き、学びながら

調理実習を行う。 

6月24日・7月8

日・23日 

3 36 

インリーダー研修会 子ども会のリーダーとなる小学生と世話人となる保護者が、子

ども会の運営の仕方や活発な活動を行うための方法を学ぶ。 

2月20日 1 38 

地域資源活用講座
「芋沢川の住民票を
つくろう」 

芋沢川で定点観察をし川の生き物の種類と生態を調べたり、川

の上流から中流に移動観察し自然条件による生き物の分布を

比較してみるなど、地域の自然を体験学習する。 

7月22日・29日・

8月5日 

3 42 

大沢市民センター 
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大沢暮らし百科 給与明細の見方や社会保障制度の理解、無添加石けん作り、

絹の古布を再利用して袋物作り、下半身強化ストレッチ、焼酎

のお話、天文台見学、ドイツのお国柄など様々な切り口で生活

に役立つ情報を学ぶ。 

6月3日・ 7月 1

日・9月2日・10

月7日・17日・11

月11日・12月2

日・1月13日・2

月3日 

9 172 

老壮大学 
「大沢朗々学園」 

「おとく体操」や夏野菜を使った調理実習、睡眠のお話など健康

に関するもの、仙台市博物館・芹沢美術工芸館の見学やクラシ

ックコンサートなどの芸術鑑賞、緑茶の知識や山野草の話など

多方面にわたり学習する。 

5月20日～3月

10日 

10 339 

地域の達人に学ぶ 
「男の料理」 

中高年の男性が蕎麦打ちや餃子つくりを学び、家事に関心を

持ち積極的に関わるきっかけ作りをすると共に、地域で活躍す

る講師の生き方や社会とのかかわり方を学ぶ。 

6月18日・7月16

日 

2 31 

地域の伝統文化にふ
れる 

「川前鹿踊」の大沢市民まつりにおけるステージ発表や「芋沢

田植え踊り」の紹介とお話、仙台市文化負課による「田植え踊

り」の歴史紹介など、地域の特色ある伝統文化について学ぶ。 

10月17日・11月

20日・27日 

3 68 

スポーツで地域交流 
「大沢・川前グラウン
ドゴルフ大会」 

大沢・川前の学区民体育振興会と連携し、大沢小学校を会場

に、地域住民がグラウンドゴルフをしながら交流と親睦を深め

る場を創出する。 

7月14日・9月12

日・18日 

3 62 

みんなおいで！大沢
まるごとブックフェア 

リサイクル古書市、子どものためのお話会と大人のためのお話

会、昔話とピアノ演奏のコラボ、図書室ガイドツアーなどをし、

地域住民が本に親しみ読書への関心を高める機会と場を提供

する。 

12月5日 1 65 

大沢地区地域防災安
心ネット 

地震や天候不項による土砂災害の可能性について、地域の地

形や地質を考え過去の災害映像を見ながら話を聴いたり、非

常時のライフライン確保について各機関の対策を聴くなど、防

災への関心と積極的な取組み実現のための情報や知識を学

ぶ。 

5月15日・6月12

日・7月3日・11

月13日・1月15

日 

5 161 

ロビーへようこそ 身体を動かす「おとく体操」、コーラスやギター演奏などの音楽

に親しむコンサート、読み聞かせや紙芝居、すばなしなどの朗

読会を開き、その活動を地域に紹介すると共に活躍の場を提

供する。 

5月29日・9月25

日・1月22日 

3 135 

大沢市民まつり 大沢小学区連合町内会と大沢地区社会福祉協議会による実

行委員会を中心に企画準備し、地域住民に日頃の学習成果発

表の場を提供すると共に地域住民の親睦と交流を図る。 

10月16日・17日 2 2403 

大沢地域懇談会 町内会、社会福祉協議会、老人クラブ、防犯協会、消防関連団

体等地域の代表とボランティアサークルの代表が集まり、地域

の課題について意見交換や要望など話合いの成果を今後の

事業活動に活かす。 

11月6日・12月

11日・1月29日 

3 32 

昔遊びを伝えよう 地域の高齢者が、お手玉や独楽回し、おはじき、竹とんぼなど

昔のこどもの遊びと遊び方を工夫して小学１年生に紹介し、一

緒に遊びながら異世代間交流を実現すると共に高齢者の活躍

の場作りの一助とする。 

11月 12日・ 19

日・26日 

3 31 

みんなの企画会議
（即書編）～ひろげよ
う！心をつなぐブック
ワールド 

地域から本や読書に関心の高い企画員が集まり、地域住民が

本に親しむ機会と場の創出について話合い、大沢市民センター

の図書室や地域の人材を活用した「みんなおいで！大沢まる

ごとブックフェア」を準備開催。 

6月23日～2月2

日 

10 27 

おかあさんの企画会
議～食育編～ 

子育て中の市民企画員が「食」に関するテーマで話合いを重

ね、「ママの食卓安心講座」を準備開催。 

4月21日・5月21

日・6月8日 

3 11 
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〔沿 革〕 
平成 6 年に開館した当市民センターは、広瀬川、齊勝川、蕃山などの自然環境と、 仙山線（陸前落合駅）、

国道 48 号線仙台西バイパス、作並街道という交通環境に恵まれた地域にあります。 また、宮城県立こども病

院を始めとする医療機関、栗生小学校、宮城県宮城広瀬高等学校などの教育機関、宮城消防署などの公共施

設、更には大型商業施設も整備され、人口が増加している地域でもあります。 

 その様な地域環境の中で、当市民センターは設立以来、施設利用および生涯学習講座等を通じて、地域コミ

ュニケーション活性化、まちづくり推進の拠点として広く地域住民の方々から愛され、利用されてきました。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 栗生・西館・五郎八姫ー五郎八姫ってどんな人？ 

参加者 成人 参加延人数 １１６人 

開催日 全５回  6月 12日(土)、7月 3日(土)、8月 28日(土)、9月 4日(土)、9月 11日(土) 

協力者・ 

協力団体 
瑞巌寺、天麟院 

ねらい 伊達政宗公長女「五郎八姫」が晩年、栗生・西館で暮らしていたという説がある。しかし、転入

してきた人だけでなく、古くから住んでいる人たちにもあまり知られてはいない。地域の歴史

や、五郎八姫について学習し、当地域が持つ歴史的価値を再認識する機会とするとともに、

地域への愛着や理解を深める。  

 

概要・成果 市民企画事業から生まれた講座で、専門家三氏による様々な角度からの講話と、松島瑞巌

寺と天麟院を訪ねて五郎八姫について学んだ。また、学習者同士での意見発表会を行なっ

た。この講座を通して学んだ方々のより深く追求したいとの思いからサークルが誕生した。 

  

 

〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 
延人数 

ママいっしょにあそぼ
う（前期） 

幼児親子が仲間づくりのきっかけとなるような、親子ふれあい

遊びや集団遊びを行なった。 

6月3日・ 7月 1

日・8月5日・9月

2日 

4 91 

ママいっしょにあそぼ
う（後期） 

幼児親子が仲間づくりのきっかけとなるような、親子ふれあい

遊びや集団遊びを行なった。 

10月7日・11月

11日・12月2日・

1月6日 

4 103 

はじめてのベビーマ
ッサージ 

赤ちゃんとママと時にはパパも入って、音楽に合わせて体を動

かしたり、簡卖なマッサージでスキンシップを重ねた。語り合い

の場も持った。 

5月22日・6月12

日・26日7月10

日・24日 

5 95 

こどもへ伝える性の
マナー 

子どもの性の発達、性のマナーとルール、家庭の役割、性被害

の予防と対策についてなど、具体的な例や対処法を学んだ。 

6月2日 1 20 

仙台市子ども会イン
リーダー研修会 

子ども会のリーダーとして活動する児童、および世話人を対象

に、講話や行事プログラムの立て方、レクレーションゲーム、交

流会等を行なった。 

2月26日 1 112 

昔のくらし、今のくらし 電気の伝わり方や昔ながらの塩づくり、火力発電所、ガス局工

場見学、かまどでのご飯の炊き方など現代の便利なくらしと昔

のくらしを体験した。 

6月26日・7月23

日・8月4日・11

月6日 

4 90 

落合市民センター 
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親子で挑戦 夏休み
消防士体験 

消防署を見学し応急救護訓練、放水訓練、はしご車搭乗、初期

消火訓練、地震体験車に搭乗し社会施設の役割と目的を学習

した。 

7月30日 1 76 

各駅停車・仙山線 地域にある仙山線について、役割や歴史を学び、結果をリーフ

レットにして地域向けに発表した。 

5月19日・6月2

日・23日・30日・

7月14日・28日 

6 57 

栗生・西館・五郎八姫    
五郎八姫ってどんな
人 

栗生に住んでいたと言われている五郎八姫についての人物像

など、館外学習も取り入れ学習した。また、学習者同士での意

見発表会を行なった。 

6月12日・7月3

日・8月28日・9

月4日・11日 

5 116 

落合実年学級 歴史、文学、消費者トラブル対策などの講話や軽体操、詩吟な

どの実技、環境施設見学、落語や音楽を鑑賞し、さまざまな分

野を学習した。また調理実習で受講生同士の交流の場も設け

た。 

4月15日～3月2

日 

12 298 

宮城県宮城広瀬高等
学校連携事業 

宮城広瀬高校の生徒を講師とし、卓球・書道を学び、市民セン

ターまつりでは子どもたちに工作を指導した。また生徒の案内

で高校の文化祭を見学し地域の人が高校を知ることができた。 

7月17日・24日・

31日・8月7日・9

月11日・10月17

日・1月6日・7日 

8 484 

真冬のハワイアン ハワイアンバンドとセンターを利用しているフラダンスサークル

のジョイントコンサート。観客参加型で実施した。 

12月4日 1 39 

紙芝居で地域の魅力
再発見 

地域に昔から伝わる蕃山の雤乞いの話の大型紙芝居を、紙芝

居作成講座受講生が読み手となり、小学校や老壮大学、センタ

ーまつり等で上演した。 

 

4月 24 ・ 6月 23

日・9月16日・10

月17日 

4 207 

１日前の防災再点検 コミュニティ防災センターの物資活用、災害用伝言ダイヤルの

使い方、救命処置、身近な物を使った応急処置を体験学習し

た。また、非常食の試食も行なった。 

 

9月12日・26日 2 51 

知っていれば支えに
なる認知症 

地域で高齢者を見守ることについてと認知症サポーター養成

講座を受講し、１０年後地域で暮らしていくために今からどんな

事に取り組む必要があるかを考えた。 

 

11月 19日・ 26

日・12月3日 

3 86 

第14回落合市民セン
ターまつり 

サークルによるデモンストレーション、演技発表、作品展示、あ

そびのコーナー、読み聞かせ、工作コナー、地域の方による模

擬店、フリーマーケットなどがあるおまつりを実施した。 

 

10月17日 1 2,400 

地域懇話会 地域の各種団体、教育機関、行政機関の代表者が集まり、情

報交換や意見交換をし、落合・栗生地域のニーズの共有を図っ

た。 

9月1日・3月4日 2 23 

「五郎八姫の里を学
ぶ」企画会 

五郎八姫が栗生に住んでいたという言い伝えについて、地域

の人が学べるような講座の企画をした。 

4月3日・10日・

17日・20日・6月

5日・8月28日・

10月2日 

7 33 

「初心者のための地
域学」企画会 

地域についてこれから学びたい人向けの講座の企画会。企画

会の中でも学習したいという企画員の希望で、昔話を聞いた

り、地域を実際に歩いたりした。 

11月 10日・ 17

日・12月15日・1

月19日・2月16

日 

5 17 

サークル体験講座 落合市民センターで活動している２５サークルの見学・体験が

できる一週間を設けた。 

5月25日・26日・

27日・28日・29

日・30日 

6 34 
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〔沿 革〕 
仙台市北西部の吉成と单吉成小学校区の中間位置に、市内 51番目の市民センターとして児童館及びコミュ

ニティ防災センターを併設し平成 8 年 4 月にオープンした。吉成地区は住宅地と商店街が共存し、市内北部と

西部を結ぶ交通の要衝となっている。当センターは、吉成学区と单吉成学区の２連合町内会を管轄としており、

吉成学区は 7町内会約 7,600人、单吉成学区は 7町内会約 11,000人、総世帯数約 7,000世帯（平成２２年３月２６日現在）

となっている。現在单吉成学区を中心に人口も増加の傾向にあることも含め、当市民センターの利用件数及び

利用者数は増加の傾向にある。 

 
 
〔特色ある事業〕 
    

事業名 市民企画委員会 「青陵の森の活用を考える」 

参加者 成人 参加延人数 ９１人 

開催日 

全９回   

4月 24日(土)、5月 8日(土)、5月 15日(土) 、5月 22日(土)、5月 29日(土) 、7月 3日(土)、

8月 7日(土) 、9月 4日(土)、1月 22日(土) 

協力者・ 

協力団体 

仙台市立仙台青陵中等教育学校、権現森自然研究会、青陵の森愛好会、緑を守り育てる宮

城県連絡会議 

ねらい 吉成地域の住宅地の中で唯一自然の姿を現存する青陵の森を、地域の憩いの森として、ま

た子どもたちの教育資源として活用する方法を、地域住民自ら学校と一緒に考えることによ

り、森を大切にし、環境を守る気持ちを育み、学校と地域住民の交流となることを目的とする。 

概要・成果 青陵の森の活用を考える市民企画会議から２回の講座を企画・開催した。市民企画委員と青

陵の森愛好会とで森のマップを仙台青陵中等教育学校監修のもと作成し、地域の小学生や

住民と共に、森の自然と触れあい交流を深めることができた。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 
延人数 

育児は育自 子育てを通して自分自身も成長することを知るきっかけとし、よ

り良い子育てと仲間作りを図る。 

 

9月1日・15日 2 17 

吉成チャイルドスクー
ル＜食育＞ 

小学生を対象に、日本の伝統と食の大切さを伝える 11月27日・12月

11日・1月29日 

3 50 

ジュニアスクール
「童々塾」 

青尐年の生活力UPと居場所作り 7月24日・31日・

8月20日・28日・

12月5日・2月5

日・12日・19日 

8 177 

インリーダー研修会 子ども会のリーダーとなる児童や世話人を対象に、活動に必要

な知識を習得する 

2月26日 1 33 

市民企画講座 
新健康づくり講座シ
ニアチアダンスを楽し
む 

自立した健康管理や予防医学は、地域で生涯健康で暮らすこ

とに通じる 

10月1日～12月

17日 

12 236 

吉成市民センター 
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市民企画講座青陵の
森を歩いてみません
か 
 

四季折々の森の様子を観察し、親しめる森とし市民の交流を図

る。 

7月22日・9月11

日 

2 55 

老壮大学             
きらめきスクール 

高齢化社会に対応した講座の開催 5月14日～3月4

日 

11 437 

達人に学ぶ 地域で特技を持っている人の特技や知識を生かす講座 11月 19日・ 26

日・12月2日 

3 37 

みんなのコンサート 地域の小中学校と東北福祉大の吹奏楽の共演。地域つくり、

世代間交流を図る。 

1月15日 1 471 

市民企画講座ニュー
スポーツで地域交流 

地域の高齢者、小学生の参加による軽スポーツによる地域交

流大会 

11月13日 1 61 

地域で支え合うまち
づくり 

健常者と障害者・高齢者が共に住み慣れた地域で生活するた

めにできることを学ぶ 

7月22日・12月

16日 

2 32 

吉成出前サロンⅢ 地域の集会所等に出向き市民センターのサークルを活用して

サロンを開催する。 

10月7日・2月18

日 

2 89 

吉成市民センターま
つり 

地域の市民、団体および利用者の発表の場として実施する文

化フェスティバル 

10月23日 1 723 

吉成地域団体交流会 地域活動する各種団体の一堂に会しての交流会 1月26日 1 51 

地域懇談会 地域課題や、市民センター活動に対する要望などを把握する

ほか活動の理解促進を図る 

11月26日・2月3

日 

2 8 

続・ブックトークボラン
ティア養成講座 

ブックトークボランティアのスキルアップと増員を図る。 5月27日・6月3

日・10日・17日・

24日・7月1日 

6 138 

市民企画会 
みんなで楽しく吉成
健康クラブ2010 

市とセンターと市民で考える、地域で暮らし地域で生きるために

健康づくり 

5月19日・6月9

日 

2 9 

市民企画会            
地域交流スポーツ大
会 

２地域の体育振興団体とセンターが連携して、地域交流のスポ

ーツ大会を企画する 

4月13日・6月5

日・13日・22日・

23日 

5 74 

市民企画会 
～青陵の森の活用を
考える～ 

学校と連携し青陵の森を地域に生かす講座を企画し、地域活

性化を図る。 

4月24日～1月

22日 

9 91 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、木町通小学校の全面改築に伴い、平成 16年4月に小学校と児童館、コミュニティ防災セ

ンターとの複合施設として開館した。市民センター施設は、5・6 階に位置し全館バリアフリー対応になっている。

また、屋上緑化を施し、一部は児童館の庭園として利用している。 

木町通地区は市の中心部に位置し、官公庁・学校・病院・商業施設・マンションが建ち並び、従来からの一戸

建ての住宅はほとんど見られなくなった。人口では若い卖身世帯や乳幼児の子育て世代の 20 代を筆頭に 30

代、40代、50代、60代と続き、この地域の特性と言える。 

都心の中の複合施設の利点を生かし、地域との連携を図りながら講座を通して学びの場を提供することを目

指している。 

 
 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 木町通地域懇談会 

参加者 地域団体の代表者 参加延人数 ６６人 

開催日 全４回  5月 27日(木)、9月 2日(木)、3月 3日(木、2回） 

協力者・ 

協力団体 

木町通学区連合町内会、木町地区社会福祉協議会、木町地区民生委員児童委員協議会、 

他小中学校、PTA、地域団体、ボランティア団体など計 20団体 

ねらい 地域住民や市民センター利用団体、さらには地域内の企業、学校、各種団体を対象に、地

域課題や学習ニーズについての情報交換、意見交換を行い、市民センターの事業運営に対

する地域ニーズを把握する。 

概要・成果 木町通地域「各種活動団体連絡会」が発足して二年目、この連絡会の会議へは毎回全ての

団体が出席している。また、地域内の様々な活動予定を集約した「平成 23 年度地域活動年

間カレンダー」を作成するに当たっては、参加団体の協力によりスムーズに作業を進めること

ができ、お互いの情報交換が進んだ。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 
延人数 

ママの息抜きほっと
カフェ 

子育て中の母親を対象に、子育てや絵本についての講話や調

理実習、軽体操などを実施。 

6月23日～2月

16日 

10 104 

子どもの居場所プロ
ジェクトみんなあつま
れ！あそび塾 

地域の子どもたちの放課後や学校の休日の遊びと居場所づく

りのための工作、料理、お菓子づくり、テーブルゲーム、手芸、

など各種体験講座を実施。 

5月26日～2月5

日 

14 255 

親子で体験しよう～
仙台再発見～ 

小学生の親子を対象に七夕や、館外学習で地産地消をテーマ

にみそ作り体験等を実施。 

7月25日・9月11

日・2月19日 

3 55 

仙台市子ども会イン
リーダー研修会 

児童はグループに分かれアイデアを出し合いながら子ども会行

事を考え発表し、世話人は子ども会世話人の役割を講話、ゲー

ムを通して学ぶ。 

1月29日 1 40 

木町通市民センター 

市民センター 
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木町通小学校ＰＴＡ
花火まつり  

あらゆる世代の方々が気軽に参加出来る場として、地域の祭り

に欠かせない盆踊りを取り入れ、木町通小学校PTA花火まつり

に参加。 

9月1日・9日・17

日 

3 30 

健康講座～絵手紙で
脳を活性化～ 

絵手紙作成と健康の関係、絵手紙の基本について学び、作品

を完成させ市民センターまつりに作品を展示する。 

8月27日・9月3

日・10月1日・15

日 

4 53 

木町通メンズ倶楽部 成人男性を対象に、健康管理と脱メタボをテーマに、低カロリー

で身体にやさしい洋食・和食・中華料理を実施。 

12月25日・１月

22日・2月26日 

3 46 

私にも出来ます～障
害のある人もない人
も一緒に学ぼう～ 

障がいのある人とない人との交流を目的とした「料理」「生け花

と抹茶体験」講座の実施。 

11月16日・12月

14日 

2 31 

社会学級連携事業 
「裁判所へ行こう」 

社会学級生と一般参加者が裁判所へ行き、実際の刑事裁判を

傍聴し、裁判員制度の理解を深めた。 

9月28日 1 14 

社会学級連携事業 
「エコ料理」 

社会学級生と一般参加者が家計にまた、環境にもやさしい料

理の講話を聞き、大根一本等を使い切る調理を実施。 

1月25日 1 12 

木町通老壮大学 ５月開講式～２月閉講式まで８回、歯・生活の知恵・後見人制

度・東洋医学等の講話、健康体操、映画会、仙台文学館の企

画展、新春交流会実施 

5月12日・6月9

日・7月14日・9

月8日・10月13

日・11月10日・1

月19日・2月9日 

8 406 

レッツエンジョイ!木町
通ナイトタイム 

市民センターへ足を運ぶ機会の尐ない企業人や、昼間働いて

いる地域の方々に、気軽に参加出来る夜の講座を実施。 

6月17日・8月26

日・11月18日・1

月27日 

4 78 

社会学級連携事業会
議 

地域の身近な課題やニーズの情報交換を行い、２講座「裁判

所へ行こう」「エコ料理」を企画実施.。 

6月17日・9月28

日・12月8日・1

月25日 

5 41 

木町通市民センター・
児童館まつり 

市民センター利用サークルの発表の場の提供や地域の方が参

加できるイベントの開催などを、地域の各種団体と連携し運

営。地域活性化を支援。 

10月22日 1 750 

木町通地域懇談会 地域住民や市民センター利用団体、地域内各種活動団体２０

団体による地域課題や学習ニーズについての意見交換、情報

交換会。 

 

5月27日・9月2

日・3月3日 

4 66 

木町通サポーターズ
養成講座手芸編 

サポーターズの人材・内容の充実を図り、幅広く活動を広げる

ために、地域住民を対象にグループまたは個人として活動でき

るよう養成講座を実施。 

6月16日・30日 

7月17日・9月9

日・16日・10月

16日 

6 32 

図書ボランティアスキ
ルアップ研修会 

図書の貸し出しを始めた図書ボランティアの方達に図書室の運

営に必要なノウハウや、図書ボランティアとして活動を継続する

ためのスキルアップのための講座を実施。 

11月10日・25日 2 22 

市民企画会議 障がいのある人とない人との交流を目的とした講座の企画の

ための会議 

7月6日・21日・8

月 26日・ 9月 6

日・10月20日・

11月16日・12月

14日 

7 28 

木町通サークル体験
会 

講座から立ち上がった団体とセンターを利用する団体の体験

会を実施。 

 

6月22日・23日・

25日・7月1日 

5 22 
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〔沿 革〕 
仙台市の公民館は、昭和２１年に在仙文化人有志による民間団体として設置され、その後、昭和２４年に仙

台市公民館条例が制定されて「仙台市公民館」が発足した。各地域の公民館設置とともに、昭和４８年には中

央公民館と改称。昭和５８年には榴岡図書館とともに現在地に開館し、平成元年には中央市民センター・公民

館となったが、翌年には中央市民センターと改称した。 

当市民センターが位置する仙台駅東口周辺は、高い利便性を生かした企業や学校、マンションが混在すると

ともに、古い歴史ある地域としての顔も併せ持っている。そういった立地条件から、最近増加している核家族とと

もに、市内各方面からの利用者や夜間の利用頻度も高く、多様な学習活動、市民活動が活発である。 

 
〔特色ある(地区館)事業〕 
 

事業名 子育てママのお散歩マップづくり～ママたちの東口活用術 

参加者 地域在住の親子 参加延人数 １０３人 

開催日 

全１３回   

8月 27日(金)、9月 3日(金)、9月 10日(金) 、9月 17日(金)、10月 1日(金)、10月 8日(金)、

10月 15日(金)、10月 22日(金)、11月 5日(金)、11月 9日(火)、11月 17日(水)、 

11月 19日(金)、11月 26日(金) 

ねらい 子育て世代が多い地域で「お散歩マップ」を作ることで、子育ての知恵や情報を共有しながら

支え合う仲間づくりを進める。また、地域情報の交換や収集をすることで、街づくりが進むこの

地域への関心を高め、積極的に関わる気運を高める。 

  

概要・成果 地域で子育てをする母親に必要な情報を収集・整理し、情報マップ「ひろがる東口マップ 探

検！ママのまち」を作製した。講師のアドバイスを受け、掲載情報内容の整理、レイアウト、パ

ッケージデザイン、切り折り作業など、すべて参加者で行った。講座日以外にも自主的に学

習活動を行い、講座が参加者同士の交流を深めるだけでなく、地域を見直すきっかけにもな

った。地域で子育てする母親だけでなく、父親、祖父母にも役立つ情報マップができあがっ

たことが、さらに参加者の達成感を高めた。  

 
〔平成 22年度 (地区館)事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子どもの力を引き出
すために～お父さん
お母さんのためのコ
ーチング 

コーチングの手法を取り入れた家庭でのコミュニケーションにつ

いて学び、子どもの自立性を認識し、家庭教育について考える

機会とした。 

5 月 15 日･22

日・29日 

3 51 

子育てママのお散歩
マップづくり～ママた
ちの東口活用術 

地域で子育てをする母親に必要な情報を収集・整理し、情報マ

ップを作製した。 

8 月 27 日～11

月 26日 

13 103 

お父さんお母さんの
ためのおもしろ科学
実験室 

親子、保護者同士のつながりを深め、理科離れを解消するた

めに家庭でできる科学実験を体験し、主催事業「東口ゆうえん

ち」にスタッフとして参加した。 

7月 10日・17日 2 25 

和みカフェ～子育て
を楽しもう 

遊びや運動を通して親子のコミュニケーションを深め、子育て

の体験談を話したり、情報交換をすることで母親同士の仲間づ

くりを進めた。 

5 月 27 日・9 月

16日 

5 52 

子育てママのお助け
スプーンマッサージ 

子育てに不安などを抱えている母親が身近にあるものを使っ

て、子どもの体調をケアするスキンタッチを学んだ。 

12 月 14 日・12

月 16日 

2 21 

中央市民センター 
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東口ゆうえんち 尐人数で遊ぶことが増えている子ども達に、小学生同士や大

人の企画員、親子と大勢で遊ぶ機会を提供した。 

5 月 15 日･7 月

17 日･10 月 2

日・11月 27日・

2月 26日 

5 303 

まちの名人に学ぼう 地域の人材を講師として活用し、市民センターをより身近に感

じてもらうとともに、地域の人材発掘の機会とした。 

12月 1日・ 

2 月 24 日・3 月

5日 

3 50 

世界一受けたいコミ
ュニケーション講座 

笑顔や第一印象と、傾聴やストレス学を学び、人と人とのつな

がりの楽しさを知り、円満な人間関係を築くための学習の機会

を提供した。 

10 月 7 日・21

日・11 月 3 日・

18 日・12 月 2

日・16日 

6 164 

子育て世代のための
暮らしマネージメント 

子育て世代が時代の変化に対応した生活を送るため、家事や

家計など社会力を高める機会を提供した。 

10 月 14 日・21

日・28日 

3 43 

地震から自分と家族
を守ろう 

若い世帯や高層マンションに暮らす住民を対象に災害の備え、

地域での防災意識を高めるため、避難や緊急時の対応、応急

処置などを学んだ。 

6月3日・10日・

17日 

3 34 

介護予防講座 地域に住む高齢者が健康な生活を続けられるよう、軽体操や

健康について学んだ。また、開催を通して地域の福祉団体との

連携を強めた。 

6 月 9 日～3 月

3日 

14 206 

つつじがおかワイワ
イまつり 

地域の小学生が学校や学年を超えて巨大紙相撲や工作など

で遊び、餅つきや昔遊びなども体験した。 

8 月 28 日・1 月

29日 

2 798 

ふれあいコンサート 地域やセンター利用の団体に発表の場を提供し、地域の方が

気軽に音楽に親しみ、集う場とした。 

5月 15日～1月

15日 

9 539 

児童館作品展 地域の子ども達の交流を深め、地域全体で子どもの成長を見

守る意識を高めるため、近隣の２児童館の子供たちの作品を

展示した。 

8 月 6 日・10 月

30日 

2 620 

中央市民センター事
業運営懇談会 

市民センター事業への理解を深め、地域住民からの意見や要

望を事業に反映させるため、学びのコミュニティ推進委員会で

意見などを聞いた。また、主催事業の際にアンケート調査を行

った。 

通年 1 30 

宮城野通り防犯情報
紙作成講座 

住民の主体的な地域課題解決につなげるため、地域の関係団

体が連携して防犯課題について話し合い、住民の視点から情

報を発信した。 

10月 20日 

・27日・11月 10

日・17 日・12 月

8日・15日 

6 43 

市民企画会議 地域で子育てする母親が、子育てに関する悩みや課題を解決

するための講座企画を話し合った。 

9月 15日・10月

6日・10月27日 

3 12 

東口ゆうえんち企画
会 

市民スタッフが、地域の子育て環境充実の為、遊びを通じての

異世代交流の場である「東口ゆうえんち」を企画運営した。 

4月 24日～3月

19日 

13 147 

パワーアップビジネ
ス講座企画会 

多様化する学習ニーズに応えつつ、意欲的に学習する市民の

交流を図るために、夜間講座「パワーアップビジネス講座」を企

画運営した。 

4月 22日～1月

13日 

11 70 

サークル情報パネル
展 

生涯学習のために情報を求めている市民に、市内で活動して

いるサークルの情報を提供した。 

8月 27日～9月

29日 

1 1,567 

サークル体験会 中央市民センター利用のサークルの活動を体験してもらい、市

民の主体的な学習活動への参加意欲を高めた。 

11 月 7 日～11

月 26日 

7 32 
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〔沿 革〕 
昭和 43 年、仙台市高砂小学校校舎を改築し、高砂公民館として発足した。昭和 53 年宮城県沖地震で建物

が大破し隣接する前高砂小学校給食センターを改築、昭和54年に移転した。平成元年「高砂市民センター・公

民館」、翌年「高砂市民センター」と改称、その後平成 6 年高砂地区のほぼ中心部に複合施設として新たに開

館した。高砂地区は、七北田川、貞山運河、蒲生干潟などの自然に恵まれ、单部に広い田園地帯が広がって

いる。近年、急激な都市化が進み大型複合施設、商業施設等の出店も相次ぎ田園が住宅に変わるなど新たな

住民が増加傾向にある。また、東北の海の玄関口としての役割が重要視されている仙台港を擁し、物流、工業

生産、国際交流の拠点としての整備が進められ、後背地としての発展が大いに期待されている地区である。 
 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 土曜コンサート 

参加者 一般 参加延人数 ３２９人 

開催日 全４回  5月 22日(土)・8月 7日(土)・12月 4日(土)・12月 18日(土) 

協力者・ 

協力団体 

高砂地区社会福祉協議会（高砂地区各子育てサロン）、宮城野区保健福祉センター家庭健

康課、高砂地区各児童館、地域子ども情報誌「ホッとね」 

ねらい 地域住民が主役となって、音楽を通した交流の場をつくり、気軽に集うことのできる市民セン

ターづくりを行う。当センターを主体として活動しているサークルや地域住民の学習成果発表

の場をつくり交流することで、サークル活動への新たな参加や地域への紹介を促し、センター

事業の利用者増につなげる。あわせて、社会福祉協議会と連携し、日頃音楽に接する機会

が尐ない乳幼児向けの音楽会も行う。 

概要・成果  全４回のうち、３回をロビーコンサートとし、出演者を高砂市民センターや地域で活動してい

る団体及び個人とし日頃の学習成果発表の場とした。地域団体との連携事業として高砂地区

社会福祉協議会が運営する子育てサロンの参加者など、子育て世代の親子に向けたコンサ

ートを開催。また一般の方も参加自由とし、“家族みんなで楽しく元気に”を提唱するコンサー

トとした。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

食育講座 
「家族のための食事」 

健全な食の知識と、家族一人一人の年齢にあった健康的な食

事づくりを地場産品を通して学ぶ。講話・調理実習 

1月 12日・26日 2 18 

地域子育てサロン出
前講座「親と子のホッ
トタイム」 

地域の「子育てサロン」の開催日に合わせて親子ふれあいの

講座を出前開催し、市民センターから離れている地域の親子が

ふれあいながら学べる機会を提供する。 

10 月 8 日・15

日・22 日・11 月

18日・25日 

5 218 

育児の中の自分みが
き講座 

親として学んでおきたい学習とストレス解消の講座を組み合わ

せた、託児付の育児支援を目的とした講座。今年度は父親の

参加を促す親子体操とおやつについて学習する。 

11 月 20 日・11

月 27日・12月 4

日・11日 

4 39 

高砂地区小学校連携 
「夏の講座」 

地域小学校・地域・保護者と連携し、センター利用サークル等

による色々な分野の講座の開催により夏休みの児童に「開か

れた学校」として学びの場を提供する。 

7月 29日～8月

10日 

22 684 

高砂市民センター 
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インリーダー研修会 子ども会のリーダーとして活躍する児童及び世話人を対象に、

子ども会についての知識やレクリエーション・ゲーム等の学習

をし、子ども会活動の充実を図ることを目的とする。 

2月 26日 1 48 

高砂ファーム・楽しい
野菜づくり 

野菜を育てることにより、地域で作られる野菜や食について青

尐年が自ら考えるきっかけづくりとする。また地域の高齢者との

交流を通じて人間関係を育む。 

5月 8日・6月 3

日・17 日・7 月

16 日・23 日・10

月 14 日・11 月

13日 

7 94 

小学生地域防災講座 近い将来高い確率で来ると言われている地震に備え、小学生

が地域の一員としてできることを学ぶ。学校と地域が連携して

防災活動を行なうことを理解する。 

7 月 22 日・8 月

3日・11月10日 

3 533 

高砂昔話語部講座Ⅱ 昨年の市民企画講座から引きつづき、地元学の［高砂を歩く］

から「高砂の昔話」を取り上げ地域に伝承するために、語部とし

ての知識や技術を学ぶ。 

8月6日・20日・

27 日・9 月 10

日・ 17 日・ 24

日・29日 

7 66 

三館共催事業「郷土
七北田川下流域過去
から未来へ」 

高砂・田子・福室市民センターとの共催で、七北田川下流域の

成り立ちや歴史を学び、地域の魅力を再発見し、地元に対する

関心と愛着心を高める。 

9月4日・11日・

18日 

6 284 

出前講座「高砂市民
センター健康講座」 

センターから遠い地域の住民を対象に健康講座を出前開催

し、健康作りの一助とすると同時に、市民センターの活動につ

いて理解を深めてもらうことを目的とする。 

9 月 8 日・11 月

16日 

2 45 

市民企画講座「野菜
を楽しむ講座」 

地産地消などについての総合的学習 11月5日・12日 2 24 

充実エコ料理 
「ひとり分もおいしく」 

野菜を使い切る講座を通じ、資源やゴミの分別意識の啓発や

環境問題の意識を高める。調理実習と講話 

12 月 10 日・12

月 17日 

2 20 

高砂老壮大学 地域の高齢者が、生き生きと生活するために生きがい、健康、

教養を中心とした学習の場を提供すると共に、受講生同士の

交流と親睦を図る。 

5 月 1 日～2 月

28日 

10 2,030 

高砂市民センター 
「土曜コンサート」 

音楽サークルや地域音楽愛好家などの地域住民が主役のコン

サートやゲストによるコンサートの開催により、地域住民が気軽

に集うことのできる交流の場の提供と各種情報の提供を図る。 

5 月 22 日・8 月

7日・12月4日・

18日 

4 329 

高砂市民センターま
つり 

センター利用サークル等の学習成果発表と各世代が楽しめる

イベントを通し、地域住民相互の交流を図るとともに、管内小中

学校等との連携を図り、地域の青尐年健全育を図る。 

10 月 30 日・31

日 

2 9,300 

あなたの町と市民セ
ンター懇話会 

地域住民を対象とした懇話会を開催し、情報収集や地域課題

の掘り起こしを行うとともに、課題解決に向けて協働できること

を模索する。 

4 月 18 日・5 月

16 日・11 月 13

日 

3 57 

読み聞かせボランテ
ィア  フォローアップ
講座 

近隣小学校の要望に応え、読み聞かせボランティアの育成を

図り、児童の読書活動推進と学習成果地域還元に繋げる。 

7 月 1 日・8 日・

15日・29日 

4 103 

市民企画会「高砂地
区 地産地消を考え
る」 

地域の農業生産者や特産物を学び、地域の地産池消について

講座を企画する。 

6月 3日・7月 8

日・8月 6日・10

月8日・11月21

日 

5 11 

悠々時間 
「元気の素を見つけ
よう」 

地域住民への、多様な生涯学習の機会を提供するとともに、地

域の特技を持つ方の人材発掘を行う。 

7 月 14 日・8 月

31日・1月22日 

3 47 
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〔沿 革〕 
当市民センターは昭和 24年仙台市に設立された 7つの公民館の一つで、平成 2年「仙台市市民センター条

例」により市民センターと名称が変更された。昭和 56年 12月に現在の建物が建設され、平成 18年 6～12月に

大規模改修が行われ現在に至っている。建物内部には市民センターの他に、保健センター、老人憩いの家、コ

ミュニティ防災センター資機材倉庫が併設されており、さらに平成 22年 3月より岩切証明発行センターが併設さ

れた。 

 当地区は宮城野区の北東部に位置し、美しい田園風景が広がる。古からの歴史と文化を伝える神社、仏閣、

遺跡が点在している。近年は岩切駅前地区の再開発により若い世代の人口増加が著しい。人々の学習意欲は

高く、自主サークル活動が盛んに行われてきた地域である。 
 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 いわきり de子育て～もっと知って岩切パート２ 

参加者 岩切地区在住の未就学児とその親 参加延人数 ２０７人 

開催日 全３回  10月 26日(火)、11月 9日(火)、11月 16日(火) 

協力者・ 

協力団体 

宮城野区家庭健康課、宮城野区まちづくり推進課、仙台中央市民センター、 

地域の子育てサークル１２団体 

ねらい ＪＲ岩切駅周辺の再開発に伴い、子育て世代の転入が増加している。今年度は新たに岩切に

転入してきた子育て中の方へ、旧来の良好なコミュニティが存在している岩切の地域的特徴

を紹介すると共に、地域での仲間作りの一助とし、子育てしやすい環境を作ることを目的とす

る。 

概要・成果 ３回連続講座。１回目は「バスで岩切探検」と銘うって市内の子育て世代が知っていて役に立

つ施設（保育所や児童館、子育てサークルの拠点など）を見てまわり、子育てに役立つ情報

を提供することができた。２回目は「親子リトミック」。３回目の「岩切親子でわいわい広場」で

は、定員枠を広げて、乳幼児を子育て中の方ならどなたでも参加できるミニ子育てまつりとし

て、子育て世代と地域の子育てサークルの交流会を行った。  

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

親子で仙台の七夕を   
楽しもう！ 

七夕の星座の美しさや七夕飾りの持つ意味、こめられた庶民

の想い等、仙台の七夕を親子で体験し伝承する意識を育てる。

七夕飾りの製作も実施した。 

6 月 18 日・7 月

23日 

2 61 

いわきりｄｅ子育て     
～もっと知って岩切
パート 2～ 

岩切駅周辺の再開発に伴い、岩切地区へ転入してきた子育て

中の方へ地域的特徴の紹介と共に仲間作りの一助として集ま

りを提供した。 

10 月 26 日・11

月 9日･16日 

3 207 

市民企画講座「ママ
はスーパーレディ！」 

子育て中の方を企画員とした企画会議を受け孤立しがちな子

育て中の母親の友達作りの場と日頃のストレス解消やリフレッ

シュを目的とした講座を開催した。 

9月 7日･28日 2 32 

いわきりっ子は大丈
夫？ 

「安心して子育ての出来る環境つくり」をテーマに家庭教育地域

交流会の会議の中から実施された講座。メディアの及ぼす危

険性を取り上げ、会話や遊びの中で情感豊かな青尐年の育成

と細やかな情報の流れる街づくりへの提言を図った講演会を実

施した。 

9月 25日 1 66 

みんな仲良し子育て
サロン 

子育て世代の増加が著しい岩切地区で楽しい子育てをしてもら

う為に同じ子育て中の方と知り合うきっかけの場を提供した。 

7 月 28 日・8 月

25 日・9 月 29

日・10月 27日・

12月 1日 

5 172 

岩切市民センター 
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ワ イ ワ イ 作 っ て        
楽ししく食べよう！ 

食の安全をテーマに地域の食材を用いて親子でおやつ作りを

楽しむ機会を提供した。 

11月 27日 1 18 

ふれあい囲碁・将棋
教室 

子ども達の学校５日制の有効活用と地域の囲碁・将棋の名人

たちとの世代間交流を支援した。 

5 月 1 日～1 月

22日       

18 348 

伝承あそび 高齢者から園児に伝統的な日本の昔遊びを伝承し世代間の交

流を図る。お手玉・けん玉・竹とんぼ・折り紙・はねつき・こま回

し等を楽しんだ。 

12月26日・1月

20日 

2 180 

イン・リーダー研修会 子ども会活動の活性化を図る為、子ども会のりーダーとして活

動する児童及び世話人に研修会を実施した。社教主事による

講話・工作・ＪLによるゲーム等。 

2月 13日 1 43 

いわきり味散歩 多種の仙台野菜の生産地である事と食育のテーマを踏まえ地

域農産物を使った季節の伝統料理を地域講師から学ぶ機会を

提供した。 

7月 30日・10月

1日・12月17日 

3 28 

ふるさとスケッチ～岩
切の山河を水彩画に
残そう～ 

古里の風景を見つめ直すことにより地域への愛着心を培い環

境保全ついて考える機会を提供した。その手段として水彩画を

用い、長い活動への支援への契機とした。 

10 月 14 日･21

日･28 日・11 月

5日･11日 

5 72 

中高年の健康講座～
メタボ、大丈夫ですか
～ 

近年話題のメタボリック症候群について、正しい認識とその対

策を講じ健康生活維持の必要性を学ぶ機会を図った。 

9 月 2 日･9 日・

16日 

3 45 

かわいい笑顔にこん
にちは！ 

岩切保育所に毎年人形を提供しているボランティアサークルの

活動を支援、継続に繋ぐ新メンバーの育成と異世代交流から

地域力を高める機会を提供した。 

1 月 27 日・2 月

3日･10日 

3 29 

岩切老壮大学 地域高齢者に充実した生涯学習の場を提供し、豊かなシニア

ライフを営む手助けをした。又、受講生間の交流と親睦を図り

地域活動へ積極的参加に導いた。 

4月 16日～3月

4日 

12 490 

岩切老壮大学院 高齢化が進む中、地域高齢者が心豊かに生活出来る様、学習

機会の場の提供、及び受講生相互の親睦と交流を図った。又、

自主的活動の充実に向けた支援を行った。 

4月 21日～3月

16日 

10 664 

すずむしの里づくり      
コンサート 

すずむしの里づくり実行委員会の活動を多くの市民に伝えてい

くためコンサートを開催し、すずむしに親しむ機会を提供した。 

9月 4日 1 110 

すずむしリンリン講座 すずむしが仙台の虫であることを仙台市民に広く知ってもらう。

又、飼育方法を伝え、その音色に親しむ機会を広く提供した。 

8 月 12 日・9 月

1日 

2 290 

とっさに役立つ、AＥ
Ｄ！ 

日常生活において突発的に起こりえる病気や怪我・災害等から

自分を、怪我や急病人を正しく救助し救急隊に引き継ぐまでの

救命の手当てを学んだ。 

2月 5日･24日 2 49 

家庭教育地域交流会 岩切地域内の６団体が一同に会し情報提供や問題提起を図り

地域社会教育の普及発展と内容の充実を図った。２つの内容

を企画実施した。 

5 月 27 日・6 月

24日・9月2日・

10月 21日 

4 48 

岩切市民センターま
つり 

市民センターで学習するサークルの学習成果を発表する場を

提供し世代を超えた地域住民の交流の場を提供した。 

10月9日・10日  2 1,650 

地域懇談会 市民センター利用者、地域住民、諸団体の多くの皆さんと地域

課題について情報交換や意見交換を行い今後の事業に反映さ

せる課題を探った。 

8 月 4 日・10 月

27日・2月23日 

3 34 

市民企画会議「ママ
はスーパーレデ ィ
ー！」 

子育てに追われる忙しいママにストレスを抱え込んだり孤立す

る事のない様、友だちを作ったり自分が輝くためのリフレッシュ

する講座を企画した。 

5 月 20 日･27

日・6月 3日・12

月 2日 

4 29 

庭木を育て隊 定年を迎える団塊世代が緑豊かな街づくりに財献すべく植栽管

理を学び、地域と関わり合いながらイキイキと生活していく機会

を提供した。 

6 月 12 日・19

日・26日・7月 3

日･10日 

5 61 
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〔沿 革〕 
当センターが所在する鶴ケ谷地区は、東北最大級のモデル団地として、昭和 43年入居を開始した新興住宅

団地である。当館は、団地の完成とともに RC3階建、温水プールを併設する施設として昭和 47年 5月 22日に

開館した。 

 その後、地域住民から生涯学習への要望が高まり、昭和 59年から岩切公民館の協力を受け各種の講座が開

設されることとなるが、本格的に生涯学習が展開されたのは、平成元年、市民センター・公民館として発足して

からのことである。 

 平成 4年 4月には児童館が併設され、地域の生涯学習・児童福祉・コミュニティづくりの拠点として機能してい

る。なお、温水プールは、平成 11年 4月から外郭団体へと管理が委託されている。 

 

〔特色ある事業〕 
 

事業名 出前講座 「君もプチレスキュー」 

参加者 中学 3年生 参加延人数 ４６１人 

開催日 
全６回   

9月 8日(水)、9月 9日(木)、10月 19日(火)、11月 11日(木)、11月 18日(木)、11月 19日(金) 

協力者・ 

協力団体 

鶴谷中学校、西山中学校、宮城野消防署、救急サポートセンター、ドコモショップ泉店 

東北福祉大学ボランティアセンター、鶴谷地区民生委員児童委員、地域ボランティア 

ねらい 避難所設営等に必要な地域の力となり得る人材の確保のため、地域内中学生に避難所運営

上必要な知識・技能を体験学習により体得させ、ボランティア活動等への意識づけと即戦力

を養う。 

概要・成果 避難所ボランティア実技体験。簡易トイレ組立・非常時の携帯電話の使い方・AED 体験・弱

者疑似体験など実施。また、災害図上演習（DIG）での地域内マップづくりが地域の状況を知

る機会となった。地域の団体が指導・運営することで、いざという時に地域コミニュニティの活

力がいきるよう、地域の防災活動に対する理解の輪を広げた。今回、事前学習として、講師の

各災害ボランティアセンターに関わった経験談を交じえたボランティアの重要性、活動につい

ての講話を行った。 

 

〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育て応援講座 図書ボランティアによる絵本の読み聞かせや歌を通して食育に

ついて学んだ。また、父親の育児参加や親子関係・家庭教育の

あり方について考えた。 

9 月 1 日・10 月

6 日・11 月 10

日・12月 8日 

4 102 

インリーダー研修会 子ども会活動と世話人の役割について講話。レクリェーションゲ

ームの進め方、子ども会で使えるゲームなどを学んだ。 

2月 19日 1 70 

つるがやキッズクラブ お茶、折り紙、ものづくり、科学実験などを実施。地域講師や高

校生（仙台三高）、大学生のボランティアサークルなどとの世代

間交流。 

6 月 12 日・8 月

3 日・11 月 27

日・12月 18日・

1 月 29 日・2 月

5日 

6 101 

鶴ケ谷市民センター 
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出前講座「君もプチレ
スキュー」 

災害弱者擬似体験、DIG 研修、簡易トイレ組立、非常時の携帯

電話の使い方、救急救命講習等の実施。また、被災地での中

学生のボランティア活動に触れながら、災害時のボランティア

の重要性等について講話。 

9 月 8 日・9 日・

10 月 19 日・11

月 11日･18日･

19日 

6 461 

キャップハンディ体験 車椅子体験・聴覚障害について学んだ。また、聴覚障害者が講

師となり、手話通訳者を通じて講話を行い、手話を使ってのコミ

ュニケーションを体験した。 

7 月 14 日・9 月

2 日･14 日･16

日･17日･22日 

6 342 

小学生のための国際
理解講座「モンゴル
について学ぶ」 

モンゴルの日常生活や遊び、学校生活の様子、民族衣装の説

明を聞き、馬頭琴の演奏を聴く。 

11月16日・3月

9日 

2 196 

ノルディックウォーキ
ングで健康づくり 

ノルディックウォーキングの紹介。歩き方の基礎を学び、実際に

公園をウォーキング。 

7月 9日･16日 2 26 

鶴ケ谷まな Bee カレ
ッジ～みんなで始め
ましょう！ 

地域ボランティアによる運営・企画講座。バドミントン・パッチワ

ーク・花かごづくりなど多彩な講座を実施。 

9月 29日～1月

28日 

14 136 

ことぶき大学 医療、国際交流、郷土史など幅広い内容の講座を実施。 5月 19日～3月

2日 

11 753 

楽しく馴染める シニ
アのパソコン寺子屋 

初心者を対象に、パソコンの起動・基本操作。ワードの基本、

文字の入力・保存・印刷を学んだ。 

9 月 7 日・8 日・

9日 

3 59 

仙台七夕飾りを一緒
に作ろう！ 

伝統七夕の由来・作製方法について学び、地元商店街に飾る

七夕の制作展示。 

6月 3日・7月 8

日･15日･22日･

23日･29日 

6 54 

「ひょうたん沼」の四
季ウォッチング 

鶴ケ谷地域の自然資産「ひょうたん沼」を季節毎に観察。動植

物や環境問題について学んだ。 

4 月 24 日・7 月

31 日・10 月 16

日・1月 15日 

4 45 

市民企画実施講座
「鶴ケ谷企画防災セ
ミナー」 

自主防災組織の形成・活動をしている市内の町内会から講話・

事例を聞き、自分たちの取組みに活かせる企画講座の実施。 

10 月 16 日・10

月 30日 

2 40 

鶴ケ谷ときめきコン
サート 

地区内の幼稚園・児童館児童クラブによる合唱。ママさんブラ

スやバイオリン・ギター・アマチュアバンドなどによる演奏発表。 

6月 19日 1 600 

鶴ケ谷市民センター
まつり 

センター利用サークルの学習成果・活動成果の発表。地区内

小・中学生の作品展示。福祉団体によるバザー・ジュニアリー

ダーによる綿アメ販売など。 

10月 23日 1 2,364 

鶴ケ谷市民センター
地域懇談会 

センター事業・運営に対する提案や地域情報・課題について意

見交換会。 

7月 24日・11月

6日 

2 65 

鶴ケ谷まな Bee カレ
ッジ～運営ボランティ
ア養成講座 

地域人材活用事業に向けての、講座運営・企画についての学

習会。 

6 月 10 日･17

日･24日・7月 1

日 

4 10 

市民企画講座 みん
なで守ろう～地域防
災を考える～ 

地域防災の現状を探りながら、「自主防災」のあり方について

検討・意見交換会。 

7月 2日･23日･

30日・8月 6日･

20 日・11 月 12

日 

6 66 
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〔沿 革〕 
日本住宅公団の高層共同住宅の建設に伴い、一階・地階部分の一部を市民会館の分館として位置付け、昭

和 48年 6月に開館し、平成元年４月に公民館が併設され翌年 4月に榴ケ岡市民センターに改称された。 

当市民センターは、市民の憩いの場である榴岡公園の東側に位置し自然環境に恵まれ、近くには仙台市歴

史民俗資料館・国の合同庁舎・クリネックススタジアム宮城などがある。中心市街地として都市基盤整備が進み

古くからの街並みが日々変化している中、新旧地元住民の交流の場として、また各種会合や生涯学習活動の

場として多くの人々に利用されている。 

 

〔特色ある事業〕 
 

事業名 「平和学習」語り部ボランティア養成講座 

参加者 戦中・戦後の体験者 参加延人数 ４３人 

開催日 全４回  9月 1日(水)、9月 8日(水)、9月 15日(水)、2月 3日(木) 

協力者・ 

協力団体 
共催：仙台市戦災復興記念館 

ねらい 平和だからこそ伝えなくてはならない戦争時代の辛かった事、悲しかった事、小学生だった

頃の話、地域住民の貴重な体験を通して戦争と平和について子ども達に語り継ぐ「語り部」の

ボランティアを養成する。 

概要・成果 実際に活動している団体からの講話、戦災復興記念館の見学と体験を語り継ぐ意義を学ぶ

話法、戦争体験者同士の話合い。 

受講生は平和にたいする思いも強く、これからの世代にどう伝えるかを考えている。太平洋戦

争を体験したとはいえ、当時の年齢や記憶の差があり情報交換することによりお互いの体験

を知る機会となった。また、「平和を伝える会」発足することとなった。 

 

〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

パパとママのほっと
ステーション 

子育て中の保護者が、育児の不安やストレスの解消と子どもの

発育について学ぶ環境を提供し、より健やかな育児の手助け

を目的とする。また参加者同士の交流を図っていく。 

11 月 5 日・12

日・19 日・12 月

3日 

4 14 

榴ヶ岡おはなしの部
屋 

読み聞かせや手遊びを通して、親子のスキンシップを図り、ま

た絵本を通した子育てを充実させる。 

6 月 2 日・11 月

11日・1月26日 

3 45 

「地域が育む子ども
達」 

「地域が育む子ども達」企画検討委員会で決定した講座を開催

する。テーマは「伝えよう・つなげよう わがまちを」。 

11月 20日 1 60 

星座観察会 家族や地域の人たちと一緒に天体観察を行うことで、相互のコ

ミュニケーションを深め、宇宙に対する興味・関心を醸成する。 

9月 30日・12月

17日 

2 266 

家族で体験！榴ヶ岡
学びの広場 

保護者と子どもが共通の体験を通して、コミュニケーションを深

め、土日を利用して地域の伝統や歴史等を学ぶ。 

6月 26日・10月

13 日・11 月 13

日・2月 5日 

4 84 

インリーダー研修会 地域の子ども会の活性化を促進するために、子ども会のリーダ

ーの育成と世話人を対象に学習の機会を提供する。 

2月 27日 1 84 

地域が伝える平和学
習 

戦争体験者である地域の高齢者から戦中戦後の学校や家庭

での体験、復興にいたるまでの様子を聞く。 

11 月 12 日・26

日・12月 1日・8

日 

4 189 

仙台でやってみよ
う！新体験 

若い世代の転勤者を対象に仙台に親しみ、地域とのコミュニケ

ーションを図っていく。 

7月3日・10日・

17日・31日 

4 20 

榴ケ岡市民センター 
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足元から考える国際
理解・国際協力 

国際都市仙台の一市民として、身近な活動から国際理解・国際

協力に関われることを知る機会をつくる。 

2 月 2 日・9 日・

16日 

3 49 

榴ヶ岡老壮大学 長寿高齢化が進む中、社会の仕組みや生活習慣の変化・新技

術の対応等を学び、一人ひとりの人生を豊かにするための学

習を開催する。また受講生同士の交流を図る。 

4月 15日～3月

3日 

12 944 

すずむし配布会・交
換会 

「すずむし」を通し、杜の都の自然環境を守り、小さな命の大切

さを学ぶ機会とする。 

8月7日・27日・

31日 

3 291 

エコで作る伝統の仙
台七夕 

チラシや包装紙等を再利用した「環境にやさしい七夕飾り」を作

るとともに地域交流も図っていく。 

6 月 25 日・7 月

9 日・8 月 6 日・

31日 

4 26 

平成仙石線物語企画
講座ー仙石線今昔も
のがたりー 

仙石線を中心とした地域交通網と街づくりとの関連講座を開催 9月3日・17日・

10 月 12 日・26

日 

4 65 

つつじがおかワイワ
イまつり 

「榴岡かいわい学びのコミュニティづくり推進委員会」が中心と

なり、地域の多様な団体が子どもの健やかな育ちを支援すると

ともに地域のコミュニティづくりをしていく。夏まつり・冬まつりを

開催。 

8 月 28 日・1 月

29日 

2 798 

五輪楽舎～地域と学
ぶ～ 

地域課題やニーズに即した講座を開催し、学びを通した地域コ

ミュニティづくりを推進する。 

4 月 8 日・5 月

13 日・6 月 11

日・7月 16日・9

月 29日・2月10

日 

7 200 

萩こぼれて企画検討
委員会企画講座「癒
しの音楽会へようこ
そ」 

４社会学級とセンターとの企画検討委員会で話し合いを重ね、

「元気・一緒・癒し」をテーマに、参加型・体験型のコンサートで

コミュニケーションに主眼を置き地域活性化を目指し地域交流

の場を提供 

10月 24日 1 100 

五輪楽舎～地域と学
ぶ～企画検討委員会 

五輪町内会メンバーとともに、地域課題やニーズを把握し、学

びを通したコミュニティづくりの事業を開催する。 

4 月 8 日・6 月

25日・7月9日・

8 月 6 日・9 月

10 日・10 月 15

日・11月 12日・

1月 21日 

8 45 

「地域が育む子ども
達」企画検討委員会 

榴岡地区の市民団体といっしょに、地域ぐるみで、子どもとの関

わりや子育てのための環境づくり事業を検討する。 

7 月 3 日・8 月

19 日・10 月 14

日・11月 20日 

4 26 

「萩こぼれて」企画検
討委員会 

市民センター管内の４社会学級とともに、地域の課題やニーズ

を探り地域への情報発信および地域活性化のため事業の企画

運営を図る。 

6 月 8 日・7 月

16 日・8 月 10

日・9 月 28 日・

10月 24日 

5 35 

原町地域連携事業 
原町小学校区地元学 

センター・原町小学校が軸となり地元学推進委員会を結成し地

域の協力を得ながら地域住民と小学生の交流を深め、地域の

歴史・文化・暮らし等について学び、地域コミュニティの活性化

とする。 

6月 8日・7月 8

日・7月 16日・9

月 29日・10月 8

日・11月 12日・

2 月 10 日・3 月

10日 

8 807 

榴ヶ岡市民センター・
榴岡公園軽体育館ま
つり 

榴岡軽体育館利用のサークルの学習成果発表の場と地域住

民の参加による地域コミュニティ活動の活性化を促進する。 

10月 23日 1 620 

榴ヶ岡市民センター
懇談会 

地域の課題や解決策をテーマに話し合う。また市民センター事

業運営についても意見交換をする。 

9月 10日・12月

3日 

2 23 

「平和学習」語り部ボ
ランティア養成講座 

戦中戦後の貴重な体験をとおして平和の大切さを語り継ぐボラ

ンティアの養成講座 

9月 1日・9月 8

日・9月 15日・2

月 3日 

4 43 

読み聞かせボランテ
ィアステップアップセ
ミナー 

市民センターで養成した読み聞かせボランティア「おはなし い

っちょばこ」の活動支援として、技術向上と活動の活性化を目

的とした研修行う。併せて新規のメンバーを募る。 

12 月 15 日・12

月 22日 

2 37 

「平成仙石線物語」企
画委員会 

市民センター管内を走る仙石線の沿線上にある地域の街づくり

や現状を学ぶ講座等を企画する。 

4月 23日～2月

21日 

12 62 
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〔沿 革〕 
昭和 47年 5月に旧保健所庁舎の一部を改装し開館した「東部市民福祉会館」を前身としている。昭和 58年

4 月に全面改装され、平成に入り「東部市民センター」に改称、平成 5 年 4 月には「東部児童館」が併設されて

いる。 

 当市民センターは、宮城野区役所から北東へ約 0.7km の地点に位置し、通称「中原地区」といわれる住宅地

にある。付近には、東仙台・苦竹・原町などそれぞれに歴史を持つ住宅地や商業地が広がっている。近年、新

田や新田東地区の人口増加により館利用管轄地域の範囲が拡がってきている。 

 

〔特色ある事業〕 
 

事業名 市民企画講座 手作りヨットでＧＯ！ＧＯ！梅田川 

参加者 小学生 参加延人数 ２９人 

開催日 全２回  8月 3日(火)、8月 4日(水) 

協力者・ 

協力団体 
市民企画委員、ジュニアリーダー、みずほ工務店 

ねらい 市民企画会議を通し、今年度は近くの木工所の廃材を利用して子ども達に思い思いの舟を

作らせ、梅田川で舟の競走をする。これらの体験を通して、小学生が梅田川を身近に感じ、

興味や関心を持つ機会とする。 

概要・成果 ・今回、夏休み前半の期間で日時・時間の設定も良く、申込者数が募集人数をはるかに上回

った。企画内容も子ども達が自分なりの工夫で舟を作って、自ら川で流す一連の作業がで

き、子ども達にとって梅田川が身近に感じられ、地域に対して関心を持つよい機会となった。 

 

 

〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子どもあっての親「子
供からのシグナルを
つかむには」 

子供の訴えのシグナルを見逃さないために親子間のコミュニケ

ーションのあり方を学ぶ 

2月 1日･8日 2 28 

親子で挑戦 野菜づく
り 

季節の野菜作りを通し、作物の成長と育成の苦労と共に食物

の大切さを学び、作業を通して親子間のコミュニケーションづく

りを図る。地域の子育て支援区クラブと連携し、子ども達が健

全に育つ地域づくりをする。 

4 月 17 日･5 月

15 日・6 月 19

日･7月 17日・8

月 21日･9月 18

日･10月 16日･

11月 20日 

8 144 

東部あそびの原っぱ 地域の小学校・社会学級・諸団体と連携し、遊びを通した子ど

も同士および地域の子どもと大人との世代間交流を図り、地域

での子どもを育てる環境づくりをする。 

7 月 16 日･27

日･28 日･8 月

3･12月 11日･1

月 26日 

6 394 

インリーダー研修会 子ども会活動の充実を図るための学習 2月 6日 1 59 

東部市民センター 
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食育講座ー子ども料
理教室  
「作ってみよう！おい
しいごはん」 

子供が料理を通し、その楽しさや食の大切さを学ぶ 11 月 27 日･12

月 4 日・11 日・

18日 

4 40 

市民企画講座 
「 手 づ く り ヨ ッ ト で
GO!GO!梅田川」 

廃材を利用して、子ども達が舟をつくり、梅田川で競争をして、

梅田川を身近に感じ興味や関心を持つ 

8月 3日･4日 2 29 

東部こども企画会議 地域の子どもが自ら地域活動に財献するため、講座の企画・運

営・指導を行うことにより、地域に対する意識関心を高める。

「中学生企画・小学生対象こども防犯講座」を実施。 

6月 1日・7月 1

日･26日･30日･

8月 5日･9月 1

日･10 月 1 日・

12月 11日 

8 125 

楽しく学ぶ「こども防
犯講座」 

子ども犯罪防止について、その備えと対応について子ども自身

が判例や危険な場所を学ぶことで、子どもの注意喚起を促し、

安全な地域社会を作る。 

7 月 30 日･8 月

5日 

2 33 

楽しさ再発見 大人も
楽しむ絵本講座  

絵本を通し親子・家族のコミュニケーションを深めるきっかけづ

くりをする 

6 月 22 日･29

日･7月 6日･13

日 

4 55 

男の茶の湯 日頃の忙しさにストレスを抱えて働く男性を対象に、茶の湯の

精神や作法を通して、受講生同士の心の交流と癒しの場を提

供する。 

7月 3日･10日・

17日 

3 23 

川に学ぼう～しぜん・
ちいき・くらし 
「梅田川の源流をた
ずねる」 

地元を流れる梅田川の源流や川に生息する生物を学ぶこと

で、実際の梅田川が地域にとって大事な川であることを改めて

知る機会とする。 

5月 20日･27･6

月 3日 

3 27 

おじいちゃん・おばあ
ちゃん大集合！ 
「みんなで気軽にレ
ク・スポーツ」 

地域高齢者の心身の健康維持のために気軽に参加できるスポ

ーツ・レクリエーションを提供 

7月 7日･14日･

21 日･8 月 27

日･9月 3日・10

日･17日 

7 104 

東部いきいきスクー
ル 

シニア世代の交流と生涯学習の場 4月 21日～3月

9日 

12   

わたしのまちのイチ
オシ大集合 
～あなたの大切なイ
チオシを撮影しよう～ 

地域の写真撮影を通して、日常見慣れた風景が地域の資源と

して再認識するとともに、地域の良さを改めて感じ、地域に対す

る愛着を持つ機会とする。作品展を開催し、地域の方とも、想

いを共有し、地域づくりにつなげる。 

9月 4日･11日･

18日･25日 

4 25 

東部ふれあいコンサ
ート 

地域住民が音楽を通し交流の場を作り、気軽に集うことができ

る 

11月26日・2月

20日 

2 73 

東部ふれあいまつり 当市民センター利用サークルの発表と地域住民の交流 10月 3日 1 1,050 

東部市民センター地
域懇談会 

地域住民・団体から事業への要望・地域課題を聞き、次年度の

企画に向けて話し合う 

4 月 23 日･24

日･2月 26日 

3 39 

食育ボランティア養
成講座 

子供達が料理を体験する作業をスムーズに介助しながら、食

の大切さを伝えるサポーターを養成 

10 月 23 日･30

日 

2 23 

市民企画会議「ふる
さと梅田川」 

小学生が地域の資源を守り、受け継ぐための具体的な講座を

企画する。 

4 月 16 日･5 月

14 日･22 日･6

月 8 日･7 月 7

日･8月 3日･10

月 7日 

7 49 

 



≪宮城野区≫ 

- 83 - 

 

 

 

 
 
〔沿 革〕 
平成 5年 4月 20日、地域住民の長年の念願が叶い、幸町児童館及び幸町コミュニティ防災センターを併設

した複合施設として開館した。 

当施設がある幸町中学校区は、近年大型商業店舗の進出、民間マンションの建設などで町並みの変容著し

い幸町・大梶地区と、与兵衛沼、桝江の森などの緑豊かな自然に恵まれた枡江地区からなる。仙台市ガス局を

はじめ、県・市障害福祉センターなど公共施設やきぼう園、いずみ授産施設などの福祉施設とともに、国、県、

市の公団住宅があり、民間も含め、集合住宅が多い地域でもある。ここ数年で地域の環境は大きく変化し、住民

として、子育て中の世代や若年層の増加がみられる。 

 

 

〔特色ある事業〕 
 

事業名 学校へ行こう隊 

参加者 成人 参加延人数 １１１人 

開催日 

全１２回   

5月 12日(水)、6月 30日(水)、7月 15日(木)、7月 22日(木)、9月 3日(金)、10月 19日(火)、

10月 22日(金)、11月 26日(金)、12月 14日(火)、12月 15日(水)、1月 18日(火)、 

2月 18日(金) 

協力者・ 

協力団体 

地域一般成人、センター受講生（生涯大学、陽だまりサロン）、 

管内小中学校（幸町小、中・幸町单小・枡江小）、地域ボランティア 

ねらい 学校教育活動の中に地域人材が活躍する場を設け、地域住民と学校の連携、交流を促進す

る。地域住民と児童生徒が共に学び合い、感動を共有する事で世代間交流を深め、お互い

を理解し合う場を構築する。 

概要・成果 年度当初、学校教育活動への参加、協力を呼びかける｢学校へ行こう隊｣を公募。同時に、セ

ンター企画講座である、｢生涯大学｣ ｢陽だまりサロン｣の受講生にも参加を呼びかける。 

大豆作り・工作・戦争体験・しめ縄作り・昔遊び・和楽器演奏等を通して、小学生と地域の方と

の交流等を実施。 

回かさねることにより、活動の内容が定着してきており、地域の方の協力者も増えている。 

 

 

〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

ママのお助け講座 子育て中の方に充実した学びの時間と情報交換の場の提供。

食育や幼児の救急・応急処置などを実施 

9 月 15 日・22

日・29日 

3 69 

ママのリフレッシュ講
座 

子育てによる心身のストレスの解消するためのアロマオイルを

用いたマッサージなど実施 

7月9日・16日・

23日 

3 49 

インリーダー研修会 子ども会活動についての講話や工作・ゲームなどを実施 2月 5日 1 60 

幸町市民センター 
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さいわいどんぐりクラ
ブ 

ザリガニ捕り・科学実験・工作など体験学習を主に実施 7 月 24 日・8 月

18 日・19 日・20

日・10 月 8 日・

12月 4日 

7 98 

地元学Ｔｈｅ幸町 
～与兵衛沼を知ろう 
記録に撮ろう～ 

幸町地区の貴重な自然資源の与兵衛沼を様々な視点から学

ぶ。地元に愛着と関心を深める。 

6月4日・11日・

18日・25日7月

2日 

5 36 

からだを動かさナイト
講座 ～卓球編～ 

中高年向けに卓球をとおし健康な体作りなどを実施 8 月 27 日・9 月

3 日・10 日・17

日・10月 1日・8

日 

6 70 

旬を学ぼう・旬を食べ
よう 

地元で収穫された旬の食材を使って調理実習を実施 11 月 20 日・12

月 11日・1月29

日 

3 41 

暮らしハンディ体験 障害がある方との交流と体験等を通しお互いを理解する場の

提供。地域で求められるサポートのあり方を探る 

6 月 2 日・9 日・

16日 

3 25 

市民環境講座 
「ﾐﾆﾐﾆ菜園講座」 

緑のカーテン作りとセンター敶地に四季の野菜を栽培し、食の

安全や環境について学ぶ 

5 月 15 日～10

月 16日 

12 143 

幸町生涯大学 防犯・文学・歴史等の講話や軽体操、医療講座、受講生自主

企画講座など高齢者を対象とする教養講座を実施 

4月 22日～2月

17日 

11 500 

陽だまりサロン 茶話会で話し合い講座の内容を決め、自分史・ブローチ・蒸し

パン・伝統料理等を実施 

5 月 27 日～12

月 10日 

10 134 

学校へ行こう隊 大豆作り・工作・戦争体験・しめ縄作り・昔遊び・和楽器演奏等

を通して、小学生と地域の方との交流等を実施。 

5月 12日～2月

18日 

12 111 

幸町市民センター・児
童館ふれあい祭り 

各団体・サークルのステージ・展示発表の場と地域住民の交流

の場として実施。 

10月 31日 1 3,000 

ハッピーナイトコンサ
ート 

市民センター利用サークルと地域の方のダンスやギター演奏

等のコンサートを実施 

12月 18日 1 60 

地域懇談会 地域の諸団体と情報や意見を交換する。地域の現状とニーズ

の把握のために実施。 

5月 21日・28日 2 41 

ジュニアと遊ぼう 工作やゲームで学校間や世代間交流を図る。ジュニアリーダー

に活動の場の提供として実施 

12月 2日・9日 2 32 

市民企画会「企画委
員会」 

企画委員となった市民が学習ニーズを事業に反映させ、事業

の計画にあたる。 

7 月 7 日～2 月

2日 

13 44 
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〔沿 革〕 
平成１１年８月、仙台市で５３番目の市民センターとして開館した。仙台市東部に位置し、市中心部と直結す

る JR 仙石線（最寄駅：福田町駅）や国道４５号線等の交通利便性から人口が急増し、近郊都市化が進行してい

る田子地域にある。施設規模としては児童館とコミュニテイ防災センターを併設し、多目的ホールや会議室２室、

和室２室、調理実習室、児童館図書室があげられる。幼稚園や小中学校、高校等の教育施設に恵まれ、地域リ

ーダーとして活躍する人材も豊かで、地域づくりに関する住民意識が高く、防災訓練等の特色ある活動が活発

に行なわれている。 

田子市民センターは、これらの立地要件を活かし、地域団体や学校との連携に努め、事業を展開している。 

 

〔特色ある事業〕 
 

事業名 田子地区地域防災訓練～中学生の地域力～ 

参加者 田子中学校生徒・田子中学校区１０町内会 参加延人数 ５４５人 

開催日 全１回  11月 5日(金) 

協力者・ 

協力団体 

田子中学校、田子中学校PTA、田子中学校区10町内会、高砂地区第一民生委員児童委員

協議会/福田町包括支援センター 

ねらい 田子中学校区 10町内会と田子中学校が合同で防災訓練を行うことで、生徒と地域住民がお

互いの存在を確かめ、発災時における協力体制とそれぞれの役割を認識し、地域住民として

の意識を喚起し地域活性化につなげる。 

概要・成果 田子中学校と 10町内会および市民センターが実行委員会を組織し運営する。生徒はいった

ん帰宅し、「花火」をもって発災の合図とし、各町内会一時避難所での町内会独自の訓練（安

否確認・車いす搬送・担架・リヤカー搬送など）を実施する。その後、町内会有志と指定避難

所（中学校）に向かい、避難所運営模擬会議・煙体験・消火器体験などの合同の訓練を行

う。 

地域防災会議として広域に展開でき大きく効果を上げることができた。中学生が地域住民とし

ての意識を高め、年代を越え互いに存在を確認しあい地域力の高まりに通じていく道筋とな

った。 

 

〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

田子っこ 親子クッキ
ング 

宮城の地場産品（大豆・米粉）を取り上げ地産地消について理

解を深めると共に、親子コミュニケーションを図った。 

10 月 23 日･30

日 

2 20 

すてきなママのいろ
いろ TIME 

子どもから離れ日頃の疲れを癒すと共に、日常生活の中でお

きがちな子どもの事故の防止方法を学習。気軽にできる親子

体操を楽しんだ。 

9 月 15 日･22

日･29日 

3 66 

あつまれ！にぎやか
キッズ！ 

化学実験や光るキーホルダー作りを通して科学の楽しさに気

付く機会を提供した。 

10 月 2 日・1 月

29日 

2 41 

インリーダー研修会 子ども会活動全般・世話人の役割・レクゲームの進め方を学ん

だ。 

2月 12日 1 22 

タイルで作ろう！アー
トに作ろう！ 

環境美化を目指して絵柄を決めタイルを素材に「破損・汚損」し

た図書室の壁面美化に取り組んだ。 

9 月 14 日･15

日･16日･17日 

4 87 

田子市民センター 
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学びの杜 児童が地域の指導者から遡上する鮭の採捕・採卵の指導を受

け、学校で稚魚を育て、放流することを通して、自然環境を守

り、命を育むことの大切さを学んだ。 

11 月 16 日・22

日・2月 22日 

3 285 

夏の講座 地域の人材や、学校と協力しながら児童に交流と体験学習の

場（天体観測、動物とのふれあい、ボッチャなど）を提供した。 

7月 16日～8月

7日 

11 295 

三館共催事業 

「郷土七北田川下流域

過去から未来へ」 

高砂・田子・福室市民センターとの共催で、七北田川下流域の

成り立ちや歴史を学び、地域の魅力を再発見し、地元に対する

関心と愛着心を高める。 

9月4日・11日・

18日 

6 284 

介護予防教室 要介護状態にならないための体操、認知症対応の講話 9 月 16 日･30

日･10月 7日 

3 58 

食の市民企画 安全
安心クッキング 

企画員が育てた伝統野菜（田子芋、仙台白菜、余目の曲がり

ねぎなど）を用いて、安心・安全な食材の調理を体験し、地域住

民との交流を図った。 

11月 19日 1 27 

食の市民企画 有機農法による野菜の栽培をとおして農業全般について学ぶ

とともに、安全な食品について学んだ。 

5 月 14 日～11

月 26日 

14 199 

田子老壮大学 高齢者の学びや活動への意欲に応えた講話、運動、そのため

の自主企画を実施。 

5月 12日～2月

8日 

10 580 

田子っこの四季 七北田川河畔植物観察会や、地域人材から四季おりおりの伝

統行事（伝統七夕作り・正月飾り作り等）について学びながら世

代間交流を図った。 

4 月 24 日･7 月

2日･3日･11月

13 日･12 月 11

日･17日 

6 62 

ミニコンサート in 田
子 

地域で活躍する音楽家によるコンサート、音楽にのせた朗読の

発表を実施。地域住民と交流を図った。 

6 月 9 日・12 月

12日 

2 41 

みどりなライフ ｢緑のカーテン」を作ることで、楽しく環境について学んだ。 6 月 19 日･26

日･7 月 10 日･

31日･8月 7日･

21日 

6 56 

田子地区地域防災訓
練～中学生の地域力
～ 

生徒はいったん帰宅し花火を合図に各町内会の一時避難所で

活動後、指定避難所に集合し模擬避難所運営委員会開催等

の訓練を実施。 

11月 5日 1 545 

市民企画会議 
「田子を愛する住民
塾」 

平成１９年度から「地域防災」をテーマに行なってきた。今年度

は田子中学校と１０町内会を巻き込んだ田子地区地域防災訓

練を実施 

5月 25日～3月

31日 

10 461 

たごっ子まつり 小中ジョイントコンサート・ステージ発表・展示・模擬店等による

地域交流 

2月 19日 1 2,500 

田子市民センター懇
談会 

地域の課題とその対応方法を懇談会メンバーと市民センターに

より定期的に話し合った。 

5 月 25 日・6 月

18 日・7 月 16

日・8月 27日・2

月 18 日・3 月 5

日 

5 85 

地元学 企画会 地域住民による学びの交流の中から「わたしが暮らした田子の

むかし」再編纂をテーマとし、わかりやすい注釈、写真などを添

付し、地元学掘り起こし作業に取り組んだ。 

4 月 1 日～3 月

31日 

14 93 

はじめよう！緑のボ
ランティア 

植栽管理を学び、その知識と技術を地域に還元した。 6月4日・18日・

7月 2日・16日 

4 37 

図書ボランティア養
成・フォローアップ講
座 

絵本の歴史に始まり、たくさんの絵本の世界に触れると共に図

書ボランティアの役割について考えた。 

10 月 20 日･27

日 

2 16 

 



≪宮城野区≫ 

- 87 - 

 

 

 

 
〔沿 革〕 
この地域は西に七北田川、北は多賀城市に接し、单は仙台港背後地に囲まれた地域で、かつては豊かな田

園地帯であった。昭和 30 年～40 年代にかけて住宅地や市営住宅が造成され、住環境が急速に整備された。

国道 45 号線、ＪＲ仙石線の沿線という利便性から、最近では仙台港背後地の開発や商業施設の増加に伴い、

高層住宅、集合住宅が増え、人口は増加傾向にある。旧来の農地は激減したが、今も七北田川周辺の豊かな

自然は健在である。当センターは中野中学校区を管轄地域として平成 15 年 3 月に開館し、児童館、コミュニテ

ィー防災センターを併設。年々利用者も増加し地域住民の生涯学習の拠点として、広く親しまれ利用されてい

る。 

 

 

〔特色ある事業〕 
 

事業名 子育てママのピヨピヨカレッジ 

参加者 一歳児未満（第一子）の幼児を子育て中の親子 参加延人数 ５２人 

開催日 

全７回   

6月18日(金)、7月16日(金)、9月17日(金)、11月12日(金)、12月17日(金)、1月21日(金)、

2月 18日(金) 

ねらい 当地区は乳幼児を抱える核家族の若い世代が多く居住している。孤立しがちな子育て中の

保護者を対象に、子育ての情報交換や悩みを話し合い、支えあう仲間づくりの一助とする。ま

た、子育て中でも社会参加ができることを認識し、自分たちで課題を見つけ解決できるように

支援する。 

概要・成果 乳幼児を抱えての防災・ママのホームエステ・骨盤体操で元気な子育て・マネー講座等を行

った。毎回、講座後半に実施した参加者全員での交流会でコミュニケーションがとられ、仲間

づくりの一助となった。 

 

〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育てママの「ピヨピ
ヨカレッジ」 

子育て中でも社会参加できることを認識し、子育ての情報交換

や悩みを話合い仲間作りの一助とする 

・乳幼児を抱えての防災 

・ママのホームエステ 

・マネー講座 

6 月 18 日・7 月

16 日・8 月 27

日・9 月 17 日・

11月12日・2月

18日 

7 52 

インリーダー研修会 子供会運営のノウハウやレクリェーションの技術を学び子供会

の活性化を図る 

2月 5日 1 56 

キッズわいわいクッ
キングクラブ 

野菜栽培や調理を通し食の楽しさや大切さを学ぶ 4 月 24 日・5 月

22 日・6 月 12

日・7月 10日・8

月 28日・9月30

日・11月 19日・

12月 12日 

8 102 

ボケとツッコミ講座 「お笑い」を通して同世代はもちろん異世代とのコミュニケーショ

ン力の向上を図る 

9 月 20 日・27

日・10月 22日・

29 日・11 月 19

日・2月 6日・13

日 

7 17 

福室市民センター 
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市民企画絵馬と歴史
のミステリーウォーク
ラリー 

地域の歴史的価値のある遺物等を学び、地域の良さを見直

す。また、伝統文化、民俗について学びを深める 

9月 26日・10月

23日 

2 35 

市民企画  中世・多
賀国府と武士 

伊達政宗以前の地域の歴史を掘り起こす事で、地域の成り立

ち、良さを再発見する 

11 月 20 日・27

日 

2 69 

和歌で親しむわたし
のまち 

地域を舞台に詠まれた歌の背景を紐解き、地域の魅力を探る 6月3日・10日・

17日・7月1日・

8日 

5 124 

三館共催事業 
「郷土七北田川下流
域過去から未来へ」 

高砂・田子・福室市民センターとの共催で、七北田川下流域の

成り立ちや歴史を学び、地域の魅力を再発見し、地元に対する

関心と愛着心を高める。 

9月4日・11日・

18日 

6 284 

市民センターin 高砂
住宅 

市営住宅に居住する足腰の悪い方等閉じこもりがちな入居者

の為にラフターヨガの出前を行う（町内会、民児協共催） 

12 月 3 日・2 月

20日 

2 60 

福室老壮大学 高齢者が生涯学習に積極的に取り組むことで充実した生活が

できるよう支援 

5月 26日～2月

23日 

10 648 

ふくむろ和みサロン in
中野栄 

気軽に集うことができるコンサートの開催で地域住民の交流や

世代間交流を図る 

2月 26日 1 61 

社会学級連携事業 地域の方々が大勢で楽しめるコンサート等の企画をする 

（今回はイケメンズのコンサート） 

11月 13日 1 104 

福室小・中野栄小学
校学社連携事業 

地域人材や住民と協働しながら地域資源を活用した講座の開

催 

9 月 24 日・30

日・10 月 1 日・

11月 26日 

5 368 

ふくむろ防災塾 防災訓練のノウハウを学びながら福室小学校での避難所訓練

を計画、実行することで地域の連携と防災意識の向上を図る 

5 月 20 日・6 月

19 日・7 月 17

日・9 月 17 日・

11 月 19 日・12

月 17日 

6 190 

福室市民センターま
つり 

センター利用者、地域住民の学習成果を発表する場を提供す

るとともに地域住民の交流を図る 

10月 16日 1 2,400 

地域懇談会 地域課題の収集とセンター事業への理解を深めてもらう場とす

る 

4 月 16 日・6 月

11 日・18 日・3

月 8日 

4 49 

緑のカーテンプロジェ
クトＦ   

環境にもやさしい緑のカーテン作りを学び、ボランティアを育成

することで地域に緑のカーテン作りを普及させ地域全体で環境

対策に取り組む 

4 月 24 日・5 月

22日・6月5日・

19 日・7 月 10

日・24 日・8 月

28 日・11 月 20

日・12月 25日 

9 68 

市民企画会 
「地域のたからをテー
マに企画しよう！ 

講座の企画運営にかかわることで、まちづくりへの参加意識を

向上させる 

4 月 15 日～12

月 2日 

15 114 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、昭和 53 年、当時の養種園の改築に伴い、養種園の複合施設として「单小泉市民福祉会

館」の名称で開館した。その後、条例改正により「单小泉市民センター」と名称を変えたが、平成5年9月28日、

若林区文化センターの新設に伴い移転し、現在の「若林区中央市民センターとなった。旧建物は、児童館・社

会福祉協議会等との複合施設となり、「若林区中央市民センター別棟」として運営されている。 

若林区文化センターは、市民センター・図書館・市政情報センターが併設されている複合施設であり、当市

民センターは地域の生涯学習活動の拠点として多くの区民に活用されている。 

 

 

〔特色ある(地区館)事業〕 
 

事業名 市民企画講座 「アッとたまげた若林―キラリ 女・男・ひと―」 

参加者 若林区民 参加延人数 ７５人 

開催日 全４回  10月 29日(金)、11月 12日(金)、11月 13日(土)、11月 27日(土) 

ねらい 若林区在住で、幅広く魅力的な活動をしている「人」を紹介し、あらためて地域のことを発見、

再認識する場を提供する。また、地域住民の交流と活性化を図る機会とする。 

概要・成果 １回目：七郷朗読奉仕会の皆さんのお話と朗読 ２回目：ユニバーサルファッション工房繕代

表者のお話 ３回目：ラジオ DJ の顔も持つ徳照寺副住職のお話 4 回目：歌手仙台のジュリ

ーをゲストにラジオ収録 

地域の人材を活かすことができた。幅広く活動している地域の人材を知り、改めて地域を再

発見し、身近に感じることのできる良いきっかけとなった。 

 

 
〔平成 22年度 (地区館)事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

おはなしと音楽のひ
ろば 

読み聞かせボランティアによる絵本の読み聞かせとママさんブ

ラスによる演奏会 

7 月 8 日・11 月

30日  

2 164 

子育てママのリフレッ
シュタイム 

親の時間と子どもの時間の持ち方のお話と交流会、リフレッシ

ュするためのハンドマッサージとネイルの実技を行った。 

11 月 11 日・18

日・25日 

3 23 

インリーダー研修会 子ども会のリーダーになる児童及び世話人を対象に子ども会

活動についての知識やレクリェーションなどの実技を学習した。 

2月 26日 1 99 

こども夏まつり ジュニアリーダーや地域のボランティアグループに、本を読んで

もらったり、折り紙やゲームを通して楽しみ交流を深めた。 

7月 22日 1 314 

子どもワクワククラブ  
クッキングクラブ 

１回目：栄養バランスを考えたワンプレートランチ作り ２回目：

小学生親子を対象にアウトドア（海岸公園冒険広場）でクッキン

グ ３回目：クリスマスのメニュー3品を作った。 

7 月 3 日・10 月

2日・12月11日 

3 55 

子どもワクワククラブ 
サイエンスたまて箱 

１回目：光の三原則を学び乱反射を利用した光る箱を作った。

２回目：LEDのしくみを学び LEDを使ったオルゴールを作った。 

8 月 29 日・1 月

23日 

2 32 

若林区中央市民センター 
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子どもワクワククラブ  
工作教室 

１回目：自然のものでクラフト作りをした。道具の使い方も習っ

た。２回目：磁石で人形を動かすことができるペーパークラフト

を作った。 

8月 1日・21日 2 18 

や っ て み よ う ！       
ノルデック 

ノルディックウォークについての講話と実技 9月4日・11日・

18日 

3 48 

仙台七夕に願いを 折り紙ボランティアの皆さんの指導で、七つ飾りを中心とした七

夕をつくり、文化センターのエントランスホールに飾った。また、

来館者にも短冊に願い事を書いてもらい、笹だけに飾った。 

7 月 2 日・9 日・

16日・23日 

4 38 

市民企画講座 
「アッとたまげた若林
～キラリ女・男・ひと
～」 

１回目：七郷朗読奉仕会の皆さんのお話と朗読 ２回目：ユニ

バーサルファッション工房繕代表者のお話 ３回目：ラジオ DJ

の顔も持つ徳照寺副住職のお話 4 回目：歌手仙台のジュリー

をゲストにラジオ収録 

10 月 29 日・11

月 12日・13日・

27日 

4 75 

若林区民文化セミナ
ー 

「伊達政宗の城造りと防衛戦略」 第１部 なぜ「仙台」だったの

か？ 第２部 政宗の仙台防衛構想  第 3部 若林城はなぜ造

られたのか？のテーマで講演。他に、各市民センターの講座レ

ポート等をパネルに展示 

2月 27日 1 141 

本の世界は夢いっぱ
い 

図書館のバックヤード見学と図書館の上手な活用方法を学

び、また図書館職員によるブックトーク実演 

9月 14日 1 18 

健康アップ体操 健康増進のためのウォーキングやストレッチ、肩こりや腰痛改

善のための体操、転倒予防のためのエクササイズを学んだ。 

10 月 7 日・14

日・21日 

3 51 

单 小 泉 老 壮 大 学     
教養コース 

食生活、歴史、社会、異文化などの多様な内容での講座を行っ

た。 

4月 14日～3月

2日 

11 852 

单 小 泉 老 壮 大 学     
健康コース 

健康に関する講話や実技を中心に映画鑑賞、朗読などの講座

を行った。 

4月 28日～3月

9日 

11 827 

夕 ぐ れ ど き の        
ミニコンサート 

宮城県仙台第一高等学校吹奏楽部、若林区吹奏楽団、齋藤

惣一朗氏による歌や演奏等のミニコンサートを行った。 

7月 24日 1 130 

单 小 泉 老 壮 大 学      
公開講座 

東北弁での落語（川野目亭单天）と漫才（今野家なにもかにも）

を通して、コミュニケーションツールとしての言葉の大切さを学

んだ。 

2月 6日 1 677 

社会学級連携事業     
企画会 

单小泉小学校社会学級と地域ニーズに沿った事業を実施する

ために企画会を行った。 

6月 2日・7月 2

日・8 月 6 日・8

月 27日・9月17

日 

5 15 

ミュージックあ・ら・か
ると 

市民センターや地域で音楽活動している８団体の皆さんが実行

委員となってコンサートを運営した。 

1月 16日 1 118 

若林区中央市民セン
ター学習発表フェスタ 

地域や若林区中央市民センターで活動しているサークルや個

人が、日頃の成果を発表する場として行った。 

2月 19日・20日 2 2,136 

若林区中央市民セン
ター事業懇談会 
「田んぼっ区懇話会」 

地域の課題やニーズを話していただき、主催講座に関しても提

案をいただいた。 

5 月 29 日・9 月

25日 

2 11 

読み聞かせボランテ
ィア 養成講座 

ボランティアとしての心構えを学習したうえで、読み聞かせの方

法や絵本の選び方、わらべ歌などを教わり、実際に読んでみて

指導を受けた。 

5月 21日・28日

6月4日・11日・

18日・25日 

6 138 

市民企画会 
「若林をもっと知ろう」 

企画スタッフが職員とともに地域の学習ニーズや課題を話し合

い、「若林をもっと知ってもらう」講座を企画立案、実施にあたっ

た。 

5 月 12 日～12

月 7日 

14 30 
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〔沿 革〕 
地元住民の要望により七郷公民館として昭和 58 年 4 月に保健センター・コミュニティ防災センターの複合施

設として開館。平成元年には、七郷公民館・市民センターと呼称し、若林区の拠点館となる。平成 2年七郷市民

センターと改称。平成 5年 9月には若林区中央市民センター開館に伴い、拠点館機能を移行した。平成 14年

4月児童館を併設、さらに平成 22年 2月大規模改修工事を終え、リニューアルオープンした。 

近年、荒井土地区画整理事業により新しい街並みが形成され、加えて地下鉄東西線整備事業も荒井起点ル

ート決定で、市民センターの果たす役割は大きくなっている。新旧住民が交流しながら発展する街づくり、文化

づくりに市民センターは機会と場を提供している。 

 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 第 27回七郷市民まつり 

参加者 地域住民 参加延人数 １５，０００人 

開催日 11月 27日（土）・28日(日) 

協力者・ 

協力団体 
連携：七郷地区連合町内会、七郷学区民体育振興会、社会学級、婦人防火クラブ、ＪＡ他 

ねらい 市民センターを利用している団体やサークルに学習成果の発表の場を提供し、生涯学習活

動への意欲を高める。地域内外住民との交流の場とし、地域の活性を促す。 

概要・成果 地域の関係団体が実行委員会の中心となり、地域住民で作り上げていく事業。 

また、祭りにかかわることにより地域社会との連携、コミュニティづくりの活性化に繋げる。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育て応援講座 
「大丈夫！行き詰ら
ない子育て法」 

子育てに関する悩みについて、何に原因があるのかに気づき、

改善していく方法を学ぶ。講話と話し合い。 

7月8日・15日・

22日 

3 25 

七郷子どもクラブ 週休２日制における子ども達の居場所づくりと、子ども達を取り

巻く環境の充実を図る。料理教室、マジック教室等 

6月5日・19日・

7 月 23 日・9 月

25日・2月18日 

5 96 

インリーダー研修会 子ども会活動の充実と活性化を図るためのインリーダーと世話

人に対する研修。講話、演習、実技。 

2月 26日 1 61 

荒浜キッズ ふるさとの歴史・文化・伝統を学ぶ世代間交流 12月18日・1月

22日・2月19日 

3 43 

メンタルヘルス講座 
「心の病の回避法と
対処法」 

誰もがかかる可能性が高い「心の病」の見分け方と予防法につ

いて学ぶ。講話と話し合い。 

3月 5日 1 10 

人生をもっと豊かに
する講座 
「隠れた自分の魅力
を発見しよう！」 

「心理テスト」「美術手法」などを通して、自分の人生を見つめ直

し、更なる人生を豊かで有意義なものにする。 

7 月 28 日・8 月

4日・11日 

3 37 

七郷市民センター 
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「ノルディックウォー
キング」で荒浜を歩こ
う 

ノルディックウォーキングを体験し実践する事によって健康づく

りへの意識を高め、取組んでいく環境づくりをする。 

6 月 10 日・17

日・24日 

3 34 

健康リフレッシュ運動
講座 
「エアロビ・有酸素運
動に挑戦！」 

無理なく楽しくリフレッシュできる有酸素運動を行うことで、体力

と免疫を増加させる事の大切さを知り、健康について前向きに

考える。エアロビクス。 

9月3日・10日・

17日 

3 22 

温故知新講座 
「藤沢周平を最も知
る人のお話」 

藤沢周平の文学を学ぶことにより現代社会、地域社会にも通じ

る人間的ふれあいやお互いのやり取りを学び取る。 

12月 17日 1 32 

七郷歴史探訪 七郷の地域の歴史を学ぶことにより地域への愛着と興味関心

を深める。七郷かるたを資料として活用した講話や散策の実

施。 

9月 25日・10月

2 日・9 日・16

日・23日 

5 98 

いいっちゃ、仙台弁と
七郷カルタ 

七郷カルタを使って地域の歴史を学ぶ 11月 5日 1 25 

メンズクッキング 基本的な調理法を学ぶことによって自立的な生活力を高め、男

性の家事参加を促進する。健康的な食習慣の実践につなげ

る。 

1 月 29 日・2 月

5日・12日 

3 41 

パソコン講座 
「パワーポイント編」 

中学生との広報誌作りを通して世代間交流を深めながら社会

活動での自信を高める。 

1月 29日 1 10 

第 28回 
七郷老壮大学 

地域の高齢者が生き生きと生活するための生きがいづくりや学

習の場を提供する。健康・音楽・文化・経済・自然科学様々な分

野の講話や実技。 

4月 21日～3月

2日 

11 993 

街かどコンサート 市民文化事業団と共催によるコンサート 3月 5日 1 68 

七郷防災講座 
～防災の意識を高め
よう～ 

地域連携防災講座 9月2日・30日・

10月 7日 

3 81 

「七郷学びの応援隊」
企画会 

身近で関心が高い地域課題について理解を深め、その解決の

ための講座開催に向けて企画会議を運営する。 

5 月 27 日・6 月

3 日・10 日・17

日・24 日・10 月

21日・28日 

7 49 

リニューアルオープ
ニングセレモニー 

リニューアルオープンを記念し、センター利用者を主体としたサ

ークルの演芸発表と記念講話を行う事によって、地域住民との

交流と親睦を図る。 

4月 17日 1 0 

第 27 回七郷市民ま
つり 

市民センターを利用している団体やサークルに学習成果の発

表の場を提供し、生涯学習活動への意欲を高める。地域内外

住民との交流の場とし、地域の活性を促す。 

11 月 27 日・28

日 

2 15,000 

地域『懇和』会 地域の方々からの様々な要望や意見を聞き出し、市民センタ

ーがそれらを反映できるような企画・運営を行う。併せて親睦を

深める。 

2月 6日・3月 6

日・8日 

3 40 

傾聴ボランティア講
座 
「話を引き出す聴き方
とは？」 

傾聴には、塞いでしまった心の扉を尐しずつ開放し活性化して

いく効果がある。このスキルを身につけてボランティアにつな

げ、自らもやりがいを見出す。講話と実践。 

6 月 16 日・23

日・30日・7月 7

日 

4 70 

ジュニアリーダーと遊
ぼう 

ジュニアーリーダーと一緒に様々な遊びを通して、集団遊びの

楽しさや体験学習の大切さを学ぶ。 

1月 6日 1 53 

「七郷の防災講座」企
画会 

宮城県沖地震の時は、多数被害が出た地域である七郷地区。

必ず来るといわれている宮城県沖地震にそなえて、地域で出

来ることを学ぶ講座を企画する。 

5 月 21 日・6 月

4日・18日・7月

9日・8月 28日 

5 34 
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〔沿 革〕 
昭和 47 年に旧斎藤記念館を全面改築し、「荒町市民福祉会館」として昭和 48 年 5 月に開館した。昭和 58

年 4 月「荒町市民センター」と名称変更になり今日に至る。建物は施設の老朽化と機能拡充の必要性から現在

地に改築され新館として平成 22年 2月 2日にオープンした。 

当市民センターは、仙台市のほぼ中心部、昔からの老舗街である荒町商店街の一角に位置しており、仙台

藩の名残を今尚残している地域である。 

また、地下鉄五橋駅から徒歩 5分、JR仙台駅から徒歩 20分と交通の便に恵まれ地域の方はじめ市内全域か

ら多くの市民に利用されている。日中はもとより、夜間も勤め帰りの勤労者の活動の場として、幅広い年齢層に

活用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 あらまち子ども企画室 

参加者 地域の小中学生 参加延人数 １４４人 

開催日 

全２６回   

5月 14日(金)、5月 28日(金)、6月 4日(金)、6月 13日(日)、6月 18日(金)、7月 9日(金)、

7月 18日(日)、8月 20日(金)、9月 3日(金)、9月 10日(金)、9月 23日(木)、10月 1日(金)、

10月 2日(土)、10月 13日(水)、11月 5日(金)、11月 19日(金)、11月 26日(金)、 

12月 3日(金)、12月 17日(金)、12月 23日(木)、1月 7日(金)、1月 14日(金)、1月 21日(金)、

1月 28日(金)、1月 29日(金)、2月 11日(金) 

協力者・ 

協力団体 
荒町社会学級、ジュニアリーダー(ワンマイル荒町) 

ねらい この地域は核家族世帯が多く、世代間交流も尐ないため、地域にすむ様々な人と交流する

機会を作る。そこで地域の小中学生が一年を通した活動計画をたて、地域人材や地域で活

動するジュニアリーダーを助言者として活用し、子供の主体性や社会性を養う。 

概要・成果 一年間通しての活動で、異学年の交流ができ、子ども達同士良い関係を築くことができた。 

センター所属のジュニアリーダーが一緒に活動し、子ども達の中から次年度ジュニアとして活

動する子も出てきた。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

荒町でつながろう～
子育ての輪～ 

子育て中の母親対象に地域で支えあえる関係づくりを目指す。 10 月 29 日・11

月 26日・2月25

日 

3 41 

あらまち子ども囲碁ク
ラブ 

囲碁を通して子どもたちに余暇活動の場を提供し、地域の囲碁

ボランティアとの交流を図る。基礎と対局 囲碁指導ボランティ

アの数を増やしながら活動する。 

4月 10日～2月

26日 

22 169 

インリーダー研修会 子ども会のリーダーとして活動する児童と世話人を対象にした

講座。講話「子ども会活動について」 実技「レクリエーションゲ

ームの進め方」 

2月 19日 1 63 

あらまち子ども企画
室 

地域の小中学生が自ら一年を通した活動計画を立て、地域に

住む様々な人と交流する機会を作る。地域人材やジュニアリー

ダーを助言者として活用し、子どもの主体性や社会性を養う。 

5月 14日～2月

11日 

26 144 

荒町市民センター 
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郷土史講座 郷土史に関心を持つ学習者対象に開催し地域活性化への一

助とする講座。 

明治維新から第二次世界大戦頃に活躍した仙台藩士にスポッ

トをあて、市井の人々の暮らしに迫る。 

6月 10日～9月

16日 

10 477 

荒町いきいき講座 聴覚障害者を対象に、気軽に参加できる情報交換や生涯学習

の場を提供する講座。 

仙台の参加型イベント「すずめ踊り」を楽しむため、ステップなど

を体験する。 

9月 9日・16日 2 52 

若林区民文化セミナ
ー 

若林区を中心にした歴史学習 2月 27日 1 141 

あらまち町民大學シ
ルバーセミナー 

地域高齢者が健康で心豊かな生活を送るために、生涯学習の

機会を提供する。健康・くらし・教養・社会問題などの定例講座

とコーラス・ハーモニカ・散策・川柳などのクラブ活動を支援。 

4月 21日～3月

2日 

11 700 

介護予防教室 五橋地域包括支援センターとの共催で、介護予防の知識を提

供する。広く地域住民の関心を高め介護予防の向上を図る。 

5 月 20 日・27

日・6月 4日・18

日・7月 15日 

5 109 

伝統の仙台七夕 地域を盛り上げるため荒町の七夕に参加し、地域活性化の一

助とする。 

講話「仙台七夕の由来」 

実習「七夕飾り作り」 

6 月 22 日・29

日・7月 6日・13

日・27日 

5 129 

すずめ踊り  お囃子
盛り上げ隊 

仙台伝統のすずめ踊りを継承・継続するために、すずめ踊り自

主サークル「荒町すずめっこ」専属のお囃子養成を目指す。 

4月 18日～8月

2日 

14 137 

社会学級連携事業 
～つながる力を広げ
よう～ 

社会学級生と地域住民がともに学ぶことにより、教育力の向

上、ネットワークの活性化を図る。 

11月20日・1月

15日 

2 47 

荒町市民センターフ
ェスティバル 

地域住民及び利用サークルによる作品展示、ステージ発表を

することにより生涯学習の振興及び地域住民の交流とコミュニ

ケーションづくりの促進を図る。 

10月 2日・3日 2 1,250 

荒町事業運営懇談会 センターの事業運営をより良いものにするため、地域住民・地

域団体代表者・利用者を対象に、意見および情報交換・要望聴

取、事業運営についての説明・協力要請などを行う。 

6月 11日・11月

19日・2月18日 

3 27 

本の楽しさを伝えよう 活動中のサークルのスキルアップを目指す。子どもと保護者の

ためのお話会について学ぶ。 

9月3日・10日・

17 日・10 月 12

日 

4 41 

ママの企画会議室 地域に若い世代の転入が増えているため、子育て中の保護者

につながりの場を提供するとともに、自ら課題を見つけ解決す

るための機会を設ける。 

6月1日・15日・

11 月 12 日・26

日・2月 25日 

5 34 
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〔沿 革〕 
昭和 56 年地域住民の福祉増進を目的に、保健センターとの複合施設「六郷市民福祉会館」が開館し、昭和

58 年に「六郷市民センター」と名称を改め地域の社会教育活動の場として地域に定着した。平成元年には公
民館としての機能が加わり、平成 2 年には「六郷児童館」が併設され、生涯学習の拠点として現在に至ってい
る。 
六郷地域は名取川と広瀬川の合流点を有しており、河口には美しい干潟や貞山堀運河、屋敷林の居久根

など自然環境や伝統が残されている。農業地域である東六郷地区と宅地化が進む新旧住民の混在する六
郷地区に二分され、高齢化が進んでいるものの、1 万５千人弱の人口で推移している。 

 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 六郷地域防災事業 

参加者 一般 参加延人数 ４７７人 

開催日 全２回  7月 31日(土)、11月 6日(土) 

協力者・ 

協力団体 

連携：六郷地区防災対策推進委員会（町内会、小・中・高等学校、老人クラブ、婦人防火クラ

ブ、消防団他） 

ねらい 高い確率で発生が予想される宮城県沖地震に対処するため、市民が自分自身の安全を確

保し、地域においても被害状況の把握や、要援護者のサポートなどにより被害を最小限度に

とどめるような地域防災体制の確立に向けて、自主的な防災訓練を行う。 

概要・成果 ７月の講座では、２年前の栗原市での地震災害時に実際に救助活動をした、若林消防署職

員にスライド等を通しながら地域コミュニティの災害対策の必要性を学び、意識を高める機会

にすることが出来た。11 月の防災訓練では、地域住民や各諸団体役員等３８３名の参加が有

り、災害への関心の高さがうかがえた。 

 
 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

中高生のための「六

郷倶楽部」 

地域の中高生の居場所作り、仲間作りの支援として、中高生が

気軽に参加できる講座の開催や自主活動の支援を行う。 

12月18日・2月

5日・2月 12日 

3 73 

六郷ウィンタースクー

ル 

センターで活動しているサークル等を講師とし、小学生の社会

学習の場や異年齢間交流の場を提供する。 

1 月 5 日・6 日・

7日 

3 38 

インリーダー研修会 地域の子ども会活動の充実を図るために、子ども会活動に必

要な知識等を学習する場を提供する。 

2月 19日 1 45 

公開講座 

「六郷を探る」 

六郷の地域資源である歴史や自然について学ぶことで、六郷

の良さを再発見し地元への愛着心を育てる。 

1月 29日 1 37 

六郷市民センター 
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貞山堀でノルディック

ウォーキング 

仙台市の高齢者福祉計画に基づいたノルディックウォーキング

を利用した健康づくりを進めるとともに、地域魅力を発信する。 

6月 12日 1 14 

若林区民文化セミナ

ー 

若林区には様々な文化・歴史・自然等の地域資源が豊かに存

在している。「若林区民文化セミナー」を実施することで、地域

の隠れた魅力を再発見し、地域固有の資源を最大限に活用し

た地域づくりを行う契機とする。 

 

2月 27日 1 141 

六郷あすなろ大学 地域の高齢者が生き生きと生活するために、生きがい、健康、

教養を中心とした学習の場を提供すると共に、受講生同士の

親睦を図る。 

1 月 20 日・2 月

17日・3月10日 

3 217 

街かどコンサート 街へのアクセスが不便な地域がら、子供達や年配者が演奏会

に出向く機会は尐なく、改修工事後の市民センター利用拡大に

に繋がるよう、地域住民や家族が気軽に生演奏を聴けクラシッ

ク音楽が身近に感じられるよう演奏会を開催する。 

 

3月 6日 1 40 

六郷地域防災事業 近い将来起こることが予測される災害に備え、地域防災体制の

確立に向けて自主的な防災訓練、啓蒙のための講演会等を行

う。 

7月 31日・11月

6日 

2 477 

市民センター事業運

営懇談会 

地域の課題検討を通じて市民センターの役割を明確にする中

で、センターの運営や事業に対しての理解を得るとともに、聞き

取った地域住民の意見を今後の事業等に反映させる。 

7 月 9 日・11 月

9日 

2 23 

「ハートフル六郷」市

民企画会議 

心通う温かみのある地域づくりを目指し、六郷地区の地域団体

とともに、地域交流の場、地域住民のふれあいの場の提供を

目的とした事業の企画を模索する。 

 

9月 21日 1 12 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、平成 3年 4月、児童館・老人福祉センター及びデイサービスセンターとの複合施設として

オープンした。平成 4 年センター前広場には、芝生と多種の木が植えられ「光と風」を設計コンセプトとした豊か

な広場を持つ市民センターとして、地域住民の憩いとふれあいの場所として利用されている。 

地域住民の生涯活動に対する関心は高く、また自主サークル活動も盛んであり、その利用者数は年々増加

の傾向にある。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 沖野で地産地消～スローフード～ 

参加者 成人 参加延人数 ７３人 

開催日 全４回  9月 29日(水)、10月 6日(水)、10月 20日(水)、12月 2日(木) 

協力者・ 

協力団体 
ＪＡ仙台、近隣農家 

ねらい 自然に恵まれ、田畑が点在している地域の特徴を生かし、農業や食の安全について学び地

元産の野菜を使った調理実習や農園見学を通じてスローフード・地産地消について考える。 

  

概要・成果 地域の農業について学んだり、交流したり、地産地消やスローフードについての理解を深め

た。地元産の野菜を使った料理を学び、地元野菜に対する理解を深め、食材の良さを見直

すきっかけとなった。 

また、学んだ成果を小学校の豆腐づくりの授業に協力する形で、地域貢献につなげることが

できた。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

おはなし いっぱい お話や読み聞かせを開催し、豊かな感性を養い夢を育む機会

とする。 

6 月 16 日・7 月

21 日・9 月 22

日・2月 5日 

4 81 

インリーダー研修会 子供会活動の充実を図る為、児童及び世話人が子供会運営

の知識や進め方を学ぶ。 

2月 19日 1 52 

仙台七夕七つ飾りを
作ろう 

伝統的な仙台七夕七つ飾りの作り方を通して地域の高齢者と

交流する。 

6 月 26 日・29

日・7月 9日・16

日 

4 342 

学校・地域連携事業
バイリンガル沖野っ
子 

国際化に対応できる感覚を身に付けたバイリンガル沖野っ子

の誕生を目指し、ゲーム感覚で英語に親しむ。 

11 月 6 日・13

日・20日・27日 

4 17 

語り部による「宮澤賢
治の童話鑑賞」 

語り部による宮澤賢治の童話を鑑賞することにより、賢治につ

いて興味をもち、調べようとする態度を育み、読書量が増すよう

方向付けをする。 

10 月 19 日・11

月 19日 

2 155 

沖野で地産地消～ス
ローフード～ 

地域農業や食の安全について学び、地元産の野菜を使った調

理実習や農園見学を通じてスローフード・地産地消について考

える。 

9月 29日・10月

22 日・11 月 26

日・12月 2日 

4 73 

沖野市民センター 
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パークゴルフで地域
の輪 

自然豊かな海岸公園の施設を知る機会を提供しながら、誰でも

楽しめるスポーツを通じて地域活性化に繋げる。 

4 月 21 日・5 月

28 日・6 月 25

日・9月 8日 

4 73 

地域施設交流事業～
ボッチャに挑戦～ 

障害の有無に関係なく楽しめるボッチャを通して心のバリアフリ

ー社会を目指す。 

9月 15日・22日 2 104 

支え合いのまち沖野 講話・体操などを通して高齢者同士が支え合い気軽に参加で

きる環境づくりを目指す。 

9月 17日・10月

19 日・12 月 11

日・1月 19日 

4 152 

沖野耕友大学 講話・健康体操・音楽鑑賞自主企画講座など高齢者が学習す

ることにより社会参加、交流を図る。 

5月 14日～3月

11日 

12 624 

学校・地域連携事業 
「パソコン寺子屋」 

小学校のパソコンルームを使いパソコンを学び地域に全体で

パソコンのレベルアップを図る。 

7 月 17 日・22

日・11月 13日・

20 日・12 月 11

日・25日 

6 49 

ふれあいコンサート in
おきの 2010 

地域で活動したり、センターを利用している音楽サークルが一

同に会し成果を発表し地域の交流を図る。 

11月 27日 1 380 

沖野地区市民まつり 地域コミュニティの拠点として生涯学習活動者の成果発表の場

とする。 

11月 2日・3日 2 5,600 

懇話会 地域情報の収集とセンター事業に対する理解を深める為意見

交換の場とする。 

6月 10日・11月

17日・2月 9日 

3 30 

市民センターへ行こ
う・ジュニアとあそぼ
う（ザリガニ釣り） 

ジュニアリ－ダーに活動の場を提供し自らの運営で小学生と交

流する。 

7月 24日・25日 2 66 

読み聞かせボランテ
ィア  フォローアップ
講座 

センターで養成したボランティアの活動内容を充実させる為、知

識や技術を学ぶと共に、新たにボランティアを養成する。 

5 月 13 日・20

日・27日・6月 3

日 

4 140 

市民企画会議 地域の様々な人と音楽祭開催に向け、協働体験を通じて行動

する力を養い、市民協働を推進する為に企画会を実施する。 

5 月 11 日・25

日・6月 8日・22

日・7月 8日・22

日・8 月 12 日・

26日・12月1日 

9 141 

サークル体験講座 何か始めたいと考えている人々に、各種サークルの活動を紹

介することで学習のきっかけを提供し、同時にサークル活動の

活性化も図る。 

4月 17日～7月

16日 

13 40 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、平成３年４月に若林児童館、コミュニティ防災センターの併設施設として開館した。以来、

地域の社会教育活動や福利厚生活動に活用され、親しまれて現在に至っている。管内は政宗ゆかりの史跡や

商人街の歴史を伝える町名を残し、広瀬川の自然に恵まれている。また、平成６年度から地域町内会等と一体

となった「若林ふれあいまつり」を開催し、平成９年度からはコスモスを育て、その開花時に地域住民が集う｢若

林コスモスまつり」を定例行事として開催している。 

 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 地域に交流の輪を広げる「はーとふるサロン」 

参加者 地域住民 参加延人数 
企画会議：３２人 

サロン：８２人 

開催日 

企画会議 

全６回   

9月 1日(水)、9月 8日(水)、9月 15日(水)、9月 22日(水)、9月 29日(水)、3月 9日(水) 

サロン 

全３回  12月 15日(水)、2月 16日(水)、3月 3日(木) 

ねらい 核家族化が進み地域交流の機会が尐なくなってきている。市民センター利用者に呼びかけ、

地域交流の輪を広める企画を考え、市民センターに気軽に立ち寄れる場を作る。 

 

概要・成果 市民センターや児童館を利用している人たちが企画員となり託児を付けた子育て中の方も含

めて闊達で新鮮な意見が多く出された。 

趣旨や記録を確認しながら進めた結果、内容の濃い 3講座が企画された。 

1回目：食卓に彩りを添える折紙 2回目：若林 3丁目の昔遊び 3回目：雛サロン 

地域の方たちは昭和時代の物品や作品の提供などでも関わり子ども連れとの交流の輪を広

げ、好評だった。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

パパとあそぼう～ 
「パパ友もつくろう」の
巻 

父親と子どもが遊びを通してコミュニケーションづくりをする場を

設け、父親の子育て参加を促す。 

7 月 25 日・8 月

8日・9月 5日 

3 47 

インリーダー研修会 子供会活動の充実を図るため、子供会のリーダーや世話人

が、子供会活動の進め方やゲームなどを学ぶ 

2月 26日 1 75 

地域を知って好きに
なろう 

若林小学校５年生対象に若林歴史かるたを素材に地域につい

て学び、地域を知るとともに良さを再認識する。 

7月 29日・10月

27日 

2 51 

仙台再発見！ 
伝承七夕を作ろう 

古城小学校 5 年生と PTA、地域の方を対象に仙台七夕の成り

立ち等を学び、作った作品を施設や学校に飾ることで地域の人

にも伝統文化を伝える。 

5 月 25 日・6 月

26日・７月 6日・

12 日・16 日・21

日 

6 447 

子育て世代の方へ 
～書でアート～ 

子育て世代の人が「書」を自己表現の手段として描くことで自分

らしさを再認識し、これにより余裕ある子育てとする。 

5月 19日・26日 3 34 

若林市民センター 
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介護者のメンタルヘ
ルス 

介護する人がストレスを溜め込まないよう、心の持ち方やストレ

スのかわし方を知るとともに、健康的な生活を送る知恵を学ぶ 

1 月 26 日・2 月

2日・9日 

3 41 

働きマンのトキメキ時
間割 

市民センターの利用が尐ない働き盛りの２０～３０代の人の利

用を促し、交流、仲間作りを図る。 

10 月 24 日・11

月 6 日・20 日・

12月4日・18日 

5 55 

若林区民文化セミナ
ー 

若林区に存在する文化的資源を知る機会を提供し、これらを活

用した地域作りの契機とする。 

2月 27日 1 141 

エコ夢考房 家庭の中で眠っている不用品を生活用品に再利用する方法を

学び、環境問題への関心を高める。 

7 月 13 日・23

日・30日 

3 21 

若林老壮大学 高齢化社会の幅広い内容の学習を行い、生きがいのある生活

の確立を目指す。 

4月 16日～3月

4日 

12 974 

四季のコンサート 地域の人に、身近なセンターでさまざまなジャンルの音楽を聴く

機会を提供するとともに、人々の交流の場とする。 

4 月 24 日・7 月

24 日・10 月 31

日・1月 22日 

4 224 

地域に交流の輪を広
げる「はーとふるサロ
ン」 

地域の人々が気軽に集えるよう、企画員が企画したサロンを開

催し、地域住民の交流の場とする 

12月15日・1月

28日・3月 3日 

3 82 

若林ふれあいまつり 市民センター利用団体の作品展示やステージ発表の場とする

とともに、地域団体などと連携し、地域の人の交流の場とする。 

6月 27日 1 2,000 

若林コスモスまつり 地域で育てたコスモス園の周辺で、ステージ発表や出店を行

い、地域の人々の交流の場とする。 

10月9日・11日 2 730 

若林地域懇話会 地域の方々と地域課題やニーズの意見交換を行い今後の講

座の参考とし、生涯学習の場として機能の充実を図る。 

10 月 5 日・2 月

26日 

2 21 

コスモスボランティ
ア・ステップアップ講
座 

コスモスまつりに向けて養成したボランティアの増員を図り、花

を育てるより高度な技術を学び、地域に広める。 

6 月 19 日・7 月

3日・17日・8月

21日・9月4日・

18 日・10 月 2

日・16 日・11 月

20日 

9 61 

庭の助っ人・選定ボ
ランティア養成講座 

高齢者世帯などへ庭木の剪定をするボランティアを養成し、地

域財献を図るとともに、人に優しい地域社会を目指す。 

6月5日・12日・

19 日・7 月 3 日

10 日・17 日・11

月 27日 

7 26 

ジュニアと遊ぼう ジュニアリーダーによる遊びを通して地域の子どもたちの交流

を深め、ジュニアリーダーの広報を図る。 

10月 11日 1 60 

はーとふるサロン企
画会議 

サロンを運営するにあたり企画員がアイデアを出し合い、地域

の人々が気軽に集えるように話し合う。 

9 月 1 日・8 日・

15 日・22 日・28

日・29日 

6 32 
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〔沿 革〕 
太白区中央市民センターは、平成 11年 6月長町商店街の中核をなすＪＲ長町駅前に太白区文化センター、

太白図書館、太白区中央児童館及び太白区情報センターからなる複合施設として開館した。ＪＲ長町駅前と国

道旧 4 号線沿道という立地条件に恵まれ、バスや地下鉄などの公共交通機関の利便性に優れているため、近

隣の広い地域の市民が学習活動に利用している。 

当市民センターの周辺地域は、昔から仙台市单部地域における商業の中心として活況を呈してきた歴史の

あるところであるが、近年においては地下鉄沿線の開発が著しく、大規模小売店の進出やマンション建設が進

み、またＪＲ東北本線の高架化やＪＲ長町駅の移設に伴う新駅の開通などに伴い、長町地区の交通の利便性が

更に増し今後大きく変貌を遂げようとしている。 

 
〔特色ある(地区館)事業〕 
 

事業名 
市民企画講座「長町名物物語～お土産品開発～企画会議」 
ながまちおみやげプロジェクト 

参加者 成人 参加延人数 
企画会議：６５人 

プロジェクト：３１人 

開催日 

企画会議：全６回   

5月 27日(木)、6月 3日(木)、6月 10日(木)、6月 17日(木)、6月 24日(木)、7月 1日(木) 

おみやげプロジェクト：全３回 

10月 7日(木)、12月 3日(金)、1月 8日(土) 

協力者・ 

協力団体 
(株）宝饅頭本舗、(株）ささ圭 

ねらい 長町地区は昔から物資の流通の拠点であったが、それ故か特産品、お土産品が見当たらな

い。そこで長町地区限定のお土産品を開発し長町地区をアピールすることで地域活性化の

一助とする。 

概要・成果 企画員は、一つのものを作り上げていく困難さを体験しながら、良いものを作ろうと気迫がこも

った議論を重ね、「ながまちおみやげプロジェクト」で、「がんづき」「まんじゅう」「鮭ハンバー

グ」の試食会を行うことができた。 

おみやげを開発するという目的を掲げることで、その到達するまでの過程で地域課題の共有

や地元商店主の方々とのつながり、また地元の歴史や風土等現状リサーチをする際にもこれ

まで知られなかった様々なことが再認識された。 

 
〔平成 22年度 (地区館)事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育てをもっともっと
楽しく～ココロとカラ
ダに元気をチャージ
～ 

１回目は親子で体を使って歌や音楽に合わせて楽しく遊び、２

回目は託児つきで、親はおもちゃ作り、３回目も託児つきの調

理実習でおやつ作りをした。２、３回目には職場体験の中学生

も参加。 

11月11日・18

日・25日 

3 40 

まちのお菓子屋さん
をオープンしよう！ 

子どもたちが自分の住んでいるまちを歩き、食材や地域の食文

化・地域の人材などを調べたり、おやつ作りに挑戦する体験を

通して、長町地域のまち資源と地域性・生産から流通など、地

域と食環境の関わりを学んだ。 

9月11日・18日・

10月2日 

3 88 

インリーダー研修会 子ども会活動の活性化を図るために、子ども会のリーダーとし

て活躍する児童及び世話人を対象にした研修を行った。 

2月19日 1 83 

ながまちっこ倶楽部 学校を離れ、様々な体験学習を重ねることで、社会性を身につ

けようと、科学実験、国際理解プログラム、夏のおやつ、ベガ号

等を実施。地域の人々との関わり、触れ合う機会を提供した。 

8月20日・21日・

22日・10月15

日・ 

4 43 

太白区中央市民センター 
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ウエルカムながまち 
転入者家族講座 

転入者への情報提供と、暮らしをエンジョイできるよう仙台弁、

歴史散歩、郷土料理、情報交換会を実施し仲間つくりのきっか

けとした。 

5月8日・15日・

22日・29日 

4 49 

太白区中央老壮大学
校 公開講座 

１回目は、区内祭事（フェスタ）に参画し落語を通して地域や人

との繋がりを深めた。２回目は、マリンバ演奏を通して広く市民

に生涯学習活動の魅力を推進できた。 

10月24日・2月

18日 

2 1,107 

太白区中央老壮大学
校 
いきいき健康コース 

地域や人との関わりの中で毎日を心豊かにいきいきと健康的

に過ごしていくために高齢者に学習する機会を提供した。 

5月14日・6月4

日・7月2日・9月

3日・10月1日・

24日・12月3日・

1月7日・2月18

日 

9 577 

太白区中央老壮大学
校 
せいかつ教養コース 

健康・文化・音楽・生活等、広範囲にわたって時代に即した事

柄を、講話や実技・館外学習等で学んだ。 

5月14日・6月11

日・7月9日・9月

10日・10月8日・

10月24日・12月

17日・1月14日・

2月18日 

9 706 

太白区中央老壮大学
校 
ふるさと文化コース 

コースの特徴を活かし、地域の歴史・文化・習慣などを学び、学

習成果の発表の場を設けるなどして自主的な活動促進と交流

を図った。 

5月18日・6月18

日・7月16日・9

月17日・10月24

日・11月19日・

12月17日・1月

21日・2月18日 

9 664 

ながまち夜のプロム
ナード 

１回目は地域で活動している団体とストリートジャズﾌｪスの参加

者によるコラボ演奏会、２回目は同じくストリートジャズﾌｪスの

常連参加団体による演奏会を開催。 

8月21日・2月12

日 

2 130 

市民企画講座 
ながまちおみやげプ
ロジェクト 

市民企画講座「長町名物物語」により企画した。長町地区限定

のお土産品を開発しアピールすることをねらいとした第一弾。 

10月7日・12月3

日・1月8日 

3 31 

町内会ハートフル出
前講座 

「成年後見制度」について講義を聞き知識を深めたことにより地

域住民の心配が尐しでも解消される機会に繋がった。また連携

したことで市民センターについての理解や関心を高めることが

できた。 

9月24日 1 25 

社会学級連携事業企
画会議 

地域活性化と地域ネットワークの構築を図る目的で、社会学級

と連携し事業を行った。 

5月26日・6月23

日・9月1日・22

日・10月20日・2

月9日 

6 45 

社会学級連携事業 社会学級と連携し事業を行うことで、地域における諸問題を共

有し、それらを解決するためのきっかけとなった。 

12月1日・2月2

日 

2 140 

ながまち交流フェスタ 
2010 

今年度は１日のみの開催で、太白区文化センター・楽楽楽ホー

ル・太白区中央市民センター全館を使用して、舞台発表部門・

展示発表部門・体験味覚部門それぞれの発表をおこなった。 

10月24日 1 2,500 

魅力アップ懇話会 当センターの事業をより魅力あるものにするために、町内会・

地元商店会・生涯学習ボランティア・市民センター利用者など

からの助言を受け、事業の手法・内容・運営等の参考とする。 

6月5日・11月13

日 

2 22 

市民センター登録団
体・サークル懇談会 

希望する団体にサークル体験の機会提供をしたり地域課題等

の意見交換会を行い、市民センター主催事業への参画を促し

た。 

4月21日・22日・

6月19日・3月5

日 

4 36 

竹細工名人養成講座 長町駅前商店街七夕飾りの竹を再利用し、竹細工ボランティア

養成目的の３ヶ年計画の最終年、技術の研鑽を積んだ。 

9月11日・18日・

25日・10月9日・

16日 

5 31 

伝統の仙台七夕作り
隊 
養成講座 

「伝統の仙台七夕作り」を５回の講義・実技で体験した。参加協

力した「たいはっくる自治会子ども会」に実技指導する機会も組

み入れたので受講生は、関心を持って取り組むことができた。

講座終了後、自主サークルが結成された。 

7月3日・10日・

17日・24日・28

日・31日 

6 178 
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〔沿 革〕 
昭和24年、生出村公民館として発足、生出小学校の一隅で公民館活動を行なってきた。昭和 31年仙台市と

の合併により「仙台市公民館生出分館」と改称された。 

地域住民の強い要望から昭和 42 年 5 月、地域社会教育の拠点として現在地に生出公民館が建設され、事

業が活発になった。その後昭和 55年 5月に、地域住民から自由に利用できる体育館を併設した公民館の新設

が要望されるようになり、公民館・診療所・保健センターが一体となった複合施設としてオープンに至った。その

10 月には第 1 回生出コミュニティまつりが開催された。平成 2 年に生出市民センターに改称され、市民相互の

交流と地域活動の振興の拠点、また地域づくりの拠点として利用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 おいで健康づくり 

参加者 地域住民 参加延人数 ２６６人 

開催日 

全８回   

6月24日(木)、6月27日(日)、6月30日(水)、11月6日(土)、11月18日(木)、11月25日(木)、

12月 4日(木)、3月 8日(火) 

協力者・ 

協力団体 
生出学区連合町内会、太白区保健福祉センター、太白区中央市民センター 

ねらい こどもから高齢者まで「世代を超えた健康づくり」をテーマに、地域の各種団体が連携して事

業を行うことにより、健康づくりに対する意識の共有化とともに、地域健康とコミュニティの活性

化を図る。 

概要・成果 健康づくりを「食」「運動」「子育て」の視点から捉え、それぞれの分野において、多角的な取

組みを行った。 

「食」：栄養に関する食育講座を実施(３回)。 

「運動」：ウォーキングで健康の関わりを実践(２回) 

「子育て」：孫育てセミナーを実施（３回） 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

インリーダー研修会 子ども会のリーダーとして活躍する児童及び世話人を対象に子

ども会活動の充実を図るための研修会を実施する。 

2月 12日 1 61 

クラシック演奏に親し
む 

クラシック音楽について講話を聞き、楽器に触れたり、演奏を鑑

賞することで音楽的情操が養われる機会を提供する。 

9月 29日 1 61 

いきいき坪沼っ子ア
ントレ 

米・野菜作りを通して地域への理解を深め、コミュニティ祭りに

参加し、野菜を作ることの大切さと販売の大変さを学ぶ。 

4 月 14 日・7 月

10 日・11 月 6

日・12月 10日 

4 144 

もぎたて野菜の漬物
講座 

地域講師の指導で漬物という食文化の伝承と異世代間交流を

目指す。 

12月 2日・9日 2 28 

フラで欲張り健康 健康な体づくりと孤立しがちな高齢者の交流の場を目指す。 9月 30日・10月

7 日・14 日・21

日・23日 

5 54 

生出市民センター 

市民センター 
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生出の生活・文化か
ら学ぶ 

生出の郷土から生活の智恵、季節の移り変わりの行事などを

地元講師より学ぶ。 

5 月 15 日・5 月

29日・7月3日・

7 月 31 日・8 月

1日・12月18日 

6 59 

出前講座 受講生の利便性を考えて、地域に出向いての教養講座・健康

講座を行う。 

6 月 2 日～2 月

12日 

15 311 

生出朗壮大学 地域の中高年に生涯学習と交流の場を提供する。 5月 21日～2月

18日 

10 176 

おいで健康づくり 健康づくりをテーマに地域の団体が連携し意識の共有化とコミ

ュニティの活性化を図る。 

6 月 24 日・7 月

10 日・31 日・8

月 28日・9月11

日・10月 16日・

30日・3月 8日 

8 266 

蛍観察会 坪沼地域の魅力的な自然を広く市民に発信し、蛍の観察を通

して、地域住民の環境保全に対する意識を喚起。 

6 月 17 日・7 月

10日 

2 1,408 

蛍と平家琵琶の夕べ 坪沼地域活性化のため、祭囃子、平家琵琶の演奏や地域住民

と市民との交流の場を提供し、伝統文化を広く PRする機会。 

7月 10日 1 ,1400 

防災講座 
「災害時ボランティア
体験」 

地域独自の防災力を高めるため、中学生のボランティア体験を

通して災害に備える町づくりを考える機会。①ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験者

講話 ②防災体験 

6月 22日・23日 2 283 

いざというときの自主
組織～地域がひとり
残らず生き残るため
に 

 発災時の要支援者体制づくりや公助が間に合わないことを想

定した避難所運営の組織作りについて学んだ。 

11月 27日 1 47 

花植栽ボランティア
講座 

センター周辺の環境美化を目的として、花や緑を植える植栽ボ

ランティアを目指す。 

6月3日・10日・

17日・24日 

4 48 

生出コミュニティまつ
り 

地域住民による日頃の生涯学習の発表と地域住民の交流の

機会を提供するとともに市民センター主催事業の実績紹介の

場とする 

10月 23日 1 1,850 

地域懇談会 地域住民とセンター事業や施設などについて意見交換の場を

設ける。 

12月 23日 1 11 

わんぱく広場 コミュニティまつり開催にあわせて自分たちのコーナーを企画

し、実践する。みんなで協同で企画することを学ぶ 

10月 23日 1 60 

茂庭・赤石再発見 地区内の名所・旧跡を訪れ地域外交流と地域活性化を目指

す。 

10月1日・2日・

3日・5日・6日 

5 52 

市民企画講座 地域課題の解決と地域コミュニティのづくりのきっかけとする。

地域で関心の高い防災講座についての企画会議を実施。 

5 月 12 日・6 月

16日・7月7日・

11 月 17 日・12

月 1日 

5 14 
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〔沿 革〕 
昭和 44 年 10 月に、中田中学校跡地に同校の旧体育館と旧校舎の一部を改築して仙台市で 5 番目の公民

館として開館。昭和 56年 3月に本館を鉄筋コンクリート二階建てとして新築。平成 2年 4月に「中田市民センタ

ー」と改称。平成 19年 7月からの外壁塗装や体育館暖房装置設置等を内容とした大規模改修工事を経て、平

成 20年 1月にリニュアルオープンし、現在に至る。 

平成元年度から平成 11年 6月までの間は太白区内市民センター13館の拠点館として太白区全体の生涯学

習推進の重責を担っていたが、現在は地区館として事業を展開している。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 災害に備えて安心しませんか?－地域の中での防災学習ー 

参加者 地域住民 参加延人数 ７５人 

開催日 全４回  7月 6日(火)、7月 25日(日)、11月 13日(土)、11月 27日(土) 

協力者・ 

協力団体 
連携：中田地区町内会連合会 

ねらい 現在中田地域では町内会ごとに防災マップを作成しているが、活用できていない。現在ある

地域マップの活用術を地域へ発信することで防災意識を高める。あわせて災害時の救助方

法などを学ぶことで、自分なりに災害への備えをするための一助とする。 

概要・成果 普通救命救急は多くの参加者があり、熱心に救命方法を学んだ。 

地域防災の話は、地域の問題を提示し、活発に議論できた。 

ＤＩＧ(災害図上訓練は子どもたちが自発的に学び、実際に地域を歩きながら検証することで

より具体的に危険な場所と役に立つ場所を学ぶことができた。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育てサポート講座
「なかだっこランド」 

新しく転居してきた親子が体操などの活動や既存の子育てサ

ークルとの交流を通し、情報提供や仲間作りを支援し、センタ

ー利用のきっかけを作る 

7 月 14 日･21

日･28 日・8 月

18日 

5 66 

家族で作ろう楽しもう 工作など作って遊ぶ体験を祖父母、親子世代が一緒に楽しむ

ことで世代を超えてともに体験する喜びを得る機会を提供する 

12 月 11 日･18

日・2月 19日 

3 53 

インリーダー研修会 子ども会のリーダーとして活躍する児童および世話人を対象に

子ども会についての知識やレクリエーションゲーム等を学習す

る機会を提供する 

 

2月 26日 1 67 

本はともだち－おは
なしひろば 

読書活動推進のため、本の紹介、昔話など子どもたちに本の

楽しさを体感できる場を提供し、図書室の利用促進を図る 

4 月 21 日・5 月

19 日・6 月 23

日・7月 21日・9

月 29 日・10 月

27 日・12 月 22

日 

7 437 

中田 七夕 DE ない
と 

身近な夏の風物そして伝統ある七夕づくりを通して地域の活性

化と世代間交流を図る。 

7 月 24 日･27

日･31日・8月 3

日･4日･6日 

6 101 

中田市民センター 
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秋休み～ディキャン
プ inなかだ 

秋休み期間の児童を対象に地域の人材や素材を活用した野

外体験学習を行うことで、地域資源の有効活用と子どもたちの

経験値を高める 

10月 9日 1 21 

緑のカーテンを作ろ
う！ 

中田小学校で緑のカーテンを育てることを通して、子どもたちが

環境問題にに対する理解を深め、子どもたち自身が環境に対

する優しい生活を推進するきっかけ作りとする 

6 月 14 日・9 月

13 日・11 月 15

日 

3 95 

おやじと学校に泊ま
ろう 

指定避難所である小学校を会場に体験学習を通して、防災意

識を高めるとともに参加者同士の交流を図る。また地域の団体

同士の協力体制を強化する一助とする 

7月 17日･18日 1 93 

中田歴史講座 中田の歴史を学び、地域に対する愛情を育み、それぞれが歴

史を踏まえたまちづくりを考える場を提供する 

12月 19日 1 100 

地球にやさしい生活
はたのし 

日常生活においてごみの減量化など環境にやさしい生活が求

められている。生ごみからの堆肥づくりや雤水利用など実践方

法を学ぶ 

6 月 24 日・7 月

18 日・11 月 2

日･16日 

4 37 

災害に備えて体験し
ましょう 

まち歩きを通して、建物の耐震性や危険性に気づいた．講話や

演習を通して、災害への備えについて考える機会を提供する 

2月5日・20日・

3月 6日 

3 22 

なかだ健康くらぶ ウォーキングを中心に、高齢者に健康や体づくりのためのプロ

グラムを提案し、自立した生活をするためのステップとする 

6月 4日･11日･

18 日･25 日・7

月 2日 

5 66 

中田老壮大学 高齢者が定期的に学習の機会を持つことで心身ともに健康な

生活を送るための提案と、社会との接点を継続し、活動しやす

い環境づくりの一助とする 

5月 20日～3月

3日 

10 425 

ロビーコンサート 
『中田音楽歓』 

センターを利用する音楽サークルの発表の場とするとともに地

域住民が気軽に音楽に触れ、交流する機会づくりをする 

7 月 3 日・11 月

20 日・1 月 22

日・3月 5日 

4 213 

なかだ篝火コンサー
ト 

古くからの地元住民と新しい住民が音楽を通して集い、交流す

ることにより、地域に対する理解を深め、地域全体の活性化を

図る 

9月 18日 1 500 

中田まつり 市民センター利用サークルが学習成果を発表する場であり、地

域コミュニティの拠点としての市民センターの存在を多くの人た

ちに知ってもらう 

10 月 23 日･24

日 

2 6,750 

地域懇談会 地域住民が考える地域課題や地域情報についての情報を交

換・収集し、市民センターへの意見、要望を聞き取る場とする 

6月 30日・11月

10日・2月22日 

3 31 

災害に備えて安心し
ませんか－地域の中
での防災学習 

災害に対し地域として備えるため、新たにＡＥＤマップを作成し、

また、現在ある地域防災マップの活用術を地域へ発信すること

で防災意識を高める 

7 月 6 日・11 月

13日･27日  

6 75 

ジュニアリーダーと遊
ぼう 

ジュニアリーダーが自主的な企画を実施する場を設けることに

より、メンバーのスキルアップを図り、更なる活動につなげる 

10 月 24 日・12

月 25日 

3 258 

市民企画講座 
『中田のまち探検隊』 

地域住民が地域資源や魅力に気づき、問題点や課題を発見

し、新しい街づくりへ向けて考える 

8 月 21 日･28

日・9月 4日･25

日・10 月 2 日･

30日 

6 25 

サークル体験会 
－センターでやって
みようよ面白体験－ 

市民センターを利用しているサークルを、体験学習を通じて地

域住民に広く知ってもらう機会をつくることで、学習情報とサー

クル活動の支援を行う 

10 月 29 日・11

月 25日・1月27

日・3月 6日 

4 41 
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〔沿 革〕 
西多賀地区は、桜で有名な三神峯公園や富沢遺跡があり、仙台でも暖かく環境に恵まれた、住みやすい土

地である。昭和 50 年代、福祉に対する住民の要望が多様化し、自らが福祉活動に参加する傾向が現れてきた。

そのため、活動拠点となる地域の施設を求める要望が高まったことから、昭和 53 年仙台市として 5 番目の福祉

会館として開設した。昭和 58 年、地域住民のより幅の広い利用を可能にするため、名称を市民センターと改め

た。平成元年政令指定都市移行に伴い地域の社会教育充実のために公民館が組み込まれ、生涯学習の拠点

として活用されている。平成 3年には児童館が併設された。以後子どもから高齢者まで誰でも気軽に利用できる

市民センターとして親しまれている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 すこやかな成長を地域で支えるために 

参加者 中学生 参加延人数 ４６１人 

開催日 全３回  5月 25日(火)、8月 7日(土)、10月 24日(日) 

協力者・ 

協力団体 
西多賀中学校、太白区保健福祉センター 

ねらい 核家族化や尐子化の現代社会の中、地域で子どもを育てようといわれているが、犯罪の増加

などの安全に対する意識が日常の地域住民同士の関わりをも減尐させている。地域住民や

大人と中学生が関わり、心身共に著しく成長する時期を地域で支えていくために学校と連携

した事業とする。 

 

概要・成果 妊婦疑似体験、育児疑似体験、センターサークル「西多賀卓球同好会」の方々と西多賀中学

校卓球部の部員との交流練習会、西多賀中学校の吹奏楽部の「第 13回 西多賀ふれあいま

つり」への参加など。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

すこやか子育て 託児を経験したことのない母親が託児付き講座を体験し学ぶ

機会を持つことで、子育てに前向きになれるよう支援する。 

6 月 22 日・6 月

29日・7月6日・

7月 13日 

4 52 

おはなしひろば 本に親しむ機会の提供として、小学生を対象におはなし会を開

催し、心豊かな子どもの育成に寄与する。 

4月 21日～2月

16日 

12 321 

虫とり名人になって、
標本をつくろう 

実験・体験の授業が尐なくなった子供達に自然に対する観察

眼を育てるために標本づくりの基礎の習得。 

7月 31日 1 14 

インリーダー研修会 子ども会活動の活性化を図るために子ども会についての知識

や活動に必要な技術の習得につながる学習の場を提供する。 

2月 5日 1 77 

飛べ！天沼のホタル センターで飼育しているホタルを放流し、夏には観察会等を実

施することで地域の「天沼」への関心を高め、地域愛を育む。 

4 月 17 日・6 月

26日 

2 87 

大事にしたい伝統行
事  
「仙台七夕のいわれ」 
「冬の昔遊び」 

地域の講師を迎え、伝統の仙台七夕七つ飾りの作り方を提供

する。地域の方とけん玉・こまなどの遊びと餅つきを一緒に体

験する。 

7月 22日・12月

11日 

2 50 

西多賀市民センター 
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西多賀“通”になる検
定 

地域のことを学び、地域に対する愛着心を育む。西多賀に関す

る様々な事頄を検定形式で学ぶ。問題を通して地域をアピール

する。 

10月 23日～11

月 10日 

1 59 

西多賀のおもしろ歴
史 ～街道を歩く～ 

古人が巡った街道を歩き地域を学び、郷土の成り立ちを再認

識する。また学習の成果を集積し数年かけて歴史マップ作りも

考える。 

5 月 23 日・6 月

20 日・27 日・7

月 4日 

4 89 

はじめませんか～ノ
ルディックウオーキン
グ～ 

高齢化率が進展している。要介護者とならないために、健康維

持のための運動の方法を学び、健康に関心をもって頂く。 

10 月 10 日・10

月 17日 

2 32 

金剛沢小学校社会学
級共催 
「健康ウォーキング」 

疲れやすく運動不足になりがちな現代人に「歩くこと」の大切さ

を伝える講座。内蔵や血液の健康を維持することができる体つ

くりを学ぶ。 

11月 9日 1 25 

男子初めて厨房に入
る（料理入門） 

団塊の世代への家庭と地域の居場所づくりのためにサークル

化を目指した料理講座基礎編。 

5 月 16 日・5 月

23 日・5 月 30

日・6月 6日 

4 57 

西多賀寿大学 高齢者の誰もが地域の中で孤立することなく、心豊かに暮らし

続けられるよう、社会の変化に対応できる力を身につける為に

多種な学習を深め、大学生同士の地域交流を促す。 

5月 19日～2月

16日 

10 614 

「あたま」も健康です
か ～認知症の予防
について～ 

地域課題である認知症の増加に対し、正しい理解、予防方法、

介護保険との関係について学ぶ。 

10月7日・14日 2 32 

西の平・金剛沢サロ
ン 

高齢者が地域で豊かに暮らす為に近隣に声がけして気軽に参

加できるサロン風な場とする。また災害時に地域に顔見知りを

持てるように交流を図るため、高齢者が参加しやすいよう、地

域へ出向いての開催とする。 

11月 25日 1 10 

すこやかな成長を地
域で支えるために 

心身ともに著しく成長する中学生を地域で支えるために命の大

切さを知る機会や地域交流など学校と連携した事業を実施す

る。 

5 月 25 日・8 月

7日・10月24日 

3 461 

花ボランティア養成
講座 
－天沼公園に花壇を
作ろう－ 

地域の資源天沼公園に花壇をつくり、四季を通じた草花の手入

れの方法を取得し、継続して花壇整備をするボランティアの育

成 

5 月 13 日～10

月 28日 

11 70 

金剛沢小学校社会学
級共催事業企画会 

社会学級と共に高度な家庭教育の事業を企画実施するための

プランニングの場とする。連携を持つことにより、社会学級の組

織力とセンターの講座のノウハウを提供でき地域学習を展開で

きる。 

7 月 9 日・11 月

9日・26日 

3 22 

第１３回  西多賀ふ
れあいまつり 

作品展示、演芸発表、お茶席、ジュニアリーダーコーナー、こど

もまつりなどを実施し、学習発表の場、地域交流の場とする。 

10 月 23 日・24

日 

2 3,850 

西多賀市民センター
と地域を結ぶ懇談会 

地域課題や学習ニーズの把握のために、地域の各団体の

方々を委員とする地域懇談会を開催する。 

6 月 25 日・7 月

1日・8日・23日 

4 29 

おはなしボランティア
スキルアップ講座 

質のよいおはなし会を提供するために、おはなしボランティアの

スキルアップを目指す。 

2月2日・10日・

16日 

3 61 

ジュニアと遊ぼう 幼児から小学生を対象に気軽に参加できる交流の場を提供す

る。ジュニアリーダーの資質向上を図る。 

7月 17日・10月

24日・1月29日 

3 135 

西多賀検定委員会 地域についての知識と理解を深めることを目的とする。「西多

賀検定」の問題作成と運営を行う。 

5 月 27 日～12

月 26日 

12 60 

市民企画会議 
 「市民が気軽に参加
できる講座を企画し
よう」  

地域の方が気軽に参加でき、地域交流を促し、ほっとできる時

間を共有できるような講座を企画する。 

8 月 28 日・9 月

30 日・11 月 25

日 

3 15 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、八本松地区の国有地を取得し、昭和 59年 9月にコミュニティ防災センターを併設した複

合施設として着工し、昭和 60年 5月に開館した。さらに平成 20年 4月には、八本松児童館が新たに併設され

た。近辺には広瀬川が流れ豊かな自然環境に恵まれ、歴史資産として国指定を受けた郡山遺跡、北目城跡が

ある。長町副都心長町駅東再開発が行われ、歴史的情緒を持ち合わせつつ近代的な街並みを呈した地域で

ある。 

建物は八本松公園と隣接しており、町内会の集会や文化活動、レクリェーション、スポーツにと、子供から高

齢者まで誰もが気軽に利用できる市民センターとして、地域住民に親しまれている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 八本松データ館 

参加者 成人 参加延人数 ５３人 

開催日 

全７回   

8月 28日(土)、9月 11日(土)、10月 2日(土)、10月 9日(土)、10月 22日(金)、11月 2日(火)、

12月 17日(金) 

協力者・ 

協力団体 
せんだいメディアテーク 

ねらい あすと長町の開発や郡山遺跡の整備などで変貌する八本松･郡山地域の風景の記録を、地

域資産として残すべく集積する｡ 

概要・成果 地域の方に昔の写真の提供依頼をし、撮影年月や撮影場所を検証しながら写真をデータ化

した。市民まつり「第１５回うぶすなフェスティバル」で展示発表し好評を得た。 

写真の他に貴重なアルバムや、地図などを持参された方もあり、昔の地域の様子への関心の

高さがうかがえる。古い写真をきっかけに地域への関心を喚起できたので、今後も継続し、さ

らに広く写真を集め地域の資産としてデータを蓄積する。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

八本松子育てカフェ 子育て中の母親に仲間づくりの場を提供し、親子で楽しみ子育

てについて学ぶ講座として、親子リトミック・育児相談・おやつ作

り・フェスティバル参加などでコミュニケーションを育んだ。 

5 月 12 日～12

月 22日 

10 308 

ハート＆ハート コン
サート 

若い世代の親子がコンサートスタッフとして参加しコンサートの

運営など体験した。    「あきらちゃん＆らーめんちゃん」遊

びうたコンサート開催。 

4 月 14 日・21

日・23日・24日 

4 340 

インリーダー研修会 子ども会活動の充実と活性化を図るため、子ども会のリーダー

となる児童及び世話人を対象に「子ども会の意義と行事プログ

ラムの立て方・子ども会活動と世話人の役割」について学習 

2月 5日 1 71 

こどもわくわく体験 学校ではできない経験や体験を学ぶ事を目的に、ドッジボール

大会・陶芸・ベガ号・花あそびを実施。 

6 月 2 日・7 月

24 日・10 月 13

日・1月 21日 

4 204 

八本松広瀬川探検隊 地域にある広瀬川についての環境学習。広瀬川の生き物観察

とカヌー体験。サケの遡上の観察 

7月 31日・11月

14日 

2 83 

八本松市民センター 
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パソコン講座 
－かんたんエクセル
活用法 

地域活動に積極的に参加できるパソコンスキルを身につける。

郡山中学校のパソコン室を会場に、生徒も講師アシスタントとし

て参加。 

7 月 27 日・28

日・30日 

3 84 

八本松寿大学 歴史講座・音楽鑑賞・聴覚支援学校交流会・民謡・認知症サポ

ーター養成講座など  

5月 12日～2月

9日 

10 586 

市民企画講座 
―学びま専科― 

こころとからだの健康をテーマとし、卓球講座２回、調理実習４

回、エネルギー講座＆アロマフットセラピー１回を実施。 

7 月 16 日・28

日・11月 27日・

12 月 8 日・2 月

25日・3月4日・

6日 

7 114 

社会学級共催企画講
座 
「こどもを狙う危険な
落とし穴～ちょっと待
て！そのケータイ」 

社会学級共催の講演会。大人も子どもも利用しているインター

ネットや携帯電話の問題点を学び、トラブルに巻き込まれない

為の対処法を身につける。 

9月 17日 1 47 

地域防災講座  宮城県沖地震の災害防止講座と普通救命講習講座を実施し、

八本松地域合同防災訓練に参加。 

10月2日・10月

16日 

2 612 

手話の広場 手話講座基礎学習編と聴覚障害を持つ子ども達対象の遊びの

広場編。遊びの広場では、ニュースポーツ大会・クルスマスリー

スづくりなど、のびのび活動できる場となった。 

5 月 16 日・9 月

4 日・5 日・11

日・12月 5日 

5 54 

社会学級共催事業企
画会議 

八本松・東長町・郡山各小学校社会学級・市民センター共催

で、企画会議により講座講演等を企画する。 

6月 8日・7月 7

日・21日・9月 9

日・9月 17日 

5 44 

第１５回うぶすなフェ
スティバル 

プレフェスタダンスパーティー３回、前日祭・本祭り開催。フリー

マーケット・作品展示・舞台発表・縁日・抽選会など地域市民と

共に祭りを行いコミュニティづくりの推進に寄与する。 

4 月 24 日・25

日・11月 5日・6

日・7日 

5 4,380 

ふれあいコンサート 地域住民に生の音楽に触れ親しむ機会と集いの場を提供。ク

ラシック、ジャズ、クリスマスイベント、街かどコンサート市民セ

ンター編等開催。  

5 月 9 日～3 月

4日 

11 590 

市民懇話会 
いいまち八本松を考
えよう 

連合町内会、小学校と協働しネットワークづくり・地域課題を見

出す。 

12月 4日 1 6 

八本松歴史再発見 重要な遺跡を抱えるこの地域について学び、その歴史的遺産

について認識し広報する人材を育成。文化負課による遺跡学

習・見学会開催。そののち遺跡案内マップ作成。 

6 月 11 日～12

月 17日 

11 107 

八本松剪定ボランテ
ィア養成講座 

剪定技術のスキルアップを図りボランティア活動を推進。 5 月 22 日・29

日・6 月 5 日・9

月 18日 

4 51 

八本松データ館 変貌する八本松・郡山地域の風景の記録を地域資産として集

積。 借用した写真などの資料のデータ化・編集作業。センター

まつりにて発表。 

8 月 28 日・9 月

11 日・10 月 2

日・9 日・22 日・

11月1日・12月

17 

7 53 

市民企画会議 
－学びま専科－ 

地域課題や現代的課題など、素案から取り組み企画運営す

る。 

6月 16日・23日 2 12 

うぶすな塾 地域指導者を招き、囲碁教室開催２回開催・浴衣着付けの基

本と帯結びを学ぶ。 

5 月 21 日・5 月

26日・8月 3日 

3 64 
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〔沿 革〕 
八木山市民センターは、昭和 62年４月 6日、仙台市单西部に位置し昭和 30年後半～40年代中頃にかけて

整備・開発された豊かな自然と調和の取れた住宅地である八木山地区に、開館。 

センター隣接地が、平成 27 年開業予定である地下鉄東西線の西起点（動物公園駅）となることから平成 20

年 11 月体育館が新たにセンター北側に増設された。市民の自主活動及び生涯学習の拠点施設として利用さ

れ親しまれている。また、八木山動物公園や八木山ベニ-ランドなどのレクリエーション施設をはじめ、大学、野

草園、放送局、総合病院など学術・文化・医療等の施設が揃い、地域住民ばかりでなく広く仙台市民に親しま

れている地域でもあるので、今後ますます大きな変貌が予想される。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 こどもにやさしい yagiyama ～秋の八木山フェスタ～ 

参加者 一般 参加延人数 ９０００人 

開催日 全１回  11月 3日(水) 

協力者・ 

協力団体 
共催：八木山動物公園、仙台市公園緑地協会、八木山ベニーランド、東北工業大学 

ねらい 官民の枠を越え、八木山動物公園、八木山ベニーランド、仙台市公園緑地協会及び東北工

業大学との共催、並びに八木山地区の２連合町内会との連携を図り、①こどもにやさしい八

木山②地域の交流③公営と民営のコラボレーションをテーマに八木山の活気ある人づくり、

街づくりを目的に開催する。 

 

概要・成果 八木山・八木山单両小学校と PTA の協力を得て、ポスターコンクールを実施した。地域の子

ども達とその家族に、フェスタの認知を高め、参加意識を持ってもらう効果は大きかった。 

市民センター利用のサークルの方々の協力も定着し、地域との交流に貢献している。今回は

市民センター企画のおもちゃ交換会を開催、地域の子どももボランティアスタッフとして参加し

た。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

親子のおはなし会 
「クリスマス スペシャ
ル２０１０」 

情操豊かな子どもの育成と親子の温かいコミニュケーションを

促がすことを目的に絵本や紙芝居などで楽しい時間を過ごす 

12月 11日 1 27 

ジャンボかるた大会 遊びを通して父親と子どもの絆を深める 1月 23日 1 45 

インリーダー研修会 子ども会活動の充実を図るため、児童及び世話人を対象に学

習する 

2月 19日 1 74 

自転車で学ぶ社会の
ルール 

悲惨な事故から身を守る為、通学や移動に自転車の使用頻度

が多くなる前に、正しい交通規則や整備の仕方を学ぶ 

7月 2日 1 265 

八木山子どもひろば 「子どもの居場所作り」と異年齢間の交流を目的に健全な余暇

活動の場を提供する 

7 月 24 日・8 月

21 日・9 月 25

日・11月 20日・

12月 18日 

5 66 

子どものための囲碁
教室 

子どもの土曜日の居場所作りとして健全な余暇活動の場を提

供する 

4 月 3 日～3 月

5日 

30 559 

八木山市民センター 
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YAGIYAMAカップ３on
３大会 

中学・高校生などの若い世代がセンターを利用したり、事業に

参加するよう３ｏｎ３バスケット大会を開催する 

2月 19日 1 29 

「地域の先輩からワ
ンポイントアドバイス」
英語について 

地域の中学生が小学生にあそびながら楽しく英語を教えること

で親睦と交流を図る 

9月 25日 1 16 

八木山自然探索講座 環境保全の大切さを理解し、自ら進んで活動するきっかけ作り

の場となるよう八木山地区の自然について学ぶ 

4月 15日～2月

17日 

10 462 

やぎやまシニア大学 高齢者の生きがい作りや社会活動の参加を促がす為の多分

野における教養講座 

5 月 13 日・6 月

10日・7月8日・

9 月 9 日・10 月

14 日・11 月 11

日・12月 9日・1

月 13日・2月10

日 

9 399 

こころにひびけコンサ
ート 

地域住民が気軽に音楽を楽しめる機会と住民相互の交流の場

を提供する 

8月 27日 1 55 

科学の目で文学に迫
る～奥の細道・科学
でたどる～ 

講座から新たな興味へと発展し互いに触発し交流が深められ

るよう地域人材を活用し、科学の目で奥の細道を辿る 

7月 3日 1 53 

「八木山いま・むか
し」～変貌する八木
山を後世に伝えるた
めに～ 

地下鉄工事に伴い大きく変貌しつつある八木山の今昔を探り、

後世への伝承と新たな地域住民相互の交流を図る 

6 月 12 日・7 月

10 日・8 月 28

日・9月 18日 

4 100 

在仙外国人向け日本
語講座「日本語ティー
ルーム」 

在仙の外国人に生活日本語を指導し快適に生活できるよう支

援することで国際交流と相互理解を深める 

通年 69 2,475 

こ ど も に や さ し い
yagiyama～秋の八木
山フェスタ～ 

八木山の活気ある人・街づくりを目的に地域ぐるみで祭りを開

催する 

11月 3日 1 9,000 

第２２回八木山市民
センターまつり 

地域住民の交流と地域の活性化を目的に地域住民とセンター

で活動するサークルの発表の場として、まつりを開催する 

10月9日・10日 2 2,800 

「八木山気軽に事業
運営懇談会」 

地域課題や多彩なニーズ、センターに対する要望等気軽に話

合う 

12 月 4 日・2 月

4日 

2 12 

図書ボランティア研
修会 

図書室の円滑な運営に役立つ技術を学び市民の読書推進に

財献する 

6 月 8 日・2 月

22日 

3 77 

「日本語ティールー
ム」託児ボランティア
研修会 

託児を希望する学習者が安心して学習できるよう託児する上で

の技能を高める研修を行う 

5 月 28 日・9 月

22 日・12 月 10

日 

3 37 

「日本語ティールー
ム」教師ボランティア
研修会 

外国人学習者の支援のために、問題の解決に必要な知識の

習得と指導の技能を高める研修を行う 

6月 25日・11月

19日 

2 33 

市民企画会議 パパ
もおいでよ「いっしょ
にあそぼう！！」 

地域住民が企画等に関わることで経験したことを地域活動に還

元できるよう子育て支援事業を企画・運営する 

6 月 5 日～1 月

23日 

10 26 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、コミュニティ防災センターを併設して昭和 62年 4月 17日に開館した。 

本地域は旧笹谷街道に沿った地域で戦後住宅街として開発、発展してきた。当市民センター周辺は縄文遺

跡や鹿除土手などの歴史遺産や昔ながらの自然を残す恵まれた環境のなか、太白消防署や郵便局、鉤取球

場、縄文の森広場など防災・防犯、スポーツ施設、学びの場となっている。また、国道 286号線沿いには近年大

型商業施設などの進出がみられる。こうしたなか、当市民センターは地域の生涯学習や地域コミュニティづくり、

交流の場として地域住民に広く活用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 江戸人から学ぶ生活の知恵ー江戸しぐさ 

参加者 一般 参加延人数 ７０人 

開催日 全１回  10月 8日(金) 

協力者・ 

協力団体 
連携：上野山小学校社会学級、太白小学校社会学級 

ねらい 「江戸しぐさ」から江戸商人の暮らしの知恵を学ぶことで今に生かし、豊かな人間関係の一助

とする。 

概要・成果 江戸の町に住んでいた人々のトラブルを防ぐための知恵「江戸しぐさ」を学んだ。 

「江戸しぐさ」という先人の知恵を多くの方に知って頂き、人を思いやることの素晴らしさを改

めて見直すことで、日頃の自分自身の行動や考え方等を考える良い機会になった。 

社会学級との連携講座だったが、一般の受講生が講演会に参加することで、社会学級の活

動や市民センターとの連携事業についての理解が広まった。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育てママの山田ほ
っとカフェ 

子育ての不安やストレスの解消の為に様々な観点から学びを

提供し、子育ての一助とするとともに、仲間作りに繋げる。 

9 月 15 日・29

日・10月 20日 

3 55 

インリーダー研修会 子ども会活動の意義、インリーダー・世話人の役割などを学

び、子ども会活動に役立てる。 

1月 29日 1 51 

「ごはん」を食べよ
う！ 

自分で調理をする機会が多くなる中学生・高校生に調理実習を

通して「米」を食べることの大切さ、「米」のおいしさを実感しても

らう。 

7 月 25 日・8 月

8日・22日 

3 22 

山田わんぱくクラブ 子ども達がいろいろなことに挑戦し、命を大切にする心、生きる

力を養い、心豊かな精神、考える力、想像力を育てる。 

6 月 19 日・7 月

24 日・8 月 21

日・10月 13日・

11 月 27 日・12

月 18日 

6 135 

働く世代のためのリ
フレッシュ講座 

働く世代を対象にヨガを学んでもらい、肉体的な症状だけでなく

ストレス解消に役立ててもらう。 

11 月 19 日・26

日・12 月 3 日・

10日・17日 

5 68 

山田歴史散歩 
ー羽黒大権現と山田
羽黒神社 

地域の歴史に触れ現地探訪することで、地域への愛着心を育

て、その魅力を再発見するとともに、地域住民の出会いの場や

学びあいの場を提供する。 

10 月 29 日・11

月 10日 

2 38 

山田市民センター 
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身近な薬草で健康づ
くり 

身近にある薬草の正しい使い方や、日常生活への活用方法を

学び健康への意識を高める。 

5 月 19 日・6 月

2日・16日 

3 79 

山田あばいん倶楽部 地域住民の特技、知識をお持ちの方々に活動の場を提供する

と共に、地域の方々が気軽に楽しく参加していただき、交流で

きる場を提供する。 

6 月 30 日・7 月

7 日・8 月 4 日・

9 月 1 日・10 月

6日・12月1日・

2月 2日 

7 51 

江戸人から学ぶ生活
の知恵－「江戸しぐ
さ」 

江戸の町に住んでいた人々のトラブルを防ぐための知恵「江戸

しぐさ」を学び、スムーズな人間関係を築くための一助とする。 

10月 8日 1 70 

市民企画講座「身近
にエコを楽しもう」 

深刻化している環境問題について、身近にできることを取り上

げ、日常生活でも環境に配慮できるような生活方法を学び環境

についての意識向上に役立てる。 

11 月 18 日・12

月 2日・16日 

3 50 

山田豊齢大学 高齢者が地域の中で孤立することなく暮らす為の生涯学習や

交流の場を提供する。 

5月 20日～3月

10日 

10 594 

山田いきいき健康塾 高齢者はもとより若い世代からの健康づくりへの意識改革と市

民が取り組みやすい健康づくりの環境整備を展開する。 

6 月 11 日・18

日・9月 3日・17

日・10 月 1 日・

11 月 16 日・30

日・12 月 7 日・

14日 

9 204 

鈎取山親子スタンプ
ラリー大会 

昨年作成した鈎取山マップを活用して親子でスタンプラリーを

行うことで、地元にある自然に親しみ、参加者相互の交流の機

会とする。 

11月 20日 1 9 

社会学級連携事業企
画検討会 

社会学級が地域の抱える課題や問題について情報交換し、地

域への学習課題を提起し、学習機会を提供するための検討会

を開催する。 

5 月 21 日・7 月

16日・10月8日 

3 30 

山田ふれあいまつり 地域住民と市民センター利用者の学習成果を広く発信し、相互

の交流をはかる。 

11月 6日・7日 2 3,750 

山田みんなのオン・
ステージ 

センターを利用するサークルや地域のサークルに発表の場を

提供するとともに、地域住民の交流を促進する。 

6 月 5 日・7 月

22 日・9 月 18

日・10月 16日・

12 月 4 日・2 月

12日 

6 332 

山田地域懇話会 地域の有識者と地域の課題、ニーズについて意見交換し、より

よい市民センター事業の実施、地域拠点としての機能充実を図

る。 

10月16日・2月

19日 

2 31 

「山田あばいん倶楽
部」運営ボランティア
養成講座 

「あばいん倶楽部」の事業をボランティアによる手作りで実施す

るために、また地域の住民が市民センターや地域の施設に積

極的に関わることを目的として運営するボランティアを養成す

る。 

6 月 30 日･7 月

7日･9月 1日 

3 30 

市民企画会「環境に
やさしいまちづくり」 

環境問題について地域住民とともに取り組み、企画展開する。 5 月 20 日・27

日・6月 17日・8

月 26 日・10 月

17 日・11 月 18

日・12 月 2 日・

16日 

8 39 

山田サークル体験会 地域住民に活動の機会を提供するとともにサークル活動の活

性化に役立てる。 

1月8日・18日・

20 日・21 日・28

日・2月 3日 

8 41 
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〔沿 革〕 
茂庭台地区は仙台市西部で青葉区に隣接し、西道路を利用すれば市内中心部より約 20分の距離に位置す

る。当センターは昭和 63年 4月にコミュニティ防災センターとともに設置され、平成元年 4月から地域社会教育

の拠点として公民館事業が開始され、平成 2 年から児童館が併設された。近隣には高層マンションや多くの福

祉施設があり、周囲の自然環境と調和し地域コミュニティの場となっており、高齢者、子ども、福祉施設の方々、

外国人居住者の利用も多く生涯学習の輪も広がっている。また、地域住民、各種団体に参画を頂き地域性を生

かした事業、地域人材を活用した講座や地域課題に即した講座を開催している。 

 

〔特色ある事業〕 
 

事業名 よみがえれ！水道山 

参加者 成人 参加延人数 ７０人 

開催日 

全７回   

4月 23日(金)、5月 13日(木)、6月 10日(木)、7月 8日(木)、9月 9日(木)、10月 7日(木)、

11月 18日(木) 

協力者・ 

協力団体 
茂庭台剪定クラブ 

ねらい 自然公園である水道山には遊歩道などがあるものの、殆ど整備されずに雑然としていたた

め、21 年度の講座で倒木の除去や遊歩道の整備などを行い、地域住民の関心も高まって来

た。22 年度も整備作業を継続して行い、水道山を甦らせ、地域の憩いの場にすることを目的

にする。 

 

概要・成果 水道山を地域の憩いの場としての整備が進んだ。遊歩道、倒木整備など行い、倒木や伐採

した木を利用し、ベンチやイスなどに再利用することができた。 

目的を共有することで参加者の交流が深められた。また、その後参加者が市民センター・児

童館行事等のボランティアスタッフとして協力してくれるなど活動が広がった。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

ベガ号がやってきた 
「星空観察会」 

星座観察会を通じて、親子のコミュニケーションを図る 11月 19日 1 69 

乳幼児親子 
「おしゃべりカフェ」 

乳幼児の母親を支援する為に地域の子育てネットワークを整

備し、母親の孤立化を防ぐ。 

5 月 27 日・7 月

29 日・11 月 26

日・12月 1日 

4 149 

インリーダー研修会 子ども会活動の充実を図るため、子ども会のリーダーとして活

動する児童及び世話人を対象に子ども会についての知識やレ

クリエーション・ゲームなどを行う。 

2月 12日 1 61 

梨野こどもファーム 児童館・地域支援団体と協働し、子どもたちが地域の畑で野菜

を育てることにより、土に触れ地元でつくった野菜に関心をもつ

ことを目的とする。 

5 月 15 日・6 月

12 日・7 月 24

日・9 月 18 日・

10 月 23 日・11

月 6日 

6 126 

中学生避難所ボラン
ティア体験２０１０ 

中学校の生徒が、災害時の避難所ボランテイアをするための

初心者訓練。学年別に仮設トイレ設置、応急手当訓練、AED講

習を体験 

6月 9日 1 240 

茂庭台市民センター 
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みんなができる「エ
コ」体験 

家庭で出たゴミのリサイクルに関心を持ち、ゴミ削減の意識を

高める。 

5 月 26 日・6 月

2日・9日 

3 25 

茂庭台大学 健康で前向きに過ごすことの提案や趣味を広げる機会など

様々な学習機会を提供。また運営委員会による企画は受講生

同士の交流を深めた。 

5月 21日～3月

4日 

10 390 

ふれあいサロン 一人暮らし高齢者が地域に溶け込めるよう、茂庭台地区社会

福祉協議会とともにサロンを開催する。 

8 月 6 日・12 月

11日 

2 106 

チャレンジ・ザ・ゲー
ム  ２０１０ 

市民センター周辺のスポーツ広場や街並みを活かしたスポー

ツ企画で地域交流活性化を図る。 

10月 23日 1 69 

「よみがえれ！水道
山」 
水道山自然観察とク
ラフト 

市民企画により開催。地域の里山の植物観察会と里山の素材

を使用しクラフト作りを行う。 

6 月 5 日・10 月

9日 

2 32 

音楽のある街茂庭台 
「ふれあいコンサー
ト」 

市民企画員と協働しコンサートを企画運営することで、世代を

超えた住民交流の場を設け地域活動の活性化を図る。 

10 月 16 日・12

月 18日 

2 130 

体験したい！おしえ
たい 

地域住民の知識や特技を活かせる場を提供することで地域人

材を発掘し、住民の交流を図る。 

6 月 10 日・24

日・7月 1日・15

日・22 日・8 月

27 日・9 月 10

日・10月 15日・

11月 12日 

9 64 

茂庭台地区市民文化
祭 

地域のサークル、個人が参加してステージ発表・展示発表・お

話会・出店を行った。じどうかんまつりも同時開催した。 

10月 2日・3日 2 2,800 

地域懇談会 
（事業推進委員会） 

地域課題のアセスメントを行い、課題解決のための事業へと反

映させる。また各団体のネットワーク化を促進する。 

7 月 2 日・9 月

10 日・10 月 15

日・11月 19日・

1 月 14 日・2 月

22日 

6 90 

ジュニアリーダーと遊
ぼう 

ジュニアリーダーの活動を地域の方々に広く知ってもらうと共

に、中高生の活動の活躍の場を提供する。 

7月 25日・10月

3日 

2 170 

「よみがえれ！水道
山」 整備事業 

里山を整備し憩いの場にすることを目的に開催。遊歩道、倒木

整備など行い倒木を利用しベンチなど作成。 

4 月 23 日・5 月

14 日・6 月 25

日・7 月 9 日・9

月 10 日・10 月

22 日・11 月 18

日 

7 70 

市民企画「水道山の
自然と素材」 

地域の里山を素材に「植物観察会」「クラフト作り」を企画開催し

た。 

4月 3日・10日 2 6 

音楽のある街茂庭台  
「ふれあいコンサー
ト」企画会 

「ふれあいｺﾝｻｰﾄ」を企画運営し、住民の音楽発表の場、住民

が気軽に音楽を楽しみ交流できる場を提供する。 

4 月 10 日・5 月

28 日・6 月 30

日・7 月 30 日・

12月17日・1月

21日・2月26日 

7 35 
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〔沿 革〕 
東中田市民センターは、平成元年 4月に児童館、保健センター、コミュニティ防災センターを含む複合施設と

して開館した。 

仙台市太白区の東单端・名取川下流域に位置するこの地区は、名取川と広瀬川の合流点にも近く、素晴らし

い自然環境に恵まれ、古墳や寺社仏閣などの歴史的資産を有している。 

農村地帯であったこの地域に、近年は高層の市営住宅や高齢者福祉関連施設、ミニ開発による一戸建て住

宅が次々に建設され、商業地帯の発展も著しい。新旧住民が混在し、地域が急速に発展している地域環境に

あって、今後、総合的かつ重層的な地域コミュニティの確立が望まれている。 

 

〔特色ある事業〕 
 

事業名 東中田防災ボランティア養成講座 

参加者 地域住民 参加延人数 １９７人 

開催日 全３回  7月 15日(木)、7月 24日(土)、9月 7日(火) 

協力者・ 

協力団体 
東中田町内会連合会、四郎丸小学校、地区社会福祉協議会 

ねらい 確実に発生するといわれる宮城県沖地震に備えて、地域防災の総合力を充実させるため

に、中高生や主婦、高齢者などを対象として、防災ボランティアを養成し、地域の防災意識の

向上を図るとともに、災害に対応できる体制の確立をめざす。 

概要・成果 地域住民を対象として、防災についての講話、避難所でのトイレ組み立て訓練、AED 取扱訓

練等の講座を実施し、地域防災力を高めた。 

町内会や地域の団体と連携して、より実践的な緊急避難体制を確認することができた。また、

町内会だけでなく、地域の学校と連携することで、より多くの地域住民に防災意識を喚起する

ことできた。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

ママといっしょに遊ぼ
う！ 

育児で孤立しがちな若い親を対象として本の読み聞かせ、工

作など親子遊びの講座を実施し、受講者同士が交流を図った。 

6 月 23 日・29

日・7月 7日 

3 78 

親子で作る楽しい朝
ごはん 

一日の食事の要となる朝食づくりを親子で実習し、栄養バラン

スや食の大切さを学んだ。 

6 月 19 日・26

日・7月 3日・10

日 

4 56 

インリーダー研修会 子ども会の世話人と児童を対象として、子ども会活動の意義や

役割について講話から学び、活動に役立つゲームをジュニアリ

ーダーと一緒に実習した。 

2月 5日 1 21 

かにっこおはなしタイ
ム 

センターで育成した読み聞かせボランティアを活用して、小学

生を対象とした児童書や名作などの読み聞かせ会を行った。 

5 月 12 日・7 月

14日・9月8日・

11月10日・1月

12日・3月 9日 

6 164 

人形劇がやってくる 昔話を題材とした人形劇の鑑賞会を行い、劇団員と交流を図り

ながら、子どもたちと地域の高齢者が観劇した。 

11月 25日 1 109 

東中田市民センター 
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母なる川ー名取川を
探る 

親子を対象として、名取川の上流から下流までの移動学習を

行い、流域の歴史や自然、環境等について学んだ。 

6 月 12 日・7 月

17 日・10 月 16

日・11月 20日 

4 97 

東中田わくわくタイム 学校の長期休み中に開催し、小中学生が普段学ぶ機会が尐な

い課題をセンター利用サークルや地域講師の協力を得て、地

域の大人と共に学んだ。 

7 月 10 日～10

月 8日 

12 264 

介護を見直そう 介護の基本を講話と実技から学び、学習後の茶話会で、孤立

しがちな介護者同志の交流を図った。 

10 月 21 日・28

日・11月 5日 

3 58 

楽々クッキング そばうちと地場野菜の料理実習から食生活の見直しと食育を

進め、託児付、夜間講座も設けて、男女を問わず料理への参

加を促した。 

9月3日・10日・

17 日・12 月 10

日 

4 40 

社会学級連携事業 
「洞口家住宅見学 」 

社会学級生が企画・運営し、近くにある県の有形文化負・洞口

家住宅を見学し、地域への理解を深めた。 

7月 22日 1 25 

市民企画事業 
「東中田ふるさと再発
見」 

市民企画員が企画して、史跡探訪とシンポジウムの講座を開

催し、地域講師から地域の歴史や風習を学んだ。 

10 月 13 日・20

日・23日 

3 72 

身近かなリサイクル
パートⅡ～ゴミ削減と
リサイクルを考える～ 

ごみリサイクル施設の見学と不用品を活用した小物の製作を

行い、ごみ削減と環境問題に対する意識を高めた。 

7月6日・27日・

8月 3日 

3 47 

東中田老壮大学 現代社会に対応したテーマや健康増進等について、地域の高

齢者が共に学び合い、互いに交流と親睦を深めた。 

5月 12日～3月

2日 

10 545 

東中田健康づくり講
座 
「ノルディックウォー
キング」 

高齢者がノルディックウォーキングを体験して健康増進への意

欲を高め、名所・見所を巡る活動コースを歩くことで地域への理

解も深めた。 

5 月 22 日・29

日・6月 5日 

3 41 

社会学級連携事業 地域の社会学級・２団体と連携し、生涯学習のあり方や事業企

画について共に学び、連携事業を企画運営した。 

5 月 10 日・24

日・28日 

3 36 

東中田市民まつり 地域の４団体が共催し、センター利用サークルやボランティア

が運営にあたって、バリアフリーに配慮したまつりを開催した。 

10月 3日 1 3,800 

東中田ファミリーコン
サート 

地域の音楽団体に呼びかけ、出演者自らが実行委員となり、

地域に密着したアットホームなコンサートを企画運営した。 

2月 12日 1 115 

東中田地域懇話会 各回毎に参加者とテーマを変えた懇話会で情報交換をはかり、

市民センターへの理解を得るとともに、地域課題について話し

合った。 

11月27日・2月

3日・19日 

3 33 

東中田防災ボランテ
ィア養成講座 

地域住民を対象として、防災についての講話、避難所でのトイ

レ組み立て訓練、AED 取扱訓練等の講座を実施し、地域防災

力を高めた。 

7 月 15 日・24

日・9月 7日 

3 197 

『～東中田～ふるさと
再発見』市民企画会
議 

公募した市民企画員が、地域への理解と愛着を深めることを目

的として、地域資源、魅力を学ぶ講座を企画運営した。 

4 月 21 日・28

日・5 月 12 日・

10月 27日 

4 15 
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〔沿 革〕 
当市民センターは、平成９年 4 月に、市内５２番目の市民センターとして児童館・コミュニティ防災センターを

併設して開設された。 

当地域は、市内最单端部に位置し住宅地・商業地として発展している。また自然環境に恵まれ、柳生和紙な

ど伝統工芸も残されている。マンション等の建設に伴い、他地域からの転入者も多く、若年層の世帯が比較的

多い地域である。 

こうした地域の特性と施設の機能を活かしながら、住民の多様化に対応した生涯学習の地域拠点として各種

事業を展開し、地域のコミュニティ・住民の自主的活動の場としての役割を担っている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 柳生和紙講座 

参加者 成人 参加延人数 ６９人 

開催日 全４回  10月 7日(木)、10月 14日(木)、10月 21日(木)、10月 31日(日) 

協力者・ 

協力団体 
柳生和紙工房、柳生和紙プロジェクト 

ねらい 柳生地区の伝統工芸である和紙に関わる人材の高齢化に伴う支援の必要性や柳生和紙の

歴史の伝承および地域資源の保存の大切さを知ってもらう。 

概要・成果 地域で唯一残っている和紙工房で歴史や製造工程を学びながら和紙漉きを体験し、一閑張

り（和紙の柿渋塗り）の作品制作を行った。完成品は市民センターまつりで展示発表した。 

和紙の特性を活かした作品制作などを通して柳生和紙の魅力にふれ、貴重な地域資源を伝

えていく大切さを再認識した。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育て支援｢親子で
ホップ・ステップ・ジャ
ンプ｣ 

①講話「心と体の発達」②わくわくおやつで健康作り③絵本や

手作りおもちゃで育む心④ママさんブラスぴよぴよ隊と交流会

を通して、育児不安の解消と仲間づくりに役立った。 

6 月 22 日・29

日・7月 6日・17

日 

4 33 

夏休み体験学習 
「おもしろ科学実験」 

仙台高専名取キャンパス「リカレンジャー」による空気砲、ブー

メラン作りなどの科学あそびを行い科学の不思議を体験した。 

7月 24日 1 45 

インリーダー研修会 西中田・柳生小の地区子ども会のリーダーとなる児童および世

話人を対象に子ども会活動に必要な知識や技能を学習した。 

2月 12日 1 76 

ミュージックベル講座 子ども達の健全な居場所作りとして練習を重ね、オータムコン

サートでその成果を発表した。また、地域の高齢者サロンより

演奏を依頼され発表し、子ども達の大きな自信につながった。 

8 月 21 日・28

日・9月 4日・11

日・ 18 日・ 25

日・10月 2日 

7 61 

小学生手話入門講座 聴覚障害のある講師より手話の直接指導を受ける。手話通訳

として「柳生手話サークル」が毎回支援を行い、基本的な手話

の習得と障害者への正しい理解を深めた。 

5 月 29 日・6 月

26 日・8 月 28

日・9 月 25 日・

10 月 23 日・11

月 27日・1月22

日・2月 26日 

8 86 

柳生市民センター 
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柳生中学校開放講座 柳生中教職員、地域ボランティアを講師に各種検定、科学実

験、パソコン、音楽鑑賞、民族舞踊、ブックトーク、卓球、料理な

ど１７講座を開講し、地域の学習の場を提供した。 

7月6日～12月

4日 

49 674 

バック・トゥ・ザ小学校 西中田小４学年の音楽の授業を一緒に体験、郷土の民謡につ

いて学び、発表した。 

9月 28日 1 6 

楽しく・無理なく健康
づくり！「ノルディック
ウォーキングに挑戦」 

年代・性別・体力にかかわらず自分のペースで取り組めるノル

ディックウォーキングを体験した。受講者はその後も継続して取

り組んでいる 

9 月 2 日・9 日・

16日 

3 29 

柳生和紙講座 柳生和紙の継承者である佐藤さんの工房で和紙漉き体験、和

紙を使った作品制作およびセンターまつりでの展示発表を行っ

た。 

10 月 7 日・14

日・21日・31日 

4 69 

楽しもう！退職後ライ
フ 

①金制度の仕組み②ノルディックウオーキング体験③～⑥地

域サークル活動見学などをとおして、地域で活動するヒントを見

つけることができた。 

1 月 29 日・2 月

5 日・18 日・19

日・26日・3月 9

日 

6 37 

柳生シニアスクール 地域の学びの場として、旅、文学、落語、音楽などの教養講座

および高齢者福祉制度、環境施設見学など様々な課題に対応

した講座を実施し、自己のライフスタイル向上に活かすことがで

きた。 

5月 26日～2月

23日 

10 350 

おいしく学ぼう in柳生 柳生産野菜の栄養価と無駄なく活用する調理法を学んだ。また

産直野菜を使った柳生小学校の給食を試食した。 

11 月 16 日・30

日・12月 14日 

3 35 

街かどコンサート 仙台国際音楽コンクール関連事業として市民センターを会場に

ピアノとヴァイオリンの演奏を楽しんだ。本格的なクラシックに

ふれるよい機会となった。 

3月 9日 1 82 

オータムコンサート 地域の学校や市民センター利用サークルの音楽の成果発表の

場を提供。１２団体が参加し、今後の活動の励みになった。 

10月 2日 1 1,100 

柳生市民センター・児
童館まつり 

市民センター利用サークルや管内小中学校・各町内会等の作

品展示および児童館子ども遊びのコーナーを設け、世代を超え

た地域住民の交流の場となった。 

10月 31日 1 1,200 

町内会交流会 中田西部町内会の９町内会の代表者との懇談をとおし、市民

センター事業を紹介し支援と協力を求めた。また事業に対する

要望・意見、地域情報を収集することができた。 

7 月 10 日･2 月

25日 

2 24 

地域懇話会 小中学校や地域の関係団体との意見交換を行い、地域課題や

ニーズを共有し市民センター事業へ反映させることができた。 

6月 30日 1 10 

お話ボランティア養成
講座「お話楽しみた
い」 

幼児対象の読み聞かせボランティアを養成した。毎月おはなし

会を開催し、センターまつりにも参加した。 

5 月 21 日・28

日・6月 4日・11

日・18日 

5 48 

柳生あそびの広場ー
ジュニアと遊ぼう 

小学生がジュニアリーダーと一緒にゲームや工作をとおして交

流し、学校外で楽しく活動することを学んだ。 

12月 18日 1 33 

市民企画会議「団塊
の主張」 

退職者の地域デビューへのきっかけとするために、市民センタ

ー事業の企画運営に携わり「楽しもう！退職後ライフ」を企画し

た。 

6 月 26 日・7 月

23 日・9 月 29

日・12 月 4 日・

17日 

5 9 

サークル一日体験 サークル活動の活性化を図るため、センターで活動する自主サ

ークルの活動紹介をした。１８サークルが参加し体験者２０名の

うち１８名が入会した。 

11 月 27 日・30

日・12月 1日・2

日・3 日・4 日・8

日・9日・14日 

9 22 
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〔沿 革〕 
秋保市民センターは、社会教育法の制定に伴い、昭和 26年 4月秋保村公民館が設置され、昭和 42年 4月

町制施行に伴い秋保町公民館、昭和 63年 3月仙台市と秋保町の合併により秋保公民館、平成元年 4月に秋

保市民センターと改称され現在に至っている。 

馬場市民センターは、昭和 52年 3月旧秋保町時代に開設され昭和 63年 3月仙台市と秋保町の合併により

馬場公民館、平成元年 4月に馬場市民センターと改称され現在に至っている。 

湯元市民センターも昭和 53年 3月秋保町時代に開設され、昭和 63年 3月仙台市と秋保町の合併により湯

元公民館、平成元年 4月に湯元市民センターと改称され現在に至っている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 秋保郷土かるた大会 

参加者 地域住民 参加延人数 １４８人 

開催日 全１回  1月 15日(土) 

協力者・ 

協力団体 

共催：秋保学びのコミュニティづくり推進事業「がんばれ秋保っ子推進委員会」、 

秋保郷土かるたの会 

ねらい 秋保の風土・伝統・文化についてわかり易くつづった「秋保郷土かるた」を用いて大会を行

い、自分達の暮らしている地域についてさらに理解を深める。また、小学生から老人会会員ま

で、広く世代間交流の場とする事で，地域の一体化を促進する。 

概要・成果 「秋保郷土かるた大会」を用いたかるた大会。秋保地区小中学生、地域住民が３人１組でチ

ームを編成し対戦した。今年から秋保学びのコミュニティ推進事業の一環として事業を開催し

た。学校の先生方の協力を得ることができた。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

あきう子育て広場 絵本の読み聞かせや手遊び、親子遊びの大切さを学んだ。親

子でのクッキング体験や、子育ての悩みについて情報交換や

交流会を行った。 

7 月 8 日・10 月

14 日・11 月 25

日 

3 52 

秋保ファミリー体験講
座「あきう遊々クラブ」 

秋保の自然の中で、季節ごとの自然観察会や作品作りを親子

で体験。樹木博士認定問題に取組み、認定証を交付した。 

6 月 27 日・8 月

8 日・10 月 31

日・11月 28日・

1月 16日 

5 70 

インリーダー研修会 子ども会活動に必要な知識や技術などについての研修会。 6月 19日 1 28 

がんばれ秋保っ子 学校の枞を超え、秋保地域の子ども達が一同に介し、キックベ

ースボール大会とニュースポーツ体験を行った。昼食に芋煮を

食べながら交流した。 

10月 17日 1 121 

中学生の市民企画講
座「楽しいひと時をお
茶と共に」 

中学生が企画した講座。日本の伝統文化である茶道を通し、

歴史や作法を学び親しんだ。市民センターを利用している茶道

サークルとの世代間交流を行った。 

 

9月 4日 1 13 

秋保市民センター・馬場市民センター・湯元市民センター 
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共に学びあう、「あき
う元気畑」塾 

「野菜づくり」を行う上で留意すべき諸問題について学びなが

ら、土づくりや野菜づくりを体験した。 

4 月 18 日・5 月

9日・7月 18日・

8 月 22 日・2 月

6日 

5 101 

郷土愛を育む「地域
の食材を使った料理
を学ぶ」 

秋保地域の食材を使って、昔から伝わる料理を学び実習した。 7 月 29 日・9 月

9 日・11 月 11

日・1月 13日 

4 65 

秋保自然工房 
「山の恵みクラフト」 

里山の役割ついて学び、受講生自ら材料を採取しクラフト制

作。地域の社会福祉施設を訪問し、利用者とともにクラフト制作

を行った。 

9 月 5 日・10 月

3日・11月7日・

12 月 5 日・1 月

20日・28日 

6 56 

市民企画講座 
「生活百科☆馬場塾」 

市民企画会議を経て企画した講座。 

①つんぬき製作②フラダンスを踊ろう 

8月 27日～3月

6日 

20 291 

秋保自然紀行 
「森づくりとトレッキン
グ」 

里山の役割や自然保護について学び、秋保地域の里山・奥山

の植生観察とトレッキングや枝打ち作業体験を行った。 

5 月 26 日・6 月

16 日・10 月 27

日・11月 10日・

12月 8日 

5 63 

あきう熟年のひろば 高齢者が学習し、教養を高めるため、健康・教育・文化・手作り

等の講座。秋保小学校と連携し、世代間交流「山の子フェステ

ィバル」・「塩沼亮潤大阿闍梨」特別公開講座を行った。 

5 月 20 日・6 月

23 日・7 月 15

日・9 月 16 日・

10 月 21 日・11

月 18 日・12 月

16 日・1 月 20

日・2月 17日 

9 526 

秋保地域出前講座 地域町内会や高齢者サークルと連携を図り、講座の出前をし、

地域住民に学習の場を提供した。 

8 月 3 日・5 日・

12月18日・2月

13日・20日 

5 93 

秋保学びのコミュニ
ティづくり推進事業 
「がんばれ秋保っ子
推進委員会」秋保郷
土かるた大会 

秋保の風土・伝統・文化についてわかり易くつづった「秋保郷土

かるた大会」を用いたかるた大会。秋保地区小中学生、地域住

民が３人１組でチームを編成し対戦した。 

1月 15日 1 148 

秋保ふるさと文化祭 地域の文化団体、中学校、幼稚園、個人や秋保市民センター

を利用するサークルの作品、及び主催講座の作品や写真の展

示発表。 

10 月 23 日・24

日 

2 1,457 

秋保ふるさと文化祭
移動展示会 

ふるさと文化祭で出展した作品を、秋保・里センターでの展示

発表。 

11月6日・7日・

8 日・9 日・10

日・ 11 日・ 12

日・13日・14日 

9 2,356 

秋保ふるさと舞台発
表会 

秋保地域で活動している団体、個人の技芸の発表。 3月 6日 1 250 

地域懇談会 秋保三地区（長袋・馬場・湯元）ごとに、それぞれの市民センタ

ーを会場とした、地域住民による懇談会。 

7 月 17 日・9 月

18日・2月20日 

3 53 

市民企画会（市民参
画型事業） 

地域懇談会で要望があり、馬場地域の方々を中心に市民企画

会議を開き、講座を企画・運営した。 

5 月 12 日・19

日・28日 

3 14 

秋保歴史散策「秋保
郷の史跡巡り」～長
袋・境野編～ 

秋保長袋・境野地区の史跡を探訪、学習し、マップを作成。 5 月 29 日・6 月

26 日・7 月 31

日・9 月 25 日・

10 月 30 日・11

月 20日・27日・

12月 18日 

8 96 
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〔沿 革〕 
富沢市民センターは、平成 13年 11月、地下鉄富沢駅近くにコミュニティ防災センターを併設し開館した。 

富沢地区は、名取川・ＪＲ東北線・国道 286号線に囲まれた地域で、中央部を笊川が流れ、かつては富沢・大

野田遺跡のある田園地帯であった。地下鉄開業以来、交通の利便性から宅地化が急速に進み、高層マンショ

ンと昔ながらの農地が混在する地域である。卖身・核家族世帯が多く、住民の転出入の頻度も高い。 

当市民センターは、市民が気軽に利用できる共有スペースとして親子室・娯楽室・図書室やラウンジを有し、

年間を通し多くの地域住民が来館、生涯学習の拠点として活用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 とみざわ子どもの広場 

参加者 小学生と保護者 参加延人数 ２１１人 

開催日 
全１０回  5月 15日(土)、6月 12日(土)、7月 11日(日)、7月 24日(土)、8月 7日(土)、 

9月 11日(土)、10月 9日(土)、11月 13日(土)、1月 29日(土)、2月 5日(土) 

協力者・ 

協力団体 

わくわくどきどき実験室・大野田老人福祉センター・富沢おりがみ同好会・(株)仙花・NPO 法

人科学心を育む会 ほか 

ねらい 小学校が休日の土日を利用して多様なテーマを設け，子供たちの体験・学習の場を提供す

る。学校・家庭を離れての学びのなかから，気づきや理解を深めていき，学ぶ力・考える力を

育み自立や社会性の向上を図る。 

  

概要・成果 笊川観察や科学工作など様々なテーマを設け、子供たちの体験・学習の場を提供した。 

ⅰ．仙台中央卸売市場花き部見学 ⅱ．笊川観察会春編 ⅲ．折り紙でミニ七夕作り 

ⅳ．笊川観察会秋編 ⅴ．ビーチコーミング ⅵ．感光紙とレンズでカメラを作る 

ⅶ．昔遊び・餅つき ⅷ．簡卖な科学工作 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

おはなしの部屋 絵本の読み聞かせ・手遊び等で幼児の情操教育に役立てた。

また、子育て世代の交流の場を提供した。 

5月 12日～3月

9日 

10 403 

きらきら子育て倶楽
部     

幼児を持つ親へ、発達に応じた育児アドバイスと交流の場を提

供し、子育てを支援した。 

11 月 5 日・19

日・12月 3日 

3 23 

チビッ子夏まつり 子供縁日・フリーマーケットなど未就学児と保護者を対象にした

イベントを、育児サークルが企画運営し、親子交流・地域活性

化を図った。 

7月 30日 1 700 

家庭教育講座 
｢子どもの心にアンテ
ナを｣ 

テレビ・ゲーム･携帯が子供に与える影響とその対処法につい

て学び、健やかな親子関係の構築を図った。 

11月 2日 1 29 

【市民企画講座】 
子育てママのひとい
き講座 

物づくりやミニゲームで交流を図り、子育て以外に自分の時間

を楽しみ交流することで、孤立感・閉塞感の軽減の一助とした。 

12月 1日・8日 2 14 

インリーダー研修会 子ども会活動のための児童と世話人向け研修会 2月 19日 1 71 

富沢市民センター 
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とみざわ子どもの広
場 

笊川観察や科学工作など様々なテーマを設け、子供たちの体

験・学習の場を提供した。 

5月 15日～2月

5日 

10 211 

地元野菜と秋刀魚に
親しむ食育講座 

中学生が地元野菜と旬の魚の調理体験を通して、地域に根ざ

した食文化への関心を深めるとともに、地域住民との交流を図

った。 

9 月 14 日～10

月 7日 

10 591 

健康食で生活力アッ
プ 

食事と生活の関係を学び、健康的な献立を調理実習した。 7 月 2 日・11 月

27日・2月26日 

3 37 

とみざわ散歩道 地域にある知的負産や豊かな自然を、専門家の道案内で散策

しながら学び、理解を深めた。 

5 月 22 日・9 月

18 日・11 月 16

日 

3 58 

【市民企画講座】 
あつまれ仙台ビギナ
ー ～転勤妻の交流
会～ 

地域の方を講師に、交流茶話会や郷土料理を調理・試食した。

地域情報を発信し共有することで、転入者の地域コミュニテュ

ー参加の契機とし育成を図った。 

10 月 29 日・11

月 12日 

2 34 

富沢シニアクラブ 高齢者の生涯学習推進と親睦を図った。 5月 20日～2月

17日 

10 413 

とみざわファーム 農作業を体験し、野菜つくりをとおして住民の交流を図った。 5 月 18 日・6 月

15 日・7 月 27

日・8月 25日・9

月 22 日・11 月

19 日・2 月 15

日・3月 4日 

8 43 

吹奏楽に親しもう～
音楽は人と人をつな
ぐ～ 

普段なかなか聴く機会のないレベルの高い吹奏楽の演奏をと

おして、地域の方が共有できる心豊かな時間をもつ機会とし

た。 

2月 8日 1 200 

街かどコンサート 地域の方が、気軽にクラシックコンサートを楽しむ機会を提供

し、若い音楽家の質の高い演奏に触れることで、心豊かなひと

時を共有する時間を創出した。 

3月 3日 1 168 

大野田小学校・西多
賀小学校社会学級共
催事業企画会議 

小学校区の学習団体と協力・情報交換をしながら、地域の家庭

教育向上をめざした講座を企画した。 

6月 15日・11月

2日・2月 8日 

3 17 

富沢市民センターま
つり 

市民センター利用団体、町内会等の参加発表の場とし、地域

住民のコミュニティつくりの場とした。 

10月 2日・3日 2 1,600  

市民センター懇談会 地域課題やニーズの収集、情報の共有化をはかり、センター事

業の運営に活用した。 

9 月 17 日・2 月

18日 

2 27 

図書室サポーター養
成講座 

新規ボランティア育成と既存ボランティアのスキルアップを行い

円滑な図書室運営をめざした。 

5 月 19 日･7 月

8日･9月 11日･

1月 22日 

4 30 

市民企画検討会 
「とみざわお茶っこ会
議」 

地域住民を企画員として、転入者への地域情報発信や、新旧

住民の交流を目的とした講座を、企画・運営した。 

5 月 14 日・6 月

4 日・11 日・25

日・7月 9日・23

日・9 月 10 日・

10 月 29 日・11

月 12日 

9 76 

市民企画検討会 
「とみざわママステー
ション」 

育児サークル間の交流を図りながら、子育て中の人が参加で

きる講座を企画・運営した。 

5 月 26 日・6 月

23 日・7 月 21

日・9 月 29 日・

10 月 27 日・11

月 25日・1月26

日 

7 24 
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〔沿 革〕 
昭和 22年 9月、七北田中学校内に七北田公民館として開設され、昭和 43年 7月には、市名坂字東裏の現

在地に移転し、今日まで泉区の生涯学習の拠点として、その役割を担ってきている。平成 16年 1月、施設の老

朽化と機能拡充の必要性から改築され新館としてオープンした。 

当地域は従来の歴史的・文化的要素が残されている七北田地区と仙台市の副都心として急速に発展した泉

中央周辺の都市化との混在する地域であり、住民を取り巻く学習環境は大きく変化しつつある。このような状況

の中、現代社会に対応した生涯学習事業の展開を図るため、拠点館として機能がますます重要になってきてい

る。 

 
〔特色ある(地区館)事業〕 

 

事業名 子育て支援機関連携 泉区中央おやこまつり 

参加者 未就学児とその親 参加延人数 １８２人 

開催日 
全６回   

6月 3日(木)、6月 24日(木)、7月 15日(木)、8月 26日(木)、9月 2日(木)、9月 9日(木) 

協力者・ 

協力団体 
連携：七北田児童センター、子育て支援機関ほか 

ねらい 前年度の懇話会において、子育てに関わる機関が連携して合同のイベントを開催したいとの

意見が出されたことを受け、未就園児を対象とした地域のおまつりを開催する。これによりお

互いの関係をより深め、地域に住む若い親子の交流を促す。 

概要・成果 地域の子育て支援機関と連携しイベントを開催した。企画や準備を通して親交が深まり互い

の活動への理解も深まった。大勢の親子の参加があり、イベント当日は社会教育実習生や学

生ボランティアにも支えられた。今後のより良い関係に繋がる第一歩になったと評価できる。 

 
〔平成 22年度 (地区館)事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育て支援機関連携   
泉区中央おやこまつ
り 

子育て機関と連携し、未就園児と保護者を対象にまつりを開催

し、交流を図る。 

6月3日・24日・

7 月 15 日・8 月

26日・9月2日・

9日 

6 182 

すくすく育つ子どもご
はん 

子どもの「食」について学ぶことで家庭における「食育」につい

て考える。 

9月 29日・10月

27日 

2 28 

作ってみよう！七夕
かざり 

七夕について学んだ後、実際に仙台七夕を制作し、伝統文化

に親しむ。 

7月 28日・29日 2 46 

こども映画会 夜間にこども映画上映会を開催し、家族で憩える場を提供す

る。 

2月 26日 1 20 

いずちゅーキッズ 体験学習を通して、考える力・学ぶ力を身に付け、学校や学年

を超えた交流を図る。 

5 月 29 日・7 月

27日・8月4日・

11月 27日 

4 82 

泉区中央市民センター 
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星はともだち 家族で星や月を観察することで、天文や自然への関心を深め

る。 

7月 21日・31日 2 73 

暮らしア・ラ・カルト 誰もが気軽に参加できる講座を地域の達人を講師に迎え開催

することで地域のニーズに応える。 

10 月 14 日･28

日･11月 11日･

18 日･25 日･12

月 2日・9日 

7 99 

はじめよう！ノルディ
ックウォーキング 

七北田公園の自然を楽しみながらノルディックウォーキングで

健康づくりをする。 

5 月 18 日・5 月

25日・6月 1日 

3 36 

男の健康づくり 食生活の大切さを認識し、運動不足の解消と健康増進を図る。

中年男性層に出会いや仲間づくりの場を提供する。 

10 月 3 日・17

日・11 月 7 日・

21日 

4 58 

泉老壮大学 高齢者に定期的に学習の機会を提供し、交流を図りながら自

主活動へ発展させる。 

5 月 12 日・6 月

9 日・7 月 7 日・

8 月 11 日・9 月

8 日・11 月 10

日・12月 8日・1

月 12 日・2 月 9

日 

9 502 

みんなのコンサート 地域住民が気軽に集えるコンサートを開催し、参加団体と地域

の交流を図る。 

12月 19日 1 170 

変わる言葉変わらな
い想い 

若者の言葉遣いや気になる日本語について学び、語り合いな

がら、社会学級生と地域の方たちが交流を深める。 

1月 18日 1 29 

めくりめくってぶっち
ゃけ談義 

地域住民のコミュニケーション能力を高めるとともに、住み易い

地域社会の実現を目指す。 

2月 4日 1 32 

七北田小学校・市名
坂小学校社会学級連
携企画会 

誰もが参加できる生涯学習講座を合同で企画し、地域住民と

の交流を図る。 

7 月 14 日･8 月

31 日･10 月 6

日･11 月 5 日･

12 月 7 日･1 月

10日･18日 

7 40 

泉区中央市民センタ
ー 合同サークル体
験・発表会 

サークル体験・発表会を実施することで各サークルの活性化地

域交流を図る。 

7月 1日・8月 5

日・10月 30日・

10 月 31 日・11

月 18日 

5 648 

泉中央懇話会 地域の子ども会役員との懇話会を実施し意見・要望を聞き、子

育て支援を行う。 

5 月 20 日・6 月

17日 

2 20 

ジュニアと遊ぼう ジュニアリーダーに活動の機会を提供し、近隣の小学生が集

団で遊ぶ楽しさを実感することで異年齢交流を図る。 

7月 17日・12月

11日 

2 24 

男の企画会 仕事や家庭での役割が一段落した男性に地域のことや自身の

生涯学習などについて、語り合ってもらう。 

6月 23日～2月

4日 

12 52 

子育て支援スキルア
ップ講座 

地域の子育て支援団体にスキルアップ講座を提供し活動の活

性化を図る。 

11 月 11 日・18

日 

2 33 

読み聞かせボランテ
ィア養成講座 

読み聞かせサークルを養成し、児童センターなどで活躍できる

場を提供する。 

6 月 11 日・18

日・25日・7月 2

日・9日・16日 

6 89 
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〔沿 革〕 
昭和 21 年 11 月、根白石小学校内に設置され、昭和 23 年役場の移転に伴い独立施設としての活動がはじ

まる。昭和 28 年公民館新築促進が決議されてから 10 年の経過を経て昭和 38 年 7 月、待望の公民館が移転

新築された。以来 20 年余、根白石唯一の社会教育施設として活動を続けてきたが、老朽化により昭和 63 年根

白石字杉下前に新築移転、4月に開館した。 

当センターは、泉区西部に位置し泉ケ岳を背景に豊かな自然環境に恵まれている。周辺は田園地帯と近年

の開発による住宅地からなり、多様な住民構成の生涯学習の場として、又スポーツ、コミュニティ、自主学習の

場として広く利用されている。 

館の特色として、299席の移動式観覧席を備えた多目的ホールを有する。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 昔あそびボランティア養成講座 

参加者 成人 参加延人数 ４０人 

開催日 

全７回   

7月 8日(木)、9月 9日(木)、11月 11日(木)、11月 25日(木)、12月 8日(水)、1月 16日(日)、

2月 10日(木) 

ねらい 昔遊びの道具の作り方を身につけて、子ども達にその作り方や遊び方を指導するボランティ

アを養成する。 

  

概要・成果 身近にある竹を素材として遊び道具の作り方、竹の特性を学んだ。最終回の凧づくりでは、

完成品を小学校の校庭を借りて一年生の生徒たちと一緒に揚げることができボランティアの

一歩を踏み出すことができた。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

まめっ子くらぶ 大豆の種まきから収穫まで体験し、農業の現状やひとつの食

材から様々な加工品ができることを学ぶ 

5 月 22 日・6 月

26 日・7 月 17

日・8月 7日･28

日・10月 16日･

30 日・11 月 6

日･13日  

9 122 

放課後クラブ あつま
れ！元気キッズ 

遠いために市民センターや児童館への来館が難しい子供たち

に出前形式で普段学校では行われない様々な体験をさせる 

7 月 17 日・9 月

11 日・10 月 16

日・11月 17日・

27日・12月1日 

6 200 

男の腕まくり～クッキ
ングデビュー～ 

健康に不安を覚える年代の男性に、いままでの食生活を見直

し自分で作る楽しさを学ぶ 

9月 1日･15日・

10月 6日･20日 

4 69 

伝統 正月飾り 地域の人材を活用し根白石の正月飾りを作ることにより地域の

伝統行事を学ぶ 

12月23日・1月

13日 

2 43 

楽しく・すっきり・スト
レッチ【託児付】 

幅広い年齢層に親しまれるストレッチ体操を通し、生活の中に

運動を取り入れるとともに健康に対する意識の向上を図る 

7月 9日･16日･

23日 

3 55 

根白石 市民センター 
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根白石民俗ミニ七夕
づくり 

根白石に伝わるミニ七夕飾りを近隣の地域住民が手作りしま

つり会場に飾ることで地域交流に役立てる 

7 月 13 日･14

日･21日･22日･

27 日･28 日・8

月 3 日･4 日・5

日 

9 114 

市民企画講座「子ど
もの安全応急対応講
座～救急車が届くま
で」 

幼児期に起こりやすい病気や思いがけない事故の備えた応急

法など、救急車が着くまでにできる初期対応法を身につける｡

子どもを持つ親、孫を持つ世代の人が共に学び、子どもの安全

について地域を共有する。 

 

11月 20日 1 27 

地域に役立つパソコ
ン講座 

広報紙作りに役立つ基本的な技術を学び効果的な地域の広報

活動に役立てる 

8 月 25 日･26

日･27日 

3 53 

さわやか大学 高齢者が時代に即した学習をとおし積極的で生きがいのある

暮しを送れるよう生涯学習と相互交流の場を提供する 

5 月 20 日・6 月

24 日・7 月 22

日・8月 26日・9

月 16 日・10 月

21 日・11 月 25

日・12月 16日・

2月 17日 

9 255 

出前講座 交通手段がなく市民センターへの来館が困難な地域の高齢者

を対象に出前形式で生涯学習の場を提供する 

6 月 23 日・9 月

7 日･10 日・10

月 5 日・1 月 21

日 

5 104 

ふれあい・発見！ウ
ォーキングｉｎ根白石 

運動や健康についての正しい知識を得て根白石地区を歩き世

代を超えた交流をとおして地域のつながりを深める 

11月 14日 1 27 

冠のふるさと伝承ま
つり 

子供たちが地域の負産である郷土芸能を受け継ぎ、その成果

を発表する 

10月 17日 1 500 

地域ぐるみふれあい
コンサート 

管内にある 3 つの中学校吹奏楽部の合同でコンサートをとおし

て中学生同士や地域交流の活性化を図る 

10月 24日 1 210 

市民センターまつり 市民センター利用団体、サークルの学習発表および小学生の

作品展示をとおして地域交流に役立てる 

10月 24日 1 500 

地域懇談会 地域住民から広く意見を交換し地域課題を共有し改善等に取り

組むことで地域の活性化をはかる 

7月 27日 1 18 

昔あそびボランティア
養成講座 

昔遊びの道具の製作を身に付け子供たちに道具の作成指導

や遊びを教えるボランティアを養成する 

7月 8日・9月 9

日・11月 11日･

25 日・12 月 8

日・1月 16日・2

月 10日 

7 40 

市民企画会議「みん
なで・楽しく・子育て」 

親子が孤立することなく安心して子育てができる環境を考える 6月 4日・7月 2

日・8月 25日・9

月7日・10月29

日・11月 20日・

12月 1日 

7 14 
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〔沿 革〕 
昭和５２年４月、单光台公民館として開館し、その後、平成２年４月に单光台市民センターと改称され、地域

住民の交流の場・生涯学習の場として、その役割を担ってきた。 

また、昭和６２年８月に泉図書館单光台分室がセンターに併設された。 

 
 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 单光台地域防災力向上計画 

参加者 
单光台中学校生徒・单光台地域町内会役員・ 

地域住民 
参加延人数 １,００５人 

開催日 全４回  6月 29日(火)、7月 10日(土)、11月 22日(月)、2月 16日(水) 

協力者・ 

協力団体 
单光台中学校・泉消防署单光台出張所・单光台地区町内会・老人会・婦人会 

ねらい 高齢者の多い单光台地区において、地域の防災戦力として中学生が果たす役割は大きい。

災害発生時の様々な想定をもとに 中学生と地域の関係団体が協力しながら、各方面で連

携した体制を整えていく。 

 

概要・成果 防災講演会、実技学習（簡易トイレ組み立て、非常食づくり、救急救命ＡＥＤ訓練、災害用伝

言ダイヤル実践、多言語表示学習）、地域防災連絡会を行った。 

中学生にとっては、地域の方たちと一緒に活動ができ、地域の一員としての自覚が生まれ

た。また災害に対する危機意識や共助の大切さが、中学生・地域住民それぞれの立場で大

きく広がった。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

幼児の救急･応急対
応講座～いざという
時のために～ 

子供の急変や事故への対応について、応急手当や救命処置

体験等を通し、いざという時に対応できるスキルを身につける。 

12月 10日 1 5 

スマイルひろば 「单光台スマイルひろば企画委員会」の企画事業①乳幼児を抱

える育児中の母親と地域をつなぎ、地域で活動しているサーク

ルや人材を活用しながら、楽しい子育てを提案し、地域で安心

して子育てができる環境づくりを目指す。 

5 月 28 日・6 月

25 日・7 月 23

日・10月 29日・

11月26日・2月

25日 

6 133 

子育てママのための
心と体のセルフメンテ
ナンス 

「单光台スマイルひろば企画委員会」の企画事業②子育て中

の方々の、様々な悩みを共有し地域課題について考え解決策

を見いだし、広く子育て世代を応援し、安心して子育てができる

地域づくりを目指す。 

11 月 19 日・26

日・12月 3日 

3 65 

キッズ・チャレンジク
ラブ 

小学生を対象に、学校・家庭以外での体験学習や活動の場を

提供し、異年齢交流を図ることで、子どもの社会性や創造力を

育む。 

8 月 28 日・9 月

11 日・12 月 18

日・2月 26日 

4 70 

夏まつり子ども大会 
わくわくプレイパーク 
ｉｎ夏まつり 

毎年恒例の地域の夏祭りの「子ども会大会」に参加して地域と

積極的な交流を図り地域活性化をめざす。 

8月 19日 1 41 

南光台市民センター 
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ワケルくんに学ぼう
（单光台小学校） 

子どもの社会性や豊かな情緒を育むための学習の機会を、小

学校と連携して子どもに提供する。 

6月 29日・30日 4 136 

ワケルくんに学ぼう
（单光台東小学校） 

子どもの社会性や豊かな情緒を育むための学習の機会を、小

学校と連携して子どもに提供する。 

6月 9日 2 78 

仙台の伝統をまなぶ
講座 

仙台の伝統行事や伝統料理を学ぶことで、仙台の魅力を再発

見する。伝統七夕づくり・仙台雑煮づくり等 

11 月 12 日・ 1

月 13日 

2 25 

ふれあい広場で健康
づくりースロージョギ
ングから始めようー 

さまざま目的でジョギングをする人が増えているが、自己流で

走るとマイナスになる。そこで正しいフォームで走る技術を身に

つけ、健康づくりを推進する。 

10 月 26 日・11

月 2日・9日 

3 22 

ストレス社会を生き抜
くために 

ストレスを抱えやすい現代社会において、体と心の健康につい

ての知識を深くし、健康管理に役立てる。 

6 月 30 日 7 月

7日 

2 9 

最先端医療を学ぼう 单光台地域の 2 校の社会学級との連携で、地域の施設である

仙台オープン病院を見学し地域医療支援病院について学ぶ。

さらに仙台オープン病 

院による最先端医療を学ぶことでこれからの自己管理につい

て考える。 

1月 25日 1 18 

男の家事デビュー！       
ステップアップ 

高齢社会を意識しいつでも自活できるよう、料理の基礎・基本、

家事全般の豆知識を実技と講話で学習し、男性の家事参加を

推進する。 

9月 18日・10月

9日・11月20日 

3 41 

单光台学院 地域に暮らす高齢者が社会の変化に対し学び、自らの視野を

広げる機会と仲間づくりの交流の場を提供するために、講話・

実技・見学等を実施する。 

4月 28日～2月

25日 

11 480 

と っ て お き の            
市民センターコンサ
ート 2010 

健常者と障害を持つ方が音楽を通して集い合い、ふれあうこと

で両者の理解を深め、人と心のバリアフリーを目指す。（楽器演

奏と歌唱） 

12月 4日 1 63 

单光台地域防災力向
上計画 

高齢者の多い单光台地区において地域の防災戦力として中学

生が果たせる役割について地域人材とともに、実技をとおして

学ぶ 

6 月 29 日・7 月

10 日・11 月 22

日・2月 16日 

4 1,005 

社会学級連携企画会
議 

单光台小・单光台東小の社会学級生と企画会議を行い地域に

向けて発信することを目的に講座を企画する。 

6 月 8 日 ・7 月

8日・ 1月18日 

3 6 

单光台市民センター
まつり 

センター利用サークル及び地域団体等の活動成果を展示、ス

テージ、特設部門で発表し、併せて地域住民との交流を図る。 

10 月 16 日・17

日 

2 4,000 

单光台市民センター
懇談会 

市民センターの事業運営に地域の課題や情報を的確に反映さ

せるため利用者、町内会、商店会等地域団体と懇談会を設置

する。 

7 月 31 日・3 月

5日 

2 12 

单光台アドバルーン
とあそぼう 

市民センターで活動しているジュニアリーダーのスキルアップと

活動の広報をめざしゲームを中心に講座を実施する。 

7 月 24 日・2 月

27日 

2 11 

单光台ふれあい広場 
活用委員会 

センター西側の「单光台ふれあい広場」を安全にかつきれいに

広場が使用できるように、広場の整備や活用についての基盤

づくりをする人材を育成する。 

2月 24日 1 6 

市民企画会 
市民センターもりあげ
隊 

企画員を募集し市民センターの活性化に役立つ講座等の計

画・実施を行う。また、運営の担い手になってもらい、地域人材

の発掘につなげる。 

3月 4日 1 6 

单光台スマイルひろ
ば企画委員会 

市民センターと協働で子育て中の人のための講座を企画運営

してもらう。地域人材として育成する。 

4月 16日～3月

4日 

11 96 
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〔沿 革〕 
昭和 47年 4月開館の八乙女公民館（旭丘堤 1丁目、建物面積 144㎡）を前身とする。平成 4年 10月移転

新築により、拡充され「黒松市民センター」として、地下鉄黒松駅に隣接する現在地（黒松 1丁目、延床面積 1、

491㎡）に開館した。 

当市民センターは地域における生涯学習の拠点として、また、交通の利便性により広域からの施設利用者に

も活用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 防災プロジェクト 2010 ～その時わたし達にできること～ 

参加者 地域住民、中学生 参加延人数 ６４２人 

開催日 全１回  10月 28日(木) 

協力者・ 

協力団体 
八乙女中学校、泉消防署、仙台市水道局 

ねらい 高齢化した団地の中で、中学生は災害時に貴重な労力を提供できる。災害が発生した時

に、適切な対応、処置ができるよう中学生と地域住民が一緒に体験学習を行う。その体験を

通じて、自分で判断し災害を回避できる経験や知恵を育み、地域防災の「共助」の一助とな

れる人材を目指す。 

概要・成果 ①講話 ②実技（避難所体験、バケツリレー、AED、蛍光灯落下実験 他） 

地域住民との合同訓練に向けて町内会月例会に出席し町内会卖位での参加を呼びかけ、

新たな町内会も加わっての訓練が実施できた。アンケートでは、地域の参加の皆さんからは、

生徒との一緒の訓練に一定の成果を感じていただけた。生徒たちからも、災害が起こった時

のパニックぶりを考えることができたなど、将来に備えて考える機会を提供できた。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 
 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

黒松おやこひろば 子供を地域みんなで見守り、育む場。育児中の親子が気軽に

集い、母子のつながりや、地域とのつながりを感じる場とする。

【内容】絵本の読み聞かせ・歌遊び・紙芝居・ﾘｽﾞﾑ体操 他 

4月 23日～3月

4日 

16 223 

一緒に育とう！ 
私と子どものいい関
係２０１０ 

初めての子育てをする保護者を対象として、安心して子育てが

出来る知識を学ぶ場とする。【内容】①手遊びわらべ歌等実技

②おやつ作り③おもちゃ作り④交流会 

6 月 16 日・23

日・7 月 14 日・

21日 

4 31 

食育講座 
「 気 づ い て い るか
い？」 

「身近な食」について学び、食に対しての意識を深める一助とす

る。【内容】講話・ワークショップ・伝統的な日常料理の調理実習 

11 月 5 日・19

日・12月 3日 

3 48 

わくわくタイム 子供達が家庭や学校を離れて学びや体験の中で、「学ぶ楽し

さ」の習得を図る。【内容】科学工作・七夕作り・JL と遊ぼう・星

空観察・港工場見学・国際交流・リース作り・お菓子作り 

5 月 15 日・6 月

12 日・7 月 10

日・8 月 7 日・9

月 11日・10月 9

日・11月 13日・

12月11日・2月

5日 

9 216 

黒松どきどきキャン
パス 

利用機会の尐ない中学生や小学高学年に向けて、魅力ある体

験学習を実施し、市民センターとの関わりや利用を促す。【内

容】①昆虫標本作り②マイコン組立体験③科学実験体験 

7 月 17 日・9 月

25 日・12 月 11

日 

3 33 

こどもキャリア講座 子供達に早い段階から、自分の将来について考える習慣や生

きる力を身につけるための学びの場を提供。【内容】ワークショ

ップﾟ；①夢に日付をつける/未来設計図作成②未来の見つけ方 

7月 28日・29日 2 32 

黒松市民センター 
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防災プロジェクト 2010 
～その時わたし達に
できること～ 

災害時に、適切な対応･処置が出来るよう中学生と地域住民が

一緒に体験学習を行う。【内容】①講話/②実技；学年ごとに別

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ：避難所体験、バケツリレー、AED、蛍光灯落下実験 

他 

10月 28日 1 642 

おもしろ体験～おうち
の仕事～ 

家事を通して自分も家族の一員としての自覚を持ち、生きる技

術や“おもてなしの心構”など生活の基本を身につける。【内

容】①和のおもてなし②海外のおもてなしテーブルセッティングﾞ

等体験 

11 月 27 日・12

月 4日 

2 18 

健康講座いきいき生
活を“正しい姿勢”か
ら 

「身体にいい事」という視点で健康づくりを支援。身体の中心で

ある「背骨・骨盤」について取り上げる。【内容】①講義②実

技･･･姿勢の乱れや身体のラインの崩れを調整方を学ぶ。 

5月 26日・27日 2 29 

市民環境講座 
「真美沢堤の自然林
から見えてくる環境」 

近隣地域にある真美沢公園の、自然林を観察し、身近なところ

から自然環境の状況について感じ、気づくための場を提供。

【内容】春夏編：春の動植物を観察/秋冬編：秋の動植物を観察 

7 月 3 日・10 月

30日 

2 21 

食育講座なつかしい
おやつ 

心と身体の成長を豊かにする大切な時間であるおやつを取り

上げ、おやつ本来の役割や食べ方などを学ぶ。【内容】①素材

を生かしたおやつ作り「麦こがし」②「お餅」で保存食 

12月8日・15日 2 19 

「絵本の世界-小物で
楽しむ」読み聞かせ
基礎編 

読み聞かせの手法を学び、ボランティア活動のスキルアップを

図る。地域で子どもを育てるためのコミュニケーション術を知

り、地域活動の充実を図る。【内容】①講話②小物作り③小物

の使い方・手遊び 

9 月 1 日・8 日・

14日 

3 47 

社会学級共催事業 
危ないケータイ・楽し
いケータイ 
～大人の知らないケ
ータイの世界～ 

情報化社会と言われなか、小中学生を持つ保護者が、携帯電

話について安心して対応できるよう、学ぶ場を提供する。【内

容】講話・情報交換 

2月 10日 1 27 

黒松寿大学 高齢者が意欲的に学習し、ライフスタイルのスキルアップﾟを図

り、健康で心豊かに生活を送るための生涯学習の機会を提供

する。【内容】健康・環境・食生活・時事問題・国際交流・福祉等

体験会や講義 

5 月 20 日・6 月

17 日・7 月 15

日・8月 19日・9

月 16 日・10 月

14 日・11 月 18

日・12月 16日・

2月 17日 

9 459 

黒松市民センターま
つり 

生涯学習の振興及び地域住民の交流の場とコミュニケーション

づくりの促進を図る。【内容】こどもまつり・作品展示・ステージ

発表等開催 

9月 25日・26日 2 1,710 

社会学級共催事業検
討会 

2 つの社会学級と市民センターが協力し、地域課題を共有し、

地域のネットワークや生涯学習環境の整備・向上を図る場とす

る。【内容】顔合わせ/内容検討/講座開催/評価と反省 

6月 8日・7月 6

日・9月 7日・10

月 5 日・11 月 9

日・12月 7日・2

月 9日 

7 33 

黒松市民センター懇
談会 

地域課題の共有・解決のため、地域団体から意見を聴取する。

市民センター事業について地域団体に周知・報告する事により

地域における学びの場、コーディネーターとしての理解を深め

る。 

7 月 27 日・2 月

22日 

2 38 

ボランティア支援講
座ー情報発信・ビデ
オクリップを作ろうー 

黒松市民センターを拠点とするボランティア活動団体の活動を

地域に広く知ってもらう手段としてビデオクリップ作成を学習。

【内容】①情報発信とは②ビデオクリップの作成③仕上/作品発

表 

2月9日・16日・

23日 

3 37 

「絵本の世界」企画会 講座から立ち上がった読み聞かせサークルを対象に、“本に触

れ親しむ事”をテーマにした講座を企画。実際に地域での活動･

スキルアップを目指す。【内容】企画会議/講座開催/反省会 

4 月 21 日・5 月

19 日・6 月 16

日・23 日・7 月

21 日・8 月 24

日・9月 14日 

7 22 

市民企画会 
「おしゃべりサロン
2010」 

生活に密着した「食」をテーマに、市民による企画・講座開催を

目指す。参加者が企画運営する事で地域の食のリーダーとし

て、スキルを得る一助とする。【内容】企画会議/講座開催/反

省会 

7月 2日・8月 6

日・9月 3日・11

月 5 日・12 月 3

日 

5 41 
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〔沿 革〕 
昭和 47 年 11 月、将監団地の開発・発展を背景に地域住民の交流の場を「将監会館」として開館した。昭和

53年 4月、新たに地域生涯学習の拠点施設として名称を「将監公民館」に改め、昭和 54年 6月には研修室棟

も竣工し施設の拡充が図られた。その後、仙台市との合併に伴い、平成元年 4 月から「将監公民館・将監市民

センター」となり、翌年 4月「将監市民センター」と改称された。 

平成 3 年度には、施設の大規模な改築が行われ、平成 4 年 4 月新装開館し現在に至っている。当センター

は、軽スポーツ活動が可能な多目的ホールを有し、多くの人々に利用されている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 将監ふれあいコンサート 

参加者 地域住民 参加延人数 
スタッフ会議：３２人 

コンサート：３８５人 

開催日 

スタッフ会議： 

全５回 8月 5日(木)、8月 25日(水)、9月 7日(火)、10月 7日(木)、10月 27日(水) 

コンサート： 

全１回  11月 3日(水) 

協力者・ 

協力団体 
「将監沼の自然」とふれあいを育む会 

ねらい 地域連携として、市民企画会議「将監ふれあいコンサートスタッフ会議」により、市民企画員と

地域団体が協働で企画した地域住民のニーズを反映したイベントを開催し、世代間交流と地

域住民の交流の推進を図る。 

 

概要・成果 地域でのイベントの開催や清掃など幅広く活動をしている『「将監沼の自然」とふれあいを育

む会』と、新たに公募した市民企画員との協働で企画会を実施。コンサートの企画段階から

参加することにより、参加者同士の連携と市民センターの事業や「育む会」の活動への理解

が深まった。コンサートには、地域住民のみならず市外からの参加者もあり、有意義な交流の

場となった。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

将監沼親子ウォッチ
ング 

地元の環境資源である将監沼を親子で散策し、子どもに豊か

な生活体験の機会を提供した。 

10月9日・16日 2 34 

こどもチャレンジ講座 
「サイエンス・マジッ
ク」 

身近にある材料を使って電気や化学の実験をし、科学を身近

に体験した。 

7 月 22 日・29

日・8月 5日・19

日 

4 80 

将監こども映画館 地域の子ども達に居場所を提供し、情操教育に効果的な映画

の上映とボランティアによる絵本の読み聞かせ、折紙のプレゼ

ントをした。 

5 月 15 日・8 月

7日・12月4日・

2月 5日 

4 138 

泉ヶ丘小学校連携講
座「夏の講座」 

交通アクセスが不便で来館が困難な、泉ヶ丘地区の親子を対

象に、市民センターで活動しているサークル・グループの講師

を派遣し、夏休み期間中多様な体験会を開催した。 

７月 23 日・24

日・ 25 日・ 30

日・31日・8月 1

日・6 日・7 日・

10日 

9 175 

将監東中学校連携講
座「災害に備えて」 

災害に備えて、将監中学校と連携して災害訓練及び防災訓練

を実施した。 

11月 16日 1 397 

将監市民センター 
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めざせ！体質改善！ 体質改善に有効な軽体操を紹介し体験した。若い世代も参加

できるよう託児付講座とし健康や運動への関心を高め、地域ぐ

るみの健康作りを推進した。 

1 月 20 日・27

日・2月 3日・10

日 

4 91 

将監寿大学 健康講話、歴史、軽運動、時事問題等幅広い分野で実施し、受

講生の親睦が図られた。 

5月 18日～2月

15日 

10 454 

七夕飾りを作ろう 仙台七夕まつりについて学習し、大笹の七夕飾りを作製し地域

に飾り付け、地域への関心・愛着を深めた。折り紙サークル活

動の場を提供し資質の向上を図った。 

6 月 12 日・26

日・7 月 10 日・

24日・31日 

5 136 

将監の秋を楽しも
う！ 

将監地区の「将監沼」の歴史・植物・生物を学び、将監沼を散

策し、地域の魅力を再認識した。 

11 月 13 日・20

日・27日 

3 55 

天体観望会～ベガ号
で星空を観よう～ 

星空講話の後、ベガ号で夜空の星を観測した。 9月 17日 1 76 

4 館共催事業「グラウ
ンドゴルフ大会にあ
つまれ」 

児童館・児童センターとの共催で企画会議を重ね、子どもから

高齢者までが気軽に参加し交流できるグラウンドゴルフ大会を

実施し、地域の活性化と世代間交流を図った。 

9月 4日 1 63 

社会学級共催事業 
「簡卖！即効！！ス
トレッチ」 

将監地区３つの小学校の社会学級との共催で、地域の方々と

共に手軽に出来るストレッチ運動を基礎から学び、健康作りに

ついての意識付けをした。 

11月 11日 1 33 

街かどコンサート 地域の方々が気軽に参加でき楽しめるコンサートを開催し、地

域住民の交流を図った。 

3月 5日 1 52 

市民企画講座 
「将監ふれあいコン
サート」 

市民企画会議「将監ふれあいコンサートスタッフ会議」により市

民企画員と地域団体とが協同で企画した地域住民のニーズを

反映したコンサートを開催した。 

11月 3日 1 385 

児童館・児童センタ
ー・市民センター4 館
共催企画会議 

児童館・児童センターと共催し、地域に密着した事業を実施す

るための企画会議を開催した。 

4 月 15 日・5 月

20 日・6 月 17

日・8月 27日・9

月 3日・9日 

6 44 

社会学級共催講座企
画会議 

地域の３小学校の社会学級と共催し、地域のニーズにあわせ

た事業を実施するための企画会議を開催した。 

6 月 17 日・8 月

3日・11月2日・

11日 

4 29 

将監市民センターま
つり 

市民センターの利用団体に学習の成果を発表する場を提供

し、参加者間の親睦や地域住民との交流を図った。 

10月 2日・3日 2 2,300 

将監まちづくり懇談
会 

施設や生涯学習についての要望や地域情報、課題について意

見交換を行った。 

1 月 26 日・2 月

23日 

2 16 

ジュニアリーダーとい
っしょにあそぼう！ 

工作で紙飛行機を作って飛ばしたり、ダブルダッチを体験した

あと、ジュニアリーダーとゲームをし、異学年と交流しながら集

団遊びを楽しんだ。 

8月 20日 1 46 

市民企画会議 
「将監ふれあいコン
サートスタッフ会議」 

地域の幅広い年齢層の企画員を募集し事業企画を協同した。

地域交流イベントの企画・運営をとおして、参加者同士の連携

を深めた。 

8月5日・25日・

9 月 7 日・10 月

7日・27日 

5 32 

サークル体験しませ
んか 

センターを拠点として活動しているサークルの体験会を実施し、

学びのきっかけを提供した。 

2 月 22 日・23

日・ 24 日・ 25

日・ 26 日・ 27

日・3月 3日 

7 51 
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〔沿 革〕 
昭和58年4月、加茂公民館として会館した。その後、仙台市と泉市の合併や公民館と市民センターの併設を

経て、平成 2年に現施設名に改称された。平成 10年には併説していた加茂体育館が編入され、現在に至って

いる。開館当時は長命ヶ丘・泉中山の区域まで対象としていたが、平成 5 年 4 月の長命ヶ丘市民センターの開

館に伴い、現在は加茂・虹の丘・上谷刈・みずほ台を対象としている。 

当市民センター周辺には加茂神社や古内志摩の墓、中世の館跡である長命館公園などが点在しているほか、

七北田川や丸田沢堤・三共堤がある水の森公園などの自然環境にも恵まれている。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 市民企画会 「加茂コンサートを企画しよう」 

参加者 成人 参加延人数 ８０人 

開催日 

全１３回   

5月 27日(木)、6月 12日(土)、6月 23日(水) 、7月 7日(水)、9月 22日(水)、11月 11日(木)、

11月 21日(日)、11月 28日(日)、12月 5日(日)、12月 8日(水)、12月 11日(土)、 

12月 12日(日)、12月 17日(金) 

協力者・ 

協力団体 
地域住民 

ねらい 企画委員の持っている知識や経験を生かし、講座を企画・運営することで地域活動への繋が

りを広げる。 

概要・成果 加茂市民センタークリスマスコンサート「Dreams Kamo True」（12月 12日開催）を企画・運営

した。企画委員の熱心な取り組みにより、企画進行スケジュールも的確に行われ、地域の方

からも多くの賛同を得た。バレエ、ブラスアンサンブル、照明と地域にとっては大規模な企画

となったが、企画委員の持てる力を存分に発揮でき、活動の飛躍に繋がった。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

楽しく子育てライフ 子育て中の世代を対象に親子でリトミックや英語で歌うことでリ

フレッシュを図った。また保護者を対象にコーチングの学びを通

して互いの現状や不安を話し合うことで交流を図った。 

6月3日・17日・

7月 1日・15日 

4 36 

親子で楽しむお話の
へや 

親子に読み聞かせや紙芝居などの楽しさを伝えるとともに、子

どもの読書習慣を身につけるため、手遊びを交えながら絵本の

読み聞かせを行った。 

9月3日・10日・

17 日・10 月 1

日・8日・15日 

6 82 

加茂子どもクラブ 天体観望会やバードウォッチングを通して自然とふれあい、仙

台高等専門学校の学生製作のロボットを操作したりする体験等

を通して学びを深めた。 

5月 21日・12月

23日・2月26日 

3 123 

加茂中学校区青尐年
健全育成推進協議会
との共催事業 

・災害時の心得・中学生にも出来る救助について学んだ。・防

犯守ろうデーへの参加。 

11月9日・12月

10日 

2 291 

加茂の自然探訪 地域にある自然の素晴らしさを再発見し、地域づくりの基本と

するため、地域の散策を行った。 

5月 13日・10月

28日・2月26日 

3 47 

加茂中学校へ行って
みよう 

加茂中学校の選択授業の一つである藍染めを体験し、給食を

食べ、食育等についての講話と学校見学を行った。 

9月 29日 1 19 

加茂市民センター 
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リサイクル工房 ゴミとして出していた古布を使い・布ぞうりと・ぬいぐるみを作っ

た。それぞれがごみの減量に心がけ、環境への関心も高めら

れた。 

7月7日・14日・

21 日・28 日・8

月 4日・27日 

6 88 

シニアカレッジ入門 中高年の方向けに種々の分野の講座を提案し市民センター講

座に気軽に参加してもらうことを契機にして、継続的な学習へと

発展し仲間作りの場を提供する。 

6 月 10 日・7 月

8日・8月 12日・

9 月 9 日・10 月

7 日・11 月 11

日・12月 9日・1

月 13日 

8 197 

ノルディックウォーキ
ングで健康ライフ 

シニア世代でも手軽に出来るノルディックウオーキングを通し、

健康への意識が高まり、健康増進に繋がった。 

11 月 12 日・19

日・26日 

3 45 

市民企画 
加茂市民センターク
リスマスコンサート 
「Dreams Kamo 
 True」 

加茂クリスマスコンサート一部：創作バレエ二部：ブラスアンサ

ンブル 

12月 12日 1 157 

加茂地域防災協議会
共催｢救急救命法を
学ぶ」 

災害時、できるだけ多くの住民が対応できるよう、救命救急と

防災訓練を行う 

6 月 20 日・9 月

4日 

2 394 

加茂連合町内会との
共催事業 

高齢化の進む加茂町内において、安心、安全な暮らしを送るた

めに、電気安全セミナーを行った。 

11月 28日 1 20 

加茂地区社会福祉協
議会との共催事業 
「いきいき交流会」 

高齢化が進む加茂地域の中で、地域が抱える様々な課題など

を把握し、情報を共有することで、地域のニーズに合った講演

会とボッチャを開催した。 

6 月 22 日・7 月

10日 

2 85 

ウォークラリーで町探
検 

町内のチェックポイントを、グループに分かれて回りながら問題

を解き、ゴールする体験学習を行った。 

12月 18日 1 85 

加茂地区社会福祉協
議会との企画検討会 

加茂地区社会福祉協議会と、地域の高齢社会を相互に担って

いく環境づくりのために、事業の企画会を開催した。 

4 月 6 日・9 日・

28 日・6 月 22

日・7月 10日・8

月 7日 

6 45 

加茂市民センターま
つり 

加茂市民センターを拠点に活動しているサークル、地域の各種

団体の学習成果を発表するとともに、地域の交流の場となっ

た。 

10 月 23 日・24

日 

2 1,750 

地域懇談会 加茂、虹の丘小各地域の各種団体との話し合いの場を設け、

情報交換により相互理解を進めるため懇談会を開催した。 

1月 8日・25日 2 34 

ロビートークサロン 一般地域住民の方と気軽に話し合いができる場を設定し、事業

運営に関するご意見ご要望を聴き、今後のセンター運営に繋

げる 

4 月 20 日・9 月

28日・2月15日 

3 13 

緑の環境ボランティ
ア入門 

センター内の整備、地域の公園の植栽の整備など町の美化運

動を行った。 

5 月 29 日・6 月

26 日・7 月 24

日・11月 27日・

2月 12日 

5 55 

ジュニアリーダーと遊
ぼう 

加茂プレゼントのジュニアリーダーと地域の子どもたちが一緒

に活動することで、ジュニアリーダー自身の資質の向上を図る

と共に、異年齢交流を促進するためスポーツチャンバラを行っ

た。 

7月 17日 1 9 

市民企画会 
「加茂コンサート」を
企画しよう 

企画委員の持った経験を生かし講座・運営をすることで地域活

動への繋がりを広げる。 

5 月 27 日～12

月 17日 

13 80 

ふれあいロビーギャ
ラリー 

センターロビーでの発表・展示を行い、サークル活動の活性化

とサークル支援を行った。 

6 月 23 日・9 月

18 日・12 月 9

日・2月 15日 

4 311 
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〔沿 革〕 
当センターは、地域住民の生涯学習活動の中心的施設として平成元年 4 月高森公民館として開館した。そ

の後、機構改革に伴い高森市民センターと改称された。 

この地域は、昭和48年以降、民間企業によって開発された地域で、閑静な住宅地のほか高森東公園や高森

自然公園などには豊富な緑地が残され、自然と調和した美しい街区が特徴的である。 

町内会や地域ボランティア団体を中心に、「新しいふるさとづくり」を目指して、四季を通じたイベント等を行い、

地域活性化を推進している。その中で、地域への愛着心を育む交流の場として多くの地域住民に利用されてい

る。  

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 地域安全マップを作ろう！ 

参加者 高森小学校 4年生・高森東小学校 3年生 参加延人数 １４０人 

開催日 全４回  6月 17日(木)、6月 22日(火)、7月 2日(金)、7月 10日(土) 

協力者・ 

協力団体 

特定非営利活動法人日本ガーディアン・エンジェルス、地域安全マップサポーター、 

高森小学校 PTA、高森東小学校 PTA、高森校区子ども会育成会、高森東楽寿会、 

高森東地区社会福祉協議会、高森児童センター、高森東児童センター、 

子ども１１０番の家 

ねらい 小学生が、地域内で犯罪の発生が予想される危険な場所を探して歩き、地域安全マップを

作成することにより、危険を察知し回避できる能力を身につける。また子ども１１０番の家を探

すことで地域での見守りを知る機会とする。 

  

概要・成果 地域内の小学校と連携し、地域内の諸団体等の協力を得ながら、総合学習の時間に、小学

生がグループに分かれ、地域内の危険な場所を探し歩き、地域の安全マップを作成した。ま

たグループ毎にできたマップを基にフィールドワークの成果を発表した。 

サポーターや保護者の協力もあり、また１１０番の家の方々にも快く協力いただき子どもを見

守る地域の温かさに触れる機会になった。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

おはなし広場 絵本の読み聞かせを通して子どもが読書に親しむ機会の提

供。影絵、絵本を題材とした菓子作りや簡卖工作等。 

7 月 28 日・9 月

29日・11月5日 

3 42 

親子で郷土料理を学
ぼう 

市民企画会議による実施講座。高森地区の転入者を対象に子

どもと一緒に宮城の郷土料理を学び地域への理解と交流を深

める。 

10月 23日 1 8 

わくわくチャレンジ工
作 

普段なかなか体験できない科学工作や凧作りを体験し、製作

する達成感や感動を親子で共有し絆を深めた。 

8 月 5 日・9 月

28 日・10 月 31

日 

3 37 

伝統行事を学ぼう 地域に伝わる伝統行事、七夕飾りや小正月飾りのだんごさし等

を地域のボランティアの協力を得て実施し、伝統の継承と世代

間交流を深めた。番外編として猿まわしも実施。 

6月 13日・11月

25日・1月 8日 

3 245 

インリーダー研修会 子ども会活動の充実を図るためにリーダーとなる子どもや世話

人を対象に、子ども会についての知識やレクリェーションの研

修。 

12月 4日 1 90 

高森市民センター 
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わら縄をなってみよ
う！ 

小学生を対象に地域の縄ないサポーターの指導の下、稲作の

産物であるわらをなう体験をし、伝統技術の継承を行い、世代

間の交流も図る。 

10 月 22 日・11

月 25日 

2 84 

地域安全マップを作
ろう！ 

小学生が地域内の犯罪が起こる危険性が高い場所を歩いて探

しマップを作成することで危険を察知して回避できる能力を身

につける。 

6 月 17 日・24

日・7月 1日・10

日 

4 140 

高森ミニ農園 土作り、堆肥作りから始まる有機栽培の野菜作りに取組み、食

の安全を考える。収穫物で郷土料理や保存食作りも学び交流

を深める。 

4 月 10 日～11

月 13日 

15 582 

地域の技もち人に学
ぶ 

地域内で特技を持っている人材を活用した講座の実施。地域

の方が気軽に講座に参加できる環境を作り、地域住民の交流

を図る。 

6 月 30 日・7 月

28 日・8 月 26

日・9月 4日 

4 63 

男の台所入門講座 高齢化社会に向けて男性が家事に取組む機会を想定し、家事

の自立を目指す。主に料理やごみ出しなどのエコ学習等も行

う。 

12 月 18 日・25

日・1月 26日・2

月 1日 

4 59 

私のチャレンジタイム   
～ゆっくり体を動かそ
う～ 

子育て講座企画会議による実施講座。運動不足の解消のため

に気軽に取組めるヨガ等を体験する。また育児中の方の心身

のリフレッシュを図る。 

10 月 27 日・11

月 3日・17日 

3 68 

高森塾 高齢化社会に適応した学習活動を推進し地域のニーズに応じ

た学習内容を提供する。受講生の親睦を深め健康で生きがい

のある生活を支援する。 

4月 23日～2月

25日 

10 427 

高森福祉地域交流大
会「高森ふれあいコ
ンサート」 

高森福祉地域交流大会企画会議による実施講座。福祉活動を

しているボランティア団体と共に地域の交流大会としてコンサー

トを開催し音楽を通して地域の交流を深める。 

11月 27日 1 216 

早春コンサート 高森小学校社会学級連携企画会議による実施講座。育児等で

忙しくゆっくり音楽を鑑賞する時間がない現状に対してコンサー

トを開催しゆとりある時間を提供する。社会学級活動の活性化

も図る。 

3月 8日 1 55 

地域防災講座「備え
あれば憂いなし」 

地震等の災害に備え、地域住民が災害発生時にできる様々な

支援活動を学ぶ。 

11月 21日 1 27 

高森福祉地域交流大
会企画会議 

高森東社会福祉協議会に所属し高齢者を対象に福祉活動をし

ているボランティア団体と連携し地域交流大会を企画する。 

6 月 4 日・7 月

22 日・9 月 17

日・11月 27日 

4 14 

高森小学校社会学級
連携企画会議 

高森小学校社会学級と連携し共通の課題について企画会議を

行い、地域に向けて発信する講座を企画する。 

5 月 19 日・7 月

21 日・9 月 30

日・3月 8日 

5 17 

星空ミニミニコンサー
ト 

地域の人材を活用したコンサートを開催し、気軽に生の音楽に

触れる機会を設ける。また地域の音楽活動者の支援をする。 

8月 20日・10月

8日 

2 52 

高森市民センターま
つり 

センター利用団体や地域活動団体の生涯学習成果の発表の

場として、また地域住民の交流の場としてセンターまつりを開催

する。作品展示、舞台発表等。 

9月 25日・26日 2 4,340 

高森地域懇談会 市民センター運営に対する意見交換や地域課題等を地域住民

と共有する場として懇談会を開催する。 

10 月 16 日・11

月 2日 

2 14 

レクリェーションボラ
ンティア養成講座 

ボランティア活動に理解が深く、余力を地域で活かしたいという

方を対象に、レクリェーションの技術を学び地域で活動できるよ

う育成する。 

2 月 10 日・24

日・3月 3日 

3 102 

子育て講座企画会議 育児に関するニーズにきめ細かく応えるために、子育てに関心

を持つ地域住民や子育て中の方々で、託児付きの講座を企画

する。 

4 月 21 日・5 月

19 日・6 月 23

日・7 月 28 日・

11月 17日 

5 15 

高森市民企画会議 地域住民が自らの知識や経験を生かし、地域課題や多様なニ

ーズに応える講座を企画運営する。 

5 月 12 日・6 月

16 日・9 月 14

日・10月 23日 

4 10 

市民センターデビュ
ー 

市民センターや地域で活動しているサークル団体の活動を見

学、体験する機会を設け、生涯学習への関心を高める。 

6月 11日 1 20 
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〔沿 革〕 
松陵市民センターは、泉区の北東に位置する松陵ニュータウン内にあります。松陵・永和台・歩坂町・山の

寺・向陽台・明石单の６つの町をエリアとし、県民の森をはじめ、豊かな自然と緑に恵まれています。付近には、

街路樹ロードとスポーツ施設のある松陵公園があり、幅広い年齢層の方が自然を愛し、親しんでいる姿が見ら

れます。 

 当施設は、生涯学習の拠点として、市民に大いに利用され親しまれることを目指して、職員一丸となって事業

推進に努力しています。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 ウォークラリー 

参加者 一般 参加延人数 ８１人 

開催日 全１回  10月 9日(土) 

協力者・ 

協力団体 
共催：松陵小・松陵西小校区育成会、松陵小学区民体育振興会、はつらつ遊樹会 

ねらい 地域住民が気軽に参加できるウォークラリーを開催し、地域の交流を深めることで、地域活性

化と青尐年の健全育成を目指す。 

概要・成果 松陵地区内のコースをコマ図を見ながら廻り、クイズに答えたりしてポイントを競った。 

ウォークラリー終了後参加者全員で芋煮やおにぎりを食べさらに交流を深めた。小学生とそ

の親の参加が多く、家族間の交流も盛んに行われた。 

今回は、「いきいき楽々講座」の受講生有志の方や男の料理サークルの方々にもお手伝いい

ただき、例年とは違う交流が生まれた。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

使えるコミュニケーシ
ョン術 
～上手なご近所づき
あいのために～ 

地域のつながりや世代間交流を円滑にするためのコミュニケー

ション術を学ぶ場を提供する。 

1 月 26 日・2 月

9日 

2 50 

男の料理教室 向陽台地区での要望から出前講座を提供する。同時に高齢者

が簡卖な食事づくりを体験することにより自立と食への関心を

深める。 

2月 23日 1 11 

子どもゼミナール’10 学校では体験しにくい様々なことに挑戦し、創造性を育むととも

に年齢を超えた子どもたちの交流をもつ。 

7 月 27 日・28

日・29日 

3 71 

松陵っ子土っと来
い！スペシャル 

長期休みに伴う子どもの居場所作りを目的に工作・運動・料理

などの体験学習の場を提供する。 

12 月 4 日・1 月

22日 

2 78 

昔あそびに挑戦！ 小学生を対象に日本文化への知的好奇心を深め高齢者の

方々を指導者として世代間交流を図る。 

1月 29日 1 21 

障がい者学習支援講
座「松陵ウエルフェア
サロン」 

障害者が社会参加の適応力を高め、地域住民と交流するため

の学習の場を提供する。 

5 月 29 日・6 月

27日・8月28日 

3 63 

松陵市民センター 
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いきいき楽々講座
（老壮大学） 

高齢者がいきいきと元気であり続けるための生きがい作りや交

流を図る場を提供する。 

5 月 14 日・6 月

11日・7月9日・

9月 10日・10月

8 日・11 月 12

日・12月 10日・

1 月 14 日・2 月

18日 

9 390 

県民の森でウォーキ
ングと自然観察を楽
しもう 

地域資源である県民の森を歩くことにより足腰の筋力を鍛錬

し、樹木を観察しながら知的好奇心を呼び起こさせ脳の活性化

を図る。 

10月 1日 1 8 

クリニカルアート（臨
床美術）に挑戦！ 

絵を描くことで右脳が活性化しプロセスを楽しみながらアートを

通してコミュニケーションを豊かにし心身共に健康意識を高め

る。 

11 月 12 日・19

日・12 月 3 日・

10日 

4 44 

なごみコンサート’10 センター利用団体等の演奏発表の場作りと共に近隣住民の気

軽な来館促進をめざす。 

6月 5日・7月 9

日・11月 20日・

12月18日・1月

15日・2月19日 

6 205 

手話ソング’10 一連の表現による手話ソングを学び、聴覚障害者や手話に対

する理解を深める。 

9 月 11 日・18

日・25 日･10 月

16日・24日 

5 53 

松陵ふれあい合唱 小学生から成人まで、幅広い年代層共に歌う楽しさを学び、交

流を図る。 

6 月 26 日・7 月

10 日・24 日・9

月 11日・18日・

25 日・10 月 2

日・9 日・16 日・

23日 

10 238 

第 19 回松陵ふれあ
いコンサート 

小学生から社会人まで、地域の方々が吹奏楽の演奏や合唱の

コンサートに参加することで、異世代間交流・地域交流を図る。 

10月 24日 1 500 

第 19 回松陵ふれあ
いコンサート合同練
習 

青尐年が地域の社会人との吹奏楽練習を通して、向上心と協

調性を高め、異世代間のコミュニケーションを図る。 

8月 22日・10月

11 日・17 日・23

日 

4 680 

松陵小・松陵西小校
区育成会、松陵小学
区民体育振興会、は
つらつ遊樹会共催ウ
ォークラリー 

地域諸団体と共催でウォークラリーを開催し、地域活性化と青

尐年健全育成を図る。 

10月 9日 1 81 

松陵小社会学級・松
陵西小社会学級共催
事業企画会 

地元の 2 社会学級と連携し、地域活性化のための事業を企画

する。 

6月 4日・7月 7

日・11月 11日・

2 月 15 日・3 月

11日 

5 20 

企画検討会 
「松陵っ子土っと来
い」 

子どもの居場所作りという原点に立ち、子ども主体の事業を企

画運営して地域ぐるみで、子育て支援を図る。 

5 月 18 日・9 月

14 日・10 月 20

日・2月 1日 

4 40 

第 21 回松陵市民セ
ンターまつり 

センター利用団体・地域団体・地域住民の活動発表と地域交流

の場を提供する。（11月 6日はさっと来いまつりも開催） 

11月 6日・7日 2 1,500 

地域懇談会 地域課題の共有と課題解決のためのための懇談会を開催し、

次年度以降のセンター事業に反映させる。 

5 月 21 日・6 月

11日 

2 26 

市民企画会 
「めざせ！健康長寿
～健康仕掛け人大募
集～」 

健康維持増進をテーマに企画員を募集し、エリア内の地域交

流と健康増進への意識を高める 

6月 18日～3月

4日 

12 72 

松陵地域記者クラブ 地域情報を収集・発信することで、地域のよさに気づき、地域を

よくする意識を高める。 

6月5日・19日・

7月3日・17日・

8月 7日 

5 18 
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〔沿 革〕 
寺岡市民センターは、泉区北西部の大規模団地「泉パークタウン」の西部に位置し、緑豊かな自然が残る寺

岡・紫山地区を受け持っている。 

寺岡地区は、昭和５０年代後半から急速に発展し、団地としては成熟している一方高齢化も進んでいる。新し

く造成された紫山地区は、若い世代を中心に住民も年々増加しており、対照的な年齢構成になっている。また、

団地周辺には宮城県図書館を始め、宮城大学や仙台白百合学園などの文教施設がある他、2 年前には大型

商業施設がオープンし、週末や休日には遠方からも人々が集まり賑わっている。今後もますます発展と活性化

が期待できる地域である。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 市民センターのプチ農園で旬の野菜を育てよう 

参加者 小学生親子 参加延人数 ２１１人 

開催日 

全１２回   

5月 12日(水)、5月 19日(水)、6月 2日(水)、6月 16日(水)、7月 7日(水)、7月 21日(水)、

8月 4日(水)、9月 1日(水)、9月 15日(水)、10月 6日(水)、10月 27日(水)、11月 6日(土) 

ねらい スーパーなどでは一年中様々な野菜が売っており、旬の時期が分からなくなっているのが現

状である。旬のおいしい野菜を自分たちで育て、食することで野菜に対する興味・関心を喚

起するとともに野菜を多く摂取する健康的な生活習慣を身につけられるような食育を進めて

いく。 

概要・成果 親子で旬の野菜を育て、収穫した野菜を調理して食べることで、食育を進め、食の安全や生

産・流通のしくみについて考えた。 

プチ農園でつくったじゃがいも・人参・パプリカなどでおいしい夏野菜カレーを作った。また、

それまで観察してきたことをまとめて、冊子や壁新聞を作成し、市民センターまつりに展示し

た。最終回には、収穫祭を行い、冬野菜を親子でおいしく料理した。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

親子でスッキリ！脳
力アップ 

親子で陶芸や絵手紙の作品作りをして、脳の活性化や親子間

のコミュニケーションを深める機会を作る 

12 月 18 日・23

日 

2 50 

心と体をメンテナンス
～ジャイロキネシスで
歪み改善～ 

体の歪みを矯正する効果があるというジャイロキネシス（ヨガの

一種）を体験し、心身のリフレッシュと健康増進、仲間作りを促

進する 

5 月 14 日・21

日・28日・6月 4

日 

4 98 

市民センターのプチ
農園で旬の野菜を育
てよう 

親子で旬の野菜を育て収穫した野菜を調理して食べることで、

食育を進め食の安全や生産・流通のしくみについても考える 

5 月 12 日～11

月 6日 

12 211 

地域の施設を探検し
よう 

地域の施設の裏側を探検し、そこで働く人々の仕事を知ること

で、子どもたちが社会を知る体験活動とする 

7 月 29 日・30

日・8 月 3 日・4

日 

4 66 

見直そう！お米の文
化 

米粉を使った簡卖なおやつ作りを通して、日本文化の良さを再

確認し、地域で活動する先輩世代から若い世代へ文化や生活

の知恵を継承する 

11 月 19 日・26

日 

2 29 

寺岡市民センター 
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もっと上手にコミュニ
ケーション！！ 

子育て世代の母親を対象に、もっと上手にコミュニケーションを

とるためのコツや方法を学び家庭生活で生かすことにより、社

会参加への自信や機会に繋げる 

1月 20日 1 38 

おとうさんもがんばっ
て！～日曜大工教室
～ 

大工道具を使い、親子（特に父子）で共同制作することにより物

作りの楽しさや、協力することの大切さを学び、親子のコミュニ

ケーションや絆を深める 

6 月 12 日・19

日・26日 

3 29 

子ども体験塾～科学
工作～ 

小学生を対象に、身近な科学現象を素材にした実験や工作で

科学学習への興味や関心を高める 

11 月 20 日・27

日・12月 4日 

3 53 

エコにつなげよう！
～親子でつくるキャン
ドルナイト～ 

親子一緒に環境についての話を聞き、自然素材でキャンドルを

作ることにより、環境保全や地球温暖化について考える機会を

作る 

12月 18日 1 22 

体験！ハワイアンエ
クササイズ 
～こころ・からだ・リフ
レッシュ！～ 

日頃ストレスの多い世代を対象に、フラダンスで足腰の強化を

図ることによる健康作りと癒しによる脳の活性化や心のリフレッ

シュを目指す 

8 月 27 日・9 月

3 日・10 日・17

日 

4 114 

フィンランドの健康法 
～ノルディックウォー
キング～ 

ノルディックウォーキングによる健康増進と地域の魅力再発見

の場とする 

9月 9日・16日 2 34 

男子厨房に入るべ
し！ 

料理初心者向けの男性を対象に、朝・昼・晩の食事作りを通し

て男性の家事への参加を促し、男性同士のコミュニケーション

を深め、食と健康との関連について考える機会を作る 

1 月 19 日・26

日・2 月 2 日・9

日 

4 63 

発見！活き活き女性
のライフスタイル 

30～40 代の子育て世代が「節約」を意識しながら活き活きと生

活するためのヒントや工夫を身につける機会を提供する 

11 月 9 日・17

日・30 日・12 月

7日 

4 112 

食と環境を考える 「食」を切り口に市民レベルでできる環境保全への取り組みに

ついて学ぶ 

6月 18日・25日 2 29 

多聞塾 シニア世代に生きがい作りの場や社会参加の機会を提供し、

地域や仲間同士のコミュニケーションの形成や支えあいの基盤

作りをする 

5月 13日～3月

3日 

10 566 

いざという時のため
に～救急救命講習～ 

AED を含む普通救命講習を学ぶことにより、いざという時にス

ムーズに対応できるよう備える 

10月 30日 1 20 

寺岡市民センターま
つり 

サークルや地域諸団体の作品展示や舞台発表を通して、地域

住民の交流を深めるとともに、市民センターに足を運んでもらう

機会とする 

10 月 23 日・24

日 

2 2,000 

夏の夕べのコンサー
ト 

地元音楽サークルへの発表の場の提供と地域住民へ市民セン

ター事業への参加を促す 

8月 29日 1 90 

寺岡・紫山懇談会 寺岡・紫山の地域住民との懇談会を開催し、地域課題を抽出

し、センター事業に反映させる 

6月 10日・11日 2 7 

ティータイムサロン～
市民センターの講座
を企画しよう～ 

地域住民が事業企画に関わることで、住民視点での地域課題

を探る 

5 月 26 日～12

月 15日 

10 40 
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〔沿 革〕 
長命ケ丘市民センターは、平成 5 年 4 月に泉区 10 番目の市民センターとして開館された。当市民センター

の周囲は昭和 50 年以降に造成された長命ヶ丘団地で形成されている。利用者の約６５％が長命ヶ丘地区、

25％が近隣地区、残り 10％が他地区からとなっており、地域に密着した市民センターといえる。 

地域優先の 13 サークルをはじめ、常時 80 以上のサークルが活動しており、本年度も 48、000 名を超える利

用者があった。当市民センターは、子どもから高齢者までのあらゆる住民の層からの支持を得ながら、サークル

活動はもとより、地域の生涯学習活動の拠点として定着しており、益々その役割機能は、重要性を増している。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 夫婦共学 

参加者 地域住民 参加延人数 ７３人 

開催日 全５回  6月 18日（金）、7月 16日（金）、9月 17日（金）、11月 19日（金）、1月 28日（金） 

協力者・ 

協力団体 
仙台福祉サービス協会 郷土マップ制作の会 ほか 

ねらい 長命ヶ丘地区は高齢化が進み、高齢夫婦の世帯が多くなってきている。 

夫婦二人で共に学ぶことにより相手をあらためて見つめなおしこれからの夫婦のあり方や自

立を考える機会を提供する。 

概要・成果 夫婦の「現在」と「これから」の話し合いからお互いを再発見。コーチングの指導者のもとでゲ

ームを通して夫婦、友達、隣人について学んだ。 

夫婦一緒にペアでの体操として、八乙女から水の森まで散策、手打ちうどんと冷汁の調理実

習、いも煮会や茶話会での介護の体験談を聞いたり、話したりしての情報交換など。 

 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

子育て講座 親子のふれあいと絆を深め相互の育ちあう場を提供する 6月 3日・8月 5

日・10 月 6 日・

12 月 1 日・2 月

10日 

5 262 

休日自然楽校 自然のすばらしさや大きさ楽しさを共感する時間を提供 7 月 19 日・9 月

26 日・11 月 13

日 

3 57 

仙台みそづくりと食育
の話 

「仙台みそ」をテーマに、食育活動や日本古来の食文化につい

ての講話を聴き、みその仕込みを体験し、家庭での食育を考え

る 

9月 17日 1 14 

夏休みあそび場づく
り 

夏休みをひとりで過ごす子どもを対象にさまざまな体験をする

場の提供。 

7月 21日～8月

12日 

17 96 

フレンドスクール 同じ教室で学ぶ縦割りの学習の場を提供し放課後の居場所作

りを行う 

5月 19日～2月

16日 

20 226 

丘の子夢さがし 夏休みの子どもたちがゲームやワークショップを体験し、自分

の未来を考える子どもキャリア講座 

8月 3・4日 2 12 

長命ケ丘市民センター 
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もっと知りたい長命ヶ
丘発歴史の旅 

長命ヶ丘を起点に近隣の歴史文化を学び再発見と愛着心を育

てる 

6月 4日・7月 9

日・9月 3日・10

月9日・11月12

日 

5 107 

長命より道クラブ 定年後どんな生活をしようかと考えている人達に地域デビュー

の準備として出会いの場、仲間づくりの場を提供 

9月 17日・10月

22 日・11 月 13

日・27 日・12 月

17日 

4 78 

ノルディック・ウォー
キングで健康づくり 

中高年にも効率よく運動できるノルディックウォーキングを習得

して健康づくり・仲間づくりを促す 

11 月 13 日・20

日 

2 10 

夫婦共学 高齢化社会をふたりで元気に暮らしていく為に共に学び時間と

感動の共有の場を提供 

6 月 18 日・7 月

16 日・9 月 17

日・11月 19日・

1月 28日 

5 73 

ECO で快適生活を知
ろう 

エネルギーと企業の取り組みを知る工場見学、不用品を利用し

たエコバック制作、環境講話を通してエコロジーや環境を考え

る 

11 月 19 日・26

日・12月 3日 

3 21 

長命ヶ丘町内の達人 スキルある住民を講師として活躍してもらう機会と場を提供 12月26日・1月

26日・2月12日 

3 52 

長命大学 街づくりに活躍してきた高齢者にたいしてこれからの生活を生

き生きと過ごすために学習に取り組む場を提供 

5月 20日～2月

17日 

10 521 

長命ヶ丘市民センタ
ーまつり 

・学習成果の発表機会の提供・地域住民の交流できる場の提

供 

10月 16・17日 2 2,000 

長命七夕コンサート 地域のコンサートとして質の高い芸術文化にふれることができ

住民の憩いの場・交流の場となるよう開催 

7月 3日 1 160 

長命ヶ丘春の音楽祭 長命ヶ丘は音楽活動の盛んな街である。センターにとどまらず

発表の機会を提供した 

4月 17日 1 160 

長命ヶ丘地域活性化
懇談会 

地域課題として取り上げられている地域活性化に関して具体的

な提案について意見交換をおこなう。 

6月 14日 1 9 

ガーデニングのいろ
は 

地域で堆肥づくりを広め実践している。堆肥作りからはじめ花を

咲かせる技術を習得し地域に還元できるよう支援する 

5 月 26 日・6 月

23 日・7 月 21

日・9 月 28 日・

10月 26日 

5 66 

めざせ！町の新聞記
者 

長命ヶ丘の街の様子を広報紙として内外に知らせる事を目的と

して技術を学び情報発信できるよう支援する 

11 月 26 日・12

月 3日・10日 

3 20 

子どもの未来を考え
る企画会 

子どもたちの生活環境に関わる現代的課題の中から取り組む

課題を検討し、講座を企画する 

5 月 13 日・27

日・6 月 10 日・

24日・7月8日・

22 日・8 月 27

日・9 月 16 日・

30日 

7 32 
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〔沿 革〕 
当市民センターは平成 12年 1月、鶴が丘中学校区施設として泉かむり訪問看護ステーション、コミュニティ防

災センターと併設し、泉区内 11番目の市民センターとして開館した。 

市民センターの北側に、戦国時代の武将である国分氏が居を構えた松森城跡を仰ぎ、北東には鶴が丘団地、

東西に細長く松森地区がある。近年大型店舗の進出や幹線道路の整備が進み人口増加の傾向にある。一方

单側は、一面広大な田園地帯となっており、七北田川・仙台バイパスまで眺望が広がり、自然環境にも恵まれて

いる。施設の特徴としては、市民が気軽に利用できる親子室・娯楽室・図書室・市民活動室や広々としたラウン

ジがある。地域のニーズに応える生涯学習の拠点施設として、相互交流の輪を持てる多様な事業を提供・支援

している。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 
まなこみネット鶴が森推進事業 
「巨大紙相撲鶴が森場所 2010」「冬のお楽しみ会」  

参加者 小学生、地域住民 参加延人数 
１３５人 

４５０人 

開催日 全２回  7月 19日(月)、1月 8日(土) 

協力者・ 

協力団体 

鶴が丘中学校、鶴が丘小学校、松森小学校、鶴が丘児童センター 

鶴が丘中学校親父の会、松森・鶴が丘学区民体育振興会、クレイン 

鶴が丘小学校区社会学級、松森小学校社会学級 

鶴が丘中学校区健全育成推進協議会 

ねらい まなこみネット鶴が森推進委員会で企画された事業。市民センターが核となり、地域の団体と

連携してネットワークを広げ地域活性化を図る。子供達の健やかな育ちを支援し、さらに世代

間交流を行う。 

概要・成果 「巨大紙相撲鶴が森場所 2010」 

子どもから大人まで一緒にダンボールで巨大力士を作成し、鶴が森場所を開催。 

「冬のお楽しみ会」 

小正月の行事（もちつきとだんごさし）を地域のお年寄りから学ぶ。 

巨大紙相撲は２回目、もちつきとだんごさしは４回目となり、どちらも多くの親子が参加した。

毎回関わってくださるボランティアスタッフも多く、まなこみが地域の行事として定着している。

また学校とも連携し、多くの中学生ボランティアが活躍した。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

仙台の伝統食文化を
学ぼう 

食育をテーマに、仙台白菜と仙台味噌の原料である大豆につ

いて、ひいては伝統食について、実際に畑での作付けや高校

での調理実習などを体験しながら学んだ。 

6 月 12 日・8 月

7日・10月2日・

12 月 4 日・1 月

8日・2月 19日 

6 186 

子育てママの企画会 
実施講座 

子育て中の悩みのひとつでもある腰痛解決のための「ママのリ

フレッシュ骨盤体操」と子育て中の音楽グループによる「ピロロ

の愉快なコンサート」を実施 

12月9日・14日 2 86 

ジュニアちゃれんじ！ マンガや科学実験、ネイチャークラフトなどの小学生向けの事

業を展開し、子供の自主性や想像力を育成するため体験活動

の場を設けた。 

7 月 24 日・31

日・9月 4日・11

日・18 日・2 月

26日 

6 64 

鶴が丘・松森社会学
級共催事業「ハーブ
でリラックス」 

忙しい現代人のために健康とやすらぎをテーマに気分をリラッ

クスするためのハーブの効用について学んだ。 

9月 2日 1 31 

松森市民センター 
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鶴が森「温故知新」～
時空を超えて～ 

松森・鶴が丘地域の歴史を、現地踏査をしながら検証し、歴史

マップ及び歴史レポートを作成した。最終回は震災のため中止

となった。 

5 月 28 日・6 月

25 日・7 月 23

日・8月 27日・9

月 30 日・10 月

29 日・11 月 26

日・2月 26日 

8 76 

笑顔でいきいきヨー
ガ入門編 

心身ともに健康で生き生きとした暮らしが出来るように、楽しく

簡卖に継続していけるヨーガの入門編を行った。 

1 月 20 日・27

日・2月 3日・10

日 

4 103 

学校へ行こう 身近にある学校資源の活用として、開放日や夏休みに空き教

室を利用して、科学実験、パソコンの基礎、調理実習を教師に

模擬授業してもらった。 

7月 7日・8月 4

日・5 日・11 月

12日 

4 48 

城前大楽 地域の高齢者に生涯学習の場を提供し、また話し合いの場を

つくり参加者同士がふれあい、親睦を深めさらに自主活動がで

き心豊かな生活が送れる講座をおこなった。 

4月 22日～2月

24日 

10 355 

松森ラウンジコンサ
ート 

地域の人材やサークルに演奏発表の場の提供と、地域の方々

の気軽な来館を目指すことができた。 

5 月 22 日・6 月

26 日・7 月 23

日・10月 23日・

11月 21日 

5 115 

まつもりゆるゆるアー
トまつり 

地域に居住する音楽家や市内の高校生、おもちゃ修理サーク

ル、ゲームサークルなどが自らのアート活動を館内で発表し、

地域住民と交流した。 

12月 5日 1 90 

市民企画講座 コン
サート inまつもり 

身近な施設で気軽に音楽に触れる機会と交流の場を提供し、

来館のきっかけづくりとした。ＭＪＯの演奏と、ボーカル等を取り

入れ企画委員、演奏者、参加者の交流も図られた。 

9月 5日 1 100 

まなこみネット鶴が森
推進事業「巨大紙相
撲鶴が森場所２０１
０」「冬のお楽しみ会」 

「まなこみネット鶴が森推進委員会」の中で企画立案した２事業

を実施し、地域の活性化や子供と地域住民の交流などを図っ

た。 

7 月 19 日・1 月

8日 

2 450 

（学びのコミュニティ
づくり推進事業）まな
こみネット鶴が森推
進委員会 

市民センターが核となり、地域の様々な団体が連携し、子供た

ちの健全育成と地域の活性化を図るため、夏と冬に２事業を企

画立案した。 

4 月 21 日・5 月

26 日・6 月 22

日・7月 28日・8

月 25日・9月29

日・10月 28日・

2月 9日 

8 135 

第９回  松森市民セ
ンターまつり 

市民センターで活動するサークルの学習発表の場を提供し、地

域住民との交流を促進した。また、実行委員会を組織し、自分

たちの「まつり」であることを確認し、地域の輪を意識した「まつ

り」を実施した。 

10月 17日 1 2,100 

鶴が森コミュニティサ
ロン 

地域ニーズ・地域課題を話し合い、その解決を主なテーマとし、

地域の変化・情報などの交流の場とした。 

2月 12日 1 55 

図書ボランティア養
成講座「本は素敵な
パートナー」 

読書推進活動のため、ブックトークや読み聞かせ等行い、図書

ボランティアの人員確保と現在活動しているボランティアのスキ

ルアップを図った。 

6月4日・11日・

17日 

3 45 

コンサート in まつもり
「企画会」 

身近な施設で気軽に音楽に触れる機会を提供し、地域住民の

交流の場として市民センターを気軽に訪れるきっかけづくりの

ため、コンサートを企画した。 

5 月 18 日・6 月

22 日・7 月 13

日・9月 5日 

4 17 

子育てママの企画会 地域に住む子育て中の母親が企画員となり、今子育て中に必

要としている情報や体験を出し合って、２つの講座を企画立案

した。 

5 月 25 日・6 月

8日・22日・9月

14日 

4 27 

社会学級共催企画会
議 

松森市民センター管内にある２つの小学校の社会学級と市民

センターが、現状に即した諸問題について企画会議を開催し、

意見交換を行った。 

6月3日・10日・

30日・9月 2日 

4 21 

サークル一日体験 市民センターで活動するサークルの様子を地域の方々に紹介

した。地域での自分探しとなり交流するきっかけとなった。 

4 月 27 日・28

日・5月 8日・15

日・22日 

5 14 
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〔沿 革〕 
桂地区は仙台市の北西部に位置し、緑に囲まれた住宅と高層マンションで構成される新興住宅団地であり、

高齢化率 11．7％と比較的若く活気にあふれた街である。一方、将監地区は昭和 40 年代に開発された歴史の

古い団地で年々高齢化が進んでいる。 

児童センターとの併設館ということもあって利用者の年齢層は乳幼児から高齢者までと幅広い。開館以来、こ

れらのさまざまな年齢層の地域住民と地域団体を意識した事業を展開し、利用者増と生涯学習の拠点を目指し

て取り組んできた。22年度は、将監地区との交流と連携を目指すとともに、桂地区の諸団体とは更なる連携を深

めながら生涯学習環境の整備・拡充に努め、自主的学習意欲に応えられるよう市民参画や学社連携の輪を広

げていく。 

 

〔特色ある事業〕 
 

事業名 市民企画講座 桂ロビーコンサート 音楽が生まれる街～地域をつなぐ 

参加者 一般 参加延人数 ７５５人 

開催日 

全７回   

7月 4日(日)、7月 8日(木)、9月 8日(水)、10月 9日(土)、11月 27日(土)、12月 5日(日)、

3月 6日(日) 

ねらい 市民企画によるロビーコンサートを開催する。音楽関係利用団体に練習成果発表の場を提

供するとともに、地域の音楽家の掘り起こし、より質の高い音楽の提供、地域住民相互交流の

一助とする。 

概要・成果 企画委員 5名が、企画会議を経て６回のコンサートを企画した（7回目は、仙台市市民文化事

業団との共催、街角コンサート）。日韓若手音楽家コンサートや地域の高校生によるバイオリ

ンコンサートなど、質の高い音楽が提供された。音楽が生まれる街～桂というものが、地域全

体に広まってきており、地域を音楽が結ぶ役割を果たしている。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

桂の森のキッズラン
ド 

桂こどもの城保育園・桂地区社協・桂児童センターと連携して２

回開催。第１回みんな一緒に楽しもう！人形劇「お家にお帰り

オオカミちゃん」第２回はじめてのお出かけクラシック 

9月 15日・11月

17日 

2 450 

桂ジュニアカレッジ 小学生対象に６回開催。第１回カレーを作ろう 第２回囲碁に挑

戦 第３回ジュニアリーダーと遊ぼう 第４回実験してみよう 第

５回ネイチャークラフトに挑戦 第６回ニュースポーツに挑戦 

6 月 26 日・7 月

24 日・8 月 28

日・9 月 25 日・

11月 27日 1月

7日 

6 134 

桂子ども交通安全教
室 

桂小学校・育成会・泉警察署・泉区役所区民生活課と連携して

２回開催。第１回小学生対象に自転車の正しい乗り方・交通規

則を学習。第２回幼児・高齢者を対象に交通規則の学習。 

6月 12日・16日 2 126 

みんな で リ サ イ ク
ル！「竹キャンドルを
作ろう！」 

「男組企画会議」で企画された講座。一度使用したろうそくを溶

かし新たなろうそくを作り、竹の中に入れて飾る。 

11月 20日 1 19 

桂自然塾 アウトドア
に挑戦しよう 

第１回講話「安心・安全な中高年の登山」第２回館外学習：銅

谷・堂所・堂庭廃寺散策第３回館外学習：桑沼・氾濫原散策第

４回館外学習：泉ヶ岳登山第５回蕃山登山 

4 月 17 日・24

日・5 月 22 日・

10 月 23 日・11

月 6日 

5 69 

桂市民センター 
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あなたの暮らしを守
る～ 
いざという時のため
に 

第１回講話「成年後見人制度について」第２回講話「今から考え

よう老い支度」第３回講話「地域で違う葬祭いろいろ」 

1 月 12 日・19

日・26日 

3 57 

あなたは大丈夫！？
＜骨粗しょう症＞ 

第１回講話「骨粗しょう症について」第２回実技「骨粗しょう症予

防の軽体操」第３回調理実習「予防・改善のための調理」 

10 月 13 日・20

日・27日 

3 61 

仙台を知ろう 第１回講話「仙台ってどんな街！？」第２回講話「仙台の歴史と

七夕祭り」第３回実技「ミニ七夕作り」第４回調理実習「仙台の

郷土料理」 

6 月 15 日・22

日・29日・7月 6

日 

4 49 

地球にやさしい暮らし
方 

第１回講話「地球温暖化と私たちの暮らし」第２回館外学習「環

境施設見学」第３回調理実習「エコクッキングに挑戦」第４回講

話「地球とマイホームにやさしい掃除」 

9月3日・10日・

17日・10月1日 

4 75 

国際交流講座～仙台
の姉妹都市巡り 

第１回講話「姉妹都市と友好都市」第２回講話「光州広域市：世

界美術博覧会・ビエンナーレ」第３回調理実習「メキシコ調理」 

12 月 3 日・10

日・17日 

3 65 

ランクアップ！コミュ
ニケーション講座 

桂小学校区社会学級連携事業「構成的グループエンカウンタ

ーによるワークショップ」 

11月 26日 1 56 

桂友くらぶ 第１回講話「食べるを科学する」 第２回講話「遠野物語」 第３

回コンサート「琴の調べ」 第４回仙台市博物館見学 第５回実

技「絵手紙」 第６回齋藤産土美術館見学 第７回講話「積極的

に生きる」 第８回実技「レクリェｰション」 第９回講話「わが心

の安重根」 第１０回一人芝居「人生いろいろ笑いが大事」 

5月 13日～2月

10日 

10 533 

わくわくドキドキ シニ
アのパソコン講座 

東北電子専門学校学生による指導。マイカレンダー作り 7 月 28・29・30

日 

3 57 

桂ロビーコンサート 第１回七夕コンサート 第２回琴の調べ 第３回日・韓若手音楽

家交流コンサート 第４回高校生バイオリニストによるコンサー

ト 第５回ビオラ・フルート・ピアノアンサンブル 第６回室内管

弦楽クリスマスコンサート 第７回街角コンサート 

7 月 4 日・8 日・

9 月 8 日・10 月

9 日・11 月 27

日・12月 5日・3

月 6日 

7 755 

桂地区「地域防災訓
練」 

桂連合町内会共催事業避難場所集合、濃煙体験、ＡＥＤ・応急

措置訓練、消防はしご車放水訓練、非常食配給 

9月 12日 1 1,200 

桂文化祭 利用サークルのステージ発表・作品展示、バザー、出店、抽選

会、餅まき、児童センターまつり 

10月 16日 1 3,000 

桂 地域懇談会 桂地域・各団体の現状と課題、及び桂文化祭について懇談 5月 18日 1 9 

あなたもストリートア
ーティスト「バルーン
アート」 

バルーンアートの技術を習得 10月 2日 1 10 

ネイチャークラフトボ
ランティア養成講座 

第１回講話「自然素材のクラフト製作」 第２回実技「材料集め」 

第３回実習「道具について」 第４回実習「教材準備の仕方」 

第５回実習「作ってみる」第６回講話「指導の仕方」 

5 月 27 日・8 月

26 日・10 月 28

日・11月 25日・

12月16日・1月

27日 

6 40 

市民企画講座 
「男組企画会議」 

第１回企画持ち寄りと検討 第２回企画の絞込み第３回役割分

担決め 第４回最終打ち合わせ 第５回反省会 

5 月 29 日・6 月

26 日・7 月 21

日・9月 4日・12

月 11日 

5 11 

桂ロビーコンサート企
画会議 

第１回情報交換 第２回企画立案 第３回詳細打ち合わせ 第

４回反省会 

5 月 11 日・18

日・25 日・12 月

5日 

4 13 
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〔沿 革〕 
当市民センターは单中山団地の中心部に位置し、单中山中学校区における单中山、北中山、西中山の 3連

合町内会傘下 16町内会を対象範囲としている。さらに、新規住宅の建築も盛んで人口も増加傾向にある。 

当市民センターは、昭和 59 年にオープンした「泉中高年齢労働者福祉センター（サンライフ泉）」が平成 15

年 3月をもって閉館した後、施設改修を行い、平成 15年 11月 13日に「单中山市民センター」としてリニューア

ルオープンした。地域には障害者関係教育機関があり、住民や小中学生、大学生などと障害者との交流も活発

に行われるなど、地域住民の市民活動も活発で、市民センター活動への期待と関心も大変高い。 

 
〔特色ある事業〕 
 

事業名 ８ミリフィルム観賞会を開こう 

参加者 成人 参加延人数 
企画会：４２人 

鑑賞会：６５人 

開催日 

全１１回   

10月 16日(土)、11月 20日(土)、11月 27日(土)、12月 11日(土)、12月 15日(水)、 

1月 8日(土)、1月 12日(水)、1月 29日(土)、2月 5日(土)、2月 16日(水)、2月 19日(土) 

協力者・ 

協力団体 
連携：せんだいメディアテーク 

ねらい 昭和の様子を記録した８ミリフィルム観賞会の企画・運営を市民参画の形で行うことにより、自

ら学びの場を創造することの楽しさや必要性を知ってもらう。 

 

概要・成果 公募で募った企画員は皆、8 ミリや映写機の扱いに慣れており、鑑賞会の実施に向けて積極

的な意見が交わされた。 

地域の方から提供していただいた８ミリフィルムをデジタル化し、上映座談会を実施すること

で、地域の様々な世代の方と仙台の記憶を共有し、住民同士のコミュニケーションづくりにつ

なげた。 

鑑賞会には、地域住民はもとより、区内、市内からも多くの来場者を得ることができた。また、

企画員のアイディアで会場内に設置した 8 ミリフィルム関連機器の展示には、多くの方が興味

を示した。 

 
〔平成 22年度 事業実績〕 

 

事業名 事業の主な内容 実施日・期間 回数 
参加 

延人数 

ママのほっとサロン 紙芝居、エプロンシアター、親子体操、育児講話、アロマオイル

のお話、おさんぽ、クリスマス会、手作りおもちゃづくり、人形劇 

5月 28日～2月

25日 

10 262 

わくわくこどもチャレ
ンジ 

学ぶ楽しさを知ってもらうために、工作と科学実験、ブックトー

ク、茶道、料理、ジャグリング等を体験。 

通年 6 114 

長谷倉川でともだち
交流会 

安全な川遊びの講習、魚のつかみ取り、魚焼き体験 9月 4日 1 32 

親子で体験！門松を
つくろう 

ミニ門松づくり 12月 26日 1 59 

单中山・北中山小学
生交流会 

綱引き大会、餅つき大会、交流食事会 1月 15日 1 88 

さわやか健康塾 
～らくらくリフレッシュ 

託児付で健康講話とフィットネスを実施。 9月7日・14日・

28日 

3 55 

南中山市民センター 
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いずみ中山交流事業  
創ろう・語ろう・わがま
ち 

光明支援学校の工房で紙すきをして、学校見学。すいた紙で絵

手紙体験と交流会を実施した。作品はセンターまつりで展示。 

7 月 30 日・9 月

8日 

2 26 

いずみ中山地域人材
講座 
わがまちみんなの輪 

地域在住の方を講師に迎え、海外生活の体験談、学コミの活

動紹介とジャンボのりまき作り、新しいお寺の在り方等の講話

を実施。 

6月 12日・10月

23日・1月29日 

3 149 

8 ミリフィルム鑑賞会 昭和の様子を記録した８ミリフィルムの鑑賞会 2月 19日 1 65 

かがやきカレッジ コンサート、科学実験、川柳、辻標めぐり、健康体操、脳トレ、小

正月行事のだんごさし等を実施。 

5月 14日～3月

4日 

10 414 

いずみ中山すずなり
コンサート 

地域の方が出演する地域ぐるみの音楽発表会。夏に４サーク

ルの発表。冬に单中山中学校吹奏楽部とジャズオーケストラの

共演を実施。 

7 月 3 日・11 月

27日 

2 280 

单中山・北中山小学
生交流会実行委員会 

单中山・北中山小学生交流会の企画・検討 4 月 24 日・5 月

29 日・6 月 26

日・7月 24日・8

月 28日・9月25

日・10月 30日・

11月27日・1月

15日 

9 162 

(学びのコミュニティづ
くり推進事業)まなび
ねっといずみ中山推
進委員会 

まなびねっと「いずみ中山」で実施する事業の企画・検討 4月 24日～2月

26日 

14 252 

单中山市民センター
まつり 

地域の学校・団体・市民センター利用サークルの発表、授産施

設の販売、あそびのコーナー 

11月 6日・7日 2 2,370 

地域懇談会 地域交流講座参加者との懇談会、地域の学校関係者との懇談

会、町内会関係者との懇談会を実施。 

9 月 8 日・12 月

4日・3月 5日 

3 36 

いずみ中山愛菜ボラ
ンティア講座～野菜
を作ろう 

畑を１００坪に広げ、１０種類の野菜を栽培。子どもの講座にじ

ゃがいもやきゅうりを提供し、地区社協のふれあい食事会にも

新鮮な野菜を提供した。 

4月 28日～3月

3日 

10 223 

ジュニアリーダーとあ
そぼう 

ジュニアリーダーの指導による小学生のゲーム交流 7月 24日 1 18 

団塊の世代の井戸端
会議 

「生き生きと生きるために」をテーマに、館長講話から検討会、

各自の思い等話し合った。 

5 月 29 日・6 月

26日・8月28日 

3 23 

8 ミリフィルム鑑賞会
を開こう 

昭和の様子を記録した８ミリフィルム鑑賞会の企画 10 月 16 日～2

月 19日 

11 42 

 

 



 

 

 

 

 

 資   料 

 

 

 

Ⅳ 



運営管理費

施設整備費
・改築費等

拠点館 地区館 拠点館 地区館 拠点館 地区館 拠点館 地区館 拠点館 地区館

家庭教育
推進事業

491 5,017 413 5,634 573 4,997 423 5,036 475 5,246

青尐年健全
育成事業

5,283 4,362 4,176 3,969 3,436 3,322 2,153 3,341 1,652 3,957

成人学習
振興事業

606 5,385 639 5,730 332 6,143 309 8,029 313 6,436

高齢者学習
振興事業

691 4,352 738 5,060 555 4,426 548 5,019 570 4,701

地域社会教育
推進事業

2,188 5,673 2,202 5,278 1,631 4,810 782 4,245 3,573 4,947

民間指導者
育成事業

3,113 2,987 2,858 2,101 1,811 2,578 1,287 3,013 1,878 2,799

学習情報
提供事業

1,604 1,836 1,869 1,982 841 2,624 689 108 995 914

若者によるまち
づくり実践塾

1,050

小　　　計 13,976 29,612 12,895 29,754 9,179 28,900 6,191 28,791 10,506 29,000

17,257 16,101 15,151 14,966 16,213

13,407 469,088 12,586 454,101 11,159 455,503 20,305 450,433 12,785 491,995

44,640 498,700 41,582 483,855 35,489 484,403 41,462 479,224 39,504 520,995

平成21年度(決算)

地域社会教育事業費(※)

＜歳　出＞

〔市民センターにかかる経費〕
単位：千円

平成18年度(決算）

543,340 525,437

平成19年度(決算） 平成20年度(決算)

2,777,770 2,127,759

519,892

934,984

1,317,349

964,852

520,686

1,294,120 1,240,579
市民センター

施設費

1,303,032

※地域社会教育事業費　内訳

合　　　計 2,291,679

平成21年度(決算)

313,747

2,726,117

445,307

市民センター使用料

平成18年度(決算） 平成19年度(決算） 平成20年度(決算)

各種
講座等

学習情報提供事業
（情報ｺｰﾅｰ・学習

情報提供ｼｽﾃﾑ関係）

その他事務経費

合　　  計

平成18年度(決算） 平成19年度(決算） 平成20年度(決算)

＜歳　入＞

166,024 161,933 158,929

単位：千円

平成22年度(予算)

162,295152,448

平成21年度(決算)

単位：千円

3,117,888

平成22年度(予算)

平成22年度(予算)

560,499

1,306,412

1,250,977

１ 市民センターの予算 
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部分は嘱託職員 内部で兼務 外部と兼務

職名

館名

社
会
教
育
主
事

主
　
　
査

社
会
教
育
主
事

主
　
　
任

社
会
教
育
主
事

主
　
　
事

臨
時
職
員

専
門
員

主
　
　
任

事
業
職
員

常
勤
嘱
託

事
務
職
員

1 青葉区中央 1 1 3 1 3 1 10 兼1 1 5 2 8 18

2 柏　木 0 1 5 1 7 7

3 広　瀬 0 兼1 1 2 4 4

4 宮城西 0 1 1 2 1 5 5

5 北　山 0 0 0 0 0

6 福　沢 0 1 1 3 1 6 6

7 旭ケ丘 0 1 1 2 1 2 7 7

8 三本松 0 1 4 1 6 6

9 片　平 0 1 1 3 兼1 5 5

10 大　沢 0 1 4 1 6 6

11 水の森 0 1 1 3 5 5

12 貝ケ森 0 1 1 3 1 6 6

13 落　合 0 1 1 3 1 6 6

14 中　山 0 1 4 1 6 6

15 折　立 0 1 3 1 1 6 6

16 吉　成 0 1 1 3 1 6 6

17 木町通 0 1 3 1 2 7 7

小　計 1 0 1 3 0 1 3 0 0 0 1 11 16 10 52 3 16 96 106

1 中　央 1 1 兼1,1 4 2 2 3 1 0 15 兼1 1 7 2 10 25

2 高　砂 0 1 4 1 6 6

3 岩　切 0 1 1 3 1 6 6

4 鶴ケ谷 0 1 1 3 1 6 6

5 榴岡（軽体育館含む） 0 1 1 5 1 2 10 10

6 東　部 0 1 4 1 6 6

7 幸　町 0 1 1 3 1 6 6

8 田　子 0 1 1 3 1 6 6

9 福　室 0 1 4 1 6 6

小　計 1 1 0 4 2 0 2 0 3 1 0 14 8 6 36 1 11 62 77

1 若林区中央 1 1 2 2 1 7 兼1 1 3 0 0 4 11

2 七   郷 0 1 4 1 6 6

3 荒   町 0 1 3 1 1 6 6

4 六   郷 0 1 1 1 1 4 4

5 若   林 0 1 1 3 1 6 6

6 沖   野 0 1 4 1 6 6

小　計 1 0 1 2 0 0 2 0 0 0 1 7 5 3 18 1 5 32 39

合
　
　
　
計

総
　
　
　
計

(平成22年6月1日現在）

青葉区

教　　　　育　　　　委　　　　員　　　　会 (財)ひと・まち交流財団

館
　
　
　
長

（
常
勤
嘱
託

）

事業職員
係
　
　
　
長

主　査

宮城野区

若林区

主　任 主　事セ
ン
タ
ー

次
長

セ
ン
タ
ー

長

非
常
勤
嘱
託

正職員以外

合
　
　
　
計

２ 平成22年度 市民センター職員数 
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職名

館名

社
会
教
育
主
事

主
　
　
査

社
会
教
育
主
事

主
　
　
任

社
会
教
育
主
事

主
　
　
事

臨
時
職
員

専
門
員

主
　
　
任

事
業
職
員

常
勤
嘱
託

事
務
職
員

1 太白区中央 1 1 3 1 1 1 8 兼１ 1 3 0 0 4 12

2 中田 0 1 3 1 1 6 6

3 生出 0 1 1 2 1 1 6 6

4 秋保 0 1 1 4 1 7 7

5 馬場 0 兼１ 兼1 兼4 兼1 0 0

6 湯元 0 兼１ 兼1 兼4 兼1,1 1 1

7 西多賀 0 1 1 3 1 6 6

8 八本松 0 1 4 1 6 6

9 八木山 0 1 1 3 1 6 6

10 山田 0 1 0 3 1 1 6 6

11 茂庭台 0 1 4 1 6 6

12 東中田 0 1 4 1 6 6

13 柳生 0 1 3 1 1 6 6

14 富沢 0 1 4 1 6 6

小 計 1 0 1 3 1 1 0 0 0 1 0 8 11 5 43 4 12 72 80

1 泉区中央 1 1 2 3 1 8 兼１ 1 5 2 8 16

2 根白石 0 1 4 1 6 6

3 南光台 0 1 1 3 1 6 6

4 黒松 0 1 4 0 2 7 6

5 将監 0 1 4 1 6 6

6 加茂 0 1 1 3 1 6 6

7 高森 0 1 1 2 1 5 6

8 松陵 0 1 4 1 6 6

9 寺岡 0 1 4 1 6 6

10 長命ケ丘 0 1 1 3 1 6 6

11 松森 0 1 2 2 2 7 7

12 桂 0 1 4 1 6 6

13 南中山 0 1 4 1 6 6

小　計 1 0 1 2 0 0 3 0 0 1 0 8 12 5 46 2 16 81 89

計 5 1 5 14 3 2 10 0 3 3 2 48 52 29 195 11 60 347 395

セ
ン
タ
ー

長

正職員以外主　任
総
　
　
　
計

泉　　区

太白区

教　　　　育　　　　委　　　　員　　　　会 (財)ひと・まち交流財団

館
　
　
　
長

（
常
勤
嘱
託

）

セ
ン
タ
ー

次
長

係
　
　
　
長

事
業
職
員

合
　
　
　
計

主　査
非
常
勤
嘱
託

主　事
合
　
　
　
計

館
　
　
　
長

（
常
勤
嘱
託

）

主　査

事業職員

主　任

総　　　計

教　　　　育　　　　委　　　　員　　　　会 (財)ひと・まち交流財団

非
常
勤
嘱
託

合
　
　
　
計

主　事

合
　
　
　
計

係
　
　
　
長

主
　
　
任

臨
時
職
員

総
　
　
　
計

社
会
教
育
主
事

主
　
　
査

社
会
教
育
主
事

主
　
　
任

社
会
教
育
主
事

主
　
　
事

正職員以外 事業職員

専
門
員

常
勤
嘱
託

事
務
職
員

館名

職名

セ
ン
タ
ー

長

セ
ン
タ
ー

次
長
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区        名

館        名

講座数 3 2 0 1 0 1 2 3 2 3 2 1 1 3 4

回　　数 11 8 0 6 0 3 7 31 3 8 6 7 1 19 14

参加者数 138 122 0 173 0 48 142 1,014 71 133 56 213 12 280 309

講座数 8 3 1 4 4 4 6 2 5 4 3 3 2 2 3

回　　数 58 10 1 9 7 8 20 7 18 11 6 5 5 4 6

参加者数 3,251 195 45 173 999 791 511 157 442 337 338 490 186 80 278

講座数 9 4 0 3 4 3 4 3 4 7 1 3 6 1 2

回　　数 179 18 0 8 12 15 13 24 12 20 7 28 26 9 11

参加者数 7,431 351 0 168 308 247 286 173 265 366 60 510 511 172 173

講座数 0 1 1 1 1 1 2 1 2 2 2 1 1 2 1

回　　数 0 12 7 12 12 10 19 10 20 13 18 7 8 12 12

参加者数 0 775 174 680 1,348 406 237 763 836 356 479 404 367 370 298

講座数 13 4 1 7 12 6 4 7 7 5 9 10 3 7 7

回　　数 105 8 1 20 38 17 8 24 15 9 27 77 6 20 21

参加者数 5,321 625 15 1,257 3,287 1,947 622 2,809 3,738 2,437 1,570 5,621 2,023 2,926 3,290

講座数 5 2 1 3 2 3 2 2 2 2 2 2 0 3 2

回　　数 159 12 1 14 7 16 20 13 16 11 6 16 0 16 12

参加者数 792 211 40 77 95 94 171 172 164 102 46 239 0 69 50

38 16 4 19 23 18 20 18 22 23 19 20 13 18 19

512 68 10 69 76 69 87 109 84 72 70 140 46 80 76

16,933 2,279 274 2,528 6,037 3,533 1,969 5,088 5,516 3,731 2,549 7,477 3,099 3,897 4,398

(※6)若林区中央市民センター・若林区市民センター・荒町市民センター・六郷市民センターの共催による「若林区民文化セミナー」、若林区中央市民センターと沖野市民センターの共催による連携モデル事業「ザリガニ釣り」

青　　　　　葉　　　　　区

青葉区
中央

柏木 北山 福沢 旭ケ丘 三本松 片平 水の森 貝ケ森 大沢 落合中山 折立 広瀬 宮城西
      事          業

(例)
子育て支援講座
親子ふれあい教室
食育講座
思春期親学
プレパパママ講座
絵本よみきかせ講座

家 庭 教 育 推 進 事 業

青 尐 年 健 全 育 成 事 業

(例)
インリーダー研修
子どもの広場
キッズクッキング
夏休みチャレンジ講座
子ども体験塾

成 人 学 習 振 興 事 業

(例)
自然体験教室
エコライフ講座
裁判員制度講座
男の料理教室
パソコン・デジカメ教室
社会教育実習生の受入

高 齢 者 学 習 振 興 事 業

(例)
明治青年大学
老壮大学
健康づくり教室
介護予防教室
シニアパソコン教室

地 域 社 会 教 育 推 進 事 業

(例)
市民センターまつり
地域懇談会
学びのコミュニティ関連事業
地域防災教室
社会学級連携事業
地域(自然・伝統)を知る講座

民 間 指 導 者 育 成 事 業

(例)
各種ボランティア育成講座
各種ボランティア活動支援
ジュニアリーダー育成支援
子ども広場サポーター養成
講座

(※1)青葉区中央市民センターと各地区館の共催による「インリーダー研修会」、旭ヶ丘市民センターと三本松市民センターの共催による講座「アスリートたちの熱い生き方」

(※2)旭ケ丘市民センターと三本松市民センターの共催による「台原中学校PTA共催事業企画会議」

合　　　　　　　　　　　　　　計

２つ以上の市民センター間で共催・連携した事業は「小計」及び「総計」欄では１事業として計上しています。

(※5)若林区中央市民センターと各地区館の共催による「インリーダー研修会」

(※3)中央市民センターと各地区館の共催による「インリーダー研修会」

(※4)高砂市民センター・田子市民センター・福室市民センターの共催による事業「郷土七北田川下流域過去から未来へ」

３ 平成22年度 主催講座の事業別実施状況 
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1 1 30 6 3 6 1 3 2 2 2 1 26 3 1 1 0 1 1 7

2 10 136 28 11 14 4 8 10 6 5 7 93 6 3 3 0 4 3 19

17 104 2,832 332 275 556 102 119 172 118 86 52 1,812 198 25 41 0 81 47 392

(※1) (※3) (※5)

3 4 52 5 4 3 5 4 6 2 5 4 30 8 3 3 3 4 3 23

12 21 199 22 33 21 21 12 23 8 21 18 171 18 9 51 7 11 9 99

260 380 7,093 1,130 1,359 571 1,170 623 680 158 730 210 6,202 1,386 200 376 156 566 573 2,864

(※4)

2 5 61 6 5 4 2 2 3 5 4 3 32 7 9 3 3 3 5 30

14 11 407 23 19 14 16 7 10 29 24 13 143 138 21 13 3 10 15 200

291 156 11,468 339 439 174 162 69 105 315 568 477 2,080 3,503 309 670 192 250 292 5,216

1 1 21 2 1 2 2 1 2 1 1 2 14 3 1 2 1 3 1 11

11 8 191 39 10 22 14 12 19 11 10 12 149 25 11 16 3 22 12 89

437 406 8,336 10,683 2,030 1,154 812 944 397 500 580 708 17,808 1,730 993 809 217 825 974 5,548

(※2) (※6)

8 4 113 12 3 6 6 12 4 5 8 6 62 16 6 5 3 3 5 33

13 14 418 54 9 14 16 49 11 26 45 18 242 50 17 26 5 6 12 110

1,472 935 39,786 3,614 9,686 2,181 3,168 3,037 1,187 3,346 3,843 3,172 33,234 4,658 15,238 1,590 540 6,010 3,057 30,460

4 3 40 14 2 2 2 3 2 2 2 2 31 4 3 2 1 3 4 17

22 15 356 65 9 9 10 18 9 15 6 24 165 34 10 9 1 15 23 92

312 82 2,716 1,655 114 90 76 142 72 76 53 182 2,460 364 157 75 12 347 179 1,134

19 18 317 45 18 23 18 25 19 17 22 18 195 41 23 16 11 17 19 121

74 79 1,707 231 91 94 81 106 82 95 111 92 963 271 71 118 19 68 74 609

2,789 2,063 72,231 17,753 13,903 4,726 5,490 4,934 2,613 4,513 5,860 4,801 63,596 11,839 16,922 3,561 1,117 8,079 5,122 45,614

(※6)若林区中央市民センター・若林区市民センター・荒町市民センター・六郷市民センターの共催による「若林区民文化セミナー」、若林区中央市民センターと沖野市民センターの共催による連携モデル事業「ザリガニ釣り」

青　　　　　葉　　　　　区 宮　　　城　　　野　　　区 若　　　林　　　区

吉成 木町通 鶴ケ谷 榴ケ岡 東部 幸町小計 中央 高砂 岩切 七郷 荒町 六郷 沖野田子 福室 小計
若林区
中央

若林 小計
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区        名

館        名

講座数 4 0 2 1 2 2 1 2 2 1 1 5 23

回　　数 19 0 8 4 14 2 3 5 7 4 3 17 86

参加者数 872 0 119 52 648 72 55 218 134 33 52 1,169 3,424

(※7)

講座数 7 3 6 4 3 6 3 3 5 4 4 3 49

回　　数 60 6 19 16 7 39 10 8 24 17 8 21 224

参加者数 2,675 266 814 499 358 1,009 208 427 655 268 232 873 7,582

講座数 3 4 3 6 1 1 6 1 5 5 5 3 43

回　　数 16 28 8 14 3 10 21 3 14 63 40 8 228

参加者数 188 452 159 312 84 462 356 25 242 815 576 129 3,800

講座数 4 1 2 3 1 1 2 2 2 1 1 1 21

回　　数 29 10 15 13 10 9 19 12 13 10 9 10 159

参加者数 3,474 176 491 656 586 399 798 496 586 350 526 413 8,951

講座数 17 8 4 5 8 7 5 6 4 6 6 6 82

回　　数 72 20 10 23 37 80 14 22 8 9 21 17 333

参加者数 7,030 5,313 7,494 4,432 5,847 14,495 4,152 3,185 3,984 2,451 4,357 2,055 64,795

講座数 8 3 3 4 5 4 2 4 2 3 2 3 43

回　　数 101 11 15 21 27 18 11 18 10 11 11 20 274

参加者数 2,359 126 358 271 287 173 69 281 212 90 110 130 4,466

43 19 20 23 20 21 19 18 20 20 19 21 261

297 75 75 91 98 158 78 68 76 114 92 93 1,304

16,598 6,333 9,435 6,222 7,810 16,610 5,638 4,632 5,813 4,007 5,853 4,769 93,018

太　　　　　白　　　　　区

中田 西多賀 八本松 秋保
太白区
中央

生出 富沢 小計八木山 山田 茂庭台 東中田 柳生
      事          業

(例)
子育て支援講座
親子ふれあい教室
食育講座
思春期親学
プレパパママ講座
絵本よみきかせ講座

家 庭 教 育 推 進 事 業

青 尐 年 健 全 育 成 事 業

(例)
インリーダー研修
子どもの広場
キッズクッキング
夏休みチャレンジ講座
子ども体験塾

成 人 学 習 振 興 事 業

(例)
自然体験教室
エコライフ講座
裁判員制度講座
男の料理教室
パソコン・デジカメ教室
社会教育実習生の受入

高 齢 者 学 習 振 興 事 業

(例)
明治青年大学
老壮大学
健康づくり教室
介護予防教室
シニアパソコン教室

地 域 社 会 教 育 推 進 事 業

(例)
市民センターまつり
地域懇談会
学びのコミュニティ関連事業
地域防災教室
社会学級連携事業
地域(自然・伝統)を知る講座

民 間 指 導 者 育 成 事 業

(例)
各種ボランティア育成講座
各種ボランティア活動支援
ジュニアリーダー育成支援
子ども広場サポーター養成
講座

(※7)太白区中央市民センターと各地区館の共催による「インリーダー研修会」

合　　　　　　　　　　　　　　計

２つ以上の市民センター間で共催・連携した事業は「小計」及び「総計」欄では１事業として計上しています。
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3 1 3 3 0 2 2 2 6 3 2 1 1 29 115

26 9 10 23 0 10 4 3 25 9 8 2 10 139 473

718 122 203 302 0 118 50 61 492 333 272 450 262 3,383 11,843

9 1 4 5 5 1 5 3 3 3 1 3 4 47 201

39 6 11 17 20 3 13 6 7 39 6 9 9 185 878

2,676 200 325 941 824 123 596 170 104 334 64 279 293 6,929 30,670

3 6 5 5 1 4 4 1 5 6 4 7 4 55 221

14 22 11 10 4 12 26 3 16 22 17 23 9 189 1,167

193 361 115 143 91 445 772 63 352 341 258 432 295 3,861 26,425

1 2 1 1 1 2 1 3 1 1 1 2 1 18 85

9 14 11 9 10 11 10 14 10 10 10 13 10 141 729

502 359 480 459 454 242 427 442 566 521 355 590 414 5,811 46,454

16 5 5 3 11 9 8 10 4 4 7 4 5 91 381

65 5 12 11 27 20 18 39 6 5 19 10 30 267 1,370

6,634 1,255 5,086 1,781 3,189 2,583 4,735 3,343 2,117 2,329 3,045 4,964 3,100 44,161 212,436

6 2 4 3 2 3 3 2 1 3 4 4 4 41 172

42 14 15 15 6 19 12 17 10 15 15 16 25 221 1,108

496 54 119 100 78 144 127 90 40 118 110 74 306 1,856 12,632

38 17 22 20 20 21 23 21 20 20 19 21 19 281 1,175

195 70 70 85 67 75 83 82 74 100 75 73 93 1,142 5,725

11,219 2,351 6,328 3,726 4,636 3,655 6,707 4,169 3,671 3,976 4,104 6,789 4,670 66,001 340,460

泉　　　　　　　　区

泉区
中央

南中山 小計 総計寺岡
長命
ケ丘

松森 桂高森 松陵根白石 南光台 黒松 将監 加茂

(※7)太白区中央市民センターと各地区館の共催による「インリーダー研修会」
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青 葉 区 （単位：人）

平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

青葉区中央 10,851 17,225 15,843 15,742 17,946 16,907

柏 木 2,332 2,705 2,919 2,357 2,160 2,234

北 山 7,286 5,223 4,053 3,666 249 229 平成21年6月1日～平成23年1月17日
現地建替工事のため休館

福 沢 6,072 5,201 4,306 1,217 2,245 2,430 平成20年6月～平成21年1月
改修工事のため休館

旭 ケ 丘 7,810 10,864 9,237 6,690 5,358 5,956

三 本 松 2,994 3,165 2,345 2,854 3,007 2,680

片 平 2,243 2,206 1,798 1,404 1,269 1,929

水 の 森 6,686 7,434 8,628 7,268 4,909 5,016

貝 ケ 森 3,704 3,936 4,192 4,253 4,158 5,417

中 山 1,559 4,838 3,262 2,746 3,618 3,632

折 立 2,184 2,336 5,051 1,811 2,168 2,437

広 瀬 9,378 8,863 6,945 6,329 6,376 7,365

宮 城 西 1,458 3,851 4,124 3,917 3,904 3,075 平成22年8月1日～
改築工事のため休館

大 沢 3,514 3,680 3,866 3,835 2,932 3,859

落 合 4,901 4,430 4,880 3,753 3,549 4,286

吉 成 2,145 2,484 2,309 2,572 2,855 2,756

木 町 通 1,812 1,498 2,717 3,780 4,164 2,023

計 76,929 89,939 86,475 74,194 70,867 72,231

宮 城 野 区

平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

中 央 15,347 14,808 18,105 18,577 19,218 17,766

高 砂 7,696 8,256 6,925 9,418 8,619 13,855

岩 切 7,028 2,722 5,185 4,225 3,953 4,683
平成18年7月～平成18年12月
改修工事のため休館

鶴 ケ 谷 5,325 5,480 5,275 5,196 4,760 5,420

榴 ケ 岡 3,208 3,172 3,632 3,942 3,704 4,850 平成22年10月1日～12月31日：耐震工
事等のため一部施設の貸出を停止

東 部 2,584 2,790 2,469 2,348 1,269 2,554 平成21年6月22日～平成22年1月12日
大規模改修工事のため休館

幸 町 6,576 6,009 6,074 4,742 3,995 4,453

田 子 7,997 6,972 6,801 7,001 6,438 5,554

福 室 4,116 3,295 3,564 3,675 4,298 4,461

計 59,877 53,504 58,030 59,124 56,254 63,596

若 林 区

平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

若林区中央 11,880 12,022 12,920 12,585 12,510 11,590

七 郷 15,749 30,455 33,456 33,712 1,480 16,861 平成21年6月22日～平成22年2月15日
大規模改修工事のため休館

荒 町 4,916 5,624 5,600 4,521 3,934 3,357 平成22年1月11日～平成22年2月1日
建て替えた施設の開館準備のため休館

六 郷 9,165 9,162 10,410 12,088 6,108 931 平成22年4月1日～12月6日
大規模改修工事のため休館

沖 野 8,310 8,253 7,893 8,281 7,436 7,969

若 林 10,237 7,510 5,415 6,431 5,921 4,906

計 60,257 73,026 75,694 77,618 37,389 45,614

（※）２つ以上の市民センター間で共催・連携した事業は表上段の市民センターに計上しています。

４ 主催事業参加者数推移 
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太 白 区 （単位：人）

平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

太白区中央 6,946 8,636 11,683 14,437 15,170 16,526

生 出 3,909 4,495 4,683 4,864 4,845 6,272 平成17年7月～平成17年12月
改修工事のため休館

中 田 9,948 7,859 15,727 8,047 7,493 9,368

西 多 賀 9,041 9,283 7,720 6,022 5,876 6,145

八 本 松 5,656 5,337 6,167 6,736 6,765 7,739

八 木 山 12,903 11,043 8,451 9,113 14,298 16,536 平成20年10月15日～11月17日：体育館
移転増改築工事のため体育館閉館

山 田 4,895 5,146 5,324 5,946 6,305 5,587

茂 庭 台 8,071 6,914 3,673 3,935 3,690 4,571

東 中 田 4,768 5,198 5,958 4,730 4,983 5,792

柳 生 2,726 3,292 3,323 3,377 3,168 3,931

秋 保 5,785 5,196 5,009 5,580 5,894 5,853

富 沢 3,560 3,400 5,443 5,676 4,994 4,698

計 78,208 75,799 83,161 78,463 83,481 93,018

泉 区

平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

泉 区 中 央 7,031 5,281 5,758 6,817 6,629 11,219

根 白 石 2,216 2,314 2,040 3,013 2,337 2,351 平成21年11月1日～平成22年2月28日
ホール工事

南 光 台 3,185 3,880 6,875 6,744 6,293 6,328

黒 松 3,102 3,002 3,980 3,970 2,751 3,726

将 監 4,041 4,685 3,617 4,402 4,511 4,636

加 茂 2,651 3,238 2,710 3,582 3,867 3,655 平成23年4月1日～
大規模改修工事のため休館

高 森 4,610 6,445 6,171 6,426 6,675 6,707

松 陵 5,116 5,593 5,290 5,823 3,787 4,169 平成20年2月4日～25日
ホール工事

寺 岡 2,932 3,478 3,123 3,176 3,456 3,671

長 命 ケ 丘 4,317 5,091 5,243 5,842 4,581 3,976

松 森 2,527 3,036 2,941 3,587 3,538 4,104

桂 1,711 3,203 4,450 4,943 4,606 6,789

南 中 山 2,924 2,988 3,154 2,942 3,125 4,670

計 46,363 52,234 55,352 61,267 56,156 66,001

平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

合 計 321,634 344,502 358,712 350,666 304,147 340,460

◆平成22年度については、平成23年3月11日に発生した東日本大震災により，3月12日以降年度末まで主催講座
等は実施していません。
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青 葉 区 （単位：人）

平 成 17 年 度 平 成 18 年 度 平 成 19 年 度 平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

青 葉 区 中 央 113,738 112,231 106,840 106,166 106,787 96,397

柏 木 36,974 35,186 36,574 34,987 41,807 31,999

北 山 68,522 60,537 59,625 61,169 5,783 2,595

福 沢 62,675 53,678 60,044 24,527 56,732 47,434

旭 ケ 丘 99,702 108,074 107,529 104,350 94,620 81,680

三 本 松 43,491 36,495 41,562 38,725 37,732 25,579

片 平 81,050 73,009 68,266 69,528 65,556 64,195

水 の 森 79,294 74,976 71,719 81,484 59,188 55,888

貝 ケ 森 73,962 73,128 75,976 61,226 68,075 62,547

中 山 70,275 70,426 73,495 74,276 69,647 59,007

折 立 46,286 50,877 47,879 47,577 49,407 42,172

広 瀬 48,824 49,786 50,025 50,867 52,981 44,983

宮 城 西 17,036 19,871 21,417 21,862 19,044 4,537

大 沢 38,748 41,395 38,829 39,729 40,852 33,228

落 合 61,595 54,516 61,687 50,660 58,183 36,408

吉 成 66,085 65,670 70,804 64,287 59,524 46,819

木 町 通 55,063 66,745 80,384 82,900 76,989 72,566

計 1,063,320 1,046,600 1,072,655 1,014,320 962,907 808,034

宮 城 野 区

平 成 17 年 度 平 成 18 年 度 平 成 19 年 度 平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

中 央 129,544 154,846 149,196 150,888 141,559 155,651

高 砂 79,540 79,295 88,539 87,814 79,911 66,290

岩 切 53,905 23,324 42,519 45,496 41,715 38,458

鶴 ケ 谷 89,937 79,368 70,186 73,304 74,269 60,606

榴 ケ 岡 37,317 34,138 34,717 34,062 38,612 26,494

(榴公園軽体育館) 52,922 45,954 44,514 42,263 40,417 33,306

東 部 52,498 45,943 51,865 49,004 22,108 43,270

幸 町 72,074 73,992 65,659 67,099 67,277 60,539

田 子 96,959 98,258 104,250 101,531 73,619 54,959

福 室 83,752 80,078 83,449 77,669 75,205 67,373

計 748,448 715,196 734,894 729,130 654,692 606,946

若 林 区

平 成 17 年 度 平 成 18 年 度 平 成 19 年 度 平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

若 林 区 中 央 108,799 102,467 100,156 95,454 93,836 89,473

七 郷 76,813 81,905 101,542 99,106 20,418 57,406

荒 町 55,502 52,829 54,099 51,323 47,397 58,544

六 郷 77,995 87,109 88,122 92,834 91,798 17,761

沖 野 58,372 58,745 62,292 63,150 58,588 54,716

若 林 70,352 86,490 89,755 77,533 59,294 49,980

計 447,833 469,545 495,966 479,400 371,331 327,880

※北山：平成21年6月1日～平成23年1月19日 改修工事のため休館
※宮城西：平成22年8月1日から現地建て替え工事のため休館

５ 市民センター利用者数推移 
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太 白 区 （単位：人）

平 成 17 年 度 平 成 18 年 度 平 成 19 年 度 平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

太 白 区 中 央 89,691 85,517 89,405 97,917 94,809 92,298

生 出 16,640 21,358 21,570 21,837 23,221 16,623

中 田 61,096 49,907 24,471 54,772 63,880 48,272

西 多 賀 74,321 70,628 62,470 63,758 62,378 54,169

八 本 松 74,631 61,945 60,740 60,584 66,309 44,632

八 木 山 67,212 59,929 51,203 53,112 56,842 46,671

山 田 53,984 45,312 46,019 46,978 56,427 39,849

茂 庭 台 59,859 50,864 48,428 46,490 45,824 42,337

東 中 田 64,487 55,879 62,913 59,932 55,535 49,499

柳 生 65,617 60,254 74,516 71,967 72,217 63,539

秋 保 14,456 15,670 13,169 13,360 13,963 8,288

馬 場 3,417 4,909 4,275 4,761 5,398 3,666

湯 元 5,537 6,367 4,977 7,764 7,590 8,835

富 沢 73,747 77,056 86,900 91,527 80,193 70,340

計 724,695 665,595 651,056 694,759 704,586 589,018

泉 区

平 成 17 年 度 平 成 18 年 度 平 成 19 年 度 平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

泉 区 中 央 63,618 67,319 68,658 68,294 63,644 57,934

根 白 石 31,508 26,772 29,423 29,095 27,201 21,423

南 光 台 39,085 37,393 36,916 37,617 35,336 29,100

黒 松 61,701 61,889 60,211 61,436 60,247 51,311

将 監 50,352 50,113 53,257 52,581 53,675 37,585

加 茂 47,975 50,926 52,759 51,216 51,683 47,739

高 森 39,515 42,216 42,987 44,156 42,731 34,776

松 陵 37,326 37,658 41,471 46,172 41,876 29,412

寺 岡 56,489 39,625 47,411 38,589 53,229 36,165

長 命 ケ 丘 47,449 48,270 47,052 47,115 48,099 40,850

松 森 44,211 45,673 44,489 48,891 44,973 42,262

桂 76,214 75,010 67,475 66,211 59,586 50,586

南 中 山 50,105 61,327 53,337 54,556 57,504 48,519

計 645,548 644,191 645,446 645,929 639,784 527,662

平 成 17 年 度 平 成 18 年 度 平 成 19 年 度 平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

合 計 3,629,844 3,541,127 3,600,017 3,563,538 3,333,300 2,859,540
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仙台市市民センター条例 

平成二年三月一六日 

仙台市条例第八号 

 

(設置) 

第一条 市民相互の交流と地域活動の振興に資するとともに，

市民の文化の向上及び福祉の増進に寄与するため，社会教

育法(昭和二十四年法律第二百七号)第二十四条の規定に基

づき，市民センター(以下「センター」という。)を設置す

る。 

 

(名称及び位置) 

第二条 センターの名称及び位置は，次のとおりとする。 

名称 位置 

仙台市中央市民センター 仙台市宮城野区榴岡四丁目1番8号 

仙台市柏木市民センター 仙台市青葉区柏木三丁目3番1号 

仙台市青葉区中央市民センター 仙台市青葉区一番町二丁目1番4号 

仙台市生出市民センター 仙台市太白区茂庭字新熊野64番地 

仙台市高砂市民センター 仙台市宮城野区高砂一丁目24番地の9 

仙台市中田市民センター 仙台市太白区中田四丁目1番5号 

仙台市岩切市民センター 仙台市宮城野区岩切字三所南88番地の2 

仙台市七郷市民センター 仙台市若林区荒井字掘添65番地の5 

仙台市広瀬市民センター 仙台市青葉区下愛子字観音堂5番地 

仙台市宮城西市民センター 仙台市青葉区熊ケ根字石積47番地 

仙台市秋保市民センター 仙台市太白区秋保町長袋字大原百6番地の2 

仙台市馬場市民センター 仙台市太白区秋保町馬場字竹林45番地の1 

仙台市湯元市民センター 仙台市太白区秋保町湯元字湯向東31番地 

仙台市泉区中央市民センター 仙台市泉区市名坂字東裏53番地の1 

仙台市根白石市民センター 仙台市泉区根白石字杉下前24番地 

仙台市南光台市民センター 仙台市泉区南光台七丁目1番3号 

仙台市黒松市民センター 仙台市泉区黒松一丁目33番40号 

仙台市将監市民センター 仙台市泉区将監八丁目2番1号 

仙台市加茂市民センター 仙台市泉区加茂四丁目2番地 

仙台市鶴ケ谷市民センター 仙台市宮城野区鶴ケ谷八丁目9番地の1 

仙台市榴ケ岡市民センター 仙台市宮城野区五輪一丁目4番22号，五輪一丁目3番1号 

仙台市東部市民センター 仙台市宮城野区平成一丁目3番27号 

仙台市荒町市民センター 仙台市若林区荒町86番地の２ 

仙台市北山市民センター 仙台市青葉区新坂町8番4号 

 

 

 

 

 

 

仙台市若林区中央市民センター 仙台市若林区南小泉一丁目1番1号，保春院前丁3番地の4 

仙台市西多賀市民センター 仙台市太白区西多賀三丁目6番8号 

仙台市六郷市民センター 仙台市若林区今泉一丁目3番19号 

仙台市福沢市民センター 仙台市青葉区福沢町9番9号 

仙台市八本松市民センター 仙台市太白区八本松二丁目4番20号 

仙台市旭ケ丘市民センター 仙台市青葉区旭ケ丘三丁目2五番15号 

仙台市八木山市民センター 仙台市太白区八木山本町一丁目43番地 

仙台市三本松市民センター 仙台市青葉区堤町三丁目203番1号 

仙台市山田市民センター 仙台市太白区山田北前町13番1号 

仙台市茂庭台市民センター 仙台市太白区茂庭台四丁目1番10号 

仙台市片平市民センター 仙台市青葉区米ケ袋一丁目1番35号 

仙台市東中田市民センター 仙台市太白区四郎丸字吹上51番地 

仙台市高森市民センター 仙台市泉区高森六丁目1番地の2 

仙台市松陵市民センター 仙台市泉区松陵五丁目20番地の2 

仙台市大沢市民センター 仙台市青葉区芋沢字要害65番地 

仙台市水の森市民センター 仙台市青葉区水の森四丁目1番1号 

仙台市若林市民センター 仙台市若林区若林三丁目15番20号 

仙台市沖野市民センター 仙台市若林区沖野七丁目34番43号 

仙台市寺岡市民センター 仙台市泉区寺岡二丁目14番地の4 

仙台市貝ケ森市民センター 仙台市青葉区貝ケ森一丁目4番6号 

仙台市幸町市民センター 仙台市宮城野区幸町三丁目13番13号 

仙台市長命ケ丘市民センター 仙台市泉区長命ケ丘二丁目14番地の15 

仙台市落合市民センター 仙台市青葉区落合二丁目15番15号 

仙台市中山市民センター 仙台市青葉区中山三丁目13番1号 

仙台市折立市民センター 仙台市青葉区折立三丁目20番1号 

仙台市吉成市民センター 仙台市青葉区国見ケ丘二丁目2番地の1 

仙台市柳生市民センター 仙台市太白区柳生七丁目20番地の7 

仙台市太白区中央市民センター 仙台市太白区長町五丁目3番2号 

仙台市田子市民センター 仙台市宮城野区田子二丁目4番25号 

仙台市松森市民センター 仙台市泉区松森字城前9番地の2 

仙台市富沢市民センター 仙台市太白区富沢南一丁目18番地の10 

仙台市桂市民センター 仙台市泉区桂三丁目19番地の1 

仙台市福室市民センター 仙台市宮城野区福室五丁目9番36号 

仙台市南中山市民センター 仙台市泉区南中山二丁目204番地の12 

仙台市木町通市民センター 仙台市青葉区木町通一丁目7番36号 

 

 

(使用の許可) 

第三条 センターを使用しようとする者は，あらかじめ教育

委員会の許可を受けなければならない。 

2 教育委員会は，次の各号の一に該当するときは，前項の

許可をしないことができる。 

６６  仙仙台台市市市市民民セセンンタターー条条例例・・施施行行規規則則  
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一 公の秩序を乱すおそれがあるとき 

二 センターの管理上支障を及ぼすおそれがあるとき 

三 前二号に掲げるもののほか，教育委員会が不適当と認

めるとき 

 

(使用料) 

第四条 センターの使用料は，別表に定めるとおりとする。 

2 使用料は，前条第一項の許可の際，納入しなければなら

ない。ただし，市長が必要と認めるときは，使用料を別に

定める納期限までに納入させることができる。 

 

(使用料の額の特例) 

第四条の二 市長は，前条第二項ただし書の規定により使用

料を別に定める納期限までに納入させる場合において，当

該納期限の日以前に，第三条第一項の許可を受けた者(以下

「使用者」という。)につき次の各号のいずれかに該当する

と認めるとき(使用料が既納の場合を除く。)は，前条第一

項の規定にかかわらず，同項に規定する使用料の額の範囲

内で使用料の額を定めることができる。 

一 天災その他自己の責めによらない事由によりセン

ターを使用できないとき 

二 市長が別に定める期間内にセンターの使用の取りや

めを申し出たとき 

 

(使用料の返還) 

第五条 既納の使用料は，返還しない。ただし，使用者につ

き前条各号のいずれかに該当すると市長が認めるときは，

その全部又は一部を返還することができる。 

 

(使用料の減免) 

第六条 市長は，特別の事由があると認めるときは，使用料

を減免することができる。 

 

(目的外使用の禁止) 

第七条 使用者は，許可を受けた目的以外にセンターを使用

してはならない。 

 

(使用権の譲渡等の禁止) 

第八条 使用者は，使用の権利を譲渡し，又は転貸してはな

らない。 

 

(使用許可の取消し等) 

第九条 教育委員会は，次の各号の一に該当するときは，第

三条第一項の許可を取り消し，又はセンターの使用を制限

し，若しくは停止することができる。 

一 使用者がこの条例又は使用の許可の際に付された条

件に違反したとき 

二 第三条第二項各号の一に該当することとなったとき 

 

(指定管理者) 

第十条 教育委員会は，センターの管理運営上必要と認める

ときは，地方自治法(昭和二十二年法律第六十七号)第二百

四十四条の二第三項に規定する指定管理者(以下「指定管理

者」という。)にセンターの管理を行わせることができる。 

 

(指定管理者が行う業務の範囲) 

第十一条 前条の規定により指定管理者にセンターの管理を

行わせる場合に当該指定管理者が行う業務は，次に掲げる

業務とする。 

一 第三条第一項の許可に関する業務 

二 センターの事業として教育委員会がセンターごとに

定める事業に関する業務 

三 センターの維持管理に関する業務 

四 前三号に掲げるもののほか，教育委員会が必要と認め

る業務 

2 前項の場合における第三条及び第九条の規定の適用につ

いては，これらの規定中「教育委員会」とあるのは，「指

定管理者」とする。 

 

(指定管理者が行う管理の基準) 

第十二条 指定管理者は，この条例及びこの条例に基づく規

則の定めるところに従い，適正にセンターの管理を行わな

ければならない。 

 

(審議会) 

第十三条 社会教育法第二十九条第一項の規定に基づき，本

市が設置するすべての市民センターに共通の公民館運営

審議会として，仙台市公民館運営審議会(以下「審議会」と

いう。)を設置する。 

2 審議会の委員の定数は，十七人以内とする。 

3 審議会の委員の任期は，二年とする。ただし，補欠の委

員の任期は，前任者の残任期間とする。 

4 前二項に定めるもののほか，審議会に関し必要な事項は，

教育委員会が定める。 

 

(委任) 

第十四条 この条例の施行に関し必要な事項は，市長又は教

育委員会が定める。 

 

附 則 省 略 

別表(第四条関係) 
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一 会議室等の使用料 

(一) 専用使用する場合 

使用区分 金額 

仙
台
市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ５００円 

第一セミナー室(A) 一時間につき ５００円 

第一セミナー室(B) 一時間につき ５００円 

第一セミナー室(C) 一時間につき ５００円 

第二セミナー室 一時間につき ８００円 

和室 一時間につき ７００円 

第一音楽室 一時間につき ９００円 

第二音楽室 一時間につき ９００円 

創作室(1) 一時間につき ７００円 

創作室(2) 一時間につき ７００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，８００円 

夜間 ４，２００円 

トレーニング室 一時間につき ７００円 

ミーティング室 一時間につき ３００円 

仙
台
市
柏
木
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ８００円 

和室(1) 一時間につき ３００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ７００円 

第二会議室 一時間につき ７００円 

第三会議室 一時間につき ５００円 

第四会議室 一時間につき ７００円 

第五会議室 一時間につき ５００円 

和室 一時間につき ７００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

音楽室 一時間につき ８００円 

ホール 午前 ２，５００円 

午後 ３，３００円 

夜間 ４，０００円 

小ホール(1) 一時間につき ８００円 

小ホール(2) 一時間につき ７００円 

仙
台
市
生
出
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一講義室 一時間につき ５００円 

第二講義室 一時間につき ３００円 

和室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

 

 

 

仙
台
市
高
砂
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ５００円 

第二会議室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

和室(1) 一時間につき ７００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
中
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

講義室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

第一研修室 一時間につき ７００円 

第二研修室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ５００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

視聴覚室 一時間につき ６００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
岩
切
市
民
セ
ン
タ
ー 

講義室 一時間につき ３００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

第一研修室 一時間につき ７００円 

第二研修室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ５００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

視聴覚室 一時間につき ６００円 

創作室 一時間につき ３００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
七
郷
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ３００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

第一研修室 一時間につき ７００円 

第二研修室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ３００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

和室(3) 一時間につき ３００円 

視聴覚室 一時間につき ８００円 

創作室 一時間につき ５００円 

体育館 

 

午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 
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仙
台
市
広
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ５００円 

セミナー室(A) 一時間につき ５００円 

セミナー室(B) 一時間につき ５００円 

和室(1) 一時間につき ５００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

創作室 一時間につき ５００円 

仙
台
市
宮
城
西
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室(1) 一時間につき ３００円 

会議室(2) 一時間につき ３００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

和室(1) 一時間につき ５００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

体育館 午前 １，５００円 

午後 １，５００円 

夜間 ２，１００円 

仙
台
市
秋
保
市
民
セ
ン
タ
ー 

研修室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

和室 一時間につき ７００円 

茶室 一時間につき ３００円 

視聴覚室 一時間につき ６００円 

会議室 一時間につき ５００円 

体育館 午前 １，６００円 

午後 ２，１００円 

夜間 ２，５００円 

仙
台
市
馬
場
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ３００円 

講義室 一時間につき ３００円 

調理実習室 一時間につき ４００円 

体育館 午前 １，６００円 

午後 ２，１００円 

夜間 ２，５００円 

仙
台
市
湯
元
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ３００円 

講義室 一時間につき ３００円 

視聴覚室 一時間につき ４００円 

調理実習室 一時間につき ４００円 

和室 一時間につき ５００円 

集会室 午前 ２，５００円 

午後 ３，３００円 

夜間 ４，０００円 

仙
台
市
泉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ８００円 

第二会議室 一時間につき ３００円 

第三会議室 一時間につき ３００円 

研修室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ７００円 

 

 

 

仙
台
市
泉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー 

和室(2) 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

音楽室 一時間につき ６００円 

創作室 一時間につき ７００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
根
白
石
市
民
セ
ン
タ
ー 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

工作室 一時間につき ５００円 

大会議室 一時間につき ８００円 

小会議室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

和室 一時間につき ７００円 

仙
台
市
南
光
台
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ９００円 

集会室 午前 ２，２００円 

午後 ２，８００円 

夜間 ３，３００円 

第一研修室 一時間につき ５００円 

第二研修室 一時間につき ５００円 

第三研修室 一時間につき ３００円 

第四研修室 一時間につき ５００円 

第五研修室 一時間につき ３００円 

和室 一時間につき ３００円 

仙
台
市
黒
松
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一研修室 一時間につき ５００円 

第二研修室 一時間につき ７００円 

和室 一時間につき ７００円 

多目的室 一時間につき ７００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
将
監
市
民
セ
ン
タ
ー 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

和室(1) 一時間につき ５００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

第一研修室 一時間につき ５００円 

第二研修室 一時間につき ５００円 

第三研修室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 
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仙
台
市
加
茂
市
民
セ
ン
タ
ー 

調理実習室 一時間につき ８００円 

和室 一時間につき ５００円 

研修室 一時間につき ５００円 

ホール 午前 ２，２００円 

午後 ２，８００円 

夜間 ３，３００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
鶴
ケ
谷
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ７００円 

第二会議室 一時間につき ５００円 

第三会議室 一時間につき ５００円 

和室 一時間につき ３００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

遊技室 一時間につき ５００円 

ホール 午前 ２，４００円 

午後 ３，１００円 

夜間 ３，７００円 

仙
台
市
榴
ケ
岡
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ７００円 

第二会議室 一時間につき ７００円 

第三会議室 一時間につき ５００円 

第四会議室 一時間につき ８００円 

第五会議室 一時間につき ７００円 

和室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

仙
台
市
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ５００円 

和室(1) 一時間につき ３００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

和室(3) 一時間につき ７００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
荒
町
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ３００円 

第二会議室 一時間につき ３００円 

第三会議室 一時間につき ８００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

 

 

仙
台
市
北
山
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ８００円  

第二会議室 一時間につき ３００円  

第三会議室 一時間につき ８００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

和室(3) 一時間につき ５００円 

和室(4) 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

トレーニング室 一時間につき ６００円 

仙
台
市
若
林
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ５００円 

第二会議室 一時間につき ５００円 

第三会議室 一時間につき ８００円 

和室(1) 一時間につき ３００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

和室(3) 一時間につき ３００円 

和室(4) 一時間につき ５００円 

和室(5) 一時間につき ５００円 

セミナー室(A) 一時間につき ５００円 

セミナー室(B) 一時間につき ５００円 

創作室 一時間につき ７００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
西
多
賀
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ３００円 

第二会議室 一時間につき ５００円 

和室(1) 一時間につき ７００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

和室(3) 一時間につき ３００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
六
郷
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ５００円 

第二会議室 一時間につき ３００円 

第三会議室 一時間につき ３００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

和室(3) 一時間につき ３００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 
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仙
台
市
福
沢
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ５００円 

第二会議室 一時間につき ８００円 

第三会議室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

和室(3) 一時間につき ３００円 

視聴覚室 一時間につき ６００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
八
本
松
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ３００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ８００円 

和室(1) 一時間につき ５００円 

和室(2) 一時間につき ８００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
旭
ケ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ９００円 

第二会議室 一時間につき ７００円 

第三会議室 一時間につき ７００円 

展示ホール(1) 一時間につき ８００円 

展示ホール(2) 一時間につき ６００円 

ホール 午前 ２，５００円 

午後 ３，３００円 

夜間 ４，０００円 

小ホール 一時間につき ７００円 

仙
台
市
八
木
山
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室兼調理実習室 一時間につき ８００円 

会議室 一時間につき ５００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
三
本
松
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ５００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

和室(3) 一時間につき ５００円 

体育館 

午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

 

 

 

 

仙
台
市
山
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ５００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
茂
庭
台
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

会議室 一時間につき ５００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
片
平
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ７００円 

第二会議室 一時間につき ５００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ５００円 

和室(1) 一時間につき ７００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

和室(3) 一時間につき ５００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
東
中
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ８００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ５００円 

和室(1) 一時間につき ５００円 

和室(2) 一時間につき ８００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
高
森
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一研修室 一時間につき ７００円 

第二研修室 一時間につき ５００円 

第三研修室 一時間につき ５００円 

和室 一時間につき ５００円 

工作室 一時間につき ５００円 

音楽室 一時間につき ６００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
松
陵 

市
民
セ
ン
タ
ー 

第一研修室 一時間につき ７００円 

第二研修室 一時間につき ５００円 

第三研修室 一時間につき ５００円 
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仙
台
市
松
陵
市
民
セ
ン
タ
ー 

和室 一時間につき ７００円 

工作室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
大
沢
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ７００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
水
の
森
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ７００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ７００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

和室(3) 一時間につき ５００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
若
林
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ８００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
沖
野
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ７００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
寺
岡
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一研修室 一時間につき ５００円 

第二研修室 一時間につき ５００円 

第三研修室 一時間につき ５００円 

和室 一時間につき ５００円 

トレーニング室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

 

 

仙
台
市
貝
ケ
森
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ８００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
幸
町
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ７００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
長
命
ケ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ８００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ５００円 

和室(2) 一時間につき ８００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
落
合
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室兼調理実習室 一時間につき ８００円 

和室(1) 一時間につき ５００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
中
山
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ７００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
折
立
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ８００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
吉
成 

市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ８００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ５００円 
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仙
台
市
吉
成
市
民
セ
ン
タ
ー 

和室 一時間につき ５００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
柳
生
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ８００円 

会議室兼調理実習室 一時間につき ７００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
太
白
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー 

大会議室 一時間につき ８００円 

中会議室 一時間につき ７００円 

第一小会議室 一時間につき ５００円 

第二小会議室 一時間につき ５００円 

第三小会議室 一時間につき ５００円 

和室(大) 一時間につき ８００円 

和室(小) 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

音楽室 一時間につき ８００円 

創作室 一時間につき ７００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
田
子
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ８００円 

第二会議室 一時間につき ３００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ９００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
松
森
市
民
セ
ン
タ
ー 

会議室 一時間につき ８００円 

和室(大) 一時間につき ８００円 

和室(小) 一時間につき ５００円 

工作室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
富
沢
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ８００円 

第二会議室 一時間につき ５００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

 
仙
台
市
富
沢
市
民
セ
ン
タ
ー 

調理実習室 一時間につき ８００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
桂
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ８００円 

第二会議室 一時間につき ３００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

創作室 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
福
室
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ８００円 

第二会議室 一時間につき ５００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ５００円 

調理実習室 一時間につき ８００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
南
中
山
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ８００円 

第二会議室 一時間につき ５００円 

研修室 一時間につき ８００円 

和室(1) 一時間につき ３００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

和室(3) 一時間につき ３００円 

調理実習室 一時間につき ６００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

仙
台
市
木
町
通
市
民
セ
ン
タ
ー 

第一会議室 一時間につき ８００円 

第二会議室 一時間につき ３００円 

和室(1) 一時間につき ８００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

調理実習室 一時間につき ９００円 

ホール 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 
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備考 

一 使用時間は，午前９時から午後９時までとする。 

二 「午前」とは午前９時から正午までを，「午後」とは午後１時から午後４時３０

分までを，「夜間」とは午後５時３０分から午後９時までをいう。 

三 その使用に係る時間に１時間に満たない端数があるときは，これを１時間に切

り上げる。 

四 １時間ごとの使用料を定めた使用区分において，第一号の使用時間以外の時間

に使用する場合における使用料は，この表に定める額とする。 

五 前号の使用区分以外の使用区分において，次のイからハまでに掲げる使用時間

に係る使用料は，それぞれイからハまでに掲げる額とする。 

イ 午前９時から午後４時３０分まで 午前の項及び午後の項に定める額の合

計額 

ロ 午後１時から午後９時まで 午後の項及び夜間の項に定める額の合計額 

ハ 午前９時から午後９時まで 午前の項，午後の項及び夜間の項に定める額

の合計額 

六 前号の使用区分において，第一号に定める使用時間以外の時間に使用する場合

(前号の場合を除く。)における使用料は，その使用が午前９時以前又は正午から

午後１時までのときは午前の項に，午後４時３０分から午後５時３０分までの

ときは午後の項に，午後九時以降のときは夜間の項にそれぞれ定める額を時間

割りして計算した額とする。 

七 使用者が対価の支払を受けて展示会その他の催しを行う場合その他これに類す

る場合の使用料は，この表に定める額の三倍以内において市長が定める。 

八 会議室兼調理実習室を会議のために区分して使用する場合の使用料は，この表

に定める額に０．７を乗じて得た額とする。 

 

 

(二) 個人使用する場合 

使用区分 金額 

体育館・ホール・仙

台市中央市民セン

ター及び仙台市北山

市民センターのト

レーニング室 

一般 一回につき ２００円 

小学生・中学生 一回につき １００円 

仙台市寺岡市民センターのトレーニング室 一回につき ２００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 仙台市榴ケ岡市民センター榴岡公園軽体育館の使用料 

(一) 専用使用する場合 

使用区分 金額 

ミーティングルーム(1) 一時間につき ８００円 

ミーティングルーム(2) 一時間につき ５００円 

和室(1) 一時間につき ３００円 

和室(2) 一時間につき ３００円 

体育館 午前 ２，１００円 

午後 ２，６００円 

夜間 ３，１００円 

備考 一(一)の表の備考第一号から第六号までの規定は，この表の場合について準用する。 

 

 

(二) 個人使用する場合 

使用区分 金額 

体育館 一般 一回につき ２００円 

小学生・中学生 一回につき １００円 
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仙台市市民センター条例施行規則 

平成二年三月二九日 

仙台市教育委員会規則第五号 

 

(趣旨) 

第一条 この規則は、仙台市市民センター条例（平成

二年仙台市条例第八号。以下「条例」という。)の

施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

(使用時間) 

第二条 市民センター(以下「センター」という。)の

施設の使用時間は、午前九時から午後九時までとす

る。 

2 前項の規定にかかわらず、教育委員会が必要と認

めるときは、同項に規定するセンターの施設の使用

時間を変更することができる。 

 

(休館日) 

第三条 センターの休館日は、次のとおりとする。た

だし、教育委員会が必要と認めるときは、これを変

更し、又は休館することができる。 

一 月曜日(国民の祝日に関する法律(昭和二十三年

法律第百七十八号)に規定する休日(以下「休日」

という。)に当たる日を除く。) 

二 休日の翌日(日曜日又は休日に当たる場合は、

その直後の日曜日又は休日でない日) 

三 十二月二十八日から翌年の一月四日までの日

(前二号に掲げる日を除く。) 

 

(使用許可の手続) 

第四条 条例第三条第一項の許可(以下「使用許可」と

いう。)を受けようとする者は、使用申込書を教育

委員会に提出しなければならない。 

2 前項の規定による使用申込書の提出は、次に定め

るところにより行わなければならない。ただし、教

育委員会が特に必要と認める場合は、この限りでな

い。 

一 センターの施設を専用使用しようとする場合

には、使用しようとする日(以下「使用日」とい

う。)の属する月の二月前の月の十日から使用日

までの期間内に行うこと 

二 センターの施設を個人使用しようとする場合

には、使用日に行うこと 

3 教育委員会は、使用許可をしたときは、使用承認

書を交付するものとする。 

4 センターの施設の使用許可に係る手続(センターの

施設を個人使用しようとする場合の使用許可に係

る手続を除く。)については、前三項の規定にかか

わらず、市民利用施設予約システム(仙台市民利用

施設予約システムの運用及び利用者登録等に関す

る規則(平成十五年仙台市規則第八十七号)第二条第

二号に規定するものをいう。)を利用する方法によ

り行うことができる。 

 

第四条の二 条例第三条第二項第三号に規定する教

育委員会が不適当と認めるときは、次の各号に掲げ

る場合とする。 

一 センターの施設において物品又は権利の販売

又は宣伝（次項において｢物品販売等｣という。）

を行おうとする場合 

二 その他センターの設置目的に照らして教育委

員会が不適当と認める場合 

2  教育委員会は、前項第一号の規定にかかわらず、

センターの設置目的に照らして適当と認める場合

は、センターの施設において物品販売等を行おうと

する者に対し、使用許可をすることができる。この

場合において、物品販売等を行おうとする者は、教

育委員会が必要と認める書類を教育委員会に提出

しなければならない。 

 

(市長が必要と認めるときの使用料の納期限) 

第五条 条例第四条第二項ただし書に規定する市長

が必要と認めるときは、次の各号に掲げる場合とし、

同項ただし書に規定する別に定める納期限は、当該

各号に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ当該各号

に定める日とする。 

一 使用料を口座振替の方法により納入する場合 

使用許可を受けた日の属する月の翌月末日 

二 区長が特別な事由があると認める場合 区長

が定める日 

 

(市長が必要と認めるときの使用料の額の特例) 

第六条 使用許可を受けた者(以下「使用者」という。)

が条例第四条の二第一号に該当する場合において、

同条の規定により市長が定める使用料の額は、零と

する。 

2 条例第四条の二第二号に規定する市長が別に定め

る期間は、次の各号に掲げる期間とし、同条の規定

により市長が定める使用料の額は、前項の規定にか
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かわらず、次の各号に掲げる期間の区分に応じ、そ

れぞれ当該各号に定める額とする。 

一 使用許可を受けた日から使用日の七日前の日

までの期間 零 

二 使用日の七日前の日の翌日から使用日までの

期間 条例第四条第一項の規定による使用料(条

例第六条の規定により使用料を減免した場合に

あっては、当該減免後の使用料)の額 

3 使用者が前条の納期限までに使用料を納入せず、

かつ、センターの施設を使用する意思があると認め

られないときは、当該納期限の日において使用の取

りやめの申出がなされたものとみなし、前項の規定

を準用する。 

 

(使用料の返還) 

第七条 使用者が条例第四条の二第一号に該当する

と区長が認める場合において、条例第五条ただし書

の規定により既納の使用料を返還する場合の返還

額は、既納の使用料の全額とする。 

2 使用者が条例第四条の二第二号に該当すると区長

が認める場合において、条例第五条ただし書の規定

により既納の使用料を返還する場合の返還額は、前

条第二項第一号に掲げる期間においては、既納の使

用料の全額とする。 

3 使用料の返還を受けようとする者は、還付請求書

を区長に提出しなければならない。ただし、区長が

特別の事由があると認めるときは、この限りでない。 

 

(指定管理者に管理を行わせる場合における規定の

適用) 

第八条 条例第十条の規定により指定管理者(地方自

治法(昭和二十二年法律第六十七号)第二百四十四条

の二第三項に規定する指定管理者をいう。以下同

じ。)にセンターの管理を行わせる場合における第

四条の規定の適用については、同条中「教育委員会」

とあるのは、「指定管理者」とする。 

 

(審議会) 

第九条 仙台市公民館運営審議会(以下「審議会」と

いう。)は、次に掲げる事務を所掌する。 

 一 中央市民センター長から諮問のあったことに

ついて、審議すること 

 二 センターにおける各種の事業について、調査

研究すること 

 三 センターにおける各種の事業について、評価

すること 

 四 その他審議会が必要と認める事項について、

審議等を行うこと 

2 審議会に会長及び副会長一人を置く。 

3 会長及び副会長は、それぞれ委員が互選する。 

4 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

5 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき

又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。 

 

第十条 会長は、審議会の会議を招集し、その議長と

なる。 

2 審議会の会議は、二月ごとに一回開くものとする。

ただし、会長が必要と認めたときは、臨時に開くこ

とができる。 

3 審議会の会議は、委員の過半数が出席しなければ

開くことができない。 

4 審議会の会議の議事は、出席委員の過半数をもっ

て決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

 

第十一条 審議会の庶務は、中央市民センターにおい

て処理する。 

 

第十二条 前三条に定めるもののほか、審議会の運営

に関し必要な事項は、会長が審議会に諮って定める。 

 

(実施細目) 

第十三条 この規則の実施細目は、教育長が定める。 

 

 

附 則 省 略 
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